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本
学
同
窓
生
、
本
学
々
生
諸
聖
、
諸
子
の
宿
願
で
あ
っ
た
四
年
制
大
学
の
昇
格
は
諸
審
査
、
手
続
を
円
成
し
昨
平
成
六

年
十
二
月
二
十
一
日
を
も
っ
て
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。

本
学
の
建
学
精
神
「
行
学
二
道
」
の
行
は
「
給
仕
・
行
法
」
で
あ
り
、
学
は
こ
の
行
を
内
容
と
し
、
こ
の
両
者
は
相
依

相
関
し
て
識
得
し
信
解
さ
れ
、
更
に
体
得
色
読
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

仏
祖
三
宝
に
対
す
る
給
仕
は
精
進
・
忍
耐
・
慈
譲
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
先
師
は
僧
徒
・
講
衆
（
僧
俗
）
が
妙
法
弘

通
の
た
め
に
互
い
に
思
い
合
い
、
思
い
合
せ
異
体
同
心
に
利
他
の
行
願
に
乗
ず
る
こ
と
で
あ
る
と
慈
誠
を
加
え
て
い
る
。

い
ま
、
社
会
一
般
が
学
校
に
求
め
る
学
問
は
知
育
に
偏
し
、
徳
育
に
よ
る
人
間
性
格
の
酒
養
を
忘
却
し
て
い
る
。
本
学

の
学
生
は
弘
道
の
法
器
で
あ
る
。
精
進
・
忍
耐
・
慈
譲
の
修
行
に
よ
っ
て
得
た
心
地
を
体
現
し
、
更
に
こ
れ
に
よ
っ
て
信

仰
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る

従
し
行
入
レ
行
依
レ
行
得
し
信

行
よ
り
行
に
入
り
、
行
に
依
っ
て
信
を
得

巻
頭
言
ｌ
身
延
山
大
学
開
校
に
あ
た
り



こ
の
よ
う
な
心
得
、
心
の
持
ち
方
を
学
生
に
会
得
さ
せ
た
い
。
本
学
昇
格
審
査
に
あ
た
っ
て
行
学
二
道
の
学
是
を
の
べ

た
と
き
、
今
日
の
一
般
大
学
が
知
識
偏
重
の
教
育
方
針
を
と
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
仏
教
系
大
学
が
修
行
精
進
の
徳
育

を
忘
れ
て
い
る
中
で
行
学
二
道
を
高
調
さ
れ
る
こ
と
は
現
下
の
教
育
界
に
お
け
る
光
明
で
あ
る
と
高
い
評
価
を
得
た
。

今
、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
本
学
建
学
の
精
神
を
か
え
り
み
て
求
道
給
仕
の
精
進
に
迩
進
す
る
こ
と
を
誓
願
し
た
い
。

平
成
七
年
三
月

学
長
宮
崎
英
修
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法
華
経
は
、
そ
の
経
題
に
「
法
」
と
い
う
一
語
が
入
っ
て
い
る
故
な
の
か
、
経
典
を
通
し
て
も
法
の
語
を
沢
山
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

お
お
よ
そ
の
数
で
は
あ
る
が
、
序
品
で
は
四
十
四
ヶ
所
、
方
便
品
で
は
七
十
七
ヶ
所
、
警
聡
品
で
は
五
十
七
ケ
所
、
信
解
品
で
は
十
九
ケ

所
、
薬
草
噛
品
で
は
三
十
四
ヶ
所
、
授
記
品
で
二
十
一
ヶ
所
、
化
城
嚥
品
で
五
十
九
ヶ
所
、
五
百
弟
子
授
記
品
で
二
十
四
ケ
所
、
授
学
無

学
人
記
品
で
二
十
三
ヶ
所
と
い
う
使
用
例
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
て
、
法
華
経
の
十
号
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
る
も
の
に
妙
法
蓮
華
教
菩
薩
法
仏
所
謹
念
と
い
う
一
句
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
梵

文
は
、
且
含
日
日
画
‐
冒
且
胃
晏
画
召
号
胃
目
”
‐
ｇ
ご
野
、
召
の
匡
可
習
冨
日
日
画
冨
箇
言
昌
冨
昌
す
且
巨
の
ｇ
耳
留
画
く
且
画
昌
の
胃
ぐ
向
‐

ｇ
＆
富
‐
冒
円
気
圏
冨
昌
（
妙
法
蓮
華
の
法
門
と
い
う
、
菩
薩
を
誠
し
め
一
切
の
仏
が
保
持
す
る
偉
大
な
広
が
り
の
経
典
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
妙
法
に
あ
た
る
も
の
は
ｍ
、
＆
盲
目
〕
画
で
あ
る
が
、
教
菩
薩
法
の
法
に
あ
た
る
も
の
は
閨
凹
ぐ
豊
画
で
あ
り
、
ぐ
豊
画
は
「
ぐ
画
ｏ
か

ら
作
ら
れ
た
言
葉
で
、
「
ぐ
四
・
は
話
す
、
告
げ
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ぐ
９
ｍ
は

言
葉
と
か
発
言
等
を
意
味
し
、
そ
れ
に
上
か
ら
下
に
と
い
う
意
味
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
使
う
四
ぐ
画
と
い
う
接
頭
語
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例

１
１
序
品
・
方
便
品
に
関
し
て
Ｉ

1

望
月
海
淑

(7）



こ
の
こ
と
の
た
め
に
は
、
法
華
経
に
お
け
る
「
法
」
の
訳
語
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
ん
な
言
葉
か

ら
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
探
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
立
場
に
立
っ
て
資
料
篇
と
い
う
意
味
あ
い
で
も
い
い
、
こ
う
思
っ
て
、

各
場
面
で
の
あ
り
方
を
順
を
追
っ
て
例
記
し
だ
し
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
冒
頭
の
使
用
例
の
多
さ
の
通
り
、
こ
れ
は
大
変
な
分
量
、
し
た
が
っ

て
頁
数
を
必
要
と
し
、
序
品
と
方
便
品
だ
け
で
本
誌
が
私
に
割
き
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
頁
数
を
、
は
る
か
に
越
え
て
し
ま
う
で
あ
ろ

う
こ
と
が
分
っ
た
。
そ
こ
で
止
む
な
く
全
て
の
場
面
で
の
例
記
を
あ
き
ら
め
、
標
準
的
な
も
の
を
例
記
し
、
特
に
異
な
っ
た
場
面
を
中
心

に
み
て
い
こ
う
と
い
う
次
第
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

尚
、
以
下
、
序
品
か
ら
順
を
追
っ
て
み
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
経
典
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
特
に
言
及
す
る
以
外
は
、
妙
法
華
経
・

正
法
華
経
・
梵
文
法
華
経
（
閑
の
ｇ
ゞ
ｚ
§
ご
◎
本
）
の
順
で
あ
り
、
引
用
文
の
下
の
（
）
内
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
頁
数
で
あ
る
。
又
、
法
華
経
に
お
け
る
法
は
経
の
題
名
で
あ
る
た
め
に
、
又
、
法
緊
那
羅
王
に
お
け
る
よ
う
な
法
は
固
有
名
詞
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
除
外
す
る
こ
と
に
す
る
。

葉
も
、

た
い
。

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）

か
ら
、
誰
か
が
誰
か
に
何
か
を
伝
え
る
言
葉
と
い
う
意
味
あ
い
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
言
葉
は
仏
が
菩
薩
に
対
し
て
伝
え
る
教
え
、
教
示

と
理
解
さ
れ
、
教
誠
（
い
ま
し
め
）
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
教
菩
薩
法
は
会
胃
目
四
で
は
な
く
、
釈
尊
が
菩
薩

た
ち
に
垂
れ
た
教
誠
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
梵
文
で
は
含
胃
日
四
‐
冒
曼
ご
画
（
法
門
）
と
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
に
対

す
る
直
接
の
訳
は
妙
法
華
経
に
は
見
ら
れ
な
い
。
教
誠
が
あ
り
法
門
が
あ
る
の
で
、
ま
と
め
て
封
菩
薩
法
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
今
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
詮
索
す
る
こ
と
に
目
標
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
法
華
経
に
お
い
て
沢
山
に
見
ら
れ
る
法
と
い
う
言

葉
も
、
一
様
に
号
胃
目
色
の
訳
語
と
し
て
処
理
し
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
の
解
明
に
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き

(8）



百
日
８
蔚
冒
量
冨
ｇ
品
画
く
四
目
８
号
胃
日
画
日
号
笛
旨
昌
一
の
ｍ
８
の
胃
ぐ
○
コ
涛
菖
の
目
陣
ご
鼻
の
の
ョ
”
（
６
）
（
か
の
尊
き
仏

た
ち
が
法
を
説
く
、
そ
れ
が
す
べ
て
完
全
に
聞
こ
え
た
）

と
あ
り
、
更
に
こ
れ
に
続
け
て
、
講
二
説
正
法
一
（
２
下
）
、
敷
演
於
此
仏
法
（
“
上
）
胃
鼻
腺
畠
ｇ
冨
己
目
宮
邑
冨
‐
号
閏
目
画
（
９
）

と
か
、
講
し
法
（
３
上
）
、
講
法
（
“
下
）
、
今
胃
目
色
召
く
且
目
８
（
吃
）
と
か
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
覚
り
を
開
か
れ
た
仏
が
教

え
を
説
く
と
い
う
も
の
で
、
法
今
胃
日
画
の
基
本
的
な
あ
り
方
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
法
含
胃
昌
四
と
は
何
か
、
明
白
で
は
な
い
が
、
序
品
の
最
初
の
偶
の
中
に
は
、

以
二
千
万
偶
一
讃
二
諸
法
王
》
（
３
上
）

以
数
千
偶
歎
人
中
生
（
“
下
）

、
騨
冨
‐
印
画
盲
閂
呂
ご
旨
習
骨
画
‐
周
壁
四
日
（
蝿
）
（
千
の
偶
に
お
い
て
勝
者
た
る
イ
ン
ド
ラ
王
を
…
…
）

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）

序
品
に
お
け
る
「
法
」
の
使
用
例
か
ら
み
る
こ
と
に
す
る
。

耆
闇
堀
山
に
座
ら
れ
た
釈
尊
は
教
え
を
説
か
れ
な
い
。
何
故
か
と
思
っ
た
時
、
大
地
が
震
動
す
る
な
ど
の
不
思
議
な
こ
と
が
お
こ
り
、

釈
尊
は
眉
間
の
白
毫
か
ら
光
り
を
出
し
東
方
の
世
界
を
映
し
出
さ
れ
、
そ
の
土
に
お
い
て
も
諸
仏
が
教
え
を
説
い
て
お
ら
れ
る
様
を
現
出

さ
れ
た
。
そ
の
時
の
各
世
界
で
の
仏
た
ち
の
働
き
に
関
し
て
、

及
聞
二
諸
仏
所
説
経
法
一
（
２
中
）

及
聞
二
諸
仏
所
説
経
法
一
（
２
｛

十
方
諸
仏
所
説
経
法
（
鯛
下
）

2

(9）



法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）

と
あ
り
、
妙
法
華
経
は
こ
の
言
習
骨
画
，
邑
画
を
も
っ
て
法
王
と
訳
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
梵
文
で
は
仏
の
こ
と
を
ジ
ナ
言
、

（
勝
者
）
と
な
す
こ
と
は
良
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ラ
は
バ
ラ
モ
ン
教
に
お
い
て
は
天
に
い
ま
す
最
高
の
神
と
し
て
の
信

仰
を
集
め
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
表
現
は
仏
の
こ
と
で
あ
り
、
仏
は
法
王
と
称
せ
ら
れ
る
が
故
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
立
場
に
対
し
て
次
の
一
句
に
は
い
さ
さ
か
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

惑
有
全
愚
説
二
寂
滅
法
一
種
々
教
中
詔
無
数
衆
生
上
或
見
圭
晨
観
丙
諸
法
性
無
し
有
二
二
相
一
猶
如
乙
虚
元
話
（
３
中
）

或
有
得
人
寂
然
法
誼
察
諸
報
応
衆
億
兆
載
発
起
民
庶
…
志
願
仏
道
暁
了
観
察
不
秘
倍
法
滅
除
三
事
寂
等
如
空

惑
有
下
菩
薩

或
有
得
人

旦
言
画
司
９
ｍ
己
。
、
言
‐
ｏ
罫
冒
画
く
画
邑
画
具
目
の
画
具
画
昌
号
窯
四
．
富
‐
言
言
‐
ご
勉
冨
ｇ
ｇ
円
回
冒
禺
餌
誉
一
号
曾
口
露
蔚
胃
脚
垣
画
‐
の
”
彦
勉
の
愚
去
ｏ
平

口
四
日
意
四
コ
の
冒
四
冨
胃
色
異
冨
冨
、
四
画
台
。
《
三
日
一
一
己
『
号
画
弄
騨
邑
ゴ
胃
日
、
胃
也
両
国
画
ョ
習
い
ユ
ぐ
臼
昌
画
ヨ
胃
、
弓
雰
画
昏
弄
壹
口
頭
画
‐
言
々
画

‐
の
ｇ
詠
讐
（
Ｍ
）
（
あ
る
も
の
は
那
由
佗
以
上
の
因
縁
に
お
い
て
寂
滅
の
法
を
語
り
、
千
万
億
の
人
々
に
智
に
よ
っ
て
覚
り
を
説
く
。
空
行
く
鳥

（
１
）

の
よ
う
に
両
者
に
か
た
よ
ら
ず
口
旨
冨
冨
な
法
を
知
っ
て
…
…
）

と
述
べ
ら
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
妙
法
華
経
に
よ
っ
て
寂
滅
法
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
含
閂
目
旬
日
圏
貝
画
ョ
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ

が
、
諸
法
性
に
あ
た
る
も
の
は
凰
鼻
画
冨
号
画
目
〕
画
で
あ
る
。
己
国
富
富
に
つ
い
て
、
臣
鳴
暮
ｏ
己
は
「
し
ば
し
ば
空
召
ご
画
と
組

（
２
）

み
合
わ
せ
て
使
わ
れ
る
」
の
だ
と
し
て
、
そ
の
例
と
し
て
右
の
梵
文
法
華
経
の
文
章
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
見
か
ら
す
る
と
、
諸

法
性
と
い
う
訳
語
の
背
景
に
は
、
空
と
い
う
も
の
の
見
方
、
す
な
わ
ち
一
切
の
も
の
は
変
易
性
に
お
い
て
あ
り
固
定
的
実
体
的
な
も
の
な

ど
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
立
場
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
い
い
か
え
る
と
法
と
い
う
も
の
は
仏
の
教
え
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
空
と
い
う
釈
尊
（
仏
教
）
の
根
本
理
念
に
か
か
わ
る
見
方
の
上
に
立
つ
も
の
だ
と
い
う
あ
り
よ
う
が
考
え
ら
れ

（
関
上
中
）

(〃）



か
く
て
所
し
得
妙
法
（
３
下
）
、
微
妙
法
（
鮪
下
）
、
凋
圖
‐
号
閏
目
四
（
焔
）
（
最
高
の
法
）
を
仏
を
説
く
の
か
、
と
弥
勒
菩
薩
は
質
問
し
、

文
殊
師
利
菩
薩
は
、
説
二
大
法
一
。
雨
二
大
法
雨
一
…
（
３
下
）
、
敷
大
法
演
無
極
典
。
散
大
法
雨
…
（
鮪
下
）
、
ョ
豊
平
号
胃
冒
画
‐
く
覇
ご
‐

８
三
頁
画
く
日
溜
曽
召
…
（
焔
～
Ⅳ
）
（
大
法
の
雨
を
ふ
ら
し
…
）
と
し
、
こ
の
大
法
は
難
信
之
法
（
３
下
）
、
洗
除
俗
穣
聞
服
仏
法
（
鮪
下
）
、

ぐ
ぢ
厨
ご
血
昌
冒
冨
‐
号
日
日
画
‐
冒
昌
ご
“
日
（
Ⅳ
）
（
難
信
の
法
門
）
だ
と
指
摘
し
、
か
る
が
故
に
四
諦
法
、
十
二
因
縁
法
（
３
下
、
髄
下
髄

上
、
Ⅳ
）
と
い
う
具
合
に
、
種
々
な
教
え
の
説
き
方
を
示
し
て
み
せ
て
来
た
の
だ
と
い
う
過
去
に
お
け
る
日
月
灯
明
如
来
の
古
事
に
ふ
れ

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
仏
の
会
座
に
い
た
人
々
が
、
楽
欲
聴
法
（
４
上
）
、
講
説
経
法
（
師
上
）
、
号
胃
目
鼠
日
ぐ
閨
房
勝
（
別
）
（
法

を
聞
き
た
い
）
と
し
た
の
で
、
法
華
経
を
説
か
れ
た
の
だ
と
し
、
今
の
釈
尊
の
あ
り
よ
う
は
こ
の
時
の
仏
の
あ
り
よ
う
と
同
じ
だ
か
ら
、

再
び
法
華
経
が
説
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
後
の
序
品
の
偶
は
、
こ
の
説
示
の
く
り
返
し
で
あ
る
か
ら
、
仏
が
法
を
説
く
と
か
、
法
座
の
上
で
と
か
、
深
法
の
義
と
か
に
言
及

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
含
胃
昌
画
に
つ
い
て
の
訳
語
で
あ
る
。
（
４
中
下
、
髄
中
下
、
羽
別
）

し
か
し
、
そ
の
偶
の
中
で
七
十
二
偶
と
七
十
九
偶
と
に
は
、
い
さ
さ
か
注
目
す
べ
き
点
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
七
十
二
偶
は

又
見
下
諸
菩
薩
知
二
法
寂
滅
相
一
各
於
二
其
国
土
一
説
し
法
求
中
仏
道
上
（
４
下
）

其
心
寂
然
各
以
縁
便
多
所
開
化
無
数
仏
界
広
説
経
法
（
師
上
）

ｇ
黒
画
日
冒
目
日
の
習
冨
ご
自
勝
目
く
ゅ
召
８
胃
ど
習
画
日
腎
瞭
呂
冒
鼻
鼠
畠
目
三
号
＄
昌
号
胃
冒
画
己
冨
言
‐
一
○
百
‐
含
騨
，

匡
曾
切
匡
恩
威
目
ｇ
曾
豊
ご
ロ
日
昼
汽
曾
寄
ご
竺
一
（
型
）
（
寂
静
に
し
て
無
漏
な
る
あ
り
の
ま
ま
な
言
葉
を
知
っ
て
説
き
、
沢
山
な
世
界
に

お
い
て
善
逝
は
こ
の
よ
う
な
神
力
を
も
っ
て
法
を
説
く
）

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）
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と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
七
十
二
偶
で
の
知
法
寂
滅
相
は
与
黒
四
日
ｇ
８
日
職
昌
昌
昌
勝
圖
箇
包
を
訳
し
た
も
の
で
、
説
法

は
号
笛
昌
一
合
胃
目
画
召
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
先
述
の
説
寂
滅
法
に
つ
な
が
る
内
容
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
七

十
九
偶
の
諸
法
実
相
義
は
、
鼻
日
日
、
‐
国
の
日
と
号
胃
ョ
画
‐
、
ぐ
号
冨
ぐ
ゆ
と
を
訳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
法
の
自
性
た
る
の
く
画
‐

ｇ
習
画
が
実
相
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
に
改
め
て
の
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
序
品
の
偶
末
に
近
く
、
日
月
灯
明
如
来
が
光
明
を
放
っ
た
理
由
に
ふ
れ
て

今
仏
放
光
明
助
発
実
相
義
（
５
中
）

建
立
興
発
講
説
経
法
自
然
之
教
（
師
下
）

、
四
畳
の
号
９
ｍ
目
昌
百
２
９
一
段
ご
ｍ
‐
の
目
冒
喜
務
一
望
ｇ
の
号
胃
昌
画
‐
め
ぐ
豊
富
ぐ
画
‐
目
且
愚
冒
（
躯
）
（
釈
迦
の
獅
子
は
、
安
住
せ
る
法

と
示
さ
れ
、
七
十
九
偶
に
は

と
述
べ
、
法
華
経
が
釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
言
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
実
相
義
は
号
胃
日
画
‐
の
ぐ
馨
冨
ぐ
画
‐
目
且
同
‐

四
目
の
訳
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
こ
れ
を
正
法
華
経
は
自
然
之
教
と
訳
し
て
い
る
が
、
法
と
い
う
も
の
は
自
然
の
あ
り
よ
う
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
り
、
又
、
実
相
と
も
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
の
か
を
語
っ
た
）

諸
法
実
相
義
已
為
二
汝
等
一
説
（
５
上
）

講
説
経
典
自
然
之
誼
顕
示
衆
庶
此
正
法
華
（
師
上
）

冒
酌
冨
陛
菌
昌
の
ご
価
与
胃
ョ
陣
‐
口
の
冨
司
胃
畏
聾
。
号
胃
ョ
ｍ
‐
の
ぐ
四
与
習
画
忌
身
の
農
（
妬
）
（
法
の
眼
を
説
き
、
法
の
本
性
が
ど
の
よ
う

の
自
性
の
印
を
説
く
で
あ
ろ
う
）

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）

(I2)



に
到
達
し
た
）

と
し
て
、
こ
の
仏

こ
の
仏

は
方
便
品
に
は
、
さ
す
が
に
法
に
関
す
る
説
示
が
多
い
。
今
は
そ
れ
ら
を
順
を
追
っ
て
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

三
昧
か
ら
立
ち
上
っ
た
釈
尊
が
、
舎
利
弗
に
む
か
っ
て
仏
に
智
慧
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
仏
が
体
得
し
た
智
慧
に
つ
い
て
、
そ
れ

如
来
皆
了
諸
法
所
由
。
従
何
所
来
諸
法
自
然
。
分
別
法
貌
衆
相
根
本
智
法
自
然
。
（
船
上
）

守
画
ご
画
”
画
厨
の
ぐ
、
の
胄
言
員
『
画
冨
昏
幽
晒
画
富
里
、
。
写
四
『
目
四
日
摩
の
段
］
＆
望
騨
ヨ
ユ
ゴ
画
同
ョ
四
日
の
冨
菩
四
ｍ
ｇ
ｏ
言
冒
騨
二
い
画
司
ぐ
画
さ
ぎ
色
『
‐

討
昌
四
二
画
ロ
一
の
陣
『
』
で
巨
計
門
口
註
”
ず
。
四
ｍ
ｍ
司
固
の
く
い
』
の
砂
煙
萱
、
壷
一
一
の
画
『
く
い
０
口
彦
、
司
尉
昌
脾
邑
画
壱
一
守
画
含
写
四
ｍ
ｍ
庁
口
の
ぐ
画
一
幽
邑
画
匡
一
〕
の
○
四
庁
の
ロ
ゴ
画
『
閏
目
‐

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）

諸
法
実
相
。
壺

寛
等
（
５
下
）

諸
仏
無
量
道
法
…
未
曽
有
法
…
一
切
未
曽
有
法
…
無
量
無
辺
未
曽
有
法
…
難
解
法
（
５
中
下
）

仏
法
慰
勲
労
苦
精
進
…
一
心
脱
門
三
昧
正
受
不
可
限
量
…
所
説
経
典
不
可
及
逮
…
未
曽
有
法
（
錦
上
）

ｇ
言
‐
ｇ
呂
冨
…
ｏ
目
画
・
目
菌
ご
旨
。
…
腺
。
胃
勘
合
言
冨
‐
含
胃
日
画
‐
３
日
目
侭
凹
菌
合
同
く
言
の
怠
‐
今
胃
冒
画
‐
の
四
日
煙
く
侭
画
芯
早

胃
乱
萱
の
旨
‐
号
日
日
習
匡
萱
騨
冒
旨
口
亨
．
、
画
琴
言
冨
‐
今
胃
日
画
…
ぐ
ご
昼
冨
‐
号
日
日
画
…
腺
８
昌
圏
ｇ
匡
冨
‐
胃
菩
薗
昏
（
羽
）
（
諸

●

仏
の
行
を
行
じ
…
未
曽
有
の
法
を
具
足
し
、
理
解
し
が
た
い
法
を
具
足
し
、
理
解
し
が
た
い
法
を
受
け
、
…
未
曽
有
の
法
…
種
々
な
法
…
希
有
な
法

の
智
慧
は
仏
と
仏
と
の
み
が
究
尽
す
る
も
の
だ
と
し
、
五
種
法
（
十
如
是
）
を
展
開
し
て
い
る
。

実
相
。
所
謂
諸
法
如
是
相
。
如
是
性
。
如
是
体
。
如
是
力
。
如
是
作
。
如
是
因
。
如
是
縁
。
如
是
果
。
如
是
報
。
如
是
本
末
究

3
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四
望
画
守
豈
四
○
画
辱
の
巳
毒
画
円
目
》
画
く
画
且
『
の
画
の
○
四
歳
の
Ｑ
ゴ
ロ
同
【
目
”
］
画
］
一
画
弄
切
画
ご
陣
の
○
画
庁
の
。
彦
画
『
閂
自
画
淫
画
一
の
ぐ
画
ケ
ゴ
画
く
画
の
。
画
一
の
邑
壹
画
『
【
百
’

四
昏
一
］
の
。
、
］
、
げ
き
陣
○
四
］
蝉
且
『
の
蝉
の
○
画
望
画
一
一
画
云
切
口
唇
画
の
○
口
〕
画
舜
の
ぐ
画
ウ
ゴ
い
く
画
の
○
画
《
の
。
琴
、
『
園
ご
画
一
武
一
寺
の
如
巨
Ｑ
ゴ
ロ
門
『
旨
の
切
匡
一
画
詩
ゴ
ー

侭
陣
富
の
菌
胃
胃
冨
厨
。
》
冒
円
・
扇
島
一
一
（
釦
）
（
舎
利
弗
よ
、
如
来
こ
そ
は
如
来
の
法
を
説
き
、
如
来
は
法
を
知
っ
て
い
る
。
舎
利
弗
よ
、

如
来
こ
そ
は
一
切
の
法
を
説
く
。
如
来
こ
そ
は
一
切
の
法
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
法
は
何
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
法
は
ど
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
法
は
ど
ん
な
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
法
は
ど
ん
な
相
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
法
は
ど
ん
な
自
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ら
は
何
で
、
そ
れ
ら
は

ど
の
よ
う
で
、
ど
ん
な
で
、
ど
ん
な
相
で
、
ど
ん
な
自
性
で
あ
る
の
か
。
如
来
こ
そ
は
そ
れ
ら
の
法
に
お
い
て
明
白
に
知
る
も
の
で
あ
る
）

こ
の
十
如
是
は
五
種
類
の
繰
り
返
し
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
別
に
五
種
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
含
胃
日
画
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
妙
法
華
経
に
は
諸
法
実
相
の
語
が
見
え
る
が
、
梵
文
に
は
そ
れ
に
直
接
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
五
種
法
の
あ
り
方
は
も
の
の
見
方
で
あ
る
か
ら
、
諸
法
実
相
の
内
容
に
近
い
も

五
種
法
（
十
如
是
）
に
続
く
偶
の
中
に
お
い
て
、
仏
は
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

及
仏
諸
余
法
無
二
能
測
量
者
一
…
甚
深
微
妙
法
難
見
難
可
了
…
是
法
不
可
示
言
辞
相
寂
滅
（
５
下
）

如
諸
仏
法
貌
莫
有
逮
及
者
…
入
於
深
妙
誼
所
現
不
可
及
…
其
身
不
可
見
亦
無
有
言
説
（
錦
上
）

冨
身
溌
冒
＆
富
‐
島
日
日
鼠
８
目
悪
ご
画
昌
萱
騨
巨
富
目
‐
鼻
…
恩
ョ
ｇ
目
邑
く
画
呂
恵
呂
８
号
弓
昔
の
温
の
且
胃
号
‐

圏
…
ｇ
ｇ
１
§
詠
画
営
言
昌
留
ご
画
Ｂ
ご
鼻
胃
◎
ゞ
望
画
ｇ
ａ
ｓ
ｇ
の
（
鋤
～
瓠
）
（
仏
の
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
り
う
る
者
は

誰
も
い
な
い
…
…
深
く
微
妙
に
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
…
…
そ
れ
を
見
る
こ
と
も
出
来
な
い
し
、
話
す
こ
と
も
出
来
な
い
）

で
あ
っ
て
、
法
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
言
辞
相
寂
滅
で
説
明
す
る
こ
と
な
ど
は
出
来
な
い
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
法

の
か
も
し
れ
な
い
。

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）
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が
こ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
時
、
法
と
は
こ
の
世
に
あ
る
も
の
、
こ
の
世
の
姿
な
ど
を
見
る
た
め
の
、
も
の
の
見
方
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
故
に

於
億
無
量
劫
欲
し
思
仏
実
智
一
莫
レ
能
し
知
二
少
分
一
（
６
上
）

欲
察
知
仏
所
説
解
法
於
億
那
術
劫
載
計
念
未
曽
能
知
（
鎚
中
）

冨
言
皆
画
百
画
‐
国
亀
冒
曾
自
画
具
習
目
冨
の
冨
与
黒
画
昌
冨
昌
習
』
閏
吾
向
日
（
鉈
）
（
千
万
那
由
佗
劫
の
無
限
の
間
、
真
実
を

於
億
無
量
劫
欲
し
思
仏
圭

欲
察
知
仏
所
説
解
法
型

冨
言
皆
画
百
画
白
星
冒
曾

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
仏
の
慧
で
な
け
れ
ば
真
実
に
し
て
あ
り
の
ま
ま
な
も
の
は
、
見
極
め
が
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

又
能
雪
説
し
法
…
…
甚
深
微
妙
法
…
…
於
二
仏
所
説
法
一
当
し
生
二
大
信
力
一
世
尊
法
久
後
（
６
上
）

講
説
経
法
分
別
其
誼
…
…
安
住
所
説
（
鎚
中
）

］
。
』
写
、
旬
日
四
ｍ
画
窟
騨
の
巨
函
鼻
の
ｐ
ｍ
Ｑ
局
禦
画
昏
…
ぬ
ロ
ョ
ケ
冨
冒
ユ
ゴ
ロ
『
ョ
牌
の
匡
汽
彦
巨
冒
愚
ロ
ケ
匡
・
・
壷
画
…
】
画
昌
の
胄
旨
ｇ
『
画
の
匡
函
画
冨
昏

冒
画
９
場
ｇ
の
且
冨
ョ
異
威
‐
の
陣
召
冨
ご
目
与
画
鼠
巨
富
言
函
一
目
昌
冨
夢
中
ぐ
且
ご
旨
。
昌
画
富
‐
曇
。
旨
の
冒
召
９
場
、
丘
巨
冨
‐

目
画
尋
盲
目
（
銘
）
（
善
逝
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
法
を
…
…
仏
の
深
妙
な
法
は
…
…
舎
利
弗
よ
、
善
逝
が
語
っ
た
も
の
を
信
解
せ
よ
。
偉
大
な
聖
仙

で
あ
る
ジ
ナ
は
誤
り
な
く
語
り
、
長
い
こ
と
最
高
の
意
義
を
語
る
。
）

こ
こ
で
の
最
後
は
誤
り
な
く
意
義
を
語
る
と
あ
っ
て
、
法
に
は
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ジ
ナ
と
は
仏
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
仏
の
言
葉

は
誤
り
な
い
も
の
で
法
そ
の
も
の
だ
と
い
う
立
場
で
あ
ろ
う
。

仏
は
何
故
に
方
便
を
称
歎
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
声
聞
縁
覚
た
ち
は
疑
念
を
お
こ
す
が
、
そ
の
時
の
内
容
に
は
、

仏
所
し
得
法
…
…
得
二
此
法
一
…
…
難
解
之
法
…
…
不
可
思
議
法
…
…
道
場
所
し
得
法
（
６
中
）

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）

知
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
）
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と
あ
る
が
、
こ
の
中
、
難
解
之
法
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
で
、
梵
文
法
華
経
は
、
含
閏
目
、
‐
⑳
回
景
画
冒
（
法
の
疑
い
）
ｇ
ｇ
ｍ
‐
冨
尻
巴
冨
‐

蔵
習
い
‐
§
詠
画
目
‐
号
胃
目
画
，
居
留
邑
貰
〕
（
善
巧
方
便
の
智
慧
に
よ
る
法
の
説
示
）
号
胃
日
画
‐
ｇ
ご
母
画
（
法
門
）
冨
吾
攪
画
ｇ
‐
号
胃
冒
画
”
旨

（
如
来
の
法
）
な
ど
の
語
が
示
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
代
弁
し
た
舎
利
弗
は
、

為
二
是
究
寛
法
一
…
…
時
為
如
レ
実
説
（
６
中
下
）

究
寛
至
泥
桓
今
復
聞
此
法
…
…
唯
願
演
分
別
雷
震
音
現
説
（
的
上
）

と
語
る
が
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
法
に
つ
い
て
は
梵
文
に
は
該
当
す
る
語
が
な
く
、
如
実
説
に
関
し
て
は
、
目
鼻
自
画
の
愚
冨
芸
四
の
留
早

冨
門
目
農
（
記
）
（
こ
の
法
の
ま
ま
に
説
け
）
と
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
法
が
前
者
の
法
に
あ
て
は
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
冒
菩
画

号
胃
目
、
と
い
う
言
葉
の
表
現
は
法
に
関
す
る
何
か
を
暗
示
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

か
く
て
方
便
品
の
説
示
は
三
止
三
請
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
舎
利
弗
が
請
い
、
釈
尊
が
止
め
る
と
い
う
や
り
と
り
の
中
に
お
い
て
、

是
会
無
量
衆
有
二
能
敬
信
一
者
…
…
止
止
不
二
須
説
一
我
法
妙
難
レ
思
（
６
下
）

此
出
家
者
衆
庶
億
千
恭
粛
安
住
欽
信
慧
誼
斯
之
等
類
必
皆
欣
楽
…
…
且
止
且
止
用
此
為
問
斯
慧
微
妙
衆
所
不
了

へ

69

中
一

昌
号
画
喜
娚
冨
Ｂ
８

随
時
の
説
を
称
讃
す
る
）

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）

如
来
深
妙
軽
業
…
…
於
是
仏
法
…
…
深
妙
法
…
…
顕
現
大
聖
法
…
…
欲
分
別
深
法
（
銘
下
）

ぬ
色
ヨ
ヶ
ョ
『
画
の
Ｏ
脚
］
四
日
ヨ
ロ
〕
陣
』
言
い
旬
日
”
ず
宣
切
四
日
ウ
巨
邑
・
彦
画
…
…
ぐ
画
］
閏
。
、
ロ
ウ
匡
邑
邑
三
？
Ｑ
ヨ
画
貝
邑
画
垣
習
冒
函
ご
言
。
。
…
…
函
画
ヨ
マ

宮
門
画
の
。
四
日
の
邑
彦
、
『
目
◎
ず
宣
の
画
昌
彦
匡
包
堅
言
餌
詳
宇
…
．
、
昼
。
邑
冨
‐
ｇ
ｍ
ｐ
色
、
召
。
画
冨
風
の
鰹
ロ
弓
３
画
澪
画
切
冨
口
ゆ
く
昼
］
ｇ
の
…
…
の
平

日
号
豐
冨
曾
ｍ
Ｂ
８
冨
暮
の
巴
…
…
（
詔
・
弘
）
（
私
に
よ
っ
て
覚
ら
れ
た
深
妙
な
法
…
…
我
々
は
仏
の
法
を
得
た
…
…
覚
り
の
壇
を
称
讃
し
、

(16)



吟
画
＆
冨
胃
画
の
四
コ
ロ
ｇ
の
局
胃
の
の
”
悪
屋
圖
息
萱
儲
冨
己
ご
諸
監
胃
昌
画
ョ
匡
岳
耳
冨
昌
…
巴
酌
ョ
三
舎
胃
日
名
》
琴
画
喜
溺
詳
‐

の
ご
画
（
銅
）
（
敬
し
く
善
逝
を
信
じ
、
浄
信
し
、
善
逝
が
説
い
た
法
を
知
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
…
止
め
よ
う
、
法
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
）

と
し
て
、
舎
利
弗
は
法
が
説
か
れ
れ
ば
信
ず
る
と
い
う
の
に
対
し
、
釈
尊
は
法
が
説
か
れ
て
も
信
じ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
説
け
な
い
と
し

て
い
る
。
し
か
し
舎
利
弗
は
法
含
胃
冒
画
を
説
い
て
欲
し
い
と
く
り
返
し
て
お
願
い
を
し
て
い
る
。
か
く
て
釈
尊
が
舎
利
弗
の
請
を
入

れ
て
説
こ
う
と
し
た
時
、
五
千
人
の
人
々
が
退
席
す
る
と
い
う
五
千
起
去
が
お
こ
る
。
こ
の
五
千
人
は
未
得
謂
得
、
未
証
謂
証
だ
と
い
う

が
、
信
仰
吟
、
＆
富
の
核
心
に
安
住
す
る
こ
と
の
な
い
増
上
慢
の
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
信
仰
の
確
立
し
て
い
る
も
の
た
ち
だ
け
と

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
教
え
を
説
か
れ
る
。

こ
の
三
止
三
請
と
そ
れ
に
続
く
五
千
起
去
と
の
間
に
お
い
て
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
舎
利
弗
が
法
を
敬
信
す
る
（
野
四
＆
画
島
呼

、
冨
昌
踵
今
胃
９
ｍ
）
と
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
り
、
惜
笹
に
已
に
化
を
受
け
た
（
呂
甸
ぐ
回
‐
ｇ
画
く
の
曾
息
号
胃
詳
冒
迄
と
い
わ
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
仏
の
長
子
（
ど
の
禦
冨
‐
冒
冨
）
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

敬
信
す
る
と
い
う
の
は
、
一
心
に
信
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
冊
笹
に
化
を
受
け
る
と
い
う
の
は
、
前
世
か
ら
の
三
世
に
亘
る
長
い

仏
と
の
関
係
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
長
子
と
い
う
の
は
、
そ
の
仏
と
弟
子
と
の
関
係
が
た
だ
な
ら
ざ
る
も
の
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い

深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
麺
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
立
場
の
上
に
お
い
て
こ
そ
、

汝
等
当
し
信
仏
之
所
説
言
不
二
虚
妄
一
（
７
上
）

爾
等
当
信
如
来
誠
諦
所
説
深
経
。
誼
甚
微
妙
言
靭
無
虚
。
（
的
中
）

の
門
画
Ｑ
Ｑ
ｍ
邑
言
画
守
ロ
門
口
の
の
四
円
』
石
屋
詩
『
画
‐
ず
雪
国
舜
鹿
Ｏ
ご
画
且
昌
画
壷
画
間
自
画
ｍ
門
口
目
毎
回
サ
ゴ
画
‐
く
四
・
臣
、
ゴ
画
尉
昌
ｍ
ｍ
Ｈ
ご
望
画
国
四
国
韓
画
含
三
画
Ｉ
ぐ
四
・
］
四
コ
”
『
ご
画
の
寓
冨
』

（
錨
）
（
舎
利
弗
よ
私
を
信
じ
よ
、
私
は
あ
り
の
ま
ま
に
語
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
語
る
も
の
で
あ
り
、
誤
り
な
く
語
る
も
の
で
あ
る
）

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）
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法
が
含
閏
昌
画
苗

人
々
に
尊
ば
れ
て

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
仏
が
語
る
法
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
所
説
言
不
虚
妄
と
い
わ
れ
る
の
は
法
そ
の
も

の
で
あ
り
、
そ
の
法
は
ｇ
ｇ
ｍ
‐
畠
目
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
法
と
は
教
え
、
真
理
等
の
意
を
も
っ
て

い
る
が
、
そ
の
法
は
ま
た
、
あ
り
の
ま
ま
ｇ
黒
画
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
も
汲
み
上
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
法
は
思
量
や
分
別
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
但
教
化
菩
薩
、
一
仏
乗
に
し
て
二
も
三
も
な
し
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

一
切
十
方
諸
仏
。
法
亦
如
是
（
７
中
）

十
方
世
界
諸
仏
世
尊
。
去
来
現
在
亦
復
如
是
（
釣
下
）

の
胃
ぐ
ｇ
『
閏
租
の
胃
巷
匡
言
ロ
今
胃
目
四
菌
目
曾
‐
忌
叩
一
．
百
（
伽
）
（
舎
利
弗
よ
、
十
方
世
界
の
す
べ
て
の
と
こ
ろ
に
、
こ
の
法
性
は
あ
る
）

法
が
含
閏
昌
画
苗
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
方
便
品
の
長
い
偶
の
中
に
お
い
て
は
、
仏
は
一
切
世
間
を
照
ら
す
よ
う
に

の
み
な
ら
ず
、

あ
る
。
有
名
な

為
説
二
実
相
印
｝
（
８
中
）

為
講
説
法
自
然
之
印
（
、
下
）

号
綴
目
患
日
貨
〕
号
胃
ヨ
ロ
‐
の
く
画
ｇ
胃
画
‐
日
且
＆
目
（
“
）
（
私
は
こ
の
法
の
自
性
の
印
を
説
く
）

と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
号
胃
昌
四
芯
と
い
い
号
胃
昌
四
‐
の
ぐ
号
冨
目
‐
日
且
愚
と
い
う
の
は
、
法
今
胃
日
画
が
単
に
教
え
真
理
と
い
う

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
世
の
姿
の
根
源
的
な
も
の
の
あ
り
よ
う
を
見
る
た
め
の
言
葉
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

諸
法
従
レ
本
来
常
自
寂
滅
相
仏
子
行
道
已
来
世
得
作
仏
（
８
中
）
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令
一
切
法
皆
至
寂
然
又
復
過
去
諸
仏
之
子
当
来
之
世
得
成
最
勝
（
沁
下
）

の
菌
昌
８
９
場
閏
ご
呂
匡
ヨ
ミ
ロ
‐
己
吋
弓
芯
豊
言
吋
鼠
習
菌
胃
己
の
胃
箇
‐
号
日
日
里
…
…
（
妃
）
（
こ
の
よ
う
に
私
は
、
一
切
の
法

は
常
に
減
す
る
も
の
で
、
最
初
か
ら
寂
滅
の
も
の
で
あ
る
…
と
説
く
）

は
、
法
は
常
滅
の
も
の
だ
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
あ
い
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
方
便
品
の
偶
は
、
仏
像
や
仏
画
に
よ
っ
て
仏
の
姿
を
描
き
彫
刻
し
た
だ
け
で
も
仏
道
を
成
ず
る
の
だ
と
説
不
し
た
上
で
、
過
去
。

現
在
の
仏
と
同
じ
よ
う
に
未
来
の
仏
も
人
々
を
導
く
た
め
に
種
々
な
教
え
を
説
い
て
も
最
後
は
一
仏
乗
を
説
く
の
だ
と
な
し
、

諸
仏
両
足
尊
知
二
法
常
無
性
一
仏
種
従
し
縁
起
是
故
説
二
一
乗
一
是
法
住
二
法
位
一
世
間
相
常
住
（
９
中
）

諸
仏
本
浄
常
行
自
然
此
諸
誼
者
仏
所
開
化
如
両
足
尊
乃
分
別
道
故
暢
斯
教
一
乗
之
誼
諸
法
定
意
（
池
上
）

、
計
画
群
一
六
四
壹
啓
の
ｍ
四
ｍ
ｍ
』
画
堅
彦
画
目
邑
画
０
コ
の
奇
国
で
『
、
澪
『
註
の
ｏ
ｍ
Ｑ
言
画
『
【
旨
四
口
画
切
画
邑
四
つ
『
画
す
ぎ
陣
い
く
画
『
四
一
ぐ
一
Ｑ
諄
く
四
ケ
巨
己
』
二
四
回
ぐ
』
‐
で
画
・
碑
ご
‐

画
日
具
冨
冒
愚
己
同
画
澪
画
の
画
嵐
留
画
昌
｝
』
昌
画
目
鼻
画
当
四
国
陣
冒
一
一
ｓ
里
一
己
毒
画
『
日
、
‐
駕
冨
威
昌
Ｑ
ゴ
ロ
同
国
画
‐
ぐ
ご
胄
画
ｇ
習
逼
。
、
ヨ
ミ
画
‐
ｇ
三
？

四
日
ざ
蚕
旨
忌
日
画
天
画
目
名
国
閏
冒
一
ヶ
匡
・
・
ゴ
駁
。
、
ご
ｏ
・
冨
昌
冨
芸
ご
ご
ゆ
目
画
ご
○
の
胃
、
云
腺
、
己
誓
画
口
威
巨
石
画
》
画
去
画
尻
巴
四
ｓ
一
百
ｇ

一
一
（
弱
）
（
こ
れ
ら
の
法
眼
は
常
に
あ
り
、
法
の
本
性
は
常
に
輝
い
て
い
る
。
最
高
の
仏
陀
両
足
尊
は
こ
れ
を
知
っ
て
、
一
乗
を
説
く
で
あ
ろ
う
。

法
住
・
法
位
に
し
て
常
に
こ
の
世
に
あ
り
、
不
動
な
る
こ
と
を
仏
た
ち
は
語
り
、
大
地
の
座
で
方
便
を
説
く
だ
ろ
う
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

で
の
法
は
今
日
日
画
の
訳
で
あ
る
が
、
法
は
常
に
無
性
だ
と
い
い
、
法
住
法
位
に
し
て
世
間
相
は
常
住
だ
と
い
う
言
葉
は
、
仏
種
は
縁

に
よ
っ
て
起
る
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
法
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
な
の
か
を
知
る
た
め
に
、
極
め
て
重
要
な
も

の
だ
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

尚
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
た
論
文
が
別
の
機
関
に
お
い
て
掲
載
さ
れ
る
筈
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
詳
述
は
し
な
い
こ

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）
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こ
の
外
、
法
に
関
す
る
説
示
は
、
方
便
品
に
お
い
て
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
「
不
し
能
し
信
二
是
法
一
」
「
得
二
是
無

上
法
》
」
「
最
妙
第
一
法
」
「
無
分
別
法
」
と
い
っ
た
具
合
の
説
示
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
教
え
、
真
理
と
い
っ
た
意
味
で
の
法
と
し
て
の

範
晴
を
出
で
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
方
便
品
末
の
偶
の
中
に
は
、

如
三
世
諸
仏
説
法
之
儀
式
我
今
亦
如
是
説
無
分
別
法
（
蛆
上
）

亦
如
往
古
諸
仏
大
聖
亦
如
当
来
最
勝
之
法
吾
復
如
是
鯛
棄
衆
想
然
後
爾
乃
請
天
尊
法
（
犯
下
）

冨
芽
巴
ぐ
ぃ
蔽
笹
昌
冒
国
昌
９
画
苗
置
口
胃
】
自
侭
鼻
習
貰
：
、
言
胃
画
含
胃
冒
画
岳
一
目
画
ョ
響
旨
箇
ぐ
“
く
房
巴
目
‐
ぐ
画
畳
薗
守
‐

胃
国
菌
冨
日
号
笛
嵐
且
冨
言
ｇ
忌
日
’
一
（
訂
）
（
前
笹
の
聖
者
、
未
来
の
勝
者
た
ち
の
法
性
の
よ
う
に
、
私
の
（
教
え
）
は
二
者
択
一

を
除
く
も
の
だ
、
と
今
日
、
汝
に
説
く
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
二
者
択
一
と
い
う
の
は
あ
れ
か
こ
れ
か
と
選
び
よ
う
が
な
い
も
の
だ
か
ら
、
無
分
別
の
法
で
あ
り
、
諸
天
の
尊
法
な

の
で
あ
ろ
う
が
、
三
世
諸
仏
説
法
之
儀
式
と
訳
さ
れ
た
法
と
は
号
胃
目
画
愚
の
訳
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
日
日
画
薗
を
こ

こ
で
は
仮
に
法
性
と
訳
し
て
お
い
た
が
、
そ
れ
は
法
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
法
そ
の
も
の
だ
か
ら
三
世
の
諸
仏
の
法
に
な
る

の
で
あ
る
と
思
う
時
、
法
と
は
こ
の
世
の
創
世
と
と
も
に
あ
る
理
法
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
こ
の
小
論
は
名
の
如
く
資
料
篇
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
序
品
か
ら
初
ま
り
、
少
く
と
も
臂
噛
品
ま
で
、
出
来
う
れ

ば
第
一
期
成
立
の
法
華
経
と
い
わ
れ
る
授
学
無
学
人
記
品
ま
で
に
お
け
る
法
の
使
用
例
を
例
記
し
た
い
、
と
い
う
の
が
念
願
で
は
あ
っ
た

の
だ
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
特
に
方
便
品
に
関
し
て
は
一
潟
千
里
の
書
き
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
善

と
に
し
て
い
る
。

こ
の
外
、
法
浪

法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）
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嚥
品
以
降
に
つ
い
て
は
手
を
つ
け
る
こ
と
も
な
く
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
こ
と
に
申
し
訳
け
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
新
た
な
る
機
会
を
得

た
い
と
思
麺
。

へ

〆ヘ幹
1ｰ
…

（
４
）
尚
、
こ
の
論
文
を
補
う
も
の
と
し
て
、
『
勝
呂
信
静
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
に
執
筆
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
「
法
華
経
に
お
け
る
法
ｌ

序
品
・
方
便
品
に
お
け
る
ｌ
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
論
文
は
、
箇
々
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
言
及
し
、
法
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
探
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
併
せ
て
お
読
み
を
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）

（
３
）

た
と
え
ば
、
松
潟
誠
廉
・
長
尾
雅
人
・
丹
治
昭
義
訳
の
『
法
華
経
Ｉ
」
に
は
、
「
あ
た
か
も
空
行
く
鳥
の
よ
う
に
、
汚
れ
に
そ
ま
ら
ぬ
善
逝
の

息
子
た
ち
は
、
（
す
べ
て
の
）
も
の
は
動
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
（
し
か
も
）
差
別
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
っ
て
い
る
」

（
別
）
と
あ
り
、
岩
本
裕
訳
の
『
法
華
経
上
』
に
は
「
中
庸
の
教
え
を
遵
奉
し
、
鳥
が
空
に
触
れ
な
い
よ
う
に
、
二
者
を
扱
い
、
仏
の
息
子
ら

は
汚
さ
れ
る
こ
と
な
く
」
（
妬
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

固
回
”
の
門
８
コ
『
出
］
ず
『
辱
め
ロ
コ
切
天
司
諄
口
旨
罫
０
．
ｍ
『
］
』
「
○
露
の
ご
ｍ
の
の
ｏ
ａ
ｇ
の
。
乏
涛
彦
呂
口
蛋
の
」

拙
論
文
「
法
華
経
方
便
品
の
『
敬
信
』
の
語
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
法
華
経
の
受
容
と
展
開
』
）
、
「
「
本
卜
願
を
立
シ
」
考
」
（
「
棲
神
五
十
六
号
」
）

等
。法

華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例
（
望
月
）
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弘
安
三
年
五
月
に
入
っ
て
身
延
山
の
西
谷
に
は
、
駿
河
を
中
心
と
し
て
近
郷
か
ら
の
出
入
り
が
活
溌
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先
ず
四
日
に
は
妙
心
尼
御
前
、
十
八
日
に
は
妙
一
尼
御
前
を
始
め
と
し
て
二
十
六
日
に
は
富
木
、
二
十
九
日
に
は
新
田
等
の
諸
氏
よ
り
種
々

の
供
養
品
が
届
け
ら
れ
、
そ
の
礼
状
等
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
此
の
間
に
あ
っ
て
、
八
日
に
は
二
幅
の
曼
茶
羅
本
尊
が
図
顕
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
「
沙
門
日
華
授
与
之
」
と
あ
る
第
九

二
の
三
枚
継
ぎ
か
ら
な
る
御
本
尊
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
甲
斐
国
蓮
華
寺
住
僧
寂
日
房
者
、
依
為
日
興
第
一
弟
子
所
申
与
之
如
件
」
と
い

う
日
興
の
添
書
が
大
増
長
天
王
の
左
右
に
小
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
寂
日
房
と
い
う
房
号
を
も
っ
た
人
は
、
日
蓮
聖
人
の
在
世
当
時
に

二
人
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
一
人
は
寂
日
房
日
華
で
、
も
う
一
人
は
寂
日
房
日
家
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
は
寂
日
房
日
華
の

方
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
興
の
弟
子
で
身
延
の
地
元
で
あ
る
甲
斐
の
蓮
華
寺
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
大
本

門
寺
重
宝
也
」
と
大
広
目
天
王
の
左
側
に
小
文
字
で
添
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
富
士
の
本
門
寺
重
宝
と
し
て
奉
安
さ
れ
て
い
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
首
題
と
四
天
王
、
並
に
梵
字
と
ご
署
名
・
花
押
が
太
字
で
雄
潭
な
筆
跡
を
示
し
、
弘
安
式
を
代
表
す
る
も
の
の
一

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

Ｉ
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向
１
１

一

、

上
田
本
昌

(謡）



第
九
五
は
左
梵
字
の
下
に
「
俗
藤
原
国
貞
」
と
あ
り
、
「
六
月
日
」
の
左
に
「
法
名
日
十
授
与
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

藤
原
国
貞
・
日
十
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
俗
と
は
い
え
法
名
を
も
っ
た
信
徒
と
し
て
、
熱
心
な
門
下
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
だ
が
こ
の
人
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
藤
原
姓
か
ら
す
る
と
当
時
は
地
位
を
え
て
い
た
人
か
、
ま
た
は
武
家
で

蔵
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

幅
と
い
え
る
。
「
沙
門
日
華
」
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
寂
日
房
で
も
日
家
の
方
は
、
聖
人
よ
り
『
寂
日
房
御

書
』
を
賜
っ
て
お
り
、
一
説
に
よ
る
と
上
総
国
夷
隅
郡
興
津
の
領
主
の
子
で
、
七
歳
の
時
に
出
家
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
麺
。
し
か
し

日
華
は
日
興
を
介
し
て
聖
人
の
門
下
と
な
っ
た
こ
と
、
甲
斐
国
の
住
人
で
蓮
華
寺
に
住
し
て
い
た
こ
と
等
の
外
は
、
あ
ま
り
つ
ま
び
ら
か

で
な
い
。
い
ず
れ
に
も
せ
よ
此
の
頃
、
西
谷
を
訪
れ
聖
人
か
ら
御
本
尊
の
授
与
を
得
て
い
た
こ
と
に
は
間
違
い
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
京
都
の
本
能
寺
に
此
の
御
本
尊
は
保
存
さ
れ
て
い
る
。

次
に
同
じ
く
五
月
八
日
の
図
顕
に
よ
る
御
本
尊
が
沼
津
の
妙
海
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
第
九
三
の
三
枚
継
ぎ
で
、
右
下
の
隅
に
授
与

者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
削
除
し
た
も
の
で
あ
り
、
直
接
の
授
与
者
は
不
明
で
あ
る
。
前
の
第
九
二
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
同
日

二
幅
の
内
の
一
幅
で
あ
る
。
日
華
と
同
道
し
て
西
谷
を
尋
ね
た
人
へ
の
授
与
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
確
証
は
え
ら
れ
な
い
。

署
名
と
花
押
が
接
し
て
お
り
、
特
に
「
蓮
」
の
字
は
花
押
の
中
に
収
ま
っ
て
、
此
の
期
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
六
月
に
入
る
と
窪
尼
か
ら
粟
の
早
稲
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
俗
日
円
に
対
し
て
曼
茶
羅
の
授
与
が
な
さ
れ
て
い
る
。
日
付

は
不
明
で
あ
る
が
、
四
天
王
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
不
動
と
愛
染
の
二
梵
字
が
全
紙
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
此

の
月
に
書
写
さ
れ
た
他
の
二
幅
と
共
通
し
て
い
る
。
即
ち
第
九
四
・
九
五
・
九
六
の
三
幅
は
共
に
六
月
の
図
顕
で
、
同
型
式
な
と
こ
ろ
か

ら
す
る
と
こ
れ
ま
た
同
日
の
図
顕
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
俗
日
円
」
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
り
、
真
蹟
は
小
浜
市
の
長
源
寺
に
所

(認）



あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
真
蹟
は
京
都
の
本
法
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
幅
の
第
九
六
は
愛
知
県
実
成
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

左
梵
字
の
下
に
「
俗
日
肝
授
与
之
」
と
あ
る
。
こ
の
人
も
俗
な
が
ら
日
肝
の
法
名
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
前
二
者
と
同
様

の
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
即
ち
日
円
・
日
十
・
日
肝
の
三
名
は
、
共
に
俗
の
身
な
が
ら
日
号
を
持
ち
、
同
型
式
の
御
本
尊
を
、
恐
ら
く

日
を
同
じ
う
し
て
授
与
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
人
々
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
日
十
だ

け
が
藤
原
国
貞
と
い
う
姓
名
を
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
日
円
・
日
肝
は
日
十
の
一
門
、
又
は
同
族
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
な
ん
ら
か
の
理
由
で
西
谷
を
尋
ね
、
祈
願
の
た
め
の
曼
茶
羅
を
授
与
さ
れ
た
も
の
と
も
推
察
さ
れ
る
。
聖
人
の
門
下
が
す
べ
て
日
号

を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
主
な
弟
子
を
始
め
日
妙
・
日
女
・
光
日
等
男
女
を
問
わ
ず
日
号
を
も
っ
て
い
た
人
々
は
、
皆
篤
信
の

（
ｚ
）

徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
二
梵
字
大
書
の
型
式
は
、
主
と
し
て
祈
願
の
為
の
図
顕
が
多
い
。
四
天
王
を
略
し

て
不
動
・
愛
染
の
二
梵
字
（
種
子
の
形
象
化
）
大
書
は
、
例
え
ば
弘
安
二
年
十
一
月
の
第
七
○
か
ら
、
同
三
年
三
月
の
第
八
○
ま
で
に
八

幅
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
三
幅
も
ま
た
同
様
の
趣
旨
を
も
っ
て
、
同
型
式
の
二
梵
字
大
書
と
な
っ
た
も
の
と
も
い
え
よ
宛
。
此

の
年
は
正
月
早
々
よ
り
特
に
法
華
経
を
信
仰
す
る
人
々
に
対
し
て
、
他
の
宗
団
か
ら
の
批
難
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
正
月
ニ

ノ

（
４
）

十
七
日
の
大
田
入
道
宛
の
御
返
事
に
よ
る
と
、
真
言
の
座
主
を
中
心
と
し
て
「
此
等
人
々
は
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の
諸
仏
の
大
怨
敵
」
で

シ

シ
フ

あ
り
、
「
御
鐵
敵
な
り
と
見
え
て
候
ぞ
。
我
弟
子
等
此
旨
を
存
て
法
門
を
案
給
く
し
。
」
と
訓
示
し
て
い
る
。
ま
た
三
月
八
日
の
上
野
殿
に

宛
て
た
御
返
事
に
よ
れ
ば
、
「
天
の
日
月
、
八
万
四
千
の
星
、
各
い
か
り
を
な
し
、
眼
を
い
か
ら
し
て
日
本
国
を
に
ら
め
給
ふ
。
今
の
陰

ス

陽
師
の
天
変
頻
り
な
り
と
奏
し
申
是
也
。
地
天
日
々
に
起
て
大
海
の
上
に
小
船
を
う
か
べ
た
る
が
如
し
。
」
５
ど
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
さ

り

ら
に
七
月
二
日
の
大
田
氏
女
房
宛
御
返
事
に
よ
れ
ば
、
「
今
の
代
は
外
典
に
も
相
違
し
、
内
典
に
も
違
背
せ
る
か
の
ゆ
へ
に
、
二
の
大
科

一
国
に
起
て
、
已
に
亡
国
と
な
ら
む
と
し
候
歎
。
不
便
不
便
。
兎
と
あ
り
、
正
法
正
師
の
敵
多
く
し
て
天
変
地
天
も
連
続
し
、
ま
さ
に
亡

リ

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）
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八
月
に
入
っ
て
「
俗
日
重
授
与
之
」
の
第
九
七
の
御
本
尊
が
あ
る
。
四
天
王
を
備
え
た
総
勧
請
の
型
式
で
あ
り
、
沼
津
市
岡
宮
の
光
長

寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
丈
五
三
・
九
、
幅
三
四
・
二
の
一
紙
で
小
型
に
属
し
て
い
る
が
、
筆
法
も
雄
潭
で
首
題
、
四
天
王
、
二
梵
字
、

署
名
、
花
押
は
太
字
で
あ
る
。
こ
の
月
は
内
房
女
房
か
ら
の
御
布
施
料
十
貫
が
届
け
ら
れ
豆
上
野
殿
か
ら
は
男
子
誕
生
の
報
が
入
り
、
日

若
御
前
と
命
名
さ
れ
て
い
詮
叩
）
「
俗
日
重
」
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
は
富
士
近
辺
の
信
徒
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
前

年
の
弘
安
二
年
頃
に
は
、
多
い
日
に
は
山
中
に
百
余
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、
法
華
経
の
読
調
や
摩
訶
止
観
の
講
義
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
頃
に
も
そ
う
し
た
百
人
か
ら
の
僧
俗
が
、
聖
人
の
も
と
に
来
て
、
聴
講
や
読
調
行
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
よ
う
。
或

い
は
日
重
も
そ
う
し
た
人
々
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
尚
、
こ
の
御
本
尊
か
ら
讃
文
の
「
仏
滅
度
後
二
千
二
百
二
十
余
年

之
間
云
云
」
と
あ
る
の
が
、
「
三
十
余
年
」
と
改
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

九
月
に
入
っ
て
三
日
に
は
「
俗
日
目
」
宛
の
第
九
八
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
又
、
日
興
の
次
の
よ
う
な
添
書
が
右
下
に
あ
る
。
即
ち
「
富

士
上
方
上
野
弥
三
郎
重
満
与
之
日
興
」
と
あ
り
、
更
に
左
下
に
は
「
正
和
元
年
出
家
三
郎
左
近
入
道
也
」
と
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
両
添

書
は
左
右
の
筆
跡
が
違
う
よ
う
に
も
見
え
る
。
直
接
の
授
与
者
で
あ
る
「
俗
日
目
」
と
、
添
書
に
あ
る
上
野
弥
三
郎
重
満
と
、
出
家
三
郎

左
近
入
道
と
の
関
連
が
判
然
と
し
な
い
。
弥
三
郎
重
満
が
正
和
元
年
出
家
し
て
三
郎
左
近
入
道
と
な
っ
た
、
と
も
受
け
と
め
ら
れ
る
が
、

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

国
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
当
り
、
藤
原
国
貞
を
始
め
と
す
る
一
族
同
門
の
信
徒
ら
に
、
法
敵
退
散
と
災
難
を
除
く
た
め
の
祈
願
を
こ
め
た
曼

茶
羅
の
授
与
が
あ
り
、
信
心
増
進
を
勧
奨
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
あ
り
え
た
こ
と
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
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さ
だ
か
で
は
な
い
。
日
興
の
「
本
尊
分
与
帳
」
に
よ
る
と
、
「
一
、
富
士
上
野
弥
三
郎
重
光
者
、
日
興
弟
子
也
。
低
申
二
泉
婁
。
上
野
殿

ノ

ノ

家
人
也
。
」
．
ど
あ
る
。
こ
の
弥
三
郎
重
光
は
先
の
弥
三
郎
重
満
の
こ
と
か
ど
う
か
も
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
ｏ
も
し
も
同
一
で
あ
る
と
す

る
と
、
こ
の
「
俗
日
目
」
な
る
人
物
は
、
上
野
殿
の
家
人
か
、
又
は
そ
の
周
辺
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
年
前
の
弘
安
二
年
二
月
に
図
顕
さ
れ
た
第
六
○
の
曼
茶
羅
に
は
、
本
誌
先
号
に
て
述
べ
た
如
く
、
「
釈
子
日
目
授
与
之
」
と
あ
る
。

ノ

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
新
田
卿
公
日
目
の
こ
と
で
、
「
日
興
第
一
弟
子
也
」
と
い
わ
れ
て
い
る
大
石
寺
二
祖
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
「
俗
日

目
」
は
在
俗
の
篤
信
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
京
都
の
妙
蓮
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
富
士
方
面
の
曼
茶
羅
授
与
者
に
は
、
こ
の

よ
う
に
日
興
関
係
の
人
々
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
日
興
の
教
線
が
多
く
の
地
域
に
影
響
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
九
月
八
日
に
は
「
優
婆
夷
源
日
教
授
与
之
」
の
第
九
九
番
目
が
あ
る
。
横
浜
市
中
区
の
某
家
で
所
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
の
御
本
尊

に
つ
い
て
は
、
延
山
二
十
一
世
寂
照
日
乾
・
同
二
十
二
世
心
性
日
遠
・
同
二
十
八
世
妙
心
日
莫
の
三
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
御
霊
宝
記
録
」

や
「
御
真
翰
入
函
之
次
第
」
等
の
中
で
、
身
延
の
重
宝
と
し
て
記
録
に
残
し
て
い
亙
叩
）
特
に
日
莫
の
目
録
の
中
に
は
、
三
十
二
世
智
寂
日

省
が
付
け
加
え
た
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
弘
安
三
年
波
木
井
日
教
授
与
之
御
本
尊
者
云
々
」
と
あ
る
。
乾
・
遠
・
翼
の

三
師
の
記
録
に
は
、
共
に
「
優
婆
夷
源
日
教
授
与
」
と
あ
る
の
に
、
省
師
に
限
っ
て
「
波
木
井
日
教
」
と
あ
る
の
は
不
審
で
あ
り
、
更
に

三
十
三
世
の
遠
沽
日
亨
の
「
西
土
蔵
宝
物
録
」
に
は
、
「
波
木
井
日
長
授
与
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
毎

そ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
優
婆
夷
の
源
日
教
な
る
人
物
は
、
地
元
の
波
木
井
氏
の
関
係
者
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
察
で
き
よ
う
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
「
優
婆
夷
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
な
ん
の
関
係
も
な
く
「
波
木
井
」
に
変
わ
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
「
源
日
教
」
と
あ
る
の
は
、
周
知
の
如
く
波
木
井
氏
は
清
和
源
氏
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
不
思
議
で
は
な
い

と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
優
婆
ま
で
は
な
く
優
婆
夷
で
あ
る
と
す
る
と
、
た
と
え
波
木
井
氏
の
関
係
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
女
性
で

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）
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次
に
十
一
月
に
至
り
、
今
度
は
比
丘
日
法
に
授
与
さ
れ
た
第
一
○
○
番
の
御
本
尊
が
あ
る
。
こ
れ
は
首
題
も
雄
大
で
あ
り
、
先
の
第
九

九
・
第
九
八
が
や
や
細
目
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
以
後
は
大
書
さ
れ
て
い
る
。
弘
安
後
期
ら
し
く
首
題
と
四
天
王
が
他
を
圧
し
て
堂
々

と
書
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
授
与
者
の
「
比
丘
日
法
」
に
つ
い
て
は
、
前
の
第
六
五
の
御
本
尊
に
は
「
沙
門
日
法
授
与
之
」
と
あ
り
、
こ

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

「
源
日
教
」
と
い
う
の
は
、
少
々
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
号
を
授
け
ら
れ
た
女
性
信
徒
は
他
に
も
い
る
の
で
、
別
段
の
こ
と
は

な
い
が
、
「
源
日
教
」
と
な
る
と
、
男
性
の
場
合
は
当
然
で
あ
る
が
、
女
性
の
場
合
は
珍
ら
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
づ
れ
に
し
て

も
九
月
八
日
に
源
日
教
へ
こ
の
御
本
尊
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
日
教
が
西
谷
を
尋
ね
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
九
月
は
一
日
に
松
野
殿
女
房
か
ら
、
白
米
や
芋
・
梨
子
・
枝
大
豆
等
の
野
菜
類
が
送
ら
れ
て
き
て
お
り
、
六
日
に
は
上
野
殿
後
家

尼
御
前
か
ら
、
南
条
七
郎
五
郎
の
死
去
の
計
報
が
届
き
、
十
九
日
に
は
光
日
尼
へ
、
ま
た
翌
二
十
日
に
は
大
尼
御
前
へ
の
御
返
事
が
記
さ

れ
て
い
る
。
源
日
教
を
入
れ
る
と
二
十
日
間
に
、
女
性
ば
か
り
五
人
も
の
人
々
か
ら
、
御
供
養
や
書
信
が
届
き
、
御
返
事
や
御
本
尊
の
授

与
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
西
谷
は
信
女
・
優
婆
夷
を
中
心
と
し
た
交
信
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
身
延
時
代
九
年
間
を

通
し
て
み
て
も
、
聖
人
の
女
性
信
徒
に
対
す
る
教
化
は
、
男
性
信
徒
に
対
す
る
よ
り
も
多
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
消
息
文

や
御
本
尊
の
授
与
等
の
上
か
ら
も
首
肯
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
実
際
に
西
谷
を
訪
れ
た
人
数
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
は
な
い
が
、
女
性
の

身
と
し
て
は
四
山
四
河
に
囲
ま
れ
た
山
奥
の
地
へ
旅
す
る
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
男
性
の
弟
子
や
信
徒
の
出
入
り
の
方
が
、
数
か
ら
す
る
と
多
く
て
当
然
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
女
性
は
使
者
を
立
て
西
谷
へ
供
養
の
品

や
通
信
文
を
託
し
て
よ
こ
し
て
い
る
例
は
、
相
当
に
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
食
糧
品
や
衣
類
等
、
女
性
ら
し
い
こ
ま
や
か
な
気
配
り

に
よ
る
供
養
品
が
届
け
ら
れ
、
草
庵
生
活
の
聖
人
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
九
月
が
そ
の
代
表
的
な
一
時
期
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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の
「
比
丘
日
法
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
判
然
と
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
既
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
誌
の
先
号
に
て
ふ
れ
て
い
る

の
璋
静
複
を
さ
け
る
が
、
恐
ら
く
は
同
一
人
物
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
第
六
五
の
御
本
尊
は
集
団
の
代
表
者
た
る
沙
門
日

法
へ
、
第
一
○
○
の
御
本
尊
は
個
人
と
し
て
の
比
丘
日
法
へ
の
授
与
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。

ニ
ス
ヲ

尚
、
日
興
の
筆
で
、
「
紀
伊
国
目
刑
部
左
衛
門
入
道
相
伝
之
」
と
添
書
が
右
下
に
あ
り
、
ま
た
更
に
「
子
息
沙
弥
日
然
譲
二
与
之
一
」
と

書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
畝
蜘
）
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
読
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
日
法
に
授
与
さ
れ
た
こ
の
御
本
尊
が
何

ら
か
の
仏
縁
に
よ
り
、
次
ぎ
次
ぎ
に
相
伝
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
な
し
え
よ
軍
茄
）
現
在
は
佐
渡
の
世
尊
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
、
そ
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
て
十
一
月
に
は
も
う
一
幅
、
有
名
な
「
伝
法
御
本
尊
」
と
称
さ
れ
て
い
る
第
一
○
｜
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
こ
の
御
本
尊
は
特
に

首
題
も
二
梵
字
・
四
天
王
共
に
雄
大
で
あ
り
、
首
題
と
花
押
が
全
紙
（
一
九
七
、
六
糎
）
を
通
し
て
大
書
さ
れ
て
い
る
。
「
釈
子
日
昭
傳

之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
伝
法
御
本
尊
」
と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
普
通
は
「
授
与
之
」
と
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
御
本
尊
に
限
っ
て
「
傳
之
」
と
あ
り
、
異
例
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

六
老
僧
の
筆
頭
で
あ
り
、
教
線
の
拡
張
に
重
き
を
置
い
て
い
た
人
へ
の
授
与
で
あ
る
が
、
十
二
枚
継
ぎ
の
点
か
ら
み
て
も
、
日
昭
個
人

宛
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
「
釈
子
日
昭
」
に
か
か
わ
る
一
門
の
人
々
へ
の
御
本
尊
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
既
に
述
べ
た
如
く
、

個
人
宛
の
御
本
尊
と
集
団
を
対
象
と
し
た
御
本
尊
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
直
弟
子
の
中
で
も
、
活
溌
に
布
教
し
法
華
堂
を
構
え
て
宗

教
活
動
を
実
施
し
て
い
た
所
で
は
、
そ
の
代
表
者
に
宛
て
授
与
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
昭
・
日
向
と
い
っ
た
直

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

三
、
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年
が
改
ま
り
弘
安
四
年
に
入
る
と
、
二
月
二
日
に
「
優
婆
塞
藤
原
日
生
授
与
之
」
と
い
う
第
一
○
二
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
珍
ら
し
く
日

付
が
入
っ
て
お
り
、
池
上
本
門
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
授
与
者
の
藤
原
日
生
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
第
九

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

弟
子
に
、
重
ね
て
曼
茶
羅
の
授
与
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
証
す
る
一
つ
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
「
傳
之
」
と
い
う

意
図
が
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
透

「
釈
子
」
と
い
う
表
現
は
、
日
蓮
聖
人
の
場
合
、
『
撰
時
抄
』
の
最
初
に
「
釈
子
日
蓮
述
」
聡
ど
あ
る
。
佐
渡
を
経
て
身
延
へ
入
山
さ
れ

た
聖
人
は
、
こ
の
書
を
著
し
て
、
教
儀
に
関
す
る
し
め
く
く
り
の
一
つ
と
し
て
お
ら
れ
る
。
敢
て
「
釈
子
日
蓮
」
と
さ
れ
た
心
意
気
を
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
日
域
沙
門
日
蓮
田
と
か
「
根
本
大
師
門
人
日
蓮
」
又
は
「
本
朝
沙
門
日
蓮
」
「
沙
門
日
蓮
」
「
桑
門
日
運
］
）

（
旧
》
（
胴
）

「
扶
桑
沙
門
日
遮
］
）
と
い
っ
た
表
記
も
あ
る
が
、
や
は
り
「
釈
子
日
蓮
」
と
称
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
感
じ
と
れ
よ
う
壱

こ
の
御
本
尊
で
「
釈
子
日
昭
」
と
さ
れ
た
の
も
、
日
昭
に
対
す
る
期
待
と
、
遊
学
時
代
か
ら
の
心
を
ゆ
る
し
た
仲
で
あ
り
、
且
つ
一
歳

年
長
で
あ
っ
た
日
昭
に
対
す
る
聖
人
の
心
が
現
れ
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
事
実
日
昭
は
門
下
の
長
老
と
し
て
、
聖
人
が
佐
渡

へ
流
罪
さ
れ
た
あ
と
、
ま
た
身
延
へ
入
山
さ
れ
た
後
の
鎌
倉
に
あ
っ
て
、
教
団
を
よ
く
維
持
し
て
時
に
聖
人
に
代
っ
て
轄
掴
語
瀞
罰
喜
昭
。

朗
の
二
師
が
中
心
と
な
っ
て
果
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
の
乙
翅
）
曼
茶
羅
の
授
与
も
当
然
で
あ
り
、
「
傳
之
」
と
さ
れ
た
意
図
も
充
分
に

納
得
で
き
る
も
の
と
い
え
る
。
名
瀬
や
浜
土
に
法
華
の
道
場
が
造
立
さ
れ
、
日
昭
を
中
心
に
一
帯
の
信
仰
は
盛
ん
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
の
御
本
尊
も
そ
う
し
た
道
場
に
奉
安
さ
れ
、
後
に
寺
院
と
し
て
栄
え
て
い
く
基
礎
を
な
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
く
る
。
と
も

あ
れ
「
伝
法
御
本
尊
」
と
し
て
の
意
味
は
、
当
時
の
信
仰
生
活
者
ら
に
と
っ
て
、
極
め
て
深
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う

四
、

(”）



此
の
頃
は
一
月
か
ら
二
月
へ
か
け
て
、
重
須
殿
女
房
や
、
上
野
尼
御
前
、
桟
敷
女
房
と
い
っ
た
人
々
が
、
食
糧
や
衣
類
の
ご
供
養
を
西

谷
へ
届
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
交
っ
て
藤
原
日
生
も
身
延
を
訪
れ
、
御
本
尊
の
授
与
に
あ
ず
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
身
延
山
の
二

月
は
ま
だ
寒
気
も
厳
し
い
の
で
、
登
詣
す
る
こ
と
も
難
儀
で
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
同
じ
く
二
月
に
も
う
一
幅
、
「
俗
資
光
授
与
之
亦
云
宝
日
」
の
第
一
○
三
の
御
本
尊
が
あ
る
。
熊
本
の
本
妙
寺
所
蔵
で
あ
る

が
、
こ
の
俗
資
光
に
つ
い
て
も
身
元
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
「
亦
云
宝
日
」
に
つ
い
て
も
何
等
の
手
が
か
り
は
な
い
。
御
本
尊
の

型
式
は
前
の
藤
原
日
生
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
頃
、
西
谷
を
訪
ね
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
直
檀
の

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
相
違
は
な
か
ろ
う
。

三
月
に
入
っ
て
「
俗
日
大
授
与
之
」
の
第
一
○
四
の
御
本
尊
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
の
資
光
や
日
生
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
い
さ
さ
か
筆

が
異
り
、
左
下
花
押
近
く
に
「
懸
本
門
寺
可
為
末
代
重
宝
也
」
と
あ
り
、
右
側
下
隅
に
は
「
富
士
上
野
顕
妙
新
五
郎
仁
日
興
申
与
之
」

と
細
字
で
添
書
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
も
日
興
の
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
日
大
も
ま
た
日
興
の
関
係
者
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
で
き

る
。
左
右
の
添
書
が
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
初
は
日
大
授
与
の
御
本
尊
で
あ
っ
た
も
の
を
、
何
ん
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、

一
旦
は
本
門
寺
の
末
代
重
宝
と
し
て
懸
け
る
べ
く
考
え
ら
れ
た
が
、
縁
あ
っ
て
富
士
上
野
顕
妙
新
五
郎
に
日
興
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

あ
る
の
で
、

が
わ
か
る
。

五
の
御
本
尊
が
「
俗
藤
原
国
貞
」
に
授
与
さ
れ
て
お
り
、
第
八
八
が
「
優
婆
塞
藤
原
広
宗
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
同
じ
藤
原
姓
で

あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
同
族
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
日
号
を
持
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
、
相
当
に
熱
心
な
信
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と

或
い
は
こ
の
逆
に
、
日
大
か
ら
日
興
へ
渡
り
、
更
に
新
五
郎
か
ら
本
閉
寺
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
も
し
そ

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

(釦）



四
月
に
入
る
と
五
日
に
、
「
僧
日
春
授
与
之
」
と
い
う
第
一
○
五
が
あ
る
。
岡
宮
光
長
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
僧
日
春
に
つ
い

て
は
、
一
往
『
別
頭
統
紀
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「
光
長
寺
第
三
代
日
春
法
印
」
と
あ
り
、
「
字
空
存
俗
姓
鮎
沢
氏
甲
州
山
梨
郡

之
人
也
。
天
性
聡
敏
好
し
学
不
レ
倦
云
云
電
と
あ
っ
て
、
最
初
は
天
台
宗
の
僧
で
あ
り
、
岡
宮
に
瑞
世
し
法
印
に
昇
っ
た
と
い
う
。
休
息
山

の
日
乗
と
縁
が
厚
く
共
に
日
蓮
聖
人
に
帰
依
し
、
身
延
山
へ
登
っ
て
師
資
の
契
を
結
び
、
聖
人
よ
り
日
春
の
名
を
賜
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

和
泉
阿
闇
梨
日
法
を
請
し
て
開
山
の
祖
と
し
、
休
息
の
日
乗
を
第
二
の
主
と
な
し
、
自
ら
を
第
三
代
に
あ
て
た
こ
と
か
ら
、
岡
宮
と
休
息

の
「
両
寺
一
山
之
格
」
と
な
し
た
と
も
伝
え
て
い
る
。
即
ち
四
月
五
日
に
西
谷
を
尋
ね
、
聖
人
よ
り
こ
の
御
本
尊
の
授
与
が
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
右
の
所
伝
に
よ
れ
ば
日
春
は
元
は
慈
覚
大
師
の
流
れ
を
く
む
台
密
僧
か
ら
の
改
宗
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
日
法

に
仕
え
る
こ
と
「
如
レ
侍
二
高
祖
一
」
と
あ
る
の
で
、
実
際
は
日
法
・
日
乗
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
改
宗
帰
伏
の
僧
で
あ
り
、
直
弟
子
と

樗
垣
壱
の
一
人
垂

さ
れ
て
い
る
。 日

蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

う
で
あ
る
と
し
た
ら
「
末
代
重
宝
」
の
御
本
尊
で
あ
る
だ
け
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
門
寺
の
所
蔵
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
香
川
県
高
瀬
の
法
華
寺
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
推
察
す
る
に
、
恐
ら
く
は
右
下
の
日
興
添
書
の
通
り
、
日
興
か
ら
新
五
郎

へ
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
も
せ
よ
俗
日
大
授
与
の
御
本
尊
が
、
何
に
故
に
本
門
寺
の
末
代
重
宝
と
な
っ

て
い
っ
た
の
か
、
又
そ
れ
が
新
五
郎
へ
渡
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
一
幅
の
御
本
尊
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ

た
史
実
を
探
る
こ
と
は
、
当
時
の
信
仰
者
間
の
動
静
を
知
る
上
か
ら
も
意
義
の
深
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
新
五
郎
が
日
興
の
弟

子
で
あ
り
、
百
姓
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
興
の
「
本
尊
分
与
幌
〕
）
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
最
初
の
授
与
者
た
る
日
大
に

つ
い
て
は
、
詳
細
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
俗
と
は
い
え
日
号
を
持
ち
、
御
本
尊
の
授
与
ま
で
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
は
富
士
方
面
の
篤

信
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
に
は
相
違
な
い
も
の
と
い
え
る
。
尚
、
こ
の
御
本
尊
に
は
、
普
賢
・
文
殊
・
舎
利
弗
等
の
迩
化
が
省
略

(錨）



尚
、
身
延
の
三
十
三
世
遠
沽
日
亨
の
御
本
尊
臨
写
に
よ
る
『
御
本
尊
鑑
』
に
よ
る
と
、
「
沙
門
日
春
」
と
あ
り
「
日
春
授
与
弘
安
二

年
酔
蛎
七
月
雷
）
と
あ
る
が
、
こ
の
「
沙
門
日
春
」
へ
授
与
さ
れ
た
と
い
う
御
本
尊
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
御
本
尊
集
目
録
』
の
中
に
は
収

録
さ
れ
て
い
な
い
し
、
「
沙
門
日
春
」
と
「
僧
日
春
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
一
見
同
一
人
物
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の
と

こ
ろ
審
ら
か
で
は
な
い
。
惟
う
に
弘
安
四
年
四
月
五
日
の
御
本
尊
が
、
僧
日
春
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
に
光
長
寺
に
保
存
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
こ
の
時
に
日
春
は
西
谷
を
尋
ね
、
『
頭
記
』
の
説
の
如
く
、
日
春
の
名
を
賜
っ
た
と
す
る
と
、
『
御
本
尊
鑑
』

の
伝
え
る
「
弘
安
二
年
醗
蛎
七
月
日
沙
門
日
春
授
与
」
は
別
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
し
か
し
そ
の
御
本
尊
（
沙
門
日
春
宛
）

は
、
現
在
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
果
し
て
身
延
山
宝
蔵
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

弘
安
二
年
の
沙
門
日
春
宛
の
御
本
尊
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
論
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
も
う
一
つ
不
審
な
の
は
、
仮
り
に
こ
の

御
本
尊
が
当
時
存
在
し
て
い
た
と
し
て
、
身
延
山
の
宝
蔵
に
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
光
長
寺
の
三
祖
日
春
宛
で
あ
る
と
し
た
ら
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
光
長
寺
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
身
延
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
妙
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
全
く
の

別
人
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
沙
門
日
春
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
今
後
の
研
究
を
待
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
四
月
十
七
日
付
で
「
俗
真
広
授
与
之
」
の
第
一
○
六
番
の
御
本
尊
が
あ
る
。
丈
が
五
四
・
二
糎
、
幅
が
三
三
・
三
糎
の
一
紙
で
小

型
で
あ
り
、
第
一
○
四
番
と
同
様
に
普
賢
、
文
殊
等
と
い
っ
た
迩
化
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
更
に
四
天
王
も
な
く
二
梵
字
が
大
書
さ
れ
て

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

は
い
え
、
聖
人
に
常
時
付
き
従
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
聖
人
の
弟
子
や
信
徒
の
中
に
は
こ
う
し
た
類
の
人
々
も
決
し
て
少
な

く
な
か
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
た
ま
た
ま
日
春
も
そ
う
し
た
中
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
雷
遺
文
上
に
は
現
れ
て
こ
な
い
僧
俗

で
、
曼
茶
羅
の
授
与
に
当
り
、
そ
の
名
を
残
す
と
い
う
人
物
も
あ
っ
て
、
西
谷
を
尋
ね
て
き
た
人
々
は
、
こ
の
他
に
も
相
当
あ
っ
た
で
あ

で
、
曼
茶
羅
の
授
与
に
当
掘

ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（粥）



次
に
四
月
廿
五
日
御
染
筆
の
「
比
丘
尼
持
円
授
与
之
」
と
い
う
第
一
○
七
の
御
本
尊
が
京
都
の
本
満
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御

本
尊
は
再
び
十
界
勧
請
で
四
天
王
を
備
え
、
三
紙
な
が
ら
雄
揮
で
あ
る
。
右
下
の
大
広
目
天
王
の
右
側
に
「
甲
斐
国
大
井
庄
々
司
入
道
女

子
同
国
曽
根
小
五
郎
後
家
尼
者
日
興
弟
子
也
価
申
与
之
」
と
あ
り
、
同
天
王
の
左
側
に
は
「
可
為
本
門
寺
重
宝
也
」
と
日
興
筆
の
添
書
が

あ
る
。
ま
た
左
側
下
の
授
与
者
名
と
花
押
の
中
間
に
、
「
孫
大
試
公
日
正
相
伝
之
」
と
日
興
の
添
書
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
比
丘
尼
持
円

は
、
日
興
の
添
書
に
あ
る
曽
根
小
五
郎
後
家
尼
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
も
受
け
と
め
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う

か
は
決
め
か
ね
る
点
も
あ
る
。
前
例
に
よ
る
と
、
直
接
の
授
与
者
と
は
違
っ
た
人
物
に
、
更
に
「
申
与
之
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
「
孫
大
敵
公
日
正
相
伝
之
」
と
あ
る
点
か
ら
推
す
と
、
判
明
す
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
敵
公
に
つ
い
て
は
、

『
御
本
尊
集
目
録
』
で
も
指
摘
し
て
い
る
如
鍾
、
日
郷
の
『
日
興
上
人
御
遷
化
次
第
』
の
中
に
、
二
名
の
大
翫
公
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
即
ち
「
前
陳
上
蓮
坊
」
の
下
に
「
右
ｌ
三
位
阿
闇
梨
。
大
敵
公
。
美
濃
公
。
周
防
公
等
々
」
卸
ど
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
「
後

陳
蓮
蔵
坊
ｌ
右
伊
予
阿
闇
梨
。
宰
相
阿
闇
梨
」
等
と
続
い
て
、
六
人
目
に
大
威
公
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
ま
た
御
遺
物
の
分
配
に
当
っ

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

い
る
。
京
都
の
本
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
通
称
を
「
若
宮
御
本
尊
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
審
か
で
は
な
い
が
、
真
広

ル

と
い
う
人
物
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
大
風
御
書
』
に
よ
る
と
、
「
去
文
永
十
一
年
四
月
十
二
日
の
大
風
と
、
此
四
月
二
十
八
日

の
よ
の
大
風
と
勝
劣
い
か
ん
。
い
か
ん
が
聞
候
と
い
そ
ぎ
恥
ぜ
給
侯
へ
蝿
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
又
天
変
が
あ
り
、
災
難
除
け
の
御
本

キ

尊
と
し
て
、
こ
う
し
た
型
式
（
二
梵
字
大
書
）
の
も
の
が
採
用
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
如
く
二
梵
字
大
書
の
型
式
は
、
祈

願
を
主
と
し
た
場
合
に
多
い
の
で
、
こ
の
御
本
尊
も
あ
る
い
は
真
広
の
祈
願
に
対
し
て
の
御
図
顕
で
あ
っ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
聖
人

の
檀
越
と
し
て
あ
ま
り
名
の
知
ら
れ
て
い
な
い
「
俗
真
広
」
で
は
あ
る
が
、
晩
年
の
信
徒
の
一
人
と
し
て
、
篤
信
の
徒
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

(郷）



て
は
、
「
二
連
大
威
公
」
と
「
一
連
大
試
公
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
日
興
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
の
後
家
尼
と
、
孫
大
威

公
日
正
と
が
、
こ
の
御
本
尊
を
相
伝
し
て
い
た
こ
と
に
は
相
違
な
い
も
の
と
い
え
る
。
十
界
勧
請
の
調
っ
た
型
式
で
あ
り
、
三
枚
継
ぎ
で

あ
る
点
な
ど
か
ら
「
比
丘
尼
持
円
」
を
代
表
者
と
す
る
一
団
の
信
徒
の
グ
ル
ー
プ
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
故
に
こ
れ
が

の
ち
に
「
本
門
寺
重
宝
」
と
し
て
格
護
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
み
な
し
え
よ
う
。
日
興
の
教
線
の
中
で
、
活
躍
し
た
人
々
も
多
数
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
主
な
人
物
に
対
し
て
は
御
本
尊
の
授
与
も
、
当
然
考
え
ら
れ
て
く
る
し
、
ま
た
西
谷
を
訪
問
し
て
直
授
さ
れ
た

者
、
或
い
は
日
興
の
手
を
経
て
与
え
ら
れ
た
者
等
も
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
西
谷
の
聖
人
を
と
り
ま
く
比
較
的
近
郷
の
信
徒
集
団
か
ら
、

折
り
あ
る
ご
と
に
聖
人
を
訪
問
す
る
者
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
充
分
に
推
察
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

シ

し
か
し
、
同
上
の
『
本
尊
分
与
帳
』
に
よ
る
と
、
寂
日
房
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
曽
根
五
郎
の
後
家
尼
は
、
「
但
聖
人
御
滅
後
査
菰
酌
）

と
あ
る
の
で
、
遂
い
に
は
退
転
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
里
錘
一
」
の
寂
日
房
に
つ
い
て
も
ま
た
前
述
の
如
く
、
寂
日
房
日
華
と
寂
日
房
日

家
の
二
人
が
い
る
。
聖
人
の
滅
後
に
背
い
た
と
い
う
が
、
如
何
な
る
理
由
か
ら
か
不
明
で
あ
る
が
、
後
家
尼
の
身
で
あ
り
寂
日
房
の
弟
子

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
余
程
の
原
因
が
あ
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
御
本
尊
を
図
顕
せ
ら
れ
た
翌
日
の
四
月
二
十
六
日
に
、
「
比
丘
尼
持
淳
授
与
之
」
の
第
一
○
八
番
目
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
こ
の
授

与
者
で
あ
る
「
持
淳
」
の
字
は
、
た
ま
た
ま
花
押
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
多
分
「
淳
」
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
一
百
に
わ
た
っ
て
共
に
比
丘
尼
で
あ
る
持
円
と
持
淳
に
授
与
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
こ
の
二
人
は
一
緒
に
西
谷
を
訪

れ
、
聖
人
よ
り
日
を
前
後
し
て
授
与
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
持
淳
宛
の
御
本
尊
は
、
前
の
持
円
宛
よ
り
一
と
廻
り
小
型

で
、
一
紙
に
図
顕
さ
れ
鎌
倉
の
妙
本
寺
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
。
型
式
は
持
円
宛
と
全
く
同
様
で
あ
り
、
十
界
勧
請
で
あ
る
が
、
た
だ

右
の
梵
字
（
不
動
）
バ
ン
が
、
持
円
の
時
は
左
右
同
型
の
ウ
ン
の
如
く
に
見
え
た
が
、
持
淳
の
時
は
ま
た
元
に
戻
っ
た
型
と
な
っ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

(妬）



日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

こ
の
梵
字
の
不
動
・
愛
染
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
如
く
種
子
の
「
パ
ン
」
と
「
ウ
ン
」
を
象
形
図
案
化
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

梵
字
を
そ
の
ま
ま
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
聖
人
の
独
特
の
筆
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
四
月
に
は
、
僧
日
春
を
始
め
、
俗
の
真
広
や
比
丘
尼
の
持
円
・
持
淳
等
が
、
西
谷
を
尋
ね
て
曼
茶
羅
を
授
与
さ
れ
、
更
に
深

い
教
化
を
受
け
て
い
る
。
尚
、
こ
の
四
月
八
日
に
は
例
の
『
三
大
秘
法
稟
承
事
』
が
執
筆
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
三
大
秘
法
に

つ
い
て
大
田
金
吾
に
宛
た
「
御
返
事
」
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
「
此
三
大
秘
法
は
二
千
余
年
の
当
初
、
地
涌
千
界
の
上
首
と
し
て
、
日
蓮

慥
に
自
二
教
主
大
覚
世
尊
一
口
決
相
承
せ
し
也
。
罰
と
い
う
と
こ
ろ
の
相
承
の
世
界
が
、
即
ち
大
曼
茶
羅
と
し
て
図
顕
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

力
り

え
よ
う
。
こ
の
御
書
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
既
に
各
方
面
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
》
型
一
」
の
時
点
で
図
顕
さ
れ
た
百
余
幅
の
曼
茶
羅
本
尊
を

含
め
て
、
三
秘
の
結
要
を
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

戸

註
一

へへへへへへへへへ

9 8 7 6 54 3 2 1
ーｰーーｰーーー…

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』

『
日
蓮
と
そ
の
門
弟
』
（
高
木
豊
著
）

本
誌
第
六
五
号
三
九
頁
参
照

慈
覚
大
師
事
定
遺

上
野
殿
御
返
事
同

大
田
殿
女
房
御
返
事
同

内
房
女
房
御
返
事
同

上
野
殿
御
返
事
同

『
宗
学
全
書
』
興
尊
全
集

一七七七七七
一九八五四四
七一四八五二
頁頁頁頁頁頁

十
一
’
三

九
八
頁

(36）
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『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
）
一
四
一
頁

同
一
四
二
頁

本
誌
第
六
五
号
三
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
）
一
四
三
頁

日
法
に
つ
い
て
は
、
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
（
十
一
’
一
）
に
そ
の
伝
記
が
あ
る
。
即
ち
甲
州
安
国
山
立
正
寺
開
山
で
和
泉
阿
閣
梨
と
称
し
た
。

「
伝
之
」
と
は
、
集
団
に
対
し
て
末
代
に
此
の
御
本
尊
を
伝
え
、
信
行
の
増
進
を
は
か
る
よ
う
に
、
と
の
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
断
絶
す
る
こ
と
な
く
、
伝
承
さ
れ
伝
授
さ
れ
て
行
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

撰
時
抄
ゞ
定
過
一
○
○
三
頁

得
受
職
人
功
徳
法
門
妙
同
六
三
二
頁

法
華
題
目
妙
同
三
九
一
頁

顕
仏
未
来
記
同
七
三
八
頁

同
同
七
四
三
頁

法
華
取
要
抄
同
八
一
○
頁

「
釈
子
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
釈
迦
仏
の
弟
子
・
釈
尊
の
子
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
特
に
釈
迦
仏
の
弟
子
と
い
う
意
味
の
中
に
は
、
如

来
使
・
仏
使
と
し
て
の
使
命
と
法
華
経
行
者
と
し
て
の
自
覚
の
問
題
が
聖
人
の
場
合
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
解
し
え
よ
う
。

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
（
九
’
一
）
に
伝
記
が
あ
る
が
、
宮
崎
英
修
博
士
は
、
昭
・
朗
二
師
が
身
延
入
山
で
聖
人
不
在
と
な
っ
た
鎌
倉
の
地

に
あ
っ
て
、
門
下
の
指
導
・
監
督
に
当
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
（
『
遺
文
辞
典
』
八
七
四
頁
）

『
宗
学
全
書
』
（
興
尊
集
）
二
七
頁

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
十
二
’
二
○

『
身
延
山
史
』
に
よ
る
と
、
「
日
興
・
日
向
の
両
足
は
駿
河
富
士
方
面
に
、
日
昭
・
日
朗
両
上
は
鎌
倉
を
中
心
に
、
（
乃
至
）
日
法
は
甲
州
に
各

教
線
を
張
っ
て
宣
伝
せ
し
か
ば
、
他
宗
学
徒
の
帰
伏
改
宗
し
て
衣
を
更
ふ
る
も
の
に
駿
河
に
て
は
日
源
・
日
秀
・
日
弁
・
円
麓
等
の
台
徒
あ
り
。

甲
斐
に
は
密
家
に
日
乗
・
日
春
あ
り
。
」
（
一
七
頁
）
と
あ
る
。
六
老
僧
を
始
め
と
し
て
中
老
・
九
老
僧
の
教
線
拡
張
に
よ
り
、
帰
伏
改
宗
の
僧

も
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）
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日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

『
御
本
尊
鑑
』
五
四
頁

大
風
御
書
定
遺
一
八
六
六
頁

『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
）
一
五
二
頁

『
宗
学
全
書
』
（
興
門
集
）
二
七
三
～
七
頁

『
宗
学
全
書
』
（
興
尊
全
集
）
’
一
六
頁

興
門
の
中
に
は
前
述
の
因
幡
房
日
永
の
場
合
も
「
但
今
背
了
」
と
、
後
に
至
っ
て
違
背
す
る
者
が
案
外
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
本
誌
第
六

十
五
号
三
十
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

三
大
秘
法
票
承
事
定
過
一
八
六
五
頁

古
来
真
偽
説
が
あ
り
、
最
近
ま
た
新
し
い
研
究
に
よ
っ
て
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

(鉛）



本
稿
は
『
棲
神
』
第
六
六
号
に
掲
載
し
た
「
『
開
目
抄
』
に
現
れ
た
一
念
三
千
義
㈲
臣
の
続
篇
で
あ
る
。
一
念
三
千
と
は
端
的
に
い
え

ば
、
仏
に
成
れ
る
原
理
で
あ
る
。
一
念
三
千
の
認
識
・
研
究
の
上
か
ら
考
え
れ
ば
、
『
開
目
抄
』
の
冒
頭
文
で
あ
る
「
夫
一
切
衆
生
の
尊

ツ

敬
す
べ
き
者
三
あ
り
。
所
謂
主
・
師
・
親
こ
れ
な
り
」
（
定
五
三
五
頁
竜
）
の
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
者
の
主
師
親
が
本
尊
に
通
じ
る
も

の
、
つ
ま
り
成
仏
と
密
接
な
る
関
係
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
一
念
三
千
義
を
有
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

⑨
の
文
に
て
論
じ
た
い
。
そ
の
主
師
親
の
三
徳
を
兼
備
し
た
本
尊
を
見
極
む
ゆ
え
に
儒
・
外
・
内
を
尋
究
し
た
結
果
、
本
門
の
教
主
釈
尊

と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
切
経
の
中
で
法
華
経
だ
け
が
釈
尊
の
正
言
で
あ
り
、
三
世
十
方
の
諸
仏
の
真
言
で
あ
る
こ
と
を
日
蓮
聖
人
は
主
張

さ
れ
る
。
仏
に
成
れ
る
原
理
の
一
念
三
千
は
、
た
だ
寿
量
品
の
文
底
の
み
に
あ
る
こ
と
は
既
に
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
含
め
て
前
回
は
、
『
開
目
抄
』
中
に
見
ら
れ
る
一
念
三
千
の
名
目
二
十
箇
所
あ
る
う
ち
、
序
分
に
相
当
す
る
⑤
の
文
ま
で
の
一
念

三
千
義
に
関
す
る
展
開
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
今
回
は
、
本
論
に
あ
た
る
⑥
の
文
か
ら
そ
の
一
念
三
千
義
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で

あ
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
、
重
複
の
感
は
あ
る
が
便
宜
上
、
『
開
目
抄
』
の
中
で
一
念
三
千
が
ど
こ
の
ど
こ
に
で
て
い
る
の
か
、
そ
の
名

目
箇
所
を
挙
げ
て
、
そ
し
て
一
念
三
千
義
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
口
（
桑
名
）

「
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
口

一
は
じ
め
に

桑
名
貫
正

(”）



ツ

ス
ル
ヲ
二
ホ
タ
セ
ヲ

フ
ヲ
ニ
テ

⑥
此
等
の
経
々
に
二
の
失
あ
り
。
一
に
は
存
二
行
布
一
故
価
未
し
開
し
権
。
迩
門
の
一
念
三
千
を
か
く
せ
り
。
二
に
は
言
一
一
始
成
一
故
曽

夕
セ
ヲ
ノ

ツ

未
し
発
し
通
。
本
門
久
遠
を
か
く
せ
り
。
此
等
の
二
の
大
法
は
一
代
の
綱
骨
・
一
切
経
の
心
髄
な
り
。
（
定
五
五
二
頁
）

⑦
迩
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
一
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
夢
臓
汚
り
。
（
定
五
五
二
頁
）

⑧
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月

へ

を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に
浮
る
に
に
た
り
。
（
定
五
五
二
頁
）

⑨
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
述

⑤④

§

③
善
無
畏
三
蔵
・
金
剛
智
三
蔵
、
天
台
の
一
念
三
千
の
義
を
盗
と
て
自
宗
の
肝
心
と
し
、
其
上
に
印
と
真
言
と
を
加
て
超
過
の
心
を

①
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
龍
樹
天
親
知
て
、
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ
ず
。

但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
。
（
定
五
三
九
頁
）

②
一
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
。
法
相
と
三
論
と
は
八
界
を
立
て
十
界
を
し
ら
ず
。
況
や
互
具
を
し
る
べ
し
や
。

其
の
子
細
を
し
ら
ぬ
学
者
等
は
、
天
竺
よ
り
大
日
経
に
一
念
三
千
の
法
門
あ
り
け
り
と
う
ち
を
も
う
。
（
定
五
四
一
頁
）

を
し

華
厳
宗
は
澄
観
が
時
、
華
厳
経
の
心
如
工
画
師
の
文
に
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
を
倫
入
た
り
。
人
こ
れ
を
し
ら
ず
。
（
定
五
四

を
こ
す
。
（
定
五
四
一
頁
）

一

頁
…

（
定
五
三
九
頁
）

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
。
（
桑
名
）

二
『
開
目
抄
』
の
一
念
三
千
の
記
述
箇
所

(40）



ハ
レ

門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、

そ
芯
わ
り
ノ

仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。
（
定
五
五
二
頁
）

へ
プ

こ
え

⑩
法
華
経
方
便
品
の
略
開
三
顕
一
の
時
、
仏
略
し
て
一
念
三
千
心
中
の
本
懐
を
宣
給
。
始
の
事
な
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
の
音
を
ね
を
び

ひ
と
こ
え

れ
た
る
者
の
一
音
き
堅
た
る
が
や
う
に
、
月
の
山
少
塞
溌
凪
た
れ
ど
も
薄
雲
の
を
ほ
へ
る
が
ご
と
く
か
そ
か
な
り
し
を
、
舎
利
弗

シ
ノ
ム
ル
ワ
ノ

リ

ノ
ノ

等
驚
て
諸
天
龍
神
大
菩
薩
等
を
も
よ
を
し
て
、
諸
天
龍
神
等
其
数
如
二
恒
沙
一
・
求
レ
仏
諸
菩
薩
大
数
有
二
八
万
｛
・
又
諸
万
億
国

ノ
レ
ル
シ
テ
テ
ワ
ス
カ
ン
ト
ノ
ヲ

転
輪
聖
王
至
合
掌
以
二
敬
心
一
欲
し
聞
二
具
足
道
一
等
は
請
せ
し
な
り
。
文
の
心
は
四
味
三
教
四
十
余
年
の
間
い
ま
だ
き
か
ざ
る
法

門
う
け
給
は
ら
ん
と
請
せ
し
な
り
。
（
定
五
六
九
頁
）

ノ

ノ

⑪
華
厳
・
方
等
・
般
若
・
深
密
・
大
日
等
の
恒
河
沙
の
諸
大
乗
経
は
、
い
ま
だ
一
代
肝
心
た
る
一
念
三
千
大
綱
骨
髄
た
る
二
乗
作
仏

ワ

久
遠
実
成
等
い
ま
だ
き
か
ず
と
領
解
せ
り
。
（
定
五
七
一
頁
）

テ

⑫
法
華
経
の
種
に
依
て
天
親
菩
薩
種
子
無
上
を
立
た
り
。
天
台
の
一
念
三
千
こ
れ
な
り
。
（
定
五
七
九
頁
）

⑬
華
厳
経
乃
至
諸
大
乗
経
・
大
日
経
等
の
諸
尊
の
種
子
皆
一
念
三
千
な
り
。
天
台
智
者
大
師
一
人
此
法
門
を
得
給
え
り
。
華
厳
宗
の

ン

た
衷
し
い

澄
観
、
此
義
を
盗
て
華
厳
経
の
心
如
工
画
師
の
文
の
神
と
す
。
（
定
五
七
九
頁
）

⑭
真
言
大
日
経
等
に
は
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
・
一
念
三
千
の
法
門
こ
れ
な
し
。
（
定
五
七
九
頁
）

力

た
竃
し
い

⑮
善
無
畏
三
蔵
震
旦
に
来
て
後
、
天
台
の
止
観
を
見
て
智
発
し
、
大
日
経
の
心
実
相
我
一
切
本
初
の
文
の
神
に
天
台
の
一
念
三
千
を

２
レ

ー

ー

盗
入
て
真
言
宗
の
肝
心
と
し
て
、
其
上
印
と
真
言
と
を
か
ざ
り
、
法
華
経
と
大
日
経
と
の
勝
劣
を
判
ず
る
時
、
理
同
事
勝
の
釈
を

一

一

ク
ノ

つ
く
れ
り
。
両
界
の
曼
茶
羅
の
二
乗
作
仏
・
十
界
互
具
は
一
定
大
日
経
に
あ
り
や
。
第
一
の
証
惑
な
り
。
故
伝
教
大
師
云
新
来
真

ハ
シ

ヲ
ノ
ハ
ス

ヲ

言
家
則
混
一
筆
受
之
相
承
一
旧
到
華
厳
家
則
隠
二
影
響
之
軌
模
一
等
云
云
。
（
定
五
七
九
）

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
口
（
桑
名
）

(叙）



内
の
一
つ
で
あ
る
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
。
（
桑
名
）

レ

ノ

ノ

⑯
龍
女
が
成
仏
此
一
人
に
は
あ
ら
ず
、
一
切
の
女
人
の
成
仏
を
あ
ら
わ
す
。
法
華
経
已
前
の
諸
小
乗
経
に
は
女
人
成
仏
を
ゆ
る
さ
ず
。

ノ

ハ

ニ
シ
テ

諸
大
乗
経
に
は
成
仏
往
生
を
ゆ
る
す
や
う
な
れ
ど
も
、
或
改
転
の
成
仏
、
一
念
三
千
の
成
仏
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
有
名
無
実
の
成
仏

こ
い
ち
れ
い
し
よ
シ
カ

往
生
な
り
。
挙
一
例
諸
と
申
て
龍
女
成
仏
は
末
代
の
女
人
の
成
仏
往
生
の
道
を
ふ
み
あ
け
た
る
な
る
べ
し
。
（
定
五
八
九
’
九
○

ノ

ブ

⑰
又
仏
に
な
る
道
は
華
厳
唯
心
法
界
、
三
論
の
八
不
、
法
相
の
唯
識
、
真
言
の
五
輪
観
等
も
実
に
は
叶
く
し
と
も
み
へ
ず
。
但
天
台

の
一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。
（
定
六
○
四
頁
）

⑱
此
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
し
。
（
定
六
○
四
頁
）

り

⑲
而
ど
も
一
代
経
々
の
中
に
は
此
経
計
一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。
余
経
の
理
は
玉
に
に
た
る
黄
石
な
り
。
沙
を
し
ぼ
る
に
油
な

そ
う
ゆ

し
。
石
女
に
子
の
な
き
が
ご
と
し
。
諸
経
は
智
者
猶
仏
に
な
ら
ず
。
此
経
は
愚
人
仏
因
を
種
べ
し
。
不
求
解
脱
解
脱
自
至
等
云
云
。

上

⑳
設
山
林
に
ま
じ
わ
っ
て
一
念
三
千
の
観
を
こ
ら
す
と
も
、
空
閑
に
し
て
三
密
の
油
を
こ
ぼ
さ
ず
と
も
、
時
機
を
し
ら
ず
、
摂
折
の

ル

ー
門
を
弁
へ
ず
ぱ
、
い
か
で
か
生
死
を
離
べ
き
。
（
定
六
○
七
頁
）

一
念
三
千
の
記
述
箇
所
で
あ
る
と
こ
ろ
の
⑥
の
文
の
前
に
、
一
念
三
千
義
に
関
す
る
論
及
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
左
の
内
容
も
、
そ
の

シ

ツ

此
に
予
愚
見
を
も
て
前
四
十
余
年
と
後
八
年
と
の
相
違
を
か
ん
が
へ
み
る
に
、
其
相
違
多
と
い
え
ど
も
、
先
世
間
の
学
者
も
ゆ
る
し
、

頁
一

（
定
六
○
四
頁
）

三
『
開
目
抄
』
中
の
一
念
三
千
義
の
展
開

(鋸）



さ
て
『
開
目
抄
』
の
正
宗
分
の
冒
頭
文
か
ら
⑥
の
一
念
三
千
の
文
に
至
る
ま
で
そ
の
流
れ
を
見
る
と
、
一
念
三
千
の
根
幹
義
た
る
㈲
二

乗
作
仏
と
ロ
久
遠
実
成
と
の
問
題
を
爾
前
経
と
法
華
経
と
に
相
対
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
次
に
示
す
如
く
で
あ
る
。

㈲
二
乗
作
仏
問
題
は
、
爾
前
経
で
は
否
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
仏
弟
子
が
な
ぜ
成
仏
で
き
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
が
論
じ
ら
れ
て

い
く
。
そ
の
理
由
を
証
明
す
る
具
体
的
な
方
法
は
畢
厳
塁
〉
芙
集
醤
罫
維
摩
邑
罫
方
等
陀
羅
尼
経
』
、
『
大
品
般
若
廷
、
冒
梼

（
６
）

厳
経
』
、
『
浄
名
経
』
等
の
文
を
挙
げ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
法
華
経
で
は
逆
に
二
乗
作
仏
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
に
お
け
る
二

乗
作
仏
の
証
明
典
拠
と
し
て
、
見
宝
塔
品
・
神
力
品
、
嘱
累
品
の
文
を
挙
げ
て
論
述
さ
れ
て
い
麺
。
し
か
し
、
こ
の
二
乗
作
仏
を
肯
定
す

る
法
華
経
は
仏
在
世
か
ら
難
信
難
解
の
経
典
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
滅
後
、
ま
し
て
や
末
法
に
於
て
は
法
華
経
を
信
ず
る
こ
と
の
難
し

さ
が
總
繧
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
経
過
を
踏
ま
え
ら
れ
て
左
の
文
の
表
明
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ク

タ

リ

日
蓮
云
、
日
本
に
仏
法
わ
た
り
て
す
で
に
七
百
余
年
、
但
伝
教
大
師
一
人
計
法
華
経
を
よ
め
り
と
申
を
ば
諸
人
こ
れ
を
用
ず
。
但
法

華
狸
丞
意
撰
一
須
迩
織
践
価
方
無
数
仏
土
赤
弱
赫
蕊
畦
乃
至
若
仏
滅
後
於
悪
世
中
｝
能
説
一
此
経
是
則
為
難
等
云
云
。
日
蓮
が

二
テ
ノ
ニ
ン
ワ
こ
れ
シ

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
。
（
桑
名
）

我
が
身
に
も
さ
も
や
と
う
ち
を
ぽ
う
る
事
は
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
な
る
べ
し
。
（
定
五
四
二
頁
）

右
の
引
用
文
は
『
開
目
抄
』
の
本
論
、
正
宗
分
の
冒
頭
文
で
あ
る
。
天
台
宗
の
学
者
と
日
蓮
聖
人
自
身
も
、
爾
前
経
と
法
華
経
と
の
相

違
の
根
本
的
な
問
題
は
二
乗
作
仏
と
久
遠
実
成
の
有
無
に
あ
る
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
乗
作
仏
と
久
遠
実
成
の
二
箇
の
大
法
こ

そ
は
、
実
は
一
念
三
千
の
根
幹
の
義
に
あ
た
る
法
門
と
指
摘
す
る
。
こ
の
事
は
『
開
目
抄
』
の
一
念
三
千
の
記
述
箇
所
で
あ
る
⑥
⑦
⑧
⑨

⑩
⑪
⑭
の
文
に
て
明
瞭
に
論
述
展
開
が
さ
れ
て
お
り
理
解
で
き
よ
う
。
そ
の
論
述
内
容
の
骨
子
は
、
一
念
三
千
に
二
箇
の
大
事
あ
り
と
捉

え
て
、
所
謂
、
迩
門
の
一
念
三
千
は
二
乗
作
仏
・
本
門
の
一
念
三
千
は
久
遠
実
成
が
中
心
課
題
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

プ
③
。

(“）



右
の
「
日
蓮
が
強
義
経
文
に
垂
艮
ｐ
せ
り
」
「
法
華
経
の
実
義
顕
る
」
表
現
に
一
念
三
千
義
が
汲
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
「
日
蓮
が
強
義
」

つ
ま
り
こ
れ
ま
で
命
懸
け
で
行
っ
て
き
た
強
い
主
張
は
、
日
蓮
聖
人
御
自
身
の
体
験
上
（
色
読
）
か
ら
の
発
言
で
実
に
経
文
と
一
致
す
る

行
動
の
有
様
は
、
正
に
聖
人
の
事
の
法
門
が
あ
り
と
覚
え
る
。
こ
の
経
文
普
合
と
は
宝
塔
品
の
六
難
九
易
を
指
し
て
い
る
か
ら
、
『
開
目

シ
ク
タ
リ
ノ
ヲ

抄
』
の
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
『
顕
仏
未
来
記
』
（
真
蹟
完
）
の
「
但
今
如
レ
夢
得
二
宝
塔
品
心
一
」
（
定
七
四
二
頁
）
の
文
と
通
ず
る
も
の
が

あ
る
。
「
法
華
経
の
実
義
顕
る
」
の
実
義
と
は
、
前
回
で
論
述
し
た
一
念
三
千
を
形
容
す
る
と
こ
ろ
の
「
天
台
の
深
義
」
（
定
五
四
二
頁
）

に
他
な
ら
な
埴
。
従
っ
て
一
念
三
千
義
が
論
述
さ
れ
て
い
る
文
と
し
て
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
又
、
次
の

ノ

此
法
門
は
迩
門
と
爾
前
と
相
対
し
て
爾
前
の
強
き
や
う
に
を
ぼ
ゆ
。
も
し
爾
前
っ
よ
る
な
ら
ば
舎
利
弗
等
の
諸
二
乗
は
永
不
成
仏
の

者
な
る
べ
し
。
い
か
ん
が
な
げ
か
せ
給
ら
ん
。
（
定
五
五
○
頁
）

と
あ
る
「
此
の
法
門
」
と
は
、
二
乗
作
仏
は
法
華
経
に
限
る
と
い
う
法
門
で
あ
る
。
『
開
目
抄
』
で
は
舎
利
弗
等
の
二
乗
が
「
い
か
ん

が
な
げ
か
せ
給
ら
ん
」
の
文
の
と
こ
ろ
で
、
一
念
三
千
義
の
二
乗
作
仏
中
心
の
問
題
は
終
り
、
次
の
久
遠
実
成
に
テ
ー
マ
が
移
る
の
で
あ

Ｚ
》
。

ロ
久
遠
実
成
の
問
題
。
久
遠
実
成
の
問
題
が
述
べ
ら
れ
る
前
文
に
、
左
の
文
が
見
ら
れ
る
。

法
華
経
の
正
宗
略
開
三
広
開
三
の
御
時
、
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
相
等
、
世
尊
法
久
後
等
、
多
宝
仏
迩
門
八
品
を
指
て
皆
是
真

ス

脚
シ
ニ
シ
ナ
ワ
ス

実
と
証
明
せ
ら
れ
し
に
何
事
を
か
隠
べ
き
。
な
れ
ど
も
久
遠
寿
過
を
ば
秘
せ
さ
せ
給
て
、
我
始
坐
二
道
場
一
観
し
樹
亦
経
行
等
云
云
。
最

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
。
（
桑
名
）

強
義
経
文
に
は
並
艮
ｐ
せ
り
。
（
定
五
四
九
頁
）

さ
８

賢
王
の
世
に
は
道
理
か
つ
く
し
。
愚
主
の
世
に
非
道
先
を
す
べ
し
。
聖
人
の
世
に
法
華
経
の
実
義
顕
る
べ
し
等
と
心
う
べ
し
。
（
定

五
四
九
’
五
○
頁
）

(“）



第
一
の
大
不
思
議
な
り
。
（
定
五
五
一
頁
）

法
華
経
方
便
品
第
二
の
略
開
三
・
広
開
三
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
一
念
三
千
記
述
箇
所
の
⑦
の
文
の
と
こ
ろ
に
於
て
触
れ
た
い
。
ム
エ

涌
出
品
の
六
万
恒
河
沙
の
本
化
地
涌
の
大
菩
薩
達
が
釈
尊
に
弟
子
の
礼
を
と
っ
た
の
に
対
し
て
弥
勒
菩
薩
が
疑
を
抱
い
た
。
そ
の
疑
を
解

く
た
め
に
初
め
て
久
遠
実
成
の
開
顕
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ケ
テ
ク

ノ

教
主
釈
尊
此
等
の
疑
を
晴
さ
ん
が
た
め
に
寿
量
品
を
と
か
ん
と
し
て
、
爾
前
迩
門
の
き
秘
（
所
聞
）
を
挙
云
一
切
世
間
天
人
及
阿

脩
羅
籔
琵
説
迦
牟
尼
仏
出
二
釈
氏
宮
一
去
二
伽
耶
一
不
遠
坐
二
於
道
場
一
鍔
阿
縛
多
羅
三
義
三
菩
提
上
等
云
云
。
正
此
疑
答
一
案
善

テ
＄
ノ
ヲ
ル
コ
ト
ヲ
ズ
カ
ラ
シ
テ
ニ
タ
マ
ヘ
リ
ト

ヲ
ト
シ
ク
ニ
テ
ク
ル
ニ

ニ
シ
テ
ョ
リ

ナ
リ

ス

男
子
我
実
成
仏
已
来
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
佗
劫
等
一
芸
。
華
厳
乃
至
般
若
・
大
日
経
等
は
二
乗
作
仏
を
隠
の
み
な
ら
ず
、

キ

久
遠
実
成
を
説
か
く
さ
せ
給
へ
り
。
（
定
五
五
一
’
二
頁
）

ル
ニ

ニ
シ
テ
巳
リ

右
の
文
に
は
、
本
門
の
久
遠
実
成
と
迩
門
の
二
乗
作
仏
の
対
決
が
見
ら
れ
る
。
「
然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
無
量
無
辺
百
千
万
億
那

ナ
リ

由
佗
劫
等
云
一
ど
の
文
は
開
通
顕
本
の
最
初
の
文
に
あ
た
る
。
こ
れ
よ
り
以
後
の
『
開
目
抄
』
の
展
開
は
、
暫
く
そ
の
本
門
と
迩
門
の
対

決
を
論
じ
な
が
ら
久
遠
実
成
の
問
題
を
中
心
に
説
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
開
目
抄
』
の
一
念
三
千
の
記
述
箇
所
で
あ
る
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

等
の
文
に
、
本
門
の
久
遠
実
成
と
迩
門
の
二
乗
作
仏
と
の
対
決
展
開
が
次
第
に
鮮
明
に
論
じ
ら
れ
て
い
く
過
程
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
⑥
の
文
に
戻
ろ
う
。

⑥
の
文
に
は
、
『
開
目
抄
』
の
一
念
三
千
記
述
箇
所
に
於
て
初
め
て
「
迩
門
の
一
念
三
千
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
左

の
文
に

ス

キ

華
厳
乃
至
般
若
・
大
日
経
等
は
二
乗
作
仏
を
隠
の
み
な
ら
ず
、
久
遠
実
成
を
説
か
く
さ
せ
給
へ
り
。

ツ

ス
ル
ワ
ニ
中
夕
セ
ヲ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

此
等
の
経
々
に
二
の
失
あ
り
。
一
に
は
存
二
行
布
一
故
価
未
し
開
し
権
。
迩
門
の
一
念
三
千
を
か
く
せ
り
。

「
開
目
抄
」
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
蕊
に
つ
い
て
口
（
桑
名
）

(錨）



そ
の
他
、
し
い
て
挙
げ
る
な
ら
ば
『
開
目
抄
』
以
前
と
す
る
か
の
問
題
も
残
ろ
う
が
系
年
を
文
永
年
間
と
す
る
「
新
断
簡
三
四
八
」

（
真
蹟
二
紙
）
庫
、
「
迩
門
の
一
念
三
千
」
の
用
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
『
開
目
抄
』
以
後
に
於
て
も
「
迩
門
の
一
念
三
千
」

の
表
現
記
述
は
『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
』
『
観
心
本
尊
抄
』
等
の
五
蔀
に
し
か
見
ら
れ
な
い
の
で
、
『
開
目
抄
』
に
於
け
る
展
開
内
容
は
一

念
三
千
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
る
掛
か
り
合
い
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

⑥
の
文
の
内
容
を
い
う
と
、
日
蓮
聖
人
は
妙
楽
大
師
の
『
法
華
玄
義
釈
籔
』
巻
十
九
（
大
正
蔵
経
三
三
・
九
五
○
頁
中
）
を
引
か
れ
、

爾
前
経
に
は
二
つ
の
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
Ｈ
に
は
、
迩
門
の
一
念
三
千
を
述
べ
な
い
か
ら
二
乗
作
仏
を
認
め
な
い
欠

点
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
口
に
は
迩
門
の
始
成
正
覚
の
仏
だ
け
を
述
べ
て
い
て
、
本
門
の
久
遠
実
成
釈
尊
を
説
か
な
い
欠
点
を
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
Ｈ
二
乗
作
仏
ロ
久
遠
実
成
の
大
法
を
日
蓮
聖
人
は
釈
尊
の
一
代
の
綱
骨
（
教
相
）
、
一
切
経
の
心
髄
（
観
心
）
で
あ

る
と
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
心
髄
で
あ
る
と
こ
ろ
の
一
念
三
千
は
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
に
来
て
、
は
じ
め
て
言
え

日
蓮
聖
人
遺
文
中
に
は
．
念
三
千
」
の
記
述
表
現
は
佐
前
佐
後
に
も
随
所
に
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
「
迩
門
の
一
念

三
千
」
と
の
用
例
を
言
わ
れ
た
の
は
『
開
目
抄
』
以
前
に
お
い
て
文
永
八
年
五
月
作
『
十
章
紗
』
（
真
蹟
六
紙
）
の
次
の
文
の
一
箇
所
が

あ
る
程
度
で
あ
る
。
（
佐
前
の
一
念
三
千
の
記
述
表
現
は
見
様
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
天
台
の
一
念
三
千
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
が
）

ス

ニ
ヤ

一
念
三
千
と
申
事
は
迩
門
に
す
ら
な
を
許
さ
れ
ず
。
何
況
爾
前
に
分
た
え
た
る
事
な
り
。
一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如
実
相

な
れ
ど
も
、
義
分
は
本
門
に
隠
爾
前
は
述
門
の
依
義
判
文
、
迩
門
は
本
門
の
依
義
判
文
な
り
。
但
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限ル

な
れ
ど
も
、
義
分
は
本

く
し
。
（
定
四
八
九
頁
）

五
二
頁
） 『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
。
（
桑
名
）

フ
ヲ
”
一
テ
ク
セ
ヲ
ノ

ツ

ニ
に
は
言
二
始
成
一
故
曽
未
し
発
し
通
。
本
門
久
遠
を
か
く
せ
り
。
此
等
の
二
の
大
法
は
一
代
の
綱
骨
・
一
切
経
の
心
髄
な
り
。
（
定
五
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右
の
引
用
遺
文
を
挙
げ
た
の
は
、
方
便
品
の
略
開
三
顕
一
の
内
容
を
示
す
「
十
如
実
相
・
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
等
」
の
文
に
は
、
成
仏

の
原
理
で
あ
る
十
界
互
具
論
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
論
に
立
っ
て
二
乗
作
仏
等
が
始
め
て
可
能
に
な
り
得
る
の
で
あ
課
。

ま
た
、
十
如
実
相
を
更
に
詳
し
く
述
べ
る
広
開
三
顕
一
の
「
開
示
悟
入
の
仏
知
見
」
の
立
場
に
由
っ
て
説
示
さ
れ
て
い
る
遺
文
に
は
『
祈

祷
妙
』
（
真
蹟
身
延
曽
存
）
、
『
観
心
本
尊
抄
』
（
真
蹟
十
七
紙
完
）
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
麺
。

ム
ル
ヲ
ノ

リ

ノ
ノ

ノ
レ
ル
シ
テ
テ
ヲ
ス
ン
卜

法
華
経
の
方
便
品
の
略
開
三
顕
一
の
時
、
求
レ
仏
諸
菩
薩
、
大
数
有
二
八
万
一
。
又
諸
万
億
国
転
輪
聖
王
至
合
掌
以
二
敬
心
一
欲
し
聞
ニ

ノ
ヲ
ヒ

テ
ノ
ワ

ニ
チ
ヌ
力

具
足
道
一
と
願
し
が
、
広
開
三
顕
一
を
間
て
、
菩
薩
聞
二
是
法
一
疑
網
皆
已
断
と
説
せ
給
ぬ
。
（
定
六
七
一
頁
）

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
。
（
桑
名
）

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
薫
り
の
文
等
で
説
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

キ

⑦
迩
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
毬
臓
澄
り
。
（
定
五
五
二
頁
）

⑦
の
文
は
、
迩
門
の
一
念
三
千
の
内
容
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
念
三
千
と
二
乗
作
仏
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

迩
門
の
一
念
三
千
は
二
乗
作
仏
を
説
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
一
念
三
千
の
出
処
は
先
き
に
述
べ
た
『
十
章
妙
』
（
真
蹟
六
紙
）
の

．
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如
実
相
」
（
定
四
八
九
頁
）
で
あ
る
と
説
示
さ
れ
た
方
便
品
の
文
に
あ
る
。
『
開
目
抄
』
に
も
「
法
華

経
の
正
宗
略
開
三
広
開
三
の
御
時
、
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
相
等
」
（
定
五
五
一
頁
）
と
示
す
が
、
こ
の
「
十
如
実
相
」
に
つ
い
て

日
蓮
聖
人
は
後
年
、
『
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
』
に
次
の
様
に
簡
潔
に
説
か
れ
て
い
る
。

ス

キ

あ
か
（
皿
）

此
方
便
品
と
申
は
迩
門
の
肝
心
也
。
此
品
に
は
仏
、
十
如
実
相
の
法
門
を
説
て
十
界
の
衆
生
の
成
仏
を
明
し
給
へ
ば
…
…

と
。
ま
た
関
連
し
て
、
『
始
聞
仏
乗
義
』
（
真
蹟
完
）
に
は
、
実
相
の
内
容
を
活
釈
し
て
次
の
様
に
説
示
さ
れ
て
い
る
。

ノ

ト
ハ
ノ

ノ
ノ
ヘ
テ

ノ
ヲ
ク
ニ

法
華
経
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
爾
前
灰
身
滅
智
二
乗
押
二
煩
悩
業
苦
三
道
一
説
二
法
身
般
若
解
脱
一
秦
鼠
炉
吟
菩
薩
凡
夫
亦
如
レ
是

毛
シ
ト
ノ

汎
世
で

(47）



又
、
十
八
番
答
に
も
広
開
三
顕
一
の
文
を
以
て
十
界
互
具
論
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一

一

ク
ヲ
ル

ト

テ

ヲ
ク
シ
ニ
ン
ハ

ソ
了
う
ン
ス
ル

経
文
分
明
十
界
互
具
説
し
之
。
所
謂
欲
令
衆
生
開
仏
知
見
等
云
云
。
天
台
孝
一
此
経
文
一
云
若
衆
生
無
二
仏
知
見
一
何
所
二
開
悟
一
。
若

ニ
ン
ハ
ソ
ア
ラ
ン
ス

貧
女
無
二
蔵
何
一
所
し
示
也
等
云
云
。
（
定
七
○
九
頁
）

以
上
、
前
述
し
て
き
た
如
く
⑦
の
文
は
、
法
華
経
方
便
品
で
迩
門
の
一
念
三
千
、
略
開
三
顕
一
の
諸
法
実
相
・
十
如
実
相
・
乃
能
究
尽

等
、
広
開
三
顕
一
の
仏
知
見
の
開
示
悟
入
が
説
き
顕
さ
れ
十
界
互
具
論
の
立
場
か
ら
二
乗
作
仏
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
法

華
経
の
迩
門
に
於
て
爾
前
経
の
一
つ
の
欠
点
が
消
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
⑦
の
迩
門
の
一
念
三
千
の
文
に
対
し
、
次
の
⑧
⑨
の
本
門
の

一
念
三
千
の
文
に
は
、
本
迩
を
含
め
た
法
華
経
の
絶
体
の
一
念
三
千
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
一
念
三
千
の
本
迩
問
題
（
対

決
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑧
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を

《

見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に
浮
る
に
に
た
り
。
（
定
五
五
二
頁
）

⑧
の
文
に
は
、
本
門
の
一
念
三
千
を
「
ま
こ
と
の
一
念
三
千
」
と
い
っ
て
い
る
。
「
ま
こ
と
の
一
念
三
千
」
と
は
、
何
か
と
い
う
と
。

先
き
の
②
の
文
で
「
一
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
」
（
定
五
三
九
頁
）
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
一
念
三
千
は
十
界
互

具
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
⑧
の
文
で
は
、
ま
こ
と
の
十
界
互
具
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
発
迩
顕
本
の
最

『
開
日
穆
』

右
の
『
祈
祷
妙
』

具
論
の
文
で
あ
る
。

テ
ク

問
日
法
華
経

（
定
七
○
四
頁
）

法
華
怪
価
謬
や

に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
口
（
桑
名
）

の
文
よ
り
も
広
開
三
顕
一
の
内
容
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
の
が
次
の
『
観
心
本
尊
抄
』
の
十
三
番
問
答
、
十
界
互

天
白
沢
如
何
。
答
日
法
華
経
第
一
方
便
品
云
欲
し
令
一
衆
生
開
二
仏
知
見
一
等
云
云
。
是
允
界
所
具
仏
界
埋

テ
ク

ニ
ク
ス
ン
卜
ワ
シ
テ
カ

ワ

ノ

(鉛）



初
は
、
前
述
し
た
寿
量
品
の
次
の
文
で
あ
る
。

ル
ニ

ニ
シ
テ
ロ
リ

ナ
助
〃

然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
佗
劫
等
一
芸
。
（
定
五
五
二
頁
）

そ
う
す
る
と
迩
門
方
便
品
の
十
界
互
具
は
、
本
門
の
寿
量
品
で
発
迩
顕
本
・
久
遠
実
成
が
開
顕
さ
れ
な
け
れ
ば
本
当
の
十
界
互
具
と
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
迩
門
に
顕
れ
た
釈
尊
に
は
、
始
め
て
仏
と
成
っ
た
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
仏
界
は
始
め
て
出

来
た
の
か
？
」
「
今
ま
で
以
前
は
九
界
し
か
な
か
っ
た
の
か
」
「
仏
界
は
つ
け
た
り
か
」
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
、
十
界
互
具
が
成
立
し
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
迩
門
方
便
品
に
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
の
原
理
を
説
き
十
界
互
具
論
の
十
如
実
相
を
説
示
し
、
ま

た
、
開
示
悟
入
の
仏
知
見
を
説
き
顕
し
二
乗
作
仏
の
可
能
性
を
唱
え
た
と
し
て
も
本
門
の
一
念
三
千
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
迩
門
方
便
品

に
説
示
さ
れ
て
い
る
内
容
だ
け
で
は
本
当
（
真
）
の
開
示
悟
入
と
は
言
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
く
ら
迩
門
に
一
念
三
千

を
説
く
と
言
っ
て
も
「
仏
界
が
つ
け
た
し
」
と
い
う
問
題
か
ら
、
十
界
が
バ
ラ
バ
ラ
な
為
に
昔
か
ら
十
界
互
具
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
先
き
に
挙
げ
た
『
十
章
妙
』
の
．
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如
実
相
な
れ
ど
も
義
分

ル

ル

は
本
門
に
限
。
…
…
迩
門
は
本
門
の
依
義
判
文
な
り
。
但
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限
く
し
」
（
定
四
八
九
頁
）
の
文
で
あ
る
。
本
門

の
寿
量
品
に
来
て
、
久
遠
実
成
が
説
き
顕
さ
れ
、
そ
こ
に
真
の
十
界
互
具
の
成
立
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
始
め
て
言
え
る
の
で
あ
る
。
一

念
三
千
（
成
仏
の
原
理
）
は
、
久
遠
実
成
が
開
顕
さ
れ
て
こ
そ
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
と
な
り
、
二
乗
作
仏
も
ハ
ツ
キ
リ
し
て
来
る
と
言

う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
迩
門
で
は
生
死
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
死
は
必
ら
ず
本
門
に
至
っ
て
は
じ
め
て
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
主
張
さ
れ
た
。
文
永
二
年
四
十
四
歳
作
の
『
薬
王
品
得
意
抄
』
（
真
蹟
十
紙
断
）
の
左
の
文
の
意
味
が
イ
キ
イ
キ
と
理
解
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

爾
前
如
篁
法
華
経
迩
肌
撫
診
且
寿
量
鶴
糾
弓
寿
量
品
時
迩
門
月
未
レ
及
・
何
温
爾
前
肇
夜
星
曜
蹴
曝
衆
職
不
レ
作
。
夜
暁
必

ノ
ハ
ノ
タ

テ

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
。
（
桑
名
）

(“）



『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
口
（
桑
名
）

ス
ワ

ニ
シ
テ
ワ
シ
レ
テ

ニ
シ
ル
ヲ

作
二
衆
務
｝
・
爾
前
・
迩
門
猶
生
死
難
し
離
・
至
二
本
門
寿
量
品
一
必
可
レ
離
一
生
死
｝
。
（
定
三
四
○
頁
）

『
開
目
抄
』
の
⑧
の
文
は
、
『
薬
王
品
得
意
抄
』
の
本
迩
相
対
の
内
容
よ
り
も
具
体
的
に
真
の
十
界
互
具
の
立
場
か
ら
迩
門
の
一
念
三

千
と
本
門
の
一
念
三
千
（
ま
こ
と
の
一
念
三
千
）
と
の
相
違
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク

ま
た
、
「
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
」
（
定
五
五
二
頁
）
の
水
中
の
月
と
は
、
後
文
に
『
法
華
玄
義
』
巻
七
・
十
三
丁
の
「
天
台
不
レ

ラ
ワ
ス
ワ

識
二
天
月
一
但
観
一
池
月
一
」
（
定
五
五
三
頁
）
の
文
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
天
月
に
対
す
る
水
月
で
あ
る
。
天
月
は
、
「
ま
こ
と
の
一
念
三

千
」
を
形
容
し
、
水
月
は
迩
門
の
一
念
三
千
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
根
な
し
草
の
波
上
…
…
」
も
迩
門
の
一
念
三
千
の
形
容
で
あ

り
二
乗
作
仏
の
覚
束
無
さ
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑨
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、

四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
迩
門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因

、
し

そ
な
わ
り
ノ

果
を
と
き
顕
ず
。
此
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百

界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。
（
定
五
五
二
頁
）

⑨
の
文
に
於
て
、
本
門
の
一
念
三
千
を
、
本
因
本
果
の
法
門
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
法
華
経
本
門
の
寿
量
品
に
き
て
、
今
ま
で
の

釈
尊
が
、
実
は
久
遠
実
成
の
釈
尊
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
た
か
ら
、
始
成
正
覚
と
い
う
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
仏

を
目
ざ
し
て
蔵
・
通
・
別
・
円
・
の
四
教
の
修
行
を
し
て
き
た
菩
薩
達
の
仏
道
（
四
教
の
因
）
は
無
意
味
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
こ

で
、
爾
前
迩
門
の
十
界
の
因
果
を
打
ち
破
っ
て
、
本
門
の
十
界
の
因
果
を
説
き
顕
わ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
因
本
果
の
法
門
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
由
っ
て
、
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
（
本
因
本
果
）
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
わ
り
て
（
本
因
本
果
）
、
こ
こ
に

始
め
て
真
の
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
が
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
界
は
、
久
遠
実
成
の
仏
界
な
る
が
故
に
、
こ
こ
で
初
め

(50）



そ
の
理
由
は
、
「
四
十
五
字
法
体
段
」
に
本
国
土
妙
・
本
因
妙
・
本
果
妙
が
説
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
と
『
開

目
抄
』
と
の
本
門
の
一
念
三
千
の
法
門
の
相
違
の
大
き
な
点
は
、
こ
の
本
国
土
妙
が
有
る
か
無
い
か
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
『
観
心
本
尊
抄
』

一
念
三
千
、
竹
畦

る
こ
と
が
で
き
る
。

て
本
門
の
一
念
三
千
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
本
因
本
果
の
法
門
が
説
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
に
本
門
の
本
果
妙
・
本
門
の
本
因
妙

が
示
さ
れ
た
。
こ
の
本
因
本
果
論
は
日
蓮
聖
人
の
最
も
重
要
な
法
門
で
あ
る
。
浅
井
円
道
先
生
は
、
こ
の
本
因
本
果
の
法
門
を
、
次
の
よ

う
に
ま
だ
本
門
の
「
理
」
の
一
念
三
千
法
門
の
段
階
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

開
目
抄
で
は
本
門
に
立
脚
し
て
衆
生
を
本
因
に
よ
っ
て
価
値
づ
け
、
九
界
に
無
始
常
住
性
を
附
与
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
は
、

（
略
〉

後
に
論
じ
る
よ
う
に
、
日
蓮
の
本
分
た
る
「
事
」
に
対
す
る
「
理
」
の
法
門
で
あ
っ
て
…
…

の
記
述
が
そ
れ
に
当
た
る
。
さ
て
、
本
因
本
果
の
法
門
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
の
は
『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
四
十
五
字
捺
僅
僅
で
あ
る
。

ノ

ハ
レ
ヲ
ダ
ル
ヲ
ノ
ナ
リ
ニ
ニ
モ
セ
ニ
モ
七

今
本
時
娑
婆
世
界
離
三
災
一
出
二
四
劫
一
常
住
浄
土
。
仏
既
過
去
不
し
滅
未
来
不
レ
生
。
所
化
以
同
は
吋
此
町
己
必
一
手
具
足
三
種
世
間

ノ

の
次
の
文
は
、
こ
の
証
左
を
示
す
。

さ
て
、
『
開
目
抄
』
の
中
で
、
こ
の
本
因
本
果
の
法
門
と
関
連
す
る
文
が
見
え
る
の
は
左
の
文
で
あ
る
。

ノ

隻
林
最
後
大
般
浬
桑
経
四
十
巻
・
其
外
の
法
華
前
後
の
諸
大
乗
経
に
一
字
一
句
も
な
く
、
法
身
の
無
始
無
終
は
と
け
ど
も
応
身
報
身

ク

の
顕
本
は
と
か
れ
ず
。
い
か
ん
が
広
博
の
爾
前
・
本
迩
・
浬
桑
等
の
諸
大
乗
を
ぱ
す
て
狸
、
但
涌
出
・
寿
量
の
二
品
に
は
付
く
き
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
口
（
桑
名
）

也
。
（
定
七
一
二
頁
）

そ
の
理
由
は
、
「
四
十
王

一
一

二
ル

ト
テ
タ
リ
ヲ

十
界
久
遠
之
上
国
土
世
間
既
顕
。
一
念
三
千
殆
隔
二
竹
膜
一
。
（
定
七
一
四
頁
）

念
三
千
、
竹
膜
を
隔
て
た
り
と
は
『
観
心
本
尊
抄
』
と
『
開
目
抄
』
と
の
「
本
門
の
一
念
三
千
」
の
相
違
を
捉
え
て
い
る
も
の
と
見

(鉦）



右
の
「
法
身
の
無
始
無
終
は
と
け
ど
も
応
身
報
身
の
顕
本
は
と
か
れ
ず
」
の
文
は
、
一
念
三
千
と
の
関
係
を
指
し
て
い
る
。
先
き
の
本

因
本
果
の
法
門
に
よ
り
て
、
本
門
の
久
遠
実
成
が
顕
れ
、
一
念
三
千
の
本
門
の
開
顕
が
始
め
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
寿
量
品
の
仏
が
も
っ
と
も
っ
と
人
格
化
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
応
身
・
報
身
仏
と
し
て
表
現
化
さ
れ
て
く
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
正
に
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
が
無
始
無
終
と
し
て
久
遠
劫
来
働
き
か
け
て
い
る
、
血
の
通
っ
た
久
遠
実
成
の
釈
尊

が
私
達
の
目
の
前
に
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
常
に
そ
の
仏
と
倶
に
法
華
経
を
弘
宣
流
布
さ
れ
て
こ
ら
れ

ク

た
の
で
あ
る
。
だ
が
誇
法
罪
に
よ
っ
て
国
土
は
乱
れ
、
ま
た
多
く
の
者
が
地
獄
へ
堕
ち
て
行
く
こ
と
を
現
実
に
日
蓮
聖
人
は
「
深
此
を
し

れ
り
。
日
本
国
に
此
を
し
れ
る
者
、
但
日
蓮
一
人
な
り
」
（
定
五
五
六
頁
）
と
叫
ば
れ
た
。
こ
の
事
を
知
れ
る
者
と
は
、
日
蓮
聖
人
の
仏

教
全
体
の
認
識
観
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
認
識
観
に
立
ち
先
に
掲
げ
た
「
日
蓮
が
強
義
経
文
に
並
艮
ｐ
せ
り
」
の
行
動
が
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
見
方
こ
そ
が
本
門
の
事
の
一
念
三
千
の
観
心
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
文
に
も
事
の
一
念
三
千
義
が
見
ら
れ
る
。

フ

ノ

さ
れ
ば
日
蓮
が
法
華
経
の
智
解
は
天
台
伝
教
に
は
千
万
が
一
分
も
及
事
な
け
れ
ど
も
、
難
を
忍
び
慈
悲
す
ぐ
れ
た
る
事
を
そ
れ
を
も

い
だ
き
ぬ
く
し
。
（
定
五
五
九
頁
）

日
蓮
聖
人
は
随
分
と
謙
遜
さ
れ
て
智
解
は
天
台
伝
教
に
及
ば
な
い
と
言
わ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
逆
に
今
度
は
、
日
蓮
聖
人
の
難
を
忍
び

慈
悲
の
勝
れ
て
い
る
態
度
に
対
し
て
は
、
天
台
・
伝
教
大
師
の
方
が
、
と
て
も
自
分
達
に
は
真
似
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
だ
と
恐
れ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
と
自
信
を
も
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
日
蓮
聖
人
の
弘
教
態
度
と
は
、
智
解
に
止
ま
ら
ず
、
法
華
経
の
智
解
に

随
っ
て
命
を
懸
け
た
行
動
で
あ
る
。
こ
の
忍
難
慈
勝
の
態
度
こ
そ
事
の
一
念
三
千
の
振
舞
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

日
蓮
聖
人
が
鐘
仰
し
て
や
ま
な
い
久
遠
実
成
釈
尊
（
教
相
）
と
本
門
の
一
念
三
千
（
観
心
）
の
関
係
の
文
が
左
に
見
ら
れ
る
。

『
開
目
抄
』

（
定
五
五
三
頁
）

右
の
「
法
身
の
無

に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
。
（
桑
名
）

(錨）



か
う
て
か
へ
り
み
れ
ば
、
華
厳
経
の
台
上
十
方
・
阿
含
経
の
小
釈
迦
、
方
等
・
般
若
の
、
金
光
明
経
の
、
阿
弥
陀
経
の
、
大
日
経
等

の
権
仏
等
は
、
此
寿
量
の
仏
の
天
月
し
ば
ら
く
影
を
大
小
の
鶏
降
し
で
溌
縛
を
、
諸
宗
の
学
者
等
近
は
自
宗
に
迷
、
遠
は
法
華
経
の

ク

ヒ
ク

寿
量
品
を
し
ら
ず
。
水
中
の
月
に
実
月
の
想
を
な
し
、
或
は
入
て
取
ん
と
を
も
ひ
或
は
縄
を
つ
け
て
つ
な
ぎ
と
ど
め
ん
と
す
。
天
台

ク
ラ
ヲ
ス
ヲ

云
不
レ
識
二
天
月
一
但
観
二
池
月
一
等
云
云
。
（
定
五
五
二
’
三
頁
）

「
か
う
て
か
へ
り
み
れ
ば
」
と
は
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
に
対
し
て
見
れ
ば
と
い
う
こ
と
を
指
す
。
又
、
「
本
果
妙
の
世
界
を
顧
み
る

と
い
う
こ
と
だ
」
と
捉
え
る
人
も
い
る
蝿
、
そ
の
意
は
同
じ
で
あ
る
。
開
迩
顕
本
さ
れ
た
本
門
寿
量
品
の
久
遠
実
成
釈
尊
に
比
べ
て
他
の

仏
（
華
厳
経
・
阿
含
経
・
方
等
・
般
若
・
金
光
明
経
・
阿
弥
陀
経
・
大
日
経
の
権
仏
）
は
、
天
月
・
水
月
の
関
係
と
な
る
。
天
の
月
が
光

り
を
出
す
か
ら
、
水
に
月
が
映
る
の
で
あ
る
。
そ
の
映
っ
た
仏
が
諸
宗
・
諸
経
の
仏
を
指
し
。
本
因
本
果
の
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
は
本

仏
・
久
遠
実
成
釈
尊
の
実
体
を
い
う
。
本
門
寿
量
品
の
久
遠
実
成
の
釈
尊
（
教
相
）
が
顕
れ
な
い
と
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
（
観
心
）
も

顕
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
の
一
念
三
千
の
根
底
に
は
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
者
の
、
主
・
師
・
親
の
三
徳
が
完
全
に
具
備
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
開
目
抄
』
の
冒
頭
文
に
は
、
こ
の
主
師
親
の
三
徳
及
び
儒
外
内
の
三
学
の
必
要
性
を
述
べ
て
、
そ
の
掛
か
り
合

い
の
結
論
を
一
気
に
序
分
の
と
こ
ろ
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
部
分
と
は
、
同
時
に
本
門
の
事
の
一
念
三
千
の
内
容
を
端
的
に
説

示
す
る
②
の
文
の
．
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
の
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
」
（
定
五
三
九
頁
）
と
表
明
さ
れ
た
所

で
あ
る
。
ま
こ
と
の
一
念
三
千
と
久
遠
実
成
の
釈
尊
は
密
接
不
離
の
関
係
な
る
が
故
に
、
こ
の
三
徳
を
備
え
た
仏
こ
そ
、
一
閻
浮
提
の
ま

こ
と
の
仏
で
あ
り
久
遠
実
成
の
仏
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
事
の
一
念
三
千
の
人
格
性
を
持
つ
仏
の
具
体
性
を
顕
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
本
門
寿
量
品
の
久
遠
実
成
の
仏
と
爾
前
仏
（
権
仏
）
・
迩
仏
の
相
違
に
つ
い
て
は
後
年
、
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
（
真
蹟
十
三
紙
完
）

に
よ
り
一
層
鮮
明
に
説
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
左
の
文
に
見
ら
れ
、
こ
れ
に
て
一
目
瞭
然
に
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
口
（
桑
名
）

(釣）



〔
註
〕（
１
）
拙
稿
弓
開
目
抄
』
に
現
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ
」
（
『
棲
神
』
第
六
六
号
。
四
九
’
六
八
頁
）
参
照
。

（
２
）
本
文
中
に
、
ま
た
は
註
に
て
（
定
五
三
五
頁
）
等
と
あ
る
の
は
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
の
頁
数
を
示
す
。

（
３
）
日
蓮
聖
人
は
『
法
華
経
』
の
現
文
に
て
（
定
五
四
二
頁
）
舎
利
弗
等
の
十
大
弟
子
・
五
百
・
七
百
の
羅
漢
・
学
無
学
の
二
千
人
・
比
丘
尼
等
の

皇
ク
ノ

成
仏
を
論
じ
て
い
る
が
、
然
し
『
華
厳
経
』
で
は
、
左
の
文
の
如
く
二
乗
作
仏
が
否
定
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
た
。
「
華
厳
経
云
如
来
智
慧

ハ
チ
ニ

虹
す
ノ
ワ

ノ
ル
ト

ノ
二

大
薬
王
樹
唯
於
二
二
処
一
不
し
能
為
二
作
生
長
利
益
一
．
所
謂
二
乗
堕
二
於
無
為
広
大
深
抗
…
…
」
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
文
を
解
釈
し
て
次
の
様
に

言
う
の
で
あ
る
。
「
此
の
経
文
の
心
は
…
…
此
の
大
樹
は
火
坑
と
水
輪
の
中
に
生
長
せ
ず
。
二
乗
の
心
中
を
ば
火
坑
に
た
と
え
、
｜
聞
提
人
の

ス

心
中
を
ば
水
輪
に
た
と
え
た
り
。
此
の
二
類
は
永
く
仏
に
な
る
べ
か
ら
ず
と
申
経
文
な
り
」
（
定
五
四
三
頁
）
と
。

（
４
）
「
大
集
経
云
有
二
二
種
４
．
必
死
不
し
活
畢
寛
不
鯵
能
二
飢
凰
譲
曙
馳
一
二
者
声
聞
一
蓉
縁
蟻
…
…
」
の
文
を
と
ら
え
て
日
蓮
聖
人
は

皇
ク
リ
ノ

シ
テ
今
シ
ヂ

ル

知
恩
報
恩
の
立
場
か
ら
批
判
さ
れ
て
、
二
乗
は
「
父
母
等
を
永
不
成
仏
の
道
に
入
れ
ば
、
か
へ
り
て
不
知
恩
の
者
と
な
る
」
（
定
五
四
四
頁
）

と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
も
鄭
ら
ワ
ス
ノ
ト
二
雌
ろ
ト
ニ
ー
レ
ヂ
ワ
ス
ル
コ
ト
ワ

（
５
）
日
蓮
聖
人
が
『
維
摩
経
』
の
「
一
切
塵
労
之
悶
為
二
如
来
種
一
・
…
…
已
得
二
阿
羅
漢
一
為
二
応
身
一
者
終
不
レ
能
下
復
起
二
道
意
一
而
具
中
仏
法
一
也
。

シ

チ
ニ
ル
カ
タ
ス
ル
コ
ト

如
下
根
敗
之
士
其
於
二
五
楽
一
不
七
能
二
復
利
一
等
云
云
」
（
定
五
四
四
頁
）
の
文
を
引
用
さ
れ
た
の
は
、
す
べ
て
の
人
に
は
仏
に
な
る
種
が
あ
る
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
口
（
桑
名
）

法
華
経
に
又
二
経
あ
り
。
所
謂
迩
門
と
本
門
と
な
り
。
本
迩
の
相
違
は
水
火
天
地
の
違
目
也
。
例
せ
ば
爾
前
と
法
華
経
と
の
違
目
よ

そ
う
じ

リ

リ
も
猶
相
違
あ
り
。
爾
前
と
迩
門
と
は
相
違
あ
り
と
い
へ
ど
も
相
似
の
辺
も
有
ぬ
く
し
。
所
説
に
八
教
あ
り
。
爾
前
の
円
と
迩
門
の

レ

ハ
シ
キ

円
相
似
せ
り
。
爾
前
の
仏
と
迩
門
の
仏
は
劣
応
・
勝
応
・
報
身
・
法
身
異
ど
も
始
成
の
辺
同
ぞ
か
し
。
今
本
門
と
迩
門
と
は
教
主
す

〃

で
に
久
始
の
か
わ
り
め
、
百
歳
の
を
き
な
と
一
歳
の
幼
子
の
ご
と
し
。
弟
子
又
水
火
也
。
土
の
先
後
い
う
ば
か
り
な
し
。
而
を
本
迩

を
混
合
す
れ
ば
水
火
を
弁
ざ
る
者
睡
。

な
お
、
制
限
枚
数
の
都
合
上
、
以
後
の
展
開
は
次
回
へ
と
続
く
。
（
未
完
）

(”）
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（
６
）

『
始
聞
仏
乗
義
』
定
一
四
五
四
頁
。
そ
の
他
『
智
慧
亡
国
御
書
』
（
真
蹟
完
・
定
二
三
○
頁
）
、
『
西
山
殿
御
返
事
」
（
定
一
二
五
二
頁
）
往
見
。

法
華
経
の
心
を
述
べ
る
十
界
互
具
論
の
立
場
か
ら
二
乗
が
成
仏
で
き
な
け
れ
ば
、
菩
薩
は
じ
め
他
の
界
の
衆
生
の
成
仏
も
有
り
得
な
い
と
い
う

主
張
は
、
二
十
一
歳
作
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
（
定
一
○
’
二
頁
）
、
三
十
七
歳
作
ヨ
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
七
○
’
一
、
七
四
頁
）
、

三
十
八
歳
作
『
爾
前
二
乗
菩
薩
不
作
仏
事
』
（
真
蹟
身
延
曽
存
・
定
一
四
五
’
六
頁
）
等
に
て
早
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
久
遠
実

成
に
つ
い
て
は
三
十
六
歳
作
「
図
録
三
・
三
種
教
相
』
（
定
二
一
三
九
・
一
三
三
六
・
一
三
五
一
頁
）
、
「
図
録
六
・
六
凡
四
聖
御
寳
』
萌
師
本
・

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
。
（
桑
名
）

こ
こ
で
は
諸
経
の
引
用
経
証
の
文
を
省
略
す
る
の
が
い
づ
れ
の
経
も
（
定
五
四
五
頁
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
往
見
さ
れ
た
い
。
日
蓮
聖
人

の
引
用
の
意
を
述
べ
る
と
『
方
等
陀
羅
尼
経
』
で
は
二
乗
に
仏
種
な
き
こ
と
を
論
じ
、
『
大
品
般
若
経
』
に
て
は
二
乗
の
菩
提
心
の
有
無
に
よ

り
て
成
仏
の
問
題
を
批
判
し
、
『
首
拐
厳
経
』
で
は
煩
悩
の
尽
き
た
阿
羅
漢
は
破
器
の
よ
う
に
成
仏
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
。
『
浄
名
経
』
で
は

二
乗
を
供
養
す
は
三
悪
道
に
堕
つ
。
等
の
内
容
を
挙
げ
ら
れ
て
二
乗
作
仏
の
否
定
的
な
見
解
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

定
五
四
七
’
八
頁
に
見
宝
塔
品
・
神
力
品
・
嘱
累
品
の
引
用
経
文
を
挙
げ
て
、
そ
の
二
乗
作
仏
の
証
明
を
論
じ
て
い
る
の
で
往
見
さ
れ
た
い
。

拙
稿
弓
開
目
抄
』
に
現
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
」
（
「
棲
神
』
第
六
六
号
。
六
二
’
三
頁
）
往
見
さ
れ
た
い
。

ノ

ノ

定
二
九
八
八
頁
に
「
横
一
念
三
千
迩
門
縦
一
念
三
千
本
門
」
の
表
現
記
述
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
文
に
も
「
迩
門

の
一
念
三
千
」
の
義
が
論
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
目
で
見
れ
ば
『
開
目
抄
』
以
前
に
も
、
以
後
に
も
多
々
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
明
確
に
「
迩

門
の
一
念
三
千
」
の
固
有
名
詞
を
挙
げ
て
い
る
箇
所
は
少
な
い
の
で
あ
る
。

『
開
目
抄
」
以
外
の
五
書
と
は
（
紙
数
の
制
限
上
、
今
そ
の
文
証
を
一
々
示
す
こ
と
は
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
）
文
永
九
年
五
月
二
日
作
①

『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
』
②
文
永
十
年
四
月
二
五
日
作
『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
』
（
真
蹟
一
七
紙
一
帖
完
）
③
弘
安
元
年
四
月
二

三
日
作
『
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
』
④
弘
安
元
年
六
月
二
六
日
作
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
（
真
顔
十
三
紙
完
）
⑤
弘
安
四
年
四
月
八
日
作

『
三
大
秘
法
票
承
事
」
（
親
師
本
）
但
し
此
書
は
古
来
よ
り
現
在
に
至
る
も
真
偽
問
題
が
あ
る
の
で
要
注
意
。
ま
た
、
義
分
に
於
て
欠
か
せ
ざ
る

も
の
に
は
建
治
元
年
六
月
作
の
『
撰
時
抄
」
（
真
瞳
五
巻
二
○
紙
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
』
定
一
四
九
七
頁
。
「
種
種
御
振
舞
御
書
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
九
七
一
頁
）
に
も
諸
法
実
相
・
本
末
究
寛
等
を
法
華
経

の
肝
心
と
言
う
。

但
し
二
乗
に
は
、
そ
の
種
ぷ

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
種
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
。
二
乗
の
人
よ
り
も
凡
夫
の
方
が
ま
だ
良
い
と
い
う
内
容
か
ら
、
二
乗
否
定
の
文
と
し
て
挙

(錨）



『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
口
（
桑
名
）

定
二
二
五
七
頁
）
、
三
十
八
歳
作
『
守
護
国
家
論
」
（
真
蹟
身
延
曽
存
・
定
九
四
・
九
七
・
一
二
九
・
一
三
二
頁
）
に
初
ま
っ
て
以
後
随
所
に
論

じ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
念
三
千
の
最
初
は
「
一
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
七
一
頁
）
に
輪
じ
ら
れ
そ
の
以
後
、
確
実
な
る
遺

文
（
真
蹟
等
・
允
可
書
を
除
き
真
偽
問
題
が
な
い
古
写
本
）
を
点
検
し
て
見
て
五
○
箇
所
、
そ
の
他
の
真
偽
問
題
の
な
い
写
本
に
十
一
箇
所
、

合
せ
て
六
一
の
一
念
三
千
記
述
箇
所
を
「
開
目
抄
」
以
前
ま
で
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
一
念
三
千
と
十
界
互
具
の
関
係
が
的
確
に

論
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
関
係
を
初
め
て
明
確
に
述
べ
た
の
は
『
開
目
抄
』
の
一
念
三
千
記
述
箇
所
で
あ
る
②
の
「
一
念
三
千
は

十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
。
」
の
文
で
あ
る
。
略
開
三
顕
一
の
十
如
実
相
、
さ
ら
に
そ
れ
を
詳
述
す
る
広
開
三
顕
一
の
仏
知
見
の
開
示

悟
入
。
こ
れ
ら
は
十
界
互
具
論
の
立
場
か
ら
二
乗
作
仏
等
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
、
日
蓮
聖
人
遺
文
に
略
開
三
広

開
三
を
言
及
す
る
所
は
『
唱
法
華
題
目
妙
』
（
定
二
○
五
頁
）
、
『
十
章
妙
』
（
真
願
・
定
四
八
九
頁
）
、
『
開
目
抄
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
五
五
一
・

五
六
九
頁
）
、
『
祈
祷
妙
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
六
七
一
頁
）
、
『
観
心
本
尊
抄
』
（
真
蹟
完
・
定
七
○
四
、
七
○
九
頁
）
等
に
見
え
る
。

（
Ｍ
）
開
示
悟
入
の
仏
知
見
（
広
開
三
）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
『
開
目
抄
』
以
前
に
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。
『
曽
登
盤
哩
響
琶
（
定
一
二
五
三
頁
）
、

『
三
大
秘
法
票
承
事
』
（
定
一
八
六
五
頁
）
往
見
。

（
妬
）
浅
井
円
道
稿
「
日
蓮
の
遺
文
と
本
覚
思
想
」
（
『
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
』
所
収
）
二
九
九
頁
。
同
稿
二
九
七
頁
に
は
、
『
観
心
本
尊
抄
」
の

「
四
十
五
字
法
体
段
」
（
定
七
一
二
頁
）
に
は
、
本
国
土
妙
を
含
む
本
門
三
妙
が
説
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
本
門
教
学
が
明
瞭
化
し
て
い

（
焔
）
茂
田
井
教
亨
述
『
開
目
抄
講
讃
』
上
巻
・
一
二
九
頁
に
い
う
。

（
Ⅳ
）
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
（
真
蹟
完
）
定
一
五
一
八
’
九
頁
。
同
文
は
『
教
行
証
御
害
』
定
一
四
八
七
頁
に
も
出
づ
。

る
と
述
べ
ら
れ
る
。

(鉛）



筆
者
は
東
西
で
ま
こ
と
に
対
照
的
な
像
を
発
見
し
非
常
な
興
味
を
感
じ
て
い
る
。
一
つ
は
弥
勒
菩
薩
像
の
胸
で
二
頭
の
竜
が
向
き
合
っ

て
経
筒
や
宝
珠
を
く
わ
え
て
い
る
像
で
あ
宛
、
も
う
一
つ
は
ロ
ー
マ
皇
帝
ト
ラ
ャ
ヌ
ス
の
鎧
の
胸
の
メ
ド
ウ
ー
サ
の
像
で
あ
る
。
メ
ド
ウ
ー

（
２
）

サ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
椛
、
そ
の
髪
の
毛
が
一
本
一
本
蛇
と
い
う
こ
の
神
は
多
産
豊
穣
の
神
と
し
て
西
ア
ジ
ア
か
ら
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
域

に
か
け
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
為
に
ト
ラ
ャ
ヌ
ス
帝
も
こ
の
神
に
あ
や
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
そ
の
後
の
二
つ
の
像
の
運
命
で
あ
る
。
竜
は
現
在
に
至
る
ま
で
依
然
と
し
て
「
仏
法
の
守
謹
神
」
「
幸
運
の
神
」
と
し
て
寺
や

犀
雪
黍
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
塊
、
一
方
の
ト
ラ
ャ
ヌ
ス
帝
の
胸
の
メ
ド
ウ
ー
サ
は
悲
惨
な
運
命
を
た
ど
っ
て
行
っ
滝
。
共
に
地
母
神
。
大

地
の
神
そ
し
て
多
産
豊
穣
の
幸
福
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
来
た
の
に
、
天
な
る
神
・
一
神
教
が
成
立
す
る
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
は
地
母
神
・

多
神
教
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
見
せ
し
め
の
如
く
、
次
々
と
壊
わ
さ
れ
た
り
、
又
地
下
水
槽
深
く
、
土
台
の
下
に
「
横
倒
し
」
に
さ
れ
た

（
６
）

り
、
「
逆
さ
ま
」
に
さ
れ
た
り
し
て
封
じ
込
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
地
母
神
に
対
す
る
東
西
の
考
え
方
の
対
比
が
重
要
に
思
え
る
。
即

ち
こ
こ
に
東
西
の
文
化
の
特
徴
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
論
は
「
胸
に
彫
ら
れ
た
像
」
を
介
し
て
東

西
の
文
化
を
比
較
対
照
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ

１
１
東
西
文
化
の
比
較
対
照
Ｉ

高
橋
堯
昭

(57）
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胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

地
母
神
の
代
表
大
神
ア
ル
テ
ミ
ス
（
ア
ン
タ
リ
ァ
博
物
館
）

(58）



素
朴
な
技
術
し
か
も
て
な
か
っ
た
古
代
の
人
々
は
大
自
然
の
一
寸
し
た
気
候
変
動
に
も
、
収
穫
は
皆
無
に
な
り
、
大
き
く
そ
の
運
命
を

左
右
さ
れ
て
来
た
。
そ
こ
で
人
々
は
こ
の
す
べ
て
を
育
く
み
育
て
て
く
れ
る
大
地
の
神
に
、
ひ
た
す
ら
収
穫
と
幸
せ
を
祈
る
為
に
土
を
こ

れ
、
小
さ
な
人
形
の
よ
う
な
像
を
作
っ
た
。
こ
れ
が
地
母
神
像
で
あ
麺
。
然
し
不
思
議
な
こ
と
に
、
何
の
連
絡
も
な
い
遠
隔
の
地
で
も
又

時
間
的
に
何
千
年
と
い
う
差
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
非
常
に
似
て
い
る
。
例
え
ば
西
ア
ジ
ア
の
大
古
の
も
の
も
、
日
本
の
縄
紋
時
代
の
も

の
も
非
常
に
似
て
い
る
。
「
乳
部
」
や
「
腰
」
が
物
凄
く
大
き
く
、
陰
部
が
は
っ
き
り
く
ま
ど
ら
れ
て
い
麺
。
女
性
が
子
を
産
み
育
て
る

こ
と
に
「
増
え
る
」
こ
と
を
見
、
作
物
の
増
産
・
種
族
の
繁
栄
を
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
人
類
が
農
耕
を
は
じ
め
た
頃

か
ら
既
に
猿
得
し
て
い
た
共
通
の
考
え
方
に
よ
り
似
か
よ
っ
た
像
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
所
謂
エ
リ
ア
ー
冠
の
言
っ
「
鋤
は
男
根
に
、

鋤
き
返
さ
れ
た
地
面
は
女
性
と
み
な
さ
れ
、
大
地
は
生
殖
の
子
宮
。
生
命
の
再
生
力
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
創
造
と
活
力
を
保
持
し
た
大

地
聖
即
ち
地
母
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
こ
の
地
母
神
を
「
大
地
（
ガ
イ
ァ
）
が
万
物
の
祖
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
大
地
は
女
性
で
男
性
で
あ
る
天

（
ウ
ラ
ノ
ス
）
と
交
っ
て
子
を
産
ん
だ
」
と
表
現
し
た
。
即
ち
大
地
こ
そ
神
々
の
系
譜
の
根
源
と
し
て
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
前
述
の
よ
う
に
、
農
耕
民
的
発
想
で
、
男
性
で
あ
る
天
か
ら
の
雨
を
貯
え
、
植
物
を
生
育
さ
せ
穀
物
を
実
ら
せ
る
の
が
こ
の
大

地
と
い
う
こ
と
か
ら
、
所
謂
大
地
の
生
命
力
生
殖
力
を
強
調
し
た
木
偶
様
の
も
の
か
ら
、
地
中
か
ら
出
る
も
の
で
こ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う

に
な
っ
て
来
た
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
天
に
も
達
す
る
か
の
如
き
大
槻
、
は
た
又
大
地
か
ら
涌
現
し
た
よ
う
な
奇
岩
・
洞
窟
、
そ
し
て
大

（
肥
）

地
か
ら
は
い
出
し
て
来
る
「
蛇
」
等
々
で
あ
る
。

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

◇

(鋼）
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イ
ン
ド
で
は
、
こ
う
し
た
生
命
力
の
地
母
神
を
「
樹
神
」
や
「
地
神
」
と
し
て
表
し
て
い
た
。
あ
の
暑
い
イ
ン
ド
で
は
人
々
の
生
活
は

（
鴫
）

い
き
お
い
樹
の
下
に
な
り
岩
の
洞
窟
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
カ
ル
ラ
ー
・
パ
ジ
ャ
ー
等
の
西
南
イ
ン
ド
の
窟
院
の
如
く
、
洞
窟
は
夏
は
ひ
ん

や
り
し
、
冬
は
火
を
た
く
と
い
つ
ま
で
も
暖
か
い
か
ら
人
々
は
そ
の
中
で
生
活
し
易
か
っ
た
為
で
あ
る
。

ま
ず
樹
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
農
村
で
は
大
樹
の
下
に
家
が
作
ら
れ
、
牛
や
家
畜
を
飼
う
。
暑
い
日
中
で
は
老
い
も
若
き
も
樹
の
下
で

ご
ろ
ご
ろ
昼
寝
し
て
い
る
。
日
を
き
め
て
ひ
ら
か
れ
る
「
市
」
も
、
大
樹
の
下
を
ぐ
る
り
と
巡
っ
て
店
の
列
が
作
ら
れ
る
。
町
に
行
く
と

自
転
車
屋
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
も
樹
の
下
に
店
を
ひ
ら
く
。
横
町
で
は
大
地
に
手
を
か
け
、
頭
を
太
い
幹
に
こ
す
り
つ
け
て
い
る
者
を

よ
く
み
か
け
る
。
筆
者
は
最
初
の
頃
樹
の
下
で
用
を
足
し
て
い
る
と
思
っ
た
程
で
あ
る
。
実
は
そ
う
で
は
な
い
、
そ
の
樹
の
幹
に
は
赤
い

（
肥
）

粉
が
ぬ
ら
れ
、
又
樹
の
下
に
は
小
さ
な
祠
が
あ
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
供
え
も
の
（
プ
ジ
ャ
ー
）
が
し
て
あ
る
。
祠
の
な
い
場
合
で
も
赤
く
塗

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

蛇
は
冬
眠
か
ら
さ
め
て
大
地
か
ら
出
て
来
る
や
脱
皮
し
て
成
長
す
る
。
そ
の
脱
皮
に
古
代
人
は
再
生
を
見
、
又
男
根
に
似
た
頭
で
一
撃

の
も
と
に
他
を
殺
し
、
た
た
い
て
も
、
半
分
に
切
っ
て
も
動
い
て
い
る
た
く
ま
し
さ
。
又
そ
の
交
合
は
延
々
二
十
時
間
に
も
及
ぶ
と
言
わ

れ
る
そ
の
生
命
力
に
、
蛇
こ
そ
地
母
神
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
た
の
は
ご
く
自
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
紀
元
前
三
千
年
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ャ
の

マ
リ
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
前
頁
の
写
真
の
像
や
、
又
「
二
匹
の
蛇
が
か
ら
み
合
い
キ
ッ
ス
し
て
い
る
蝿
、
紀
元
前
一
六
○
○
年
の
ク

レ
ー
タ
島
の
「
両
手
に
蛇
を
も
つ
」
大
地
母
神
像
は
こ
う
し
た
古
代
人
の
考
え
方
を
表
し
て
い
る
。
共
に
大
地
の
生
命
力
を
表
す
地
母
神

（
Ｍ
）

乃
至
そ
の
象
徴
・
お
使
い
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
に
も
縄
文
土
器
に
マ
ム
シ
の
装
飾
の
つ
い
た
も
の
が
あ
る
。
ま
さ

に
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
同
じ
考
え
方
、
同
じ
彫
刻
が
残
さ
れ
て
い
る
。

◇

(〃）



胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

蕊
隣
か
ら
万
物
を
生
む
夜
叉
（
サ
ン
チ
ー
）

鞄

６
け

巳

’

凋

耐
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口

内

Ｆ

Ｕ

・

田

龍
画
サ

専
秤

宍

露

･瀞
鰯

港
》
》

ら
れ
供
え
も
の
が
し
て
あ
る
。
大
樹
そ
の
も
の
が
祠
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
大
樹
を
大
地
の
生
命
力
の
表
現
、

地
母
神
の
象
徴
と
し
て
信
仰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
大
地
の
生
命
力
は
前
述
の
如
く
、
樹
だ
け

で
は
な
い
。
快
適
な
洞
窟
の
中
で
の
生
活
か
ら
「
地
の

神
」
と
い
う
考
え
方
が
出
、
や
が
て
、
こ
れ
ら
を
人
間

の
体
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
ヤ
ク
シ
ャ
。

樹
下
ヤ
ク
シ
ニ
ー
（
バ
ー
ル
フ
ッ
ト
出
土
）

（
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
蔵
）

(62）



こ
れ
は
西
ア
ジ
ヤ
や
地
中
海
沿
岸
で
も
事
情
は
似
て
い
る
。
前
述
の
如
く
西
紀
四
千
年
頃
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ャ
の
ウ
ル
遺
跡
に
は
王
と
思

わ
れ
る
人
物
が
両
手
に
大
蛇
を
も
っ
た
浮
彫
り
が
あ
り
、
前
三
千
年
頃
の
マ
リ
遺
跡
に
は
容
器
に
二
匹
の
蛇
が
か
ら
ま
り
合
っ
て
い
る
。

（
釦
）

又
大
地
母
神
イ
シ
ュ
タ
ー
ル
の
神
像
も
、
「
蛇
目
の
イ
シ
ュ
タ
ー
ル
」
と
い
っ
て
蛇
の
よ
う
な
目
を
も
っ
た
像
も
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。

（
副
）

更
に
又
前
六
百
年
頃
の
ク
レ
ー
タ
島
出
土
の
像
に
は
大
地
母
神
像
が
両
手
に
蛇
を
も
つ
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
彫
刻
か
ら
蛇
を
大
地
の
生

命
力
の
象
徴
と
し
て
崇
拝
す
る
信
仰
が
こ
の
地
方
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
当
時
こ
の
地
方
が
農
耕
地
で
、
大
地
は
豊
か
な
母
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
例
は
枚
挙
に
邉
ま
な
い
。

ヤ
ク
シ
ー
（
夜
叉
宅
）
で
あ
る
。
更
に
、
頭
は
象
や
ワ
ニ
、
尻
つ
ぼ
が
魚
や
蛇
と
い
う
「
マ
カ
ラ
」
で
こ
の
大
地
の
生
命
力
を
表
現
す
る
よ

う
に
な
る
。
然
し
何
よ
り
民
衆
に
強
い
信
仰
を
も
っ
て
い
る
の
は
「
ナ
ー
ガ
（
蛇
）
」
（
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
は
竜
）
で
あ
る
。
コ
プ
ラ
は
暑
い

イ
ン
ド
で
は
実
に
恐
ろ
し
い
生
き
も
の
で
、
現
代
で
も
年
々
多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
る
ト
ー
テ
ム
獣
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
ト
ー
テ

ム
の
常
と
し
て
「
怖
ろ
し
い
も
の
は
、
逆
に
そ
の
強
い
力
で
我
々
か
ら
悪
魔
を
撃
退
し
て
く
れ
る
」
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
蛇
は
多
く
の
も
の
の
中
に
「
守
謹
神
」
と
し
て
彫
ら
れ
、
例
え
ば
仏
塔
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
い
る
も
唾
、
寺
の
屋
根
の
棟

は
大
蛇
の
胴
体
、
瓦
は
ウ
ロ
コ
、
柱
も
蛇
が
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
だ
し
、
橋
の
欄
干
も
蛇
蝿
の
も
の
ま
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
民
家

の
中
に
も
蛇
や
竜
が
あ
ち
こ
ち
に
彫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
る
。
こ
れ
程
蛇
は
民
衆
の
生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
。

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

◇ 。

(”）



胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
稿
）

や
が
て
こ
の
農
耕
民
的
思
考
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
う
け
つ
が
れ
、
地
中
海
の
沿
岸
、
特
に
小
ア
ジ
ア
（
ト
ル
コ
の
沿
岸
地
方
）
に
ギ
リ

（
錘
）

シ
ャ
の
植
民
都
市
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
が
作
ら
れ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
メ
ド
ゥ
ー
サ
像
は
こ
こ
に
数
多
く
彫
ら
れ
て

行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
方
が
農
耕
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
為
に
多
産
や
収
穫
の
増
大
を
祈
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

然
し
、
人
類
の
精
神
史
の
上
に
変
化
が
起
っ
て
来
た
。
大
地
の
神
か
ら
天
な
る
神
へ
と
の
転
換
が
行
わ
れ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
母
系
制

社
会
か
ら
父
系
制
社
会
へ
の
変
化
、
村
落
共
同
体
か
ら
巨
大
な
中
央
集
権
国
家
へ
と
の
社
会
政
治
経
済
体
制
へ
の
変
化
に
か
か
わ
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り
も
女
性
原
理
中
心
の
社
会
か
ら
男
性
原
理
中
心
社
会
へ
の
変
化
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
変
化
の
何
よ
り
も

大
き
な
要
因
は
、
大
地
の
再
生
力
の
根
源
と
な
る
降
水
量
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
西
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
イ
ン
ダ
ス
流
域
に

至
る
ま
で
気
候
に
変
化
が
起
り
つ
つ
あ
っ
た
。
西
紀
前
約
一
五
○
○
年
頃
か
ら
こ
の
傾
向
は
一
層
顕
著
に
な
っ
た
。
今
ま
で
降
雨
に
よ
っ

て
の
豊
潤
な
国
土
の
乾
燥
化
が
進
み
、
砂
漠
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
住
民
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
を
は
ぐ
く
み
育
て
る
大
地
に

生
命
力
が
感
ぜ
ら
れ
な
く
な
り
、
雷
が
鳴
っ
て
雨
を
降
ら
せ
る
天
な
る
獺
の
方
が
住
む
人
に
と
っ
て
は
有
難
く
感
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

こ
う
し
た
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、
紀
元
前
一
五
○
○
年
頃
か
ら
「
蛇
を
殺
す
神
々
」
が
登
場
し
て
来
た
。
所
謂
「
天
な
る
神
」
の

一
神
教
の
成
立
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
つ
が
バ
ー
ル
神
の
成
立
で
あ
る
。
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
畔
の
町
テ
ル
ク
か
ら
出
土
し
た
バ
ー
ル
神
の
彫

像
が
そ
れ
で
あ
る
。
即
ち
ア
ッ
シ
リ
ャ
王
ト
ウ
ク
テ
イ
ー
ニ
マ
タ
ニ
世
が
西
紀
前
八
八
五
年
に
建
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
鯛
に
は
、

左
手
に
角
の
生
え
た
蛇
を
に
ぎ
り
し
め
、
右
手
で
斧
を
振
り
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
神
教
が
成
立
し
て
来
る
と
、
多
く
の
地

母
神
信
仰
が
追
放
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
旧
訳
聖
書
に
あ
る
「
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
に
禁
断
の
木
の
実

を
食
べ
る
よ
う
誘
惑
し
た
の
が
蛇
で
あ
亙
些
》
と
い
う
神
話
の
成
立
で
あ
る
。
地
母
神
た
る
蛇
を
悪
の
権
化
と
し
て
否
定
し
よ
う
と
す
る
意

て
行
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(“）



図
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
更
に
「
多
神
教
の
町
ソ
ド
ム
が
神
の
業
火
で
焼
か
れ
る
時
、
ふ
り
返
る
な
ふ
り
返
る
と
石
に
化
式
壁
）
等
々
の
シ
ー

ン
は
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
大
地
の
神
多
神
教
を
攻
撃
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

パール神（シリア・アレツポ博蔵）右手に蛇、左手に斧

(BC885年）
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胸
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彫
ら
れ
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竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

こ
う
し
た
宗
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
を
ひ
き
つ
い
だ
一
神
教
キ
リ
ス
ト
教
が
ひ
ろ
が
っ
て
来
る
と
、
多
神
教
の
神
殿
や
ギ
リ
シ
ャ
の
神
殿
が
壊

曇

鰯〃 〕
ザ 必

譲

1

3勺覇騨姦

汗

争竜

i灘驫デ 蝋
譲溌

零鋤鰯電躍

さ
れ
、
そ
の
石
材

を
使
っ
て
教
会
や

関
連
の
建
物
が
建

蔵
て
ら
れ
て
行
っ
た
。

率
そ
の
時
、
最
も

卜
苛
酷
な
運
命
に
さ

ノサ
ら
さ
れ
た
の
は
ギ

ウ
川
ノ
シ
ヤ
神
彗
頚
妙
趣
酎
々

ド必
の
う
ち
の
メ
ド
ゥ
ー

噸
サ
で
あ
る
。
そ
の

醸
毛
が
一
本
一
本
蛇

帝ス
と
い
わ
れ
る
怪
奇

ヌァ
な
姿
の
神
は
、
そ

り下
の
蛇
と
い
う
地
母

ノ

神
・
多
神
教
の
神

と
い
う
こ
と
か
妻
貝

（66）
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守
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錦

1

鯵
鋳騨

＃
》
・

恥
唾
琴
字
“
、
廷
啄
唾
毎
Ｆ

ド

、 今浄

も＃

鎮
逆さまに封じ込まれたメドゥーサ像イスタンブール地下水槽
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サ
（
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か
っ
て
は
ギ
リ
シ
ャ
の
植
民
都
市
全
域
、
特
に
小
ア
ジ
ア
の
農
耕
地
帯
に
メ
ド
ゥ
ー
サ
は
豊
穣
多
産
の
神
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
像
は
こ
と
ご
と
く
壊
さ
れ
て
行
っ
た
。

メ
ド
ウ
ー
サ
は
見
る
か
ら
に
気
持
の
悪
い
姿
で
も
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代
に
は
神
殿
の
正
面
玄
関
の
菊
に
飾
ら
れ
た
り
、

柱
や
部
屋
の
壁
の
随
所
に
彫
ら
れ
る
ば
か
り
か
、
王
の
鎧
の
胸
に
ま
で
彫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

即
ち
ト
ル
コ
南
部
の
ア
ン
タ
リ
ャ
市
の
東
の
ベ
ル
ゲ
遺
跡
出
土
の
ロ
ー
マ
皇
帝
ト
ラ
ャ
ヌ
ス
帝
（
西
紀
九
七
’
二
七
年
竜
や
ハ
ド
リ

ア
ヌ
ス
帝
（
西
紀
三
七
’
一
三
八
年
）
の
像
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
皇
帝
は
ロ
ー
マ
が
最
も
繁
栄
し
た
時
代
の
皇
帝
で
、
特
に
ト
ラ
ャ

ヌ
ス
帝
は
伝
統
的
な
ロ
ー
マ
の
宗
教
の
復
活
に
努
め
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
迫
害
し
た
皇
帝
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
皇
帝

が
つ
け
て
い
た
鎧
の
胸
元
に
は
メ
ド
ゥ
ー
サ
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
如
何
に
キ
リ
ス
ト
教
の
拡
大
以
前
に
、
こ
の
メ
ド
ゥ
ー
サ
が
広
く
豊
穣

の
神
・
幸
運
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
ひ
ろ
が
っ
て
来
る
と
、
メ
ド
ゥ
ー
サ
像
は
こ
と
ご
と
く
壊
さ
れ
て
行
っ
た
。
特
に
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ァ
ス
帝
が
東

ロ
ー
マ
帝
国
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
（
現
在
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）
に
ア
ャ
ソ
フ
ィ
ァ
を
は
じ
め
と
す
る
教
会
関
連
の
建
物

の
大
工
事
を
行
う
に
際
し
、
地
下
宮
殿
と
よ
ば
れ
る
大
貯
水
槽
を
作
っ
た
時
、
一
番
奥
ま
っ
た
柱
の
土
台
と
し
て
、
こ
の
メ
ド
ゥ
ー
サ
を

埋
め
て
し
ま
っ
た
。
一
つ
は
「
横
向
き
」
に
、
も
う
一
つ
は
「
逆
さ
ま
」
に
し
て
、
恰
も
封
じ
込
め
る
か
の
如
く
、
深
い
深
い
暗
黒
の
地

下
水
槽
の
奥
底
に
埋
め
て
し
ま
っ
た
。

近
年
の
大
貯
水
槽
の
水
を
ぬ
い
て
大
修
理
が
行
わ
れ
た
時
、
こ
れ
が
偶
然
発
見
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
一
神
教
の
あ
く
な
き
多

神
教
の
排
除
追
求
の
は
げ
し
さ
、
否
そ
の
追
求
の
執
念
を
見
る
思
い
に
か
ら
れ
る
の
は
筆
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
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こ
れ
に
対
し
て
東
洋
の
宗
教
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
ア
シ
ョ
カ
の
摩
崖
証
勅
が
如
実
に
示
し
て
い
る
。

「
み
ず
か
ら
の
宗
派
に
対
す
る
信
仰
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
宗
派
の
み
を
賞
揚
し
、
或
い
は
他
の
宗
派
を
難
ず
る
者
は
、
こ
の
よ
う

に
な
す
為
、
か
え
っ
て
一
層
み
ず
か
ら
の
宗
派
を
そ
こ
な
う
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
も
っ
ぱ
ら
、
互
い
に
法
を
聞
き
合
い
、
又
そ
れ
を
敬

（
調
）

信
す
る
為
に
、
す
べ
て
和
合
す
る
こ
と
こ
そ
善
で
あ
る
」
と
あ
る
如
く
、
一
つ
が
成
立
す
る
と
他
を
す
べ
て
否
定
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。
特
に
仏
教
は
す
べ
て
の
宗
教
を
自
己
の
中
に
と
り
込
み
、
そ
の
神
々
を
自
己
の
中
に
守
護
神
と
し
て
と
り
入
れ
て
行
っ
た
。
こ
う
し

た
寛
容
性
・
和
の
宗
教
、
こ
れ
が
仏
教
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
と
り
わ
け
強
い
包
容
性
を
も
つ
の
が
法
華
経
で
あ
る
。

法
華
経
は
ユ
ニ
ー
ク
な
経
典
で
あ
る
。
す
べ
て
の
神
々
、
す
べ
て
の
文
化
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
包
み
込
ん
で
い
る
経
典
で
あ
る
。
方
便

品
を
中
心
と
す
る
前
半
で
は
縁
起
の
理
法
の
解
明
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
存
在
の
成
仏
の
可
能
性
を
解
明
、
従
っ
て
三
乗
は
否
定
さ
る
べ

き
も
の
で
は
な
く
、
一
仏
乗
へ
の
方
便
と
し
て
包
容
し
て
い
る
。
寿
量
品
で
は
仏
陀
の
時
間
空
間
で
の
超
越
性
を
示
し
、
仏
陀
の
方
か
ら

手
を
さ
し
の
べ
す
べ
て
を
包
ん
で
く
れ
る
慈
悲
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
筆
者
に
と
っ
て
の
最
大
関
心
事
は
第
二
十
三
品
（
妙
法
華
経
）

以
後
の
諸
神
の
包
容
摂
取
と
、
そ
の
夫
々
の
神
々
を
法
や
行
者
守
護
の
神
と
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
教
と
い
う
よ
り
、
東
洋
的

知
性
・
文
化
の
一
大
特
質
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
の
機
会
で
論
究
し
て
来
た
。
然
し
今
回
は
西
ア
ジ
ア
の
地
母

神
が
一
神
教
に
よ
っ
て
排
撃
駆
逐
さ
れ
て
行
っ
た
プ
ロ
セ
ス
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
母
神
関
連
の
神
々
に
つ
い
て
項
を
追
っ
て
レ

ジ
メ
程
度
に
略
述
し
て
比
較
対
照
の
資
と
し
た
い
。

(ｲ）

（
魂
）

樹
嘩
仲
の
包
容

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

◇
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竜
と
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ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

仏
錘
叡
の
中
に
は
樹
挿
・
夜
叉
信
仰
等
仏
教
以
前
の
神
々
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
否
む
し
ろ
麹
専
も
そ
れ
以
前
の
宗
教
の
中
で
育
っ

て
来
た
と
い
え
る
。
諸
仏
典
に
よ
る
と
、
釈
尊
の
生
れ
る
際
マ
ャ
夫
人
は
樹
神
に
詣
で
樹
の
枝
を
も
っ
と
釈
尊
が
誕
生
凶
、
誕
生
の
宮
参

り
に
樹
神
に
詣
で
る
と
、
樹
神
は
「
そ
の
子
こ
そ
、
『
神
の
中
の
神
』
と
し
て
逆
に
ひ
ざ
ま
づ
い
迄
〕
）
と
い
う
話
が
出
来
た
。
や
が
て
釈

尊
が
出
家
出
城
の
時
、
大
地
か
ら
夜
叉
が
湧
現
、
愛
馬
カ
ン
タ
カ
の
足
を
か
つ
い
で
蹄
の
音
で
城
中
の
人
が
目
覚
め
な
い
よ
う
に
し
て
城

外
に
運
ん
滝
。
或
は
悟
り
の
際
菩
提
樹
の
下
で
樹
神
が
藁
を
敷
い
て
招
じ
入
栂
、
い
よ
い
よ
悟
り
に
近
づ
く
と
マ
ー
ラ
が
悟
り
に
入
る
を

さ
ま
た
げ
た
の
を
地
神
が
大
地
震
を
起
し
電
、
マ
ー
ラ
を
退
散
せ
し
め
た
等
々
、
仏
伝
中
に
は
樹
神
地
神
と
の
か
か
わ
り
は
枚
挙
に
邉
ま

な
い
。
樹
神
も
地
神
も
共
に
「
夜
叉
」
と
し
て
古
来
よ
り
民
衆
に
深
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

仏
陀
は
こ
う
し
た
イ
ン
ド
の
在
来
の
信
仰
の
中
で
生
れ
且
つ
生
活
し
て
行
っ
た
。
特
に
信
者
か
ら
竹
林
精
舎
、
祇
園
精
舎
を
寄
贈
さ
れ

た
後
で
も
樹
の
下
か
ら
樹
の
下
に
、
又
洞
窟
か
ら
岩
か
げ
に
と
遊
行
し
て
歩
い
た
。
樹
と
は
樹
神
、
洞
窟
や
岩
は
地
神
、
こ
れ
ら
に
包
ま

れ
て
生
涯
を
送
ら
れ
た
。
そ
し
て
又
樹
の
下
で
入
滅
し
て
行
か
れ
た
。
為
に
「
樹
神
の
祀
り
方
に
従
っ
て
祀
ら
れ
て
行
っ
た
竜

従
っ
て
樹
神
・
地
神
の
考
え
方
の
伝
統
か
ら
釈
尊
は
い
つ
し
か
「
人
間
」
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
超
越
者
の
方
向
に
進
ん
で
行
っ
た
。

理
想
的
偉
人
の
具
す
べ
き
特
徴
た
る
三
十
二
相
・
八
十
種
好
を
具
し
、
心
に
は
不
可
思
議
な
力
、
即
ち
十
カ
．
四
無
畏
・
三
念
住
・
大
悲

の
十
八
不
共
法
を
具
し
、
現
実
の
歴
史
的
存
在
が
神
格
化
さ
れ
、
神
々
の
上
に
住
す
る
存
在
と
な
っ
て
行
っ
極
。

更
に
釈
尊
へ
の
畏
敬
は
、
必
然
的
に
釈
尊
が
余
り
に
も
偉
大
な
の
で
、
「
只
の
人
で
は
な
く
、
過
去
世
に
無
量
の
徳
を
積
ん
だ
方
（
報

（
魂
）

身
）
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
の
立
場
か
ら
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
生
じ
、
更
に
進
ん
で
も
と
も
と
無
始
無
終
の
仏
（
法
身
）
で
あ
り
、
こ
の
仏
が

救
済
の
為
こ
の
世
に
生
れ
（
応
身
）
と
い
う
論
理
に
進
ん
で
行
っ
た
。
こ
れ
が
阿
弥
陀
一
仏
・
法
華
一
仏
乗
へ
と
、
一
神
的
超
越
者
に
似

て
行
っ
た
。
然
し
こ
う
な
っ
て
も
、
他
の
神
々
を
否
定
せ
ず
、
自
ら
の
体
系
の
中
に
と
り
入
れ
て
行
っ
た
。
夜
叉
の
総
大
将
の
毘
沙
門
天

(”）



合
し
、
鬼
子
母
神
も
西
ア
ジ
一

（
㈹
）

た
彫
刻
ま
で
出
土
し
て
い
る
。

句
火
の
仏
の
包
容

が
そ
の
例
で
あ
っ
た
。
然
も
仏
教
の
包
容
性
を
示
す
例
と
し
て
中
央
ア
ジ
ア
の
火
の
神
フ
ァ
ロ
ー
が
毘
沙
門
天
の
大
将
軍
パ
ン
チ
カ
と
融

合
し
、
鬼
子
母
神
も
西
ア
ジ
ア
の
豊
穣
の
神
ア
ル
ド
ク
シ
ョ
ー
と
融
鈍
、
更
に
こ
の
ハ
リ
テ
ィ
ー
と
パ
ン
チ
カ
は
竜
神
信
仰
と
結
び
つ
い

（
㈹
）

た
彫
刻
ま
で
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
筆
者
は
印
仏
研
蛇
の
２
号
・
棲
神
髄
号
等
で
詳
述
し
て
い
る
。

い
て
の
記
述
が
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
火
の
仏
に
興
味
を
も
ち
、
パ
キ
ス
タ
ン
中
の
博
物
館
を
歩
き
、
又
全
世
界
に
散
っ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
の
中
か
ら
こ
れ
を

三
↓

〃
０
■
■
、
１
４
餌
‐
ｊ
ｌ
ｊ
例
１
１
ｊ
■
１
ｊ
Ｆ
ｌ
ｌ
ニ
ク
ヴ
副
‐

更
に
仏
教
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
仏
に
火
の
仏
が
あ
る
。
そ
の
名
の
如
く
法
華
経
に
は
燃
灯
仏
や
薬
王
品
の
火
焔
定
の
如
き
「
火
」
に
っ

火
の
仏
の
包
容

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
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（
高
橋
）
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出
土
（
主
に
盗
掘
）
し
た
も
の
は
、
こ
れ
ら
と
は
全
然
傾
同
の
違
う
も
の
で
あ
る
。
前
者
が
ギ
リ
シ
ャ
ロ
ー
マ
の
陸
響
の
多
い
の
に
対
し
、

雄
堅
有
は
ペ
ル
シ
ャ
や
中
央
ア
ジ
ア
の
影
響
の
も
の
で
あ
る
。
為
に
後
者
の
傾
同
の
も
の
が
出
土
し
て
も
、
一
時
「
ニ
セ
モ
ノ
」
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
た
。
最
近
筆
者
の
入
手
し
た
彫
刻
の
よ
う
に
「
火
が
法
衣
を
着
て
い
る
堀
と
い
っ
た
感
じ
の
も
の
ま
で
出
土
す
る
に
至
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
前
者
の
常
識
を
超
え
て
い
て
「
ニ
セ
モ
ノ
」
の
烙
印
を
お
さ
れ
て
い
た
。

然
し
、
ク
シ
ャ
ン
の
コ
イ
ン
の
研
究
か
ら
こ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
即
ち
、
ヴ
ィ
ー
マ
カ
ド
フ
ィ
ー
セ

ス
通
か
ら
王
の
肩
に
火
が
出
、
こ
れ
が
カ
ニ
シ
カ
、
特
に
フ
ヴ
ィ
シ
カ
に
な
る
と
王
の
体
か
ら
炎
々
と
焔
が
立
ち
の
ぼ
り
、
臺
回
の
神
像

は
火
の
神
と
は
い
え
や
は
り
体
全
体
か
ら
火
が
も
え
上
っ
て
い
る
。

神
を
超
越
者
と
し
て
考
え
る
だ
け
で
な
く
王
を
も
超
越
者
と
し
て
考
え
る
表
現
の
手
段
と
し
て
火
を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ

て
私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
仏
も
肩
か
ら
火
が
「
ち
よ
ろ
り
」
と
出
て
い
る
も
の
か
ら
、
体
全
体
、
即
ち
頭
光
背
や
身
光
背
が
火
で
お
お
わ

れ
て
い
る
も
の
、
更
に
仏
頭
が
火
焔
に
な
っ
て
い
て
、
前
述
の
「
火
が
法
衣
を
着
て
い
る
仏
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
、
即
ち
仏
の
実
体
は
火

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
程
の
像
ま
で
出
現
し
火
に
よ
っ
て
仏
の
超
越
性
が
強
調
さ
れ
る
に
至
る
。

然
し
て
火
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
、
リ
グ
ベ
ー
ダ
に
ア
グ
’
一
の
火
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
な
っ
て
シ
バ
神
や
ヴ
ィ
シ
ュ

ヌ
の
二
次
的
な
神
と
な
っ
て
い
た
の
が
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
に
復
活
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ど
う
や
ら
西
方
の
影
響
と
推
定
出
来
る
。
こ

れ
を
示
す
例
と
し
て
浬
桑
図
が
あ
る
。
有
名
な
シ
ク
リ
の
仏
塔
に
彫
ら
れ
た
浬
桑
図
等
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
出
土
の
も
の
に
は
、
棺
前
に
端

（
“
）

坐
す
る
ス
バ
ド
ラ
に
は
火
焔
は
な
い
。
百
二
十
才
で
入
門
し
た
釈
尊
最
後
の
弟
子
た
る
こ
の
バ
ラ
モ
ン
は
、
他
の
人
々
が
天
を
仰
ぎ
地
に

伏
し
て
号
泣
し
て
い
て
も
こ
の
人
だ
け
は
生
死
を
超
越
し
て
い
て
三
昧
に
入
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
図
柄
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
側
に
共
通
し
た

傾
向
で
あ
っ
た
。

(”）



一
方
バ
ー
ミ
ャ
ン
の
浬
藥
図
で
は
ス
パ
ト
ラ
は
火
を
肩
か
ら
出
し
火
焔
定
に
入
っ
て
い
る
の
が
二
雌
あ
る
。
然
し
年
代
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ

は
三
・
四
世
紀
、
バ
ー
ミ
ャ
ン
は
五
・
六
世
紀
で
あ
る
か
ら
単
純
に
火
は
西
か
ら
と
は
言
え
な
い
。
然
し
こ
こ
に
１
’
－
－
ク
な
比
較
図
が

あ
る
。
燃
灯
仏
で
あ
る
。
ラ
ホ
ー
ル
の
博
物
館
中
央
の
シ
ク
リ
の
仏
塔
の
正
面
に
、
釈
尊
の
前
に
ひ
ざ
ま
づ
く
メ
ー
ガ
、
そ
の
髪
の
毛
を

踏
む
釈
戦
。
然
し
こ
の
仏
の
肩
に
は
火
は
な
い
。
然
し
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ピ
シ
周
迦
出
土
の
燃
灯
仏
に
は
肩
か
ら
火
が
も
え
出
し
て

い
る
。
シ
ク
リ
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
は
三
・
四
世
紀
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
の
も
の
も
や
は
り
三
・
四
世
紀
と
最
近
専
門
家
に
編
年
さ
れ
て
い

諏
が
ら
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
と
い
え
る
。
昔
は
ギ
リ
シ
ャ
ロ
ー
マ
的
影
響
の
こ
い
作
品
は
早
く
、
野
暮
つ
た
い
ロ
ー
カ
ル
色
の
こ
い
も

の
は
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
衰
退
期
の
も
の
と
さ
れ
て
来
た
が
、
最
近
は
ギ
リ
シ
ャ
文
化
を
と
り
入
れ
る
に
も
、
そ
の
民
族
種
族
性
を
残
し
た

独
白
怪
を
も
っ
て
い
る
、
即
ち
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
と
り
入
れ
る
手
法
は
色
々
あ
っ
て
画
一
的
で
な
い
と
の
考
え
方
が
出
て
来
た
。
従
っ
て

ガ
ン
ダ
ー
ラ
も
ス
ワ
ッ
ト
も
デ
ィ
ー
ル
も
民
族
種
族
の
文
化
と
ギ
リ
シ
ャ
文
化
と
の
接
触
に
当
っ
て
夫
々
独
自
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
だ
か
ら
シ
ク
リ
の
燃
灯
仏
彫
刻
と
カ
ピ
シ
周
辺
出
土
の
九
・
十
体
の
燃
灯
仏
と
に
は
時
間
差
は
な
い
。
こ
う
な
る
と
西
に
は
火
が

あ
っ
て
東
に
は
な
い
。
即
ち
、
火
は
西
方
の
影
響
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
西
か
ら
の
火
が
燃
灯
仏
と
い
う
釈
尊
の
受
記
に
か
か

わ
る
重
大
な
事
件
に
、
か
か
わ
っ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
西
方
の
火
を
自
己
の
中
に
入
れ
燃
灯
仏
と
い
う
重
要
な
仏
の
「
神
話
」
を
作
っ
て

（
㈹
）

行
き
火
の
神
を
仏
教
の
中
に
と
り
入
れ
よ
う
と
す
る
、
そ
の
包
容
性
を
、
前
記
メ
ド
ゥ
ー
サ
を
封
じ
込
め
た
文
化
と
の
対
比
か
ら
、
筆
者

は
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

り
ぃ
壱
心
ｆ
冊
０
．

㈱
と
㈲
の
例
の
如
く
仏
教
は
他
の
宗
教
を
排
斥
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
中
に
う
け
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
教
と
い
う
よ
り
東
洋

の
叡
知
で
あ
る
。
筆
者
は
竜
神
信
仰
の
包
容
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
論
及
し
て
来
極
。
今
回
は
メ
ド
ウ
ー
サ
と
の
対
照
か
ら
竜
神
信
仰
と
仏

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
零
種
橋
）

竜
神
信
仰

ウ

（”）
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教
と
の
関
係
を
略
述
す
る
に
止
め
る
。

法
顕
伝
。
大
唐
西
域
記
宋
雲
行
記
等
の
求
経
僧
の
旅
行
記
や
律
煎
及
経
蝿
に
描
か
れ
て
い
る
如
く
、
仏
教
以
前
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
は
竜

神
信
仰
が
流
布
し
て
い
た
。
そ
し
て
又
竜
神
信
仰
の
祠
が
仏
教
の
僧
院
や
塔
に
変
っ
て
行
く
さ
ま
が
書
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ナ
ガ
ラ
ハ

（
駒
）

ラ
（
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
の
ジ
ェ
ラ
ラ
バ
ー
ド
）
の
仏
影
窟
は
か
っ
て
竜
の
住
ん
で
い
た
洞
窟
だ
が
、
釈
尊
に
教
化
さ
れ
、
そ
こ
に
仏
影
を

残
し
た
と
か
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
都
ス
リ
ナ
ガ
ル
で
は
、
池
の
中
に
住
む
（
カ
シ
ミ
ー
ル
に
は
大
き
な
湖
が
あ
っ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
の
水

郷
を
な
し
て
い
る
）
竜
が
、
仏
弟
子
マ
デ
ィ
ア
ン
テ
イ
カ
に
教
化
さ
れ
、
そ
の
池
を
干
し
て
僧
院
を
作
っ
た
鞄
あ
る
。
こ
れ
は
前
記
求
経

僧
の
旅
行
記
と
善
見
律
毘
婆
沙
や
セ
イ
ロ
ン
の
マ
ハ
ー
パ
ン
サ
、
マ
ハ
ー
バ
ス
ッ
ッ
の
記
事
と
共
通
し
て
い
る
。
故
に
仏
教
は
竜
神
信
仰

の
徒
を
教
化
す
る
と
共
に
、
そ
の
神
を
仏
教
の
神
と
し
て
包
容
し
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
四
分
律
に
は
海
の
底
の
竜
王
の
城
へ
人
々
を
幸
福
に
す
る
宝
珠
を
と
り
に
行
く
場
面
が
あ
る
。
悪
戦
苦
斗
や
っ

と
竜
王
に
会
っ
て
宝
珠
を
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
時
竜
王
は
「
二
竜
を
っ
か
わ
し
て
竜
こ
れ
を
守
謹
さ
せ
て
地
上
に
送
り
帰
さ
せ

た
と
い
う
話
が
の
っ
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
竜
は
宝
珠
を
守
る
「
守
護
神
」
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
来
る
。
こ
れ
に
類
し
た
話
は
求
経
僧

の
旅
行
記
に
出
て
い
る
。
即
ち
カ
ニ
シ
カ
が
後
に
言
う
所
謂
カ
ニ
シ
カ
大
塔
を
作
っ
て
、
そ
の
上
に
真
珠
を
散
り
ぱ
め
た
網
で
覆
っ
て
荘

厳
し
た
。
然
し
後
世
に
盗
人
が
現
れ
て
こ
れ
を
盗
る
こ
と
を
恐
れ
、
網
を
た
た
ん
で
穴
を
堀
っ
て
埋
め
た
。
そ
し
て
『
四
竜
を
し
て
』
守

（
弱
）

ら
し
め
た
と
あ
る
か
ら
竜
は
守
護
神
と
な
っ
て
来
て
い
る
。

筆
者
は
パ
キ
ス
タ
ン
中
の
博
物
館
や
全
世
界
の
博
物
館
や
個
人
蔵
の
菩
薩
像
を
単
念
に
調
べ
あ
げ
て
来
た
。
そ
の
結
果
約
半
数
以
上
の

像
の
胸
に
竜
が
彫
ら
れ
て
い
た
。
向
き
合
っ
た
竜
が
宝
珠
や
経
巻
を
く
わ
え
て
い
る
。
な
ぜ
二
竜
か
、
こ
れ
が
四
分
律
の
二
竜
か
否
か
は

資
料
が
乏
し
く
て
筆
者
に
は
分
ら
な
い
。

(〃）
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め
ら
れ
る
悲
惨
な
運
命
に
な
る
メ
ド
ゥ
ー
サ
。
こ
の
対
比
、

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

竜
の
上
に
坐
す
バ
ン
チ
カ
（
上
）
と
ハ
ー
リ
テ
ィ
（
下
）

こ
こ
に
仏
教
の
特
徴
が
あ
っ
た
。 然

し
「
経
巻
宝
珠
を
く
わ
え
て
い
る
」
こ
と
だ

け
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
経
巻
や
宝

珠
を
守
っ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
然
も

仏
位
の
次
の
、
然
も
仏
滅
後
七
億
何
千
万
年
後
の

未
来
世
に
、
仏
と
し
て
出
現
し
て
人
々
を
救
う
弥

勒
仏
に
な
る
菩
薩
の
胸
の
中
で
「
仏
法
」
を
守
る

と
い
う
所
が
注
目
に
値
い
す
る
。
然
も
こ
の
竜
は

仏
教
以
前
の
異
教
の
神
、
こ
れ
が
仏
教
の
包
容
性

で
な
く
て
何
ん
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
同
じ
地
母
神
系
統
の
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
、

こ
れ
が
一
方
で
は
守
護
神
と
し
て
後
々
ま
で
仏
教

の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
行
く
の
に
対
し
て
、
ロ
ー

マ
皇
帝
の
胸
に
一
旦
は
彫
ら
れ
な
が
ら
一
神
教
が

ひ
ろ
が
っ
て
来
る
と
、
地
下
水
槽
の
中
に
封
じ
込

っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
地
母
神
の
数
々
．

。

（”）



が
和
合
し
て
い
る
。
竜
の
上
に
血

典
型
を
筆
者
は
み
る
の
で
あ
る
。

国
連
が
出
来
た
時
、
参
加
国
樫

国
連
が
出
来
た
時
、
参
加
国
は
た
か
だ
か
百
か
国
に
満
た
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
二
百
五
十
か
国
に
も
な
っ
て
い
る
。
民
族
自
決
、
夫
々

の
文
化
の
独
自
性
を
強
調
す
る
時
代
の
趨
勢
に
な
っ
て
来
た
。
こ
う
し
た
時
代
に
、
他
の
存
在
・
文
化
の
存
在
を
認
め
な
い
排
他
的
な
一

神
教
的
な
も
の
で
は
争
い
は
尽
き
な
い
。
ユ
ー
ゴ
で
の
血
で
血
を
洗
う
戦
、
ア
ラ
ブ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
争
い
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
う
し

た
排
他
の
争
い
を
救
い
う
る
の
は
ア
シ
ョ
カ
の
摩
崖
証
勅
の
示
す
東
洋
の
叡
知
、
和
の
精
神
、
仏
教
特
に
法
華
経
の
寛
容
性
・
包
容
性
、

こ
れ
こ
そ
地
球
の
未
来
を
救
う
も
の
で
あ
る
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

夜
叉
或
は
地
神
更
に
異
教
の
神
で
あ
る
火
神
を
も
自
ら
の
中
に
神
と
し
て
包
容
す
る
だ
け
で
な
く
、
と
り
入
れ
ら
れ
た
異
教
の
神
々
同
士

が
和
合
し
て
い
る
。
竜
の
上
に
坐
す
パ
ン
チ
カ
・
ハ
ー
リ
テ
ィ
ー
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
異
文
化
包
容
と
排
他
の
東
西
文
化
の
特
質
と

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

栗
田
巧
著
○
ｍ
且
冨
圖
エ
ュ
目
も
お

ト
ル
コ
・
ア
ン
タ
リ
ャ
博
物
館
蔵

メ
ド
ゥ
ー
サ
は
大
地
（
ガ
イ
ャ
）
の
子
ケ
ト
と
海
の
神
ポ
ン
ト
ス
の
ポ
ル
キ
ュ
ス
と
の
間
の
子

経
典
の
中
の
八
大
竜
王
と
か
寺
の
梁
や
柱
に
竜
の
彫
刻

ト
ル
コ
・
シ
デ
遺
跡
デ
ィ
デ
ィ
マ
遡
跡
等
の
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
の
廃
鰯
に
見
ら
れ
る
こ
わ
さ
れ
た
メ
ド
ゥ
ー
サ

東
ロ
ー
マ
帝
国
ユ
ス
テ
ィ
’
一
ア
ス
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
地
下
水
槽
を
作
っ
た
時

エ
フ
ェ
ソ
ス
博
物
館
蔵
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
の
像
の
無
数
の
乳
房

ア
ン
カ
ラ
博
物
館
蔵
チ
ャ
タ
ル
ヒ
ュ
ュ
ク
遺
跡
出
土
二
十
セ
ン
チ
大
の
土
製
の
太
っ
た
ビ
ー
ナ
ス

エ
リ
ァ
ー
デ
は
ブ
カ
レ
ス
ト
生
れ
世
界
各
地
の
大
学
で
講
ず
る
宗
教
学
者
、
エ
リ
ア
ー
デ
選
集
十
二
巻
有
名
な
「
聖
と
俗
」
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
」
が
あ
る
。

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

(77）
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（
皿
）

（
ｕ
）

（
妃
）

（
咽
）

（
Ｍ
）

（
妬
）

中
村
元
氏
原
始
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
へ
。
｜
六
’
一
七
頁

印
仏
研
第
三
七
の
二
、
夜
叉
信
仰
の
背
景
棲
神
五
八
号
従
地
涌
出
棲
神
六
三
号
樹
と
釈
尊
等
で
論
及

棲
神
六
十
三
号
三
十
頁
に
写
真
掲
載

パ
ー
ル
フ
ッ
ト
・
サ
ン
チ
ー
・
マ
ト
ウ
ー
ラ
に
美
し
い
ヤ
ク
シ
ャ
・
ヤ
ク
シ
ー
の
彫
刻

ナ
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
コ
ン
ダ
等
に
仏
塔
の
下
に
コ
ブ
ラ
の
い
る
彫
刻
多
数
あ
り
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
蛇
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。

蛇
目
の
イ
シ
ュ
タ
ー
ル
（
）

ク
レ
ー
タ
島
イ
ラ
ク
リ
オ
ン
博
物
館

ト
ル
コ
南
部
ベ
ル
ゲ
・
シ
デ
遺
跡
等

シ
リ
ア
西
北
部
ウ
ガ
リ
ッ
ト
の
五
十
キ
ロ
北
方
の
ジ
ュ
ベ
ル
・
ア
ク
ラ
山
に
パ
ー
ル
神
が
住
む
と
考
え
ら
れ
た
の
は
こ
の
山
が
こ
の
地
方
で
最

も
早
く
冬
雨
が
ふ
る
所
だ
か
ら
。

旧
訳
聖
書
創
世
記
創
造
と
堕
落
（
二
・
四
’
三
・
三
四
章
）

旧
訳
聖
書
三
人
の
客
人
・
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
（
一
八
’
一
九
章
）

シ
デ
遺
跡
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
に
無
数
の
メ
ド
ゥ
ー
サ
像
出
土

所
で
は
洞
窟
が
快
適

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

エ
リ
ァ
ー
デ
「
大
地
農
耕
女
性
」
堀
一
郎
訳
未
来
社

釈
尊
誕
生
地
ル
ン
ミ
デ
ィ
の
池
畔
に
大
木
の
下
に
祠
や
赤
粉

イ
ン
ド
各
地
の
奇
岩
洞
窟
を
神
の
住
む
所
と
さ
れ
、
赤
い
粉
が
ぬ
ら
れ
聖
所
と
さ
れ
て
い
る
。

シ
リ
ア
・
マ
リ
遺
跡
出
土
ア
レ
ッ
ポ
博
物
館
蔵

京
都
国
立
博
物
館
縄
文
土
器
に
マ
ム
シ
が
彫
ら
れ
た
土
器

西
南
イ
ン
ド
に
無
数
の
石
窟
夏
長
者
達
の
避
暑
の
為
寄
附
、
パ
キ
ス
タ
ン
西
北
方
か
ら
西
ア
ジ
ア
ま
で
石
窟
が
多
い
の
は
寒
暖
の
差
の
多
い

ア
ン
タ
リ
ャ
博
物
館
蔵

ア
レ
ッ
ポ
考
古
博
物
館
蔵

(汚）
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333231
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筆
者
は
仏
教
学
年
報
五
二
号
の
六
一
頁
で
論
及

棲
神
六
六
号
。
仏
乗
の
も
と
に
」
九
頁
に
写
真
掲
職

三
日
、
冨
豈
弓
閏
竺
回
等
、
フ
ー
シ
ェ
仏
語
発
掘
報
告
書
多
数

ス
ワ
ッ
ト
地
方
出
土
、
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
対
の
彫
刻
に
中
央
ア
ジ
ア
の
人
物
像

”
。
ｍ
の
ロ
胃
匡
（
ロ
ー
ゼ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
）
ロ
旨
、
の
号
シ
尋
９
百
切
冨
。
巻
末
コ
イ
ン
の
写
真
集

栗
田
氏
の
四
且
冨
圖
ア
ュ
デ
匿
い
画
お
参
照

京
都
大
学
バ
ー
ミ
ャ
ン
ー
・
２
．
３
．
４

宮
地
昭
中
央
ア
ジ
ア
浬
桑
図
の
図
像
学
的
考
察
仏
芸
二
七
号

栗
田
氏
前
掲
書
二
一
図
七
図
参
照

カ
ー
ブ
ル
博
物
館
蔵
燃
灯
仏
像

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

中

農
前

恩
五
三

頁

中
村
元
氏
前
掲
書
五
○
頁

仏
伝
及
び
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
に

Ｂ
２
旨
画
く
尉
耳
画
。
ゴ
ロ
ロ
ぐ
邑
房

方
広
大
荘
厳
経
出
家
品
（
大
３
１
五
七
五
下
）

仏
本
行
集
経
第
十
七
捨
官
出
家
品
（
大
３
１
七
三
二
下
’
七
三
三
上
）

普
曜
経
第
四
出
家
品
第
一
二
（
大
３
１
五
○
七
中
）

仏
所
行
讃
出
城
品
第
五
（
大
４
１
加
ｌ
中
）

修
行
本
起
経
出
家
品
第
五
（
大
３
１
四
六
八
上
）

仏
本
行
経
出
家
品
第
二
（
大
４
１
六
八
下
）

棲
神
五
八
筆
者
の
「
従
地
涌
出
」
三
○
頁
に
写
真
掲
戦

棲
神
五
八
三
二
頁
に
写
真
掲
載
並
び
に
関
連
記
事

ジ
ャ
ー
タ
ヵ
三
○
五
パ
ラ
ー
サ
本
生
、
そ
の
他
ジ
ャ
ー
タ
カ
五
○
・
四
七
九
・
五
三
七
。
印
仏
研
三
七
の
二
夜
叉
信
仰
の
背
景
で
論
及

（”）
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考
文
献
栗
田
功

安
田
喜
憲

〃

田
辺
勝
美
氏

杉
山
二
郎
氏

定
方
晟

胸
に
彫
ら
れ
た
竜
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
（
高
橋
）

田
辺
勝
美
氏
迦
畢
試
国
出
土
の
仏
教
彫
刻
の
製
作
年
代
（
オ
リ
エ
ン
ト
昭
和
四
八
年
）

定
方
晟
燃
灯
仏
の
起
源
と
ナ
ガ
ラ
ハ
ラ
（
印
仏
研
廻
１
１
）
一
九
七
○

棲
神
六
六
号
「
一
仏
乗
の
も
と
に
」
を
論
及
び
印
仏
研
蛇
１
２
号

善
見
律
毘
婆
沙
第
二
（
大
塑
’
六
八
四
下
’
六
八
五
上
）

根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
四
○
（
大
型
’
四
一
○
下
）

阿
育
王
経
大
釦
’
一
五
六
上
中
、
セ
イ
ロ
ン
島
史
八
Ｉ
一
三
等
々

大
唐
西
域
妃
那
掲
羅
昌
国
（
大
別
’
五
七
九
上
中
）

道
栄
伝
（
長
沢
訳
宗
雲
行
記
二
一
○
’
二
二
頁
）
（
東
洋
文
庫
）

大
唐
西
域
記
迦
湿
弥
羅
国
（
大
副
’
八
八
六
上
中
）

四
分
律
四
十
六
破
僧
鍵
度
品
（
大
鯉
’
九
一
二
中
）

宋
雲
行
記
道
栄
伝
二
一
○
’
二
二
頁
（
東
洋
文
庫
）

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
Ｉ
。
Ⅱ

大
地
母
神
の
時
代
（
角
川
選
書
）

気
候
が
文
明
を
変
え
る
（
岩
波
書
店
）

錠
光
仏
本
生
図
と
施
死
畏
の
起
源

パ
ー
ミ
ャ
ン
の
仏
教
遺
跡
に
つ
い
て

燃
灯
仏
の
起
源
と
ナ
ガ
ラ
ハ
ラ
ー
印
仏
研
岨
１
１
（
一
九
七
○
）

ミ
イ
ロ
と
弥
勒

ナ
ガ
ラ
ハ
ラ
お
よ
び
ハ
ッ
ダ
の
仏
教

(80）



（
粥
）

古
代
イ
ン
ド
の
哲
人
の
多
く
は
人
生
（
観
）
の
最
高
目
標
と
し
て
、
⑩
「
法
ロ
冒
円
ヨ
ロ
（
ｍ
）
」
。
②
「
理
財
胃
吾
”
（
の
）
」
。
③

（
愛
欲
）

「
性
愛
宍
腎
目
（
ｍ
）
」
そ
し
て
側
「
解
脱
言
。
厨
四
（
碗
）
」
の
四
つ
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
四
大
人
生

観
に
関
す
る
基
本
的
文
献
と
し
て
、
Ｈ
『
マ
ヌ
法
典
冨
自
、
ぐ
且
言
日
陣
‐
箇
曽
３
（
の
）
』
、
。
『
カ
ウ
テ
イ
ル
ャ
の
実
利
論
宍
画
匡
豊
］
２

野
昏
画
融
降
愚
（
ｍ
）
』
、
㈲
『
マ
ッ
ラ
ナ
ー
ガ
・
ヴ
ァ
ー
ッ
ャ
ー
ナ
の
性
愛
論
旨
邑
画
ロ
侭
画
く
ｇ
望
畠
自
要
肉
胃
］
、
‐
の
鼻
３
（
の
）
』
、
及

（
別
称
を
「
ヴ
ェ
ー

び
十
三
世
紀
の
ヤ
ー
シ
ョ
ー
ダ
ラ
尽
鼠
ｏ
今
自
画
の
注
釈
害
『
ジ
ャ
ャ
マ
ン
ガ
ラ
旨
冒
目
画
碕
巴
昌
等
が
あ
り
、
そ
れ
と
側
『
ウ
パ
’
一

ダ
ー
ン
タ
く
且
冒
冨
）

シ
ャ
ッ
ド
与
凰
曾
屋
を
中
心
と
す
る
哲
学
書
と
仏
教
経
典
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

五三一

は
じ
め
に
ｌ
問
題
の
所
在

「
歴
史
」
を
意
味
す
る
語

む
す
び
ｌ
歴
史
意
識
の
欠
如
１

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識

一
は
じ
め
に
ｌ
問
題
の
所
在
Ｉ

目

次

二
「
イ
ン
ド
」
を
意
味
す
る
語

四
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
の
非
歴
史
性

町
田
是
正

(鉦）



落
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
の
生
ん
垂

め
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

古
代
イ
ン
ド
人
の
四
大
人
生
観
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
何
れ
も
が
個
々
の
精
神
的
・
物
質
的
欲
求
の
満
足
に
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
つ
ま
り
「
自
己
充
足
、
画
爵
昏
。
画
。
目
（
ｇ
」
と
い
う
個
人
的
志
向
が
優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
同
胞
民
族
と

か
国
家
の
動
向
な
ど
に
関
し
て
は
意
識
は
薄
い
の
で
あ
る
。

本
来
、
民
族
国
家
の
動
向
、
ま
た
同
胞
民
族
の
興
亡
（
歴
史
）
に
深
い
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
、
洋
の
東
西
に
共
通
す
る
民
族
意
識
で

あ
る
。
そ
の
事
は
、
我
国
の
季
霊
魂
蕊
さ
れ
た
目
的
の
罰
偽
定
実
」
（
古
事
記
序
文
）
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
古

代
オ
リ
エ
ン
ト
の
諸
王
朝
ｌ
由
喝
冨
・
層
巨
。
己
”
・
霞
詳
詳
の
“
。
シ
の
切
菖
”
ｌ
に
関
し
て
も
多
数
の
年
代
記
ｏ
言
。
。
こ
の
（
ｇ
・

金
石
文
智
狩
圖
ｇ
合
）
が
残
さ
れ
、
殊
に
エ
ジ
プ
ト
か
ら
は
草
紙
文
書
顧
冨
同
具
巴
が
沢
山
発
見
さ
れ
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア

（
前
一
四
五
’
八
六
）

に
は
一
過
叫
叶
型
が
一
瞬
廼
画
）
＆
剣
：
＆
』
が
あ
り
、
中
国
に
は
司
馬
遷
の
『
史
起
が
残
さ
れ
、
後
の
中
国
正
史
の
標
準
形
式
の

紀
傳
体
の
叙
述
と
人
間
の
記
録
の
範
を
示
し
た
。

（
高
貴
な
人
の
意
）

古
代
イ
ン
ド
文
明
を
形
成
し
た
主
役
は
ア
ー
リ
ァ
ン
ン
昌
昌
の
で
あ
る
。
彼
等
は
ヴ
ェ
ー
ダ
宗
教
文
学
は
沢
山
残
し
た
が
、
ど
う
し

た
訳
か
イ
ン
ダ
ス
流
域
へ
の
侵
攻
、
先
住
民
と
の
激
斗
に
関
す
る
民
族
の
興
亡
史
は
全
く
残
し
て
い
な
い
。
こ
の
古
代
イ
ン
ド
史
書
の
欠

（
ロ
ロ
ズ
◎
綴
ヨ
亘
屋
Ｓ
３
Ｉ
墨
の
巴

落
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
の
生
ん
だ
世
界
的
な
科
学
者
・
歴
史
家
・
思
想
家
で
あ
っ
た
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
氏
は
自
著
の
中
で
痛
切
な
想
い
を
こ

イ
ン
ド
古
代
史
に
関
す
る
歴
史
記
録
の
欠
落
に
つ
い
て
は
、
我
国
の
イ
ン
ド
学
の
泰
斗
・
中
村
元
博
士
に
よ
っ
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い

イ
ン
ド
で
は
前
三
千
年
紀
か
ら
文
字
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
何
故
イ
ン
ド
で
は
歴
史
記
録
及
び
歴
史
意
識
が
異
常
に
欠
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
何
故
に
仏
教
は
生
れ
た
国
で
か
く
も
完
全
に
滅
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
書
か
れ
た
資
料
は
殆
ど
無
く
重
要
な
単
語
の
意
味
は
時
代

と
と
も
に
変
っ
て
し
ま
つ
浄
電

(82）



古
代
イ
ン
ド
に
於
け
る
大
事
件
、
そ
れ
は
ア
ー
リ
ア
人
碓
浦
復
籏
嶬
戯
泌
副
電
癒
蛍
し
て
崎
窄
ヂ
ブ
地
方
に
侵
入
、
先
住
ド
ラ

（
。
旨
く
己
旨
房
）

ヴ
ィ
ダ
民
族
の
築
い
た
イ
ン
ダ
ス
文
明
を
破
壊
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
事
件
に
関
し
て
『
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
言
烏
‐
屋
同
冨
冒
・

く
§
‐
“
号
鰯
』
の
表
現
で
は
、
英
雄
竪
椎
鎗
曜
蒜
綴
呼
鴻
瑁
鵡
ラ
が
統
率
し
て
頑
強
に
抵
抗
す
る
「
城
砦
甸
弓
」
を
破
壊
し
、

征
服
し
て
い
く
と
い
う
神
話
物
語
の
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
讃
歌
、
黒
目
」
に
よ
る
表
現
は
決
し
て
歴
史
記
録
で
は
な
い
。

古
代
イ
ン
ド
人
は
す
ぐ
れ
た
宗
教
文
学
を
沢
山
に
残
し
た
。
そ
の
代
表
作
が
鶉
痢
鰯
獺
癖
堀
騏
四
重
”
』
で
あ
り
『
マ
ハ
ー
バ
ー

（
三
世
紀
頃
現
存
の
形
で
成
立
）

ラ
タ
冨
画
冨
与
胃
冨
』
で
あ
る
が
、
古
代
イ
ン
ド
に
於
け
る
凄
惨
な
部
族
斗
争
を
主
題
と
し
て
語
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
サ
ン
ス

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

、
ご

プ
（
》
０

人
類
史
を
播
く
と
き
、
民
族
的
苦
悩
・
悲
惨
を
体
験
し
た
民
族
は
、
同
胞
民
族
の
生
き
て
い
る
歴
史
的
現
実
に
対
し
て
体
系
的
な
思
索

を
め
ぐ
ら
し
、
歴
史
世
界
の
構
造
に
つ
い
て
鋭
い
歴
史
意
識
を
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
魂
亭
潮
僻
匝
渓
雪
蕊
醐
Ⅷ
蝿
）
」

と
い
う
民
族
的
悲
惨
を
体
験
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ヤ
ー
ヴ
ェ
』
号
葛
呂
信
仰
・
契
約
観
念
・
選
民
思
想
・
救
世
主
思
想
を
育
み
、
前
五

壷

三
八
年
に
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
に
帰
る
と
、
『
旧
約
聖
書
』
を
基
に
し
て
ユ
ダ
ヤ
教
』
且
巴
切
目
（
ｇ
を
創
始
し
て
い
っ
た
。

※
旧
約
聖
書
○
匡
罵
の
冨
目
の
具
（
ｇ
…
…
ユ
ダ
ヤ
人
は
「
旧
約
聖
書
」
と
は
呼
称
し
な
い
。
旧
約
の
内
容
を
律
法
弓
。
『
ｇ
・
壬
言
書
ｚ
、
匡
目
・

諸
書
○
言
吾
匡
巨
目
の
三
部
分
類
し
て
、
そ
の
首
文
字
を
合
せ
て
「
タ
ナ
ハ
自
画
画
ｍ
ｏ
Ｅ
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
精
神
生
活
の
源
泉
と

し
て
、
聖
書
（
タ
ナ
ハ
）
と
共
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
口
承
律
法
を
収
録
し
た
「
タ
ル
ム
ー
ド
冨
一
昌
且
忌
畠
」
が
あ
る
。

（
』
・
○
甸
苛
言
⑮
ｓ
〔
両
。
〃
、
畠
孟
）

ま
た
一
八
○
八
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
躁
踊
下
に
あ
っ
た
と
き
、
哲
学
者
フ
ィ
ヒ
テ
が
『
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
胃
号
邑

目
ｓ
の
ロ
の
ｇ
ｍ
ｏ
言
ｚ
ｇ
ざ
こ
と
題
し
て
講
演
、
ド
イ
ツ
民
族
の
文
化
の
誇
り
と
自
信
・
愛
国
心
を
喚
起
鼓
舞
し
た
事
は
有
名
で
あ

る
所
で
あ
鄙
で

(“）



二
「
イ
ン
ド
」
を
意
味
す
る
語

（
戸
、
ｏ
ご
⑮
詠
貢
己
号
ョ
◎
⑥
日
屋
⑰
『
⑮
で
匡
匡
一
ｎ
ｏ
『
旨
邑
匿
）
（
弓
言
○
．
ョ
異
芦
呉
冒
。
◎
『
宮
島
毎
）

一
九
五
○
年
一
月
「
イ
ン
ド
民
主
共
和
国
」
の
成
立
宣
言
、
同
時
に
「
イ
ン
ド
国
憲
法
」
を
施
行
し
て
、
イ
ン
ド
近
代
化
の
最
大
の
阻

（
口
馬
言
訓
鉦
ご

害
と
な
っ
て
い
た
「
カ
ー
ス
ト
く
胃
９
．
台
は
（
ぬ
）
」
に
基
く
身
分
差
別
の
撤
廃
、
殊
に
「
不
可
触
賎
民
ェ
。
冒
冨
（
の
）
」
の
廃
止
を
規

定
し
た
が
、
憲
法
の
壁
否
向
な
理
念
が
実
現
す
る
た
め
に
は
、
将
来
に
な
お
長
い
時
間
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
ふ
竜

我
々
が
イ
ン
ド
を
旅
し
て
驚
く
こ
と
は
、
そ
の
無
限
と
も
云
え
る
多
様
性
と
不
調
和
と
で
あ
る
。
艫
識
・
砿
遜
・
躍
腎
窄
罰
識
・
鎌
呼
．

螺
薦
罐
式
莞
僅
蔀
・
鶉
麺
。
鶴
攝
機
翻
心
毒
に
は
繩
気
雛
識
蒲
鯲
蠅
確
嘩
が
悲
惨
な
現
実
を
み
せ
つ
け
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
で
は
現
在
で

（
一
九
キ
巳
（
紙
輪
の
利
馴
は
百
・
五
十
・
二
十
・
十
・
一
の
２
で
函
も
画
冨
『
が
あ
る
）

も
十
二
哩
毎
に
言
語
が
異
な
る
と
云
わ
れ
る
。
言
語
の
不
統
一
を
象
徴
す
る
も
の
に
「
ル
ピ
ー
紙
幣
」
に
は
英
語
と
憲
法
で
制
定
さ
れ
た

十
四
種
の
言
語
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
に
は
民
族
共
属
の
言
語
と
文
字
が
無
い
の
で
あ
る
。

仏
教
の
故
地
・
イ
ン
ド
を
旅
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
民
族
意
識
と
は
何
か
、
地
域
性
と
は
、
宗
教
二
塁
閉
違
い
、
国
民
性
・

経
済
生
活
な
ど
、
そ
の
相
違
と
格
差
が
改
め
て
見
直
さ
れ
、
そ
の
上
で
「
同
一
性
屋
の
ｇ
ご
宙
）
」
の
主
体
的
穫
得
が
緊
急
の
歴
史
的

課
題
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

「
イ
ン
ド
民
主
共
和
国
」
の
国
内
で
使
用
す
る
正
式
国
家
の
呼
称
は
、
ヒ
ン
デ
ィ
語
の
「
バ
ー
ラ
ッ
ト
里
胄
ｇ
」
又
は
「
ヒ
ン
デ
ュ

ス
タ
ー
ン
雷
且
匡
の
薗
己
で
あ
る
。
元
来
「
里
胃
画
匡
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「
里
胃
ｇ
巴
又
は
「
パ
ラ
タ
の
土
地
厚
腎
画
岳
ぐ
胃
苗
」

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

ク
リ
ッ
ト
に
よ
る
見
事
な
叙
事
物
語
で
あ
っ
て
、
歴
史
記
録
で
は
な
い
。
古
代
イ
ン
ド
人
は
、
政
治
経
済
の
変
革
・
社
会
生
活
な
ど
の
人

間
の
記
録
は
全
く
残
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
こ
の
際
立
っ
た
違
い
は
、
単
に
歴
史
意
識
の
欠
如
の
問
題
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、

思
想
全
般
・
思
惟
構
造
・
生
活
様
式
・
政
治
経
済
の
構
造
に
も
関
わ
る
問
題
を
提
示
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(“）



由
来
す
る
と
さ
れ
る
。

次
に
仏
教
で
は
、
イ
ン
ド
を
意
味
す
る
語
と
し
て
「
閻
浮
提
皆
目
ｇ
‐
号
ざ
画
（
ｍ
）
」
を
用
い
て
い
る
。
仏
教
の
宇
宙
観
に
よ
る
と
、

（
妙
高
山
）

宇
宙
の
中
心
に
「
須
弥
山
曽
冒
の
目
」
が
あ
っ
て
、
世
界
を
東
西
南
北
の
四
洲
に
分
ち
、
閻
浮
提
は
南
洲
に
当
る
と
す
る
。
閻
浮
提
と
は

闇
浮
』
●
圏
ｇ
」
の
樹
木
が
篝
し
て
い
る
「
波
提
・
洲
言
画
」
を
意
味
す
る
．
南
部
に
当
る
世
暴
金
舗
讓
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
地
形
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

先
に
見
た
「
里
胃
画
冨
ぐ
胃
曾
」
の
地
域
は
、
仏
教
で
云
う
「
閻
浮
提
」
世
界
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
示

す
「
竪
胃
”
ｇ
ぐ
胃
溜
」
又
は
「
旨
目
ｇ
‐
号
ざ
四
」
の
イ
ン
ド
を
表
現
す
る
世
界
は
極
め
て
物
語
的
で
あ
っ
て
、
政
治
統
合
体
と
し
て
の

「
イ
ン
ド
国
家
」
を
総
称
し
た
も
の
で
は
な
い
。
古
代
以
来
、
イ
ン
ド
人
が
「
厚
胃
ｇ
」
或
は
ご
画
ョ
ｇ
‐
号
ざ
画
」
と
い
う
特
異
の
語
を

も
っ
て
呼
称
し
た
所
に
、
イ
ン
ド
人
の
民
族
意
識
・
歴
史
意
識
の
欠
落
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

豪

現
在
、
我
々
が
「
イ
ン
ド
」
と
呼
称
し
て
い
る
国
家
名
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
．
且
匡
月
輪
・
月
」
又
は
「
段
且
言
大
河
」
に

ダ
旬
叩
く
＆
こ
の
詩

承
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
ら
発
生
し
た
語
で
、
元
々
「
イ
ン
ド
冒
匿
画
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
「
パ
ー
ラ
ッ
ト
」
の
呼
称
は
、
最
古
の
文
献
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー

ダ
旬
叩
く
＆
こ
の
詩
頌
に
見
え
る
部
族
名
で
あ
り
、
有
名
な
叙
事
詩
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
は
明
ら
か
に
「
團
胃
”
こ
の
部
族
名
を
伝

こ
の
．
且
匡
」
・
「
四
目
言
」
の
呼
称
が
、
隣
国
の
ペ
ル
シ
ア
に
伝
わ
り
「
震
且
冒
」
と
呼
ば
れ
、
更
に
遠
く
ギ
リ
シ
ア
に
伝
わ
っ

て
「
員
且
旨
」
と
誰
り
、
イ
ン
ド
住
民
を
「
昌
且
ｏ
の
」
と
呼
ん
だ
。
偶
姥
巡
喧
岬
諭
崇
浮
代
の
風
潮
に
の
っ
て
東
地
中
海
。
西
ア
ジ
ア
一
帯

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

※
閻
浮
提
の
中
央
の
池
・
シ
コ
ｇ
ｇ
ｇ
富
か
ら
流
れ
出
る
四
大
河
ｌ
ガ
ン
ジ
ス
。
、
ロ
魁
殖
伽
・
イ
ン
ダ
ス
醗
且
匡
信
度
・
ヴ
ァ
ク
シ
ュ
く
鼻
曾

縛
趨
・
シ
ー
タ
留
冨
私
陀
ｌ
の
う
ち
「
段
且
冒
」
を
指
子
。

(砿）



古
代
イ
ン
ド
は
、
全
国
土
が
政
治
的
に
統
一
さ
れ
た
時
代
は
な
か
つ
畏
室
噴
窯
槌
（
霜
謹
暁
嬉
詣
繧
蕊
躍
卜

蝦
蝿
窄
帽
雫
端
垂
辨
も
媚
窄
趨
帽
快
王
轆
堪
這
窄
滞
郊
琵
弧
毛
爽
過
瀝
擁
我
頚
靴
灌
ど
の
諸
王
朝
が
興
亡
し
た
が
、
そ
の
王
権
の
波
及
し

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

に
広
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
．
且
旨
己
・
「
冒
号
己
と
呼
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

命
画
国
鼻
昌
完
成
・
洗
騨
さ
れ
た
語
）
（
で
罠
聖
典
語
）
（
刃
異
勢
俗
語
・
民
衆
繭
）

我
国
で
古
来
、
「
イ
ン
ド
」
と
呼
称
す
る
場
合
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
・
パ
ー
リ
語
・
プ
ラ
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
震
且
言
」
・
「
醗
号
Ｅ

を
イ
ン
ド
と
呼
び
、
こ
れ
を
音
写
し
て
信
度
・
身
毒
の
達
筆
を
当
て
、
ま
た
「
段
且
言
」
が
イ
ラ
ン
語
に
識
っ
た
も
の
を
音
写
し
て
賢

度
・
賢
豆
の
漢
字
を
当
て
て
い
る
。
玄
葵
が
『
大
唐
西
域
記
』
の
中
で
「
今
従
二
正
音
一
云
二
印
度
爵
）
と
使
用
し
て
以
来
、
「
印
度
」
の
漢

字
表
記
が
常
用
さ
れ
て
い
る
。
仏
典
で
は
後
漢
代
か
ら
「
天
竺
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

以
上
の
語
彙
の
解
説
か
ら
分
る
ご
と
く
、
イ
ン
ド
人
は
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
自
国
に
関
す
る
統
一
し
た
正
式
呼
称
を
つ
く
る

こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
ま
た
自
分
達
を
．
且
旨
邑
」
。
．
且
◎
の
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
文
化
形
成
の
主
役
は
ア
ー
リ
ア

人
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
自
ら
を
「
淳
曽
高
貴
な
人
・
聖
人
」
と
呼
び
、
征
服
し
た
先
住
民
族
を
「
冨
后
８
富
蛮
民
」
と
呼
び
蔑
視
し

た
。
こ
う
し
た
民
族
差
別
観
は
、
恰
も
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
成
立
期
に
於
て
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
自
ら
を
惑
鎖
舜
塞
誕
聰
》
称
し
て
同

（
聞
き
苦
し
い
ｇ
蕊
を
話
す
者
）

胞
意
識
を
強
め
、
異
民
族
を
「
贋
『
ｇ
『
。
と
と
呼
ん
で
軽
蔑
し
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
と
も
か
く
ア
ー
リ
ア
人
は
征
服
し
た
ド
ラ
ヴ
ィ

ダ
人
を
蛍
口
し
て
「
イ
ン
ド
人
」
と
称
す
る
こ
と
は
な
か
つ
尋

※
ア
ー
リ
ア
人
は
自
ら
を
「
高
貴
な
人
諺
ｑ
、
ご
」
と
称
し
た
が
、
元
々
は
コ
ー
カ
ス
山
脈
の
山
麓
の
草
原
に
原
住
し
父
権
的
社
会
組
識
の
遊
牧
民
で

あ
っ
た
ア
ー
リ
ア
人
が
、
「
冨
后
８
富
蛮
民
」
と
呼
ん
だ
先
住
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
民
族
の
方
こ
そ
前
二
三
○
○
年
頃
か
ら
先
史
青
銅
器
都
市
文
明
を
成

立
さ
せ
て
い
た
。
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
人
の
方
が
野
蛮
の
侵
略
者
で
あ
っ
た
。
ア
ー
リ
ア
人
が
先
住
民
族
を
制
圧
し
得
た
の
は
、
ア
ー
リ
ア
が
文
化

的
に
高
度
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
組
織
的
な
暴
力
戦
斗
部
族
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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古
代
イ
ン
ド
の
政
治
的
不
統
一
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
民
族
の
共
属
意
識
を
弱
め
る
第
一
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
事
が
延
い
て
は
言

語
・
生
活
様
式
・
経
済
・
慣
習
・
宗
教
な
ど
の
多
様
化
を
生
み
出
す
事
と
な
り
、
民
族
共
属
の
意
識
を
愈
々
稀
薄
に
し
た
こ
と
は
否
め
な

い
。
民
族
意
識
の
無
い
所
に
歴
史
意
識
は
育
た
な
い
の
で
あ
る
。
古
代
イ
ン
ド
は
、
ま
さ
に
「
バ
ー
ラ
ッ
ト
」
の
人
々
の
集
ま
っ
た
ヴ
ェ
ー

ダ
宗
教
文
化
の
国
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
「
イ
ン
ド
」
に
関
す
る
薑
の
義
を
試
み
て
云
え
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
に
於
け
壷
孟
〕
惑
謹
●
巖
、
我
々
が
通
常
的
に

考
え
る
「
主
権
の
あ
る
政
府
の
下
に
統
一
さ
れ
た
国
」
の
概
念
と
は
全
く
次
元
を
異
に
し
て
い
る
。
古
代
イ
ン
ド
に
於
け
る
国
と
は
、
村

落
共
同
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
地
縁
的
な
共
同
体
と
称
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
定
の
領
土
と
民
族
、
そ
し
て
政
治
権
力
と
組
織
を
も

つ
政
治
社
会
、
つ
ま
り
政
治
的
に
統
一
さ
れ
た
国
家
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
と
し
て
持
続
し
得
た
の
は
、
民
族
と
か
国
家

（
ヒ
ン
デ
ュ
ー
教
・
仏
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
）

と
い
う
意
識
を
超
越
し
た
「
宗
教
に
よ
る
共
属
意
識
」
が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

、
（
諺
酔
◎
云
画
届
○
四
ｇ
，
凸
罵
員
凝
、
。
）

た
領
域
は
限
定
さ
れ
て
い
た
。
マ
ウ
ル
ャ
王
朝
の
ア
シ
ョ
カ
王
時
代
・
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
唾
婚
秀
雄
五
摩
蝿
や
）
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
王
朝
の
ハ

嶬
踊
姥
媚
走
肱
購
奉
琴
龍
趣
轤
鶚
雲
）
そ
の
最
盛
期
で
も
全
イ
ン
ド
を
統
治
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
諸
王
朝
の
英
遙
な
君
主
は
、

文
化
人
を
都
城
に
集
め
て
学
芸
の
興
隆
に
意
を
注
い
だ
。
マ
ウ
ル
ャ
朝
と
グ
プ
タ
朝
の
都
撚
癩
喝
粥
岻
飛
騨
フ
・
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
朝
の
都
城

（
富
ョ
畠
鼻
匡
冥
の
曲
女
城
）

カ
ナ
ャ
ｉ
ク
ビ
ジ
ャ
・
ク
シ
ャ
‐
ナ
朝
の
製
憲
瑠
嘉
襄
厩
蓑
壮
・
均
斉
・
優
雅
・
篭
・
篝
な
ど
の
特
徴
を
示
す
建
築

と
彫
刻
、
そ
し
て
文
学
が
開
花
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
芸
は
イ
ン
ド
三
大
宗
教
ｌ
ヒ
ン
デ
ュ
ー
教
・
仏
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
ｌ
と
深
い
関
わ
り

と
彫
刻
、
そ
し
て
文
窒

を
も
っ
て
発
展
し
た
り

三
「
歴
史
」
を
意
味
す
る
語
彙

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）
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右
の
垂
鑿
弩
哩
「
歴
史
」
に
つ
い
悪
明
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
冒
閻
」
の
語
と
共
に
「
歴
史
」
的
な
薑
を
並
べ

て
、
人
間
の
始
祖
マ
ヌ
の
言
葉
「
冨
昌
匡
印
目
登
」
と
い
う
絶
大
の
権
威
を
も
っ
て
、
古
代
イ
ン
ド
人
の
学
習
す
べ
き
事
を
規
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
規
定
か
ら
も
明
ら
か
の
如
く
、
歴
史
事
実
と
か
、
正
確
に
史
実
を
伝
え
る
と
い
う
無
味
乾
燥
的
な
事
は
排
除
し
て
、
古

代
聖
賢
伝
説
・
英
雄
伝
・
神
話
・
讃
歌
な
ど
を
「
歴
史
」
と
し
て
享
受
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
．
号
勝
画
」
の
派
生
語

「
置
く
尋
冨
冨
」
（
本
事
・
昔
話
・
斯
き
の
如
き
出
来
事
）
が
示
す
語
意
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

次
に
カ
ウ
テ
ィ
ル
ャ
の
『
実
理
論
』
の
一
節
を
参
照
し
て
み
よ
う
。

サ
ー
マ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
留
目
口
‐
ぐ
の
§
・
リ
ダ
ヴ
ェ
ー
ダ
旬
叩
く
の
目
。
お
よ
び
ヤ
ジ
ュ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
倒
巴
員
‐
ぐ
の
§
こ
れ
ら
三
つ
が
三
ヴ
ェ
ー
ダ

実
理
学
（
言
ぐ
の
§
‐
胃
芸
い
‐
ご
こ
ぎ
ｍ
ｅ
で
あ
る
。
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
諺
穿
胃
箇
‐
ぐ
の
８
お
よ
び
イ
テ
イ
ハ
ー
サ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
房
讐
四
囲
‐
ぐ
の
：

実
理
学
（
言
ぐ
且
甲
周
一

如
く
、
あ
っ
た
）

強
い
の
で
あ
る
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

（
雪
冒
島
イ
ン
ド
連
邦
公
用
語
）
．
（
ご
ａ
匡
パ
キ
ス
タ
ン
公
用
語
）

現
在
、
イ
ン
ド
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
歴
史
」
に
当
る
語
は
、
側
ヒ
ン
デ
ィ
語
の
三
号
勝
」
・
コ
威
冨
笛
」
と
、
②
ウ
ル
ド
ゥ
語
の

弓
胃
鼻
己
で
あ
る
。
「
三
富
闇
」
は
元
来
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「
曽
十
ｇ
十
勝
ロ
」
（
斯
の
如
く
・
実
に
。
あ
り
き
。
昔
し
、
か
く
の

如
く
、
あ
っ
た
）
に
由
来
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
イ
テ
ィ
ハ
ー
サ
」
は
「
歴
史
」
の
意
味
よ
り
は
、
詩
史
・
叙
事
詩
・
昔
話
の
意
味
合
が

古
代
イ
ン
ド
人
の
生
活
規
範
の
中
で
、
最
も
権
威
を
有
し
た
『
マ
ヌ
法
典
』
の
中
に
、
次
の
様
な
規
定
が
あ
る
。

祖
霊
祭
即
＆
富
の
と
き
に
、
吠
陀
く
の
§
・
法
典
ロ
冨
門
目
⑤
出
馬
弓
画
・
伝
説
諺
夙
ご
ｇ
ｍ
・
古
伝
写
昏
勝
画
・
神
話
勺
貝
冒
画
。
及
び
讃
詠

（
歌
）
国
司
冨
口
画
。
（
補
歌
園
３
）
を
間
か
し
む
く
い
竜

も
亦
ヴ
ェ
ー
ダ
で
あ
ぷ
で

一
日
の
午
前
は
象
・
馬
・
戦
車
・
武
器
の
学
問
の
教
練
を
受
け
、
午
後
は
古
伝
專
昏
勝
画
を
聴
受
す
る
。
古
神
伝
勺
員
９
ｍ
・
史
伝
罵
言
冨
冨
・
逸

(鋤）



し
よ
う
で
ん

右
の
『
実
利
論
』
で
は
、
四
種
の
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
と
全
く
同
格
の
扱
い
で
、
「
イ
テ
ィ
ハ
ー
サ
巨
富
の
画
」
も
聖
典
（
聖
伝
文
献
）
と

さ
れ
、
そ
の
内
容
は
神
話
・
史
伝
・
逸
話
・
実
話
・
律
法
・
制
度
な
ど
を
包
括
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
イ
テ
ィ
ハ
ー
サ
」
は
イ
ン
ド
人

（
史
実
を
肥
録
す
る
。
耶
実
を
探
求
す
る
）

の
観
念
か
ら
す
る
と
「
歴
史
」
で
は
な
く
て
、
神
聖
な
聖
典
で
あ
っ
た
。
而
も
後
に
な
る
と
、
「
律
法
論
」
は
法
律
や
生
活
規
範
を
取

り
扱
う
法
律
文
献
へ
と
定
型
化
さ
れ
、
ま
た
『
実
理
論
』
も
国
家
経
営
・
利
益
追
求
の
政
治
経
済
学
書
へ
と
定
型
化
し
て
い
っ
た
の
で
、

胃
号
勝
”
」
の
構
成
内
容
か
ら
、
国
家
・
民
族
・
社
会
・
制
度
・
政
治
・
経
済
な
ど
の
事
柄
が
脱
落
し
て
し
ま
い
、
愈
々
．
鼻
勝
画
」
の

語
彙
か
ら
歴
史
的
要
素
が
欠
落
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

古
代
イ
ン
ド
に
於
け
る
「
歴
史
」
の
意
味
に
近
い
語
蕊
を
探
す
と
、
先
の
『
実
利
論
』
の
中
で
も
列
記
さ
れ
て
い
た
仙
本
事
・
昔
話

屋
ぐ
算
箇
宮
。
②
古
伝
説
・
古
諏
国
甸
習
画
。
③
逸
話
・
故
事
シ
与
忌
豈
冨
」
・
側
例
話
・
引
嚥
ロ
・
豐
胃
画
意
な
ど
で
あ
る
。

然
し
こ
れ
ら
の
諸
語
も
「
歴
史
」
の
意
味
に
は
ほ
ど
遠
い
。
我
々
の
知
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
雷
、
８
『
旨
事
実
の
探
求
・
調
査
」

か
ら
派
生
し
た
「
里
の
８
ｑ
源
泉
・
歴
史
」
と
は
異
な
る
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
古
代
イ
ン
ド
人
の
関
心
事
は
、
専
ら
神
話
・
文
学
・

宗
教
の
世
界
に
向
け
ら
れ
、
神
々
を
讃
美
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
身
分
制
・
不
可

古
代
イ
ン
ド
人
の
社
会
意
識
の
底
辺
に
あ
っ
た
も
の
は
「
カ
ー
ス
ト
ｇ
の
扇
」
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
『
マ
ヌ
法
典
』
の
第
十

触
賎
民
）
（
始
廻
と
解
脱
）
（
身
分
制
・
バ
ラ
モ
ン
優
位
制
）

章
・
第
十
二
章
・
第
五
章
を
追
条
見
た
だ
け
で
も
、
古
代
イ
ン
ド
人
の
眼
中
に
あ
っ
た
の
は
「
ヴ
ァ
ル
ナ
く
胃
冨
」
と
「
ジ
ャ
ー
テ
ィ

台
邑
の
み
で
あ
っ
て
、
国
家
・
民
族
の
事
な
ど
は
全
く
意
中
に
な
く
、
ま
た
婆
羅
門
の
利
益
の
み
優
先
し
て
、
他
の
ヴ
ァ
ル
ナ
（
穂
姪
）

の
缶
畷
伍
な
ど
全
く
問
題
に
も
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

話
物
語
箔

柱
（
７
）

で
あ
る
。

シ古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

喜
甚
鼠
冨
・
例
話
口
監
富
国
ｇ
律
法
論
口
冨
『
９
画
雷
里
恩
。
お
よ
び
実
理
論
諺
司
吾
ｍ
ｍ
ｍ
ｇ
目
こ
れ
が
イ
テ
ィ
ハ
ー
サ
昼
冨
間
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古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

さ
て
、
古
代
イ
ン
ド
の
世
界
文
明
に
寄
与
し
た
最
大
の
功
献
は
、
数
学
に
お
け
る
「
零
目
詞
○
」
概
念
を
考
案
し
て
、
「
整
数

皀
弓
画
。
固
”
」
と
「
負
冨
皀
口
？
ｚ
画
。
シ
‐
国
く
且
の
概
念
を
樹
立
し
て
「
十
進
法
ロ
の
。
目
印
亀
ｍ
駐
日
」
を
可
能
に
し
た
イ
ン
ド
数

学
の
創
始
で
あ
る
。
然
る
に
古
代
イ
ン
ド
人
は
自
ら
の
思
索
の
中
に
数
学
の
方
法
を
取
り
こ
む
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
数
学
に
基

く
合
理
的
思
惟
を
生
む
こ
と
が
な
く
、
ま
た
時
間
認
識
の
方
法
に
も
「
数
」
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
実
生
活
に
於
て

も
正
確
に
時
間
・
年
次
・
日
時
を
記
録
す
る
こ
と
を
怠
た
っ
た
。
世
界
文
明
史
上
で
も
最
大
の
発
見
と
さ
れ
る
「
零
」
の
概
念
を
し
て
、

古
代
イ
ン
ド
人
は
数
理
に
用
い
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
「
空
呂
昌
四
・
ｍ
目
園
」
概
念
へ
と
転
換
し
て
、
合
理
的
思
索
世
界
か
ら
宗
教
世

界
へ
と
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
時
・

古
代
イ
ン
ド
人
は
「
数
」
概
念
を
手
離
す
こ
と
で
、
物
理
的
時
間
の
経
過
の
表
現
に
於
て
正
確
性
を
欠
き
、
延
い
て
は
そ
の
事
が
歴
史

増
・
人
）

時
間
の
観
念
を
稀
薄
に
し
て
し
ま
っ
た
。
例
え
ば
ヒ
ン
デ
ュ
ー
教
で
は
、
世
界
の
時
間
経
過
を
表
現
す
る
の
に
、
側
作
用
・
活
動
冑
冨
・

（
§
。

②
破
壊
・
災
害
岸
の
苗
。
③
像
法
・
仮
法
口
ぐ
菩
胃
陣
・
側
悪
世
・
末
世
冨
冒
と
い
う
四
期
に
分
け
て
い
る
が
、
そ
の
表
現
は
宗
教
文

叙
那
時
）

学
的
で
あ
っ
て
、
数
値
に
よ
る
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。

仏
教
に
於
て
も
独
特
の
時
間
の
捉
え
方
を
し
て
い
る
。
①
数
量
的
に
表
示
さ
れ
る
物
理
的
時
間
の
こ
と
を
手
鵬
職
跨
測
一
四
」
と
称
し
、

（
機
械
的
）

②
時
機
と
か
時
点
と
い
う
実
在
と
現
象
の
区
別
の
難
か
し
い
時
間
（
境
地
）
を
主
戦
聯
剃
Ｐ
目
画
冨
」
と
呼
び
、
③
人
間
の
意
識
の
中
で

．
（
世
・
世
路
）

計
測
（
思
索
）
さ
れ
る
時
間
を
「
阿
陀
波
耶
委
号
ぐ
目
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
様
に
仏
教
に
於
て
も
、
時
間
の
実
体
化
の
考
え
を
排

除
し
て
、
諸
行
無
常
の
無
限
定
の
原
理
を
基
に
し
た
時
間
と
か
時
代
の
経
過
を
考
え
る
。
従
っ
て
そ
の
時
間
の
表
現
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
と

除
し
て
、
諸
行
無
蓉

な
る
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
ば
『
法
華
経
』
如
来
寿
量
品
で
説
示
さ
れ
る
無
始
無
終
の
悠
遠
時
間
を
想
定
し
て
、
久
遠
実
成
の
思
想
を
表
現
す
る
説
示
は
極

(”）



（
、
色
匡
⑤
色
吻
巨
切
）

中
央
ア
ジ
ア
草
原
地
帯
・
コ
ー
カ
サ
ス
北
麓
に
原
住
し
て
い
た
「
ア
ー
リ
ァ
遊
牧
民
」
は
、
前
二
千
年
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の

二
方
向
に
枝
分
れ
を
し
て
大
移
動
を
開
始
し
た
．
東
方
に
向
っ
た
一
群
は
、
前
千
吾
年
頃
に
氏
族
と
部
盗
潅
罵
輪
嬉
諺

え
て
波
状
的
に
馬
と
戦
車
と
を
も
っ
て
、
イ
ン
ダ
ス
中
流
の
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
平
原
に
侵
入
、
先
住
の
彪
売
婚
噌
茶
人
蜂
宏
癩
卜
人
と
の

間
に
激
斗
を
繰
り
返
し
、
先
住
民
の
築
い
た
高
度
の
青
銅
器
文
明
を
破
壊
し
征
服
し
て
い
っ
た
。

イ
ン
ダ
ス
中
流
域
の
都
市
文
明
を
破
壊
し
て
い
っ
た
ア
ー
リ
ア
人
の
歴
史
記
録
は
全
く
残
っ
て
い
な
い
。
史
実
を
伝
え
る
も
の
は
、
考

古
発
堀
資
料
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
先
住
民
と
の
激
斗
を
伝
え
る
も
の
は
、
神
話
的
で
は
あ
る
が
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
が
唯
一

の
文
献
と
云
え
よ
う
。
既
に
再
三
、
言
及
し
た
よ
う
に
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
は
天
啓
聖
典
で
あ
っ
て
、
戦
斗
に
関
す
る
時
代
・
場
所
・

戦
斗
経
過
・
人
物
な
ど
は
史
実
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
。
専
ら
英
雄
軍
神
の
活
躍
を
讃
詠
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て

い
る
０

め
て
劇
的
で
あ
る
。

右
の
寿
量
品
で
は
、
当
に
天
文
学
的
数
値
を
も
っ
て
久
遠
実
成
の
思
想
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
。
古
代
イ
ン
ド
人
は
世
界
に
稀
な
独
特

の
時
間
観
念
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
充
分
に
踏
ま
え
、
そ
の
上
で
歴
史
意
識
の
考
察
を
す
す
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注
（
８
）

我
実
成
仏
已
来
・
無
量
無
辺
・
百
千
万
億
・
那
由
他
劫
・

注
（
９
）

自
我
得
仏
来
・
所
経
諸
劫
数
．
無
鼠
百
千
万
億
・
億
戦
阿
僧
祗

『
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
の
一
節
を
参
照
し
て
お
こ
う
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

四
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
の
非
歴
史
性

(〃）



古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

わ
れ
今
宣
く
ら
ん
。
イ
ン
ド
ラ
（
冒
号
、
）
の
武
勲
を
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
（
ぐ
昌
圖
金
剛
杵
）
を
手
に
持
つ
神
が
、
最
初
に
た
て
し
勲
し
は
、
ヴ
ィ
リ
ト

ラ
（
く
喜
司
ｐ
蛇
形
の
悪
魔
）
を
殺
し
、
水
を
穿
ち
い
だ
し
、
山
々
の
脾
腹
を
切
り
裂
け
り
。

イ
ン
ド
ラ
（
勺
匡
国
昌
８
３
帝
釈
天
と
も
云
う
）
は
肩
を
拡
げ
た
る
最
も
頑
強
な
る
障
碍
、
ヴ
ィ
リ
ト
ラ
を
殺
せ
り
、
偉
大
な
る
武
器
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ

に
よ
っ
て
。
斧
も
て
伐
り
倒
さ
れ
た
る
木
株
の
ご
と
く
、
ヴ
ィ
リ
ト
ラ
は
大
地
の
上
に
傭
伏
に
横
た
わ
註
で

罪
に
汚
れ
し
諸
人
は
、
い
つ
し
か
彼
が
弓
の
的
、
傲
れ
る
者
は
神
の
敵
、
ア
リ
ァ
ン
族
に
仇
を
な
す
ダ
ス
ュ
（
口
勉
、
旨
・
ロ
厨
、
奴
隷
・
卑
狼
の
賎

し
き
者
の
意
）
も
あ
わ
れ
彼
の
犠
牲
、
そ
の
神
の
名
は
イ
ン
ド
ラ
天
。

春
秋
四
十
山
深
く
、
ひ
そ
み
し
悪
魔
シ
ャ
ン
バ
ラ
（
静
日
９
３
ダ
ス
ュ
を
統
率
す
る
指
揮
官
・
イ
ン
ド
ラ
天
の
大
敵
）
も
、
神
の
眼
に
あ
ば
か
れ

つ
、
力
を
誇
示
し
て
横
た
わ
る
ダ
ー
ナ
竜
の
殺
裁
者
、
そ
の
神
の
名
は
イ
ン
ド
ラ
天
。

天
も
敬
い
地
も
屈
む
、
神
に
し
あ
れ
ば
足
曳
の
、
山
も
ひ
れ
伏
す
そ
の
力
、
手
に
振
り
か
ざ
す
金
剛
杵
、
ソ
ー
マ
（
ｇ
ョ
、
神
酒
・
月
天
・
宿
星
の

意
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
）
の
神
酒
に
酔
う
と
い
う
、
そ
の
神
の
名
は
イ
ン
ド
ラ
寿
冠

城
砦
の
破
壊
者
の
亜

『
婿
塞
嶋
伽
藤
蟹
の
中
で
英
雄
軍
神
と
し
て
崇
敬
讃
詠
さ
れ
て
い
る
の
は
「
イ
ン
ド
ラ
天
」
（
別
称
・
不
蘭
陀
羅
勺
匡
圖
ョ
烏
圖
帝

釈
天
）
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ラ
天
の
活
躍
は
恰
も
ア
ー
リ
ア
人
戦
士
の
理
想
の
雄
姿
を
想
わ
し
め
る
。
イ
ン
ド
ラ
天
は
ヴ
ェ
ー
ダ
神
話
の
中

で
最
も
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
。
大
敵
ダ
ス
ュ
は
指
揮
者
の
シ
ャ
ン
バ
ラ
に
統
率
さ
れ
、
広
く
て
頑
固
な
「
城
砦
國
己
に
立
て
龍
り
抵

抗
す
る
。
こ
の
城
砦
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ラ
天
は
繰
り
返
し
て
攻
撃
し
破
壊
し
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。

さ
て
『
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
に
見
え
る
「
城
砦
」
に
つ
い
て
、
従
前
の
解
釈
で
は
文
字
通
り
聖
典
の
中
の
古
諏
・
神
話
と
解
し
、
又
は
イ

ン
ド
ラ
天
の
絶
大
の
威
力
を
讃
歌
し
た
も
の
と
受
け
と
め
て
き
た
。
然
し
一
九
二
一
年
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
モ
ン
ゴ
メ
リ
地
区
遺
丘
の
発
堀
、

次
で
一
九
二
二
年
シ
ン
ド
地
方
の
ラ
ー
ル
カ
ナ
地
区
の
発
堀
な
ど
、
考
古
発
堀
と
調
査
の
結
果
、
前
千
五
百
年
ア
ー
リ
ア
人
が
イ
ン
ダ
ス

中
流
域
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
に
侵
入
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
趣
で
こ
の
考
古
発
堀
の
成
果
の
内
容
は
、
『
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
の
偶
頌

に
見
え
る
イ
ン
ド
ラ
天
の
城
砦
破
壊
の
経
過
と
見
事
に
符
節
す
る
の
で
あ
参

(”）



（
代
窯
涯
昨
が
マ
ハ
ー
パ
ー
ラ
タ
）
（
代
塞
藤
津
１

元
来
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
諸
文
献
は
、
⑩
伝
説
・
詩
史
岸
号
陽
画
及
び
神
話
・
古
諏
習
『
眉
画
な
ど
の
古
代
物
語
群
と
。
②
詩
篇

マ
ー
ヤ
ナ
）
し
よ
う
で
ん

宍
画
く
胃
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
文
献
は
『
マ
ヌ
法
典
』
と
共
に
聖
伝
文
学
の
枠
組
に
入
れ
ら
れ
「
聖
典
」
と
し
て
尊
重
さ
れ

（
閲
・
柵
）

て
き
た
。
そ
の
表
現
法
も
神
々
を
讃
え
る
「
頌
。
ｇ
富
（
の
）
」
と
い
う
詩
体
で
語
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
も
、
歴
史
記
録
の
範
鴎
と
は
か

け
離
れ
、
む
し
ろ
宗
教
聖
典
と
云
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
は
十
万
頌
に
及
ぶ
世
界
最
長
の
叙
事
詩
で
あ
り
、

そ
の
展
開
さ
れ
る
内
容
は
宗
教
・
神
話
・
伝
説
・
風
俗
・
制
度
な
ど
、
ヒ
ン
デ
ュ
ー
教
の
百
科
全
書
の
観
が
あ
る
。
特
に
第
六
巻
二
三
章

よ
り
四
○
章
に
亘
る
灌
匙
繋
捲
湛
睦
穏
賠
到
罰
騨
訂
‐
函
曽
」
（
神
の
歌
）
は
ヒ
ン
デ
ウ
ー
教
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
派
の
聖
塁
蟄
星
な
っ

て
い
て
、
哲
学
的
基
盤
を
「
留
昌
胃
、
」
に
置
き
、
実
践
的
基
盤
を
。
。
魁
」
に
求
め
、
汎
神
論
的
な
恵
忌
口
冨
の
思
想
を
多
く
含
ん

て
い
て
、

次
に
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
、
ア
ー
リ
ァ
民
族
の
ガ
ン
ジ
ス
流
域
の
大
平
原
へ
の
進
出
を
語
る
も
の
と
し
て
は
、
叙
事
詩
の

『
冨
画
冨
与
胃
冨
』
と
富
四
目
母
息
』
そ
し
て
ヒ
ン
デ
ュ
ー
聖
典
碓
群
馳
醒
］
垂
嘘
識
雫
離
輔
廠
謹
唖
伝
説
が
知
ら
れ
て
い
る
。
周
知
の
ご
と

く
二
大
叙
事
詩
は
後
世
に
増
補
さ
れ
て
現
在
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
應
大
な
詩
頌
を
歴
史
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
恥
電

※
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
、
ア
ー
リ
ァ
民
族
の
ガ
ン
ジ
ス
支
流
ジ
ャ
ム
ナ
河
旨
冒
且
（
閏
の
冒
匡
目
）
と
ガ
ン
ジ
ス
河
と
の
中
間
の
肥
沃
な
平
原
へ
進

出
し
定
住
し
た
史
実
を
証
拠
だ
て
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
ア
ヒ
チ
ャ
ッ
ト
ラ
シ
三
・
。
冨
言
画
（
ガ
ン
ジ
ス
中
流
の
街
）
の
西
方
「
サ
ラ
ス
ヴ
ァ

テ
ィ
留
吋
、
、
鼠
三
水
に
富
む
の
意
）
河
の
上
流
遺
跡
の
発
堀
と
通
物
が
あ
る
。
出
土
し
た
灰
色
彩
文
土
器
の
放
射
性
炭
素
Ｍ
の
測
定
で
前
千
百
年

か
ら
前
五
百
年
と
さ
れ
、
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
の
表
現
と
一
致
す
季
で

で
い
る
。

※
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
に
見
え
る
強
大
な
城
砦
含
昌
）
は
、
正
し
く
先
史
イ
ン
ダ
ス
都
市
文
明
の
遺
跡
群
ｌ
國
胃
９
９
・
富
ｏ
冨
且
。
‐
８
８
．
○
言
。
ｇ
‐

烏
３
．
旨
号
且
◎
‐
８
８
．
Ｆ
Ｏ
吾
巴
ｌ
等
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ヴ
ェ
ー
ダ
詩
掲
に
見
え
る
要
塞
化
さ
れ
た
城
砦
で
あ
る
事
は
疑
う
余
地
が
全
く
な

い
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）
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『
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
は
全
篇
が
神
々
を
詠
歎
す
る
旋
律
的
な
宗
教
讃
歌
で
あ
る
。
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
に
宗
教
思
想
に
変
革
が
見
ら

れ
た
。
即
ち
「
梵
書
呼
豊
目
９
画
」
か
ら
「
奥
義
ご
冒
易
且
」
へ
と
新
し
い
神
秘
主
義
的
な
哲
学
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の

表
現
形
式
は
二
百
に
近
い
散
文
・
韻
文
よ
り
成
る
書
巻
で
あ
っ
て
、
周
知
の
ご
と
く
「
ウ
パ
’
一
シ
ャ
ッ
ド
」
の
中
心
思
想
は
梵
我
一
如
に

究
極
す
る
根
本
の
探
究
で
あ
り
、
ま
た
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
の
最
後
を
形
成
す
る
こ
と
か
ら
「
ぐ
ｇ
ｇ
ｇ
」
と
も
称
せ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
歴
史
意
識
と
最
も
深
く
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
末
法
思
想
に
つ
い
て
少
し
く
見
て
お
き
た
い
。
一
般
に
「
末
法
思
想
」
と
云
え
ば
、

仏
滅
後
に
正
法
・
像
法
・
末
法
の
三
時
を
経
過
し
て
仏
教
が
衰
退
す
る
と
す
る
仏
教
史
観
と
解
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
末
法
」
は
仏
法
衰

滅
し
た
濁
世
澆
季
の
世
と
さ
れ
、
危
機
意
識
が
強
く
表
現
さ
れ
る
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
初
期
の
仏
教
経
典
に
於
て
は
、
い
ま
だ
「
末
法
観
」
は
明
確
な
形
を
見
せ
て
は
い
な
い
。
即
ち
「
末
法
」
時
の
受
け
と
め
方

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

イ
ン
ド
史
に
於
て
、
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
と
云
え
ば
、
そ
れ
は
バ
ラ
モ
ン
文
化
の
樹
立
さ
れ
た
時
代
、
宗
教
文
化
の
華
が
咲
い
た
時
代
、

そ
し
て
ヴ
ェ
ー
ダ
文
化
の
波
が
ガ
ン
ジ
ス
河
・
ジ
ャ
ム
ナ
河
の
中
央
平
原
、
ク
ル
地
方
に
波
及
し
た
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
社
会

制
度
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
閉
鎖
的
・
孤
立
的
な
農
村
社
会
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
一
盃
堅
恭
化
で
あ
っ
た
。
『
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
を
他

の
世
界
の
宗
教
蓋
、
た
と
え
ば
藤
鑿
鑿
蟹
薙
雷
・
蒙
・
教
訓
・
預
言
の
各
簑
ら
成
っ
て
い
る
が
、
聖
典
と
し
て
ユ

ダ
ヤ
教
徒
の
信
仰
の
典
拠
で
あ
る
と
同
時
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
風
土
の
歴
史
文
書
の
性
格
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
秀

※
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
、
旧
約
聖
書
を
⑩
律
法
目
。
Ｈ
ｇ
。
②
予
言
書
ｚ
画
巨
９
．
③
諸
書
○
言
吾
ｐ
巨
冒
の
三
部
に
分
類
し
て
、
そ
の
首
文
字
を
合
せ

て
「
弓
画
。
：
Ｅ
と
呼
ん
で
い
る
。
旧
約
聖
書
は
創
世
記
・
出
エ
ジ
プ
ト
記
・
レ
ピ
記
・
民
数
記
・
申
命
記
・
エ
レ
ミ
ア
記
…
…
等
々
の
各
書
か
ら

成
る
が
、
聖
書
が
歴
史
書
の
性
格
を
担
っ
て
い
る
一
例
と
し
て
、
サ
ム
ェ
ル
記
の
中
で
、
ダ
ピ
デ
王
朝
の
諸
事
件
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
録

は
歴
史
的
信
怨
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

(“）



右
に
参
借
し
た
『
大
方
等
大
集
月
灯
経
』
に
於
て
厨
且
今
日
ｇ
ｇ
ｇ
『
今
習
画
正
法
の
消
滅
」
と
説
示
す
る
、
そ
の
「
消
滅
」
の
語

意
に
つ
い
て
、
「
正
法
が
次
第
に
衰
退
し
て
消
え
て
無
く
な
る
」
と
文
字
通
り
に
解
せ
ば
、
正
法
時
か
ら
像
法
時
へ
更
に
末
法
時
へ
至
る

接
点
（
過
渡
期
）
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
『
月
灯
三
昧
経
』
に
於
て
扇
且
舎
胃
日
習
冨
円
与
冒
画
」
と
「
留
邑
冨
罰
目
昌
一
冒
画
｝
８
の
」

（
ユ
酎
色
で
罵
色
『
画
弓
８
（
画
）
）
（
の
鼻
ヨ
鼻
ざ
．
（
同
）
）
含
◎
匡
画
昏
垂
（
画
）
）

が
並
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
正
法
の
消
滅
」
の
意
味
を
強
め
て
、
「
絶
滅
」
と
か
「
滅
亡
」
の
意
に
転
じ
て
解
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
り
、
ま
た
我
々
の
理
解
し
て
い
る
「
末
法
観
」
を
基
に
し
て
、
「
悪
世
末
法
」
・
「
末
法
濁
世
」
の
意
に
受
け
と
め
る
こ
と
も

許
さ
れ
よ
う
。
然
し
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
も
『
月
灯
三
昧
経
』
か
ら
は
、
正
像
末
の
三
時
説
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
し
、
経
典
自
体
の
内

容
か
ら
し
て
も
、
教
法
の
衰
退
を
具
体
的
に
求
め
る
こ
と
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

が
、
単
に
仏
滅
後
の
「
荒
廃
し
た
時
代
」
と
か
「
人
間
の
善
悪
の
価
値
が
顛
倒
し
た
時
代
」
と
い
う
、
散
文
的
な
表
現
が
さ
れ
て
お
り
、

歴
史
的
な
現
実
を
み
つ
め
る
危
機
意
識
は
乏
し
く
、
末
法
観
の
意
識
は
未
分
化
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

初
期
の
大
乗
経
典
の
『
月
灯
三
昧
経
○
ｍ
目
愚
胃
画
藍
‐
冒
切
四
目
且
冨
‐
の
黒
目
（
の
）
』
に
よ
れ
ば
、
末
法
に
相
当
す
る
時
代
を
表
現
す
る

の
に
「
荒
廃
の
時
代
。
胄
匡
怠
去
巴
巴
。
「
大
恐
怖
の
時
代
目
昌
豐
冨
冨
‐
冨
旨
」
・
「
困
難
の
時
代
の
匡
霞
闇
圖
‐
冨
旨
」
。
「
滅
尽
の
時
代

扇
四
冨
六
巴
、
」
な
ど
と
示
し
て
い
る
。
そ
の
表
現
を
見
る
と
、
時
間
の
経
過
と
か
、
衰
滅
に
至
る
経
過
を
具
体
的
に
示
す
表
記
は
見

当
ら
な
い
。
そ
し
て
『
月
灯
三
昧
経
』
で
は
、
明
ら
か
に
「
末
法
」
に
当
る
語
彙
が
「
正
法
の
消
滅
留
邑
冨
円
ョ
習
冨
ａ
冨
息
」
と
示

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
我
々
が
「
末
法
」
の
意
で
使
用
し
て
い
る
「
正
法
の
滅
亡
留
注
冨
司
ョ
閨
甘
且
。
ｇ
」
と
並
記
し
て
説
示
さ
れ

て
い
る
。

の
ｍ
Ｑ
Ｑ
ゴ
、
司
尉
ご
画
。
一
ｍ
『
・
云
陣
ｐ
ｍ
０
汽
固
一
ｍ
の
ｐ
Ｈ
ご
ｍ
雷
の
ｍ
ｅ
・
壷
、
討
昌
冒
画
‐
ご
』
で
吋
口
』
○
口
の
ぐ
口
司
一
画
Ｈ
己
陣
口
の
目
ご
画
の
く
画
吋
冒
吋
ロ
で
陣
含
め
画
一
『
、
ロ
一
画

。

柱
（
鳩
）

●

ず
ゆ
ず
旦
画
。
ｇ
匡
函
匡
口
凰
冨
す
い
壷
三
ｍ
ｐ
ロ
ロ
言
ぐ
ゆ
ユ
芦
冨
す
四
コ
匡
旨
己
昌
司
匡
Ｑ
・
壷
陣
目
、
壷
９
画
口
ｇ
黒
雲
凹
め
。
ｍ
丘
ゴ
胃
回
国

●

(”）



古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

次
に
原
始
仏
典
の
阿
含
部
を
見
る
に
、
『
雑
阿
含
・
相
応
部
留
日
旨
鳶
画
‐
邑
弄
母
こ
の
中
で
、
「
正
法
留
呂
冨
日
日
画
（
巳
』
・
「
正
法

の
消
滅
留
邑
盲
目
日
習
富
国
号
習
”
」
の
語
が
説
示
さ
れ
て
い
る
が
、
雑
阿
含
に
於
け
る
「
消
滅
」
の
意
味
も
、
先
の
『
月
灯
三
昧
経
』

の
説
示
と
同
意
に
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
時
代
が
経
過
し
て
仏
法
が
衰
退
、
正
法
か
ら
像
法
へ
、
さ
ら
に
末
法
に
至
る
と

い
う
危
機
意
識
（
悲
感
的
な
現
世
否
定
）
は
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
パ
ー
リ
聖
典
の
中
で
も
成
立
時
の
遅
い
『
増
一
阿
含
・
増
支
部
シ
品
言
富
国
‐
己
冨
冒
』
を
見
る
と
、
「
仏
滅
闘
円
目
９
画
目
」
・

「
正
法
留
＆
富
日
日
回
」
・
「
像
法
普
＆
、
日
昌
画
冨
胃
号
画
冨
」
・
「
正
法
の
消
滅
蟹
＆
冨
日
昌
冒
冨
圖
合
習
い
」
な
ど
の
語
葉
が
説

示
さ
れ
て
、
恰
も
仏
滅
後
に
於
て
正
像
末
の
三
時
を
経
過
す
る
如
く
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
し
か
し
「
増
支
部
」
で
は
末
法
思
想
を
説
示

し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
事
は
「
正
法
の
消
滅
」
の
語
が
明
ら
か
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「
末
法
際
＆
言
『
９
画
急
胃
巴
。
ｇ
」
と
同

義
で
あ
る
の
に
、
正
法
・
像
法
を
経
て
末
法
に
至
る
と
い
う
意
味
が
明
確
で
は
な
い
。
増
支
部
の
「
静
＆
富
日
日
習
冨
圖
号
冒
画
」
の
語

に
は
、
仏
法
が
衰
退
し
て
末
法
濁
世
に
突
入
す
る
と
い
う
危
機
感
と
は
関
係
な
く
、
文
字
通
り
「
正
法
」
の
「
消
滅
」
の
意
で
用
ぃ
ら
れ

に
は
、
仏
法
が
衰
垣

て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
「
安
楽
行
品
」
の
一
節
は
、
我
々
日
蓮
宗
徒
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
も
の
で
あ
る
。
右
の
説
示
を
文
字
通
り
に
解
せ
ば
、
「
如

次
に
『
法
華
経
』
の
安
楽
行
品
を
参
借
し
て
み
よ
う
。

、
。

Ｂ
Ｇ

富
、
昼
匡
野
昏
Ｏ
Ｑ
言
印
ｇ
言
、
己
ロ
ゴ
勝
ｇ
雪
固
の
冨
吾
画
函
口
冨
望
口
も
口
風
昌
円
弓
厨
望
口
も
画
⑰
９
日
の
弄
巴
の
で
ｐ
ｇ
目
目
の
苗
目
、
馬
で
ｐ
⑰
ｇ
目
ご
陣
骨

、
Ｄ

で
畠
。
鼠
巴
冨
日
の
目
号
胃
ｇ
ｇ
ｐ
菖
胃
巴
。
固
の
ぐ
胃
冨
目
目
の
目
５
日
号
日
日
§
”
ｑ
陣
包
め
“
目
謁
鰕
腺
昌
冒
百
日
§
の
匡
喜
画
伽
菩
騨
。

●

●

●

ケ
ゴ
画
く
画
罫
８
２
諒
す
？
、
吾
騨
鼠
。
口
。
三
ｍ
目
目
、
冒
す
彦
馬
函
曾
の
天
ｍ
望
甲
函
、
冨
己
ぐ
四
℃
扁
冨
斉
甲
函
画
冨
昌
箇
．

文
殊
師
利
・
如
来
滅
後
・
於
末
法
中
・
欲
説
是
経
・
応
住
安
楽
行
・
若
口
宣
説
・
若
読
経
時
・
不
楽
説
人
・
及
経
典
趨
）
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（
砺
件
）

古
代
イ
ン
ド
人
の
関
心
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
超
人
間
的
な
現
象
や
偶
発
的
な
購
異
の
現
象
、
自
然
界
の
猛
威
の
現
象
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
超
人
的
な
霊
力
を
想
定
し
、
発
現
の
根
源
を
神
格
化
し
て
い
っ
た
。
神
格
化
さ
れ
た
自
然
神
と
し
て
、
例
え
ば
天
神
身
自
切
・

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

業
を
怠
っ
た
。

の
で
あ
っ
た
。

等
の
説
示
と
共
に
、
滅
後
の
末
法
弘
教
を
勧
奨
し
た
典
拠
と
し
て
、
日
蓮
宗
学
上
で
は
格
別
の
意
義
を
有
す
る
所
で
あ
る
。
然
し
本
拙

稿
で
当
面
問
題
と
し
て
い
る
古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
安
楽
行
品
に
説
示
さ
れ
る
「
末
法
」
の
意
味
は
、
末
法
澆

季
の
歴
史
的
危
機
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
く
、
仏
滅
後
に
や
が
て
や
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
「
仏
教
衰
滅
」
の
時
期
に
至
っ
て
も
、
仏
説

が
衰
滅
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
弘
教
を
期
待
し
た
願
望
の
表
現
で
あ
る
。

（
如
来
が
入
滅
し
た
後
に
、
正
法
の
衰
滅
す
る
最
後
の
五
百
年
の
間
）

来
滅
後
・
於
末
法
中
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
正
法
・
像
法
を
経
過
し
て
末
法
濁
世
に
至
る
と
見
る
の
で
は
な
く
、
仏
滅
後
の
「
正
法
の
消

滅
し
て
い
く
永
い
期
間
」
を
「
末
法
」
と
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

余
事
な
が
ら
、
先
の
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
安
楽
行
品
の
説
示
は
、

注
（
咽
）

法
師
品
「
而
此
経
者
・
如
来
現
在
。
猶
多
怨
嫉
・
況
滅
度
後
」

柱
（
胸
）

薬
王
菩
薩
品
「
我
滅
度
後
・
後
五
百
歳
中
・
腐
宣
流
布
・
於
閻
浮
提
・
無
令
断
絶
」

（
王
朝
）
（
政
治
・
鰹
済
・
社
会
・
文
化
活
動
）

古
代
イ
ン
ド
人
は
、
自
国
の
民
族
の
興
亡
・
国
家
の
興
廃
・
人
間
の
活
動
・
過
去
の
事
件
な
ど
、
そ
れ
を
歴
史
の
記
録
と
し
て
残
す
作

を
怠
っ
た
。
過
去
の
出
来
事
は
全
て
擬
人
化
さ
れ
た
神
々
の
功
業
と
し
て
讃
詠
さ
れ
た
。
そ
の
表
現
は
修
飾
・
誇
張
・
想
像
に
富
む
も

五
む
す
び
ｌ
歴
史
意
識
の
欠
如
Ｉ
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（
恩
業
）

総
じ
て
ヴ
ェ
ー
ダ
等
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
諸
文
献
で
語
ら
れ
て
い
る
過
去
の
出
来
事
は
、
神
話
的
で
あ
り
、
論
究
さ
れ
る
事
柄
は
神
秘

的
・
超
越
的
で
あ
り
、
語
ら
れ
る
世
界
は
永
遠
性
・
悠
遠
性
と
い
う
無
限
定
な
時
間
を
想
定
し
て
い
る
。

古
代
イ
ン
ド
に
関
す
る
應
大
な
文
献
の
中
に
、
信
懸
性
の
あ
る
史
書
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
、
古
代
イ
ン
ド
人
の
歴
史
意
識
の
欠
落
を

（
職
）

如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
欠
落
の
要
因
と
し
て
、
側
哲
学
と
文
芸
に
秀
れ
た
イ
ン
ド
人
は
、
思
索
と
空
想
の
産
物
と
史
実
と
を
明

確
に
分
け
る
意
識
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。
②
理
想
の
追
求
に
力
を
注
い
だ
た
め
に
、
現
実
を
軽
視
す
る
事
に
な
っ
た
こ
と
。
③
長

期
の
統
一
国
家
、
全
領
土
を
統
一
し
た
王
朝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
事
は
、
国
家
や
民
族
の
意
識
を
稀
薄
に
し
た
こ
と
。
側
イ
ン
ド
数
学
を

創
始
し
な
が
ら
も
、
数
学
的
思
惟
か
ら
離
れ
た
こ
と
は
、
具
体
的
に
数
蚤
的
表
現
を
怠
る
こ
と
に
な
っ
た
。
⑤
数
量
的
時
間
意
識
の
未
分

化
は
、
歴
史
事
実
に
関
す
る
記
録
を
怠
る
こ
と
に
な
っ
た
。
⑥
人
生
目
標
を
「
解
脱
」
す
る
こ
と
に
置
い
た
こ
と
は
、
人
生
を
諦
観
的
に

み
つ
め
る
事
と
な
っ
た
。
、
人
生
目
標
を
「
法
」
と
「
性
愛
」
に
置
い
た
こ
と
は
、
人
倫
組
織
を
超
越
す
る
傾
向
を
強
く
し
た
こ
と
。
⑧

イ
ン
ド
の
特
殊
な
風
土
は
、
人
々
の
民
族
国
家
の
意
識
を
稀
薄
に
し
た
こ
＆
電
等
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
の
欠
如
に
つ
い
て
、
Ｗ
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
の
創
語
を
借
り
て
云
え
ば
、
「
古
代
イ
ン
ド
人
は
特
殊
的
。

Ｉ

太
陽
神
胃
ご
ｍ
・
雷
神
冒
号
画
・
風
神
ぐ
ご
Ｐ
・
雨
神
闘
『
旨
ご
画
・
水
神
言
画
、
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
而
も
こ
れ
ら
を
擬
人
化
す

る
こ
と
で
、
想
像
の
世
界
で
神
々
と
睦
み
合
う
こ
と
に
歓
喜
し
て
い
る
の
で
あ
浄

※
「
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
」
に
於
て
は
、
雷
神
旨
号
画
を
英
雄
軍
神
と
し
て
擬
人
化
す
る
こ
と
で
、
ア
ー
リ
ァ
民
族
戦
士
の
理
想
の
英
雄
を
「
イ
ン
ド
ラ

天
」
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
あ
る
。
従
っ
て
ア
ー
リ
ァ
民
族
が
先
史
イ
ン
ダ
ス
文
明
を
破
壊
し
先
住
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
民
族
を
駆
逐
し
て
い
っ
た
史

実
は
、
全
く
神
話
の
世
界
へ
と
転
換
さ
れ
「
イ
ン
ド
ラ
天
が
大
敵
ダ
ス
ュ
ロ
画
切
言
（
卑
狼
な
る
賎
し
き
者
）
を
滅
ぼ
す
」
と
い
う
、
イ
ン
ド
ラ
天

の
讃
詠
に
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）
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一
回
的
事
件
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
而
も
単
称
的
号
同
盟
習
一
目
の
。
確
然
的
命
題
号
同
酌
め
ぬ
の
『
８
号
号
の
の
ｇ
函
つ
ま
り
個
性
記
述
的
学

問
昌
。
、
国
で
三
の
号
。
：
言
の
目
鼻
農
（
歴
史
科
字
）
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
な
か
つ
趣
電
の
で
あ
る
。

①
ｐ
ｐ
宍
０
ｍ
ｍ
目
豆
一
目
言
○
巨
富
同
の
口
且
ｇ
く
曽
闘
ｇ
８
．
９
画
。
ｓ
の
口
昌
己
旨
旨
冨
の
８
『
一
。
巴
○
匡
昌
口
の
・
山
崎
利
男
訳
『
イ
ン
ド
古
代
中
匡

三
’
四
頁
。
二
○
’
二
一
頁
。
昭
和
四
一
年
・
岩
波
書
店
。

②
中
村
元
博
士
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
人
の
歴
史
意
識
の
欠
如
に
つ
い
て
「
…
…
イ
ン
ド
の
史
書
は
、
史
書
と
い
う
よ
り
芸
術
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
は
通

例
韻
文
を
も
っ
て
著
さ
れ
て
い
る
。
…
…
イ
ン
ド
人
は
芸
術
的
視
点
か
ら
過
去
を
美
化
し
、
理
想
化
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
数
学
と
か
前
後
の
順

序
と
か
地
域
・
場
所
と
か
の
正
確
な
る
記
戦
と
い
う
無
味
乾
燥
な
こ
と
は
こ
れ
を
遠
ざ
け
る
の
で
あ
る
…
…
」
（
「
東
洋
人
の
思
惟
方
法
』
第
一
部
イ

ン
ド
・
シ
ナ
人
の
思
惟
方
法
’
二
四
四
頁
・
昭
和
二
三
年
・
み
す
ず
書
房
）
。

③
イ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
カ
ー
ス
ト
（
身
分
制
）
の
問
題
は
、
古
代
イ
ン
ド
と
い
う
限
ら
れ
た
歴
史
の
問
題
で
は
な
く
、
当
に
現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る

生
々
し
い
政
治
的
・
社
会
的
・
人
権
的
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
事
例
を
朝
日
新
聞
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
支
局
長
・
長
岡
昇
氏
の
通
信
寄
稿
を
転
戦
し
て
参

注
。
「
イ
ン
ド
の
深
い
苦
悩
ｌ
カ
ー
ス
ト
抗
争
、
再
燃
か
」
↓
「
イ
ン
ド
独
特
の
身
分
差
別
制
度
カ
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
抗
争
が
再
燃
す
る
気
配
を
見
せ
て

い
る
。
火
元
は
ネ
パ
ー
ル
に
接
す
る
人
口
が
イ
ン
ド
最
大
の
州
・
ウ
シ
タ
ル
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
だ
。
イ
ン
ド
の
縮
図
と
い
わ
れ
る
こ
の
州
で
二
年
前
、

イ
ス
ラ
ム
教
モ
ス
ク
破
壊
事
件
を
き
っ
か
け
に
宗
教
暴
動
が
起
き
、
ヒ
ン
ズ
ー
、
イ
ス
ラ
ム
両
教
徒
の
抗
争
が
全
国
に
広
が
っ
た
。
そ
の
揺
り
も
ど

し
で
昨
年
十
一
月
、
州
議
会
選
挙
で
は
暴
動
の
引
き
金
を
引
い
た
ヒ
ン
ズ
ー
至
上
主
義
の
宗
教
政
党
が
敗
れ
、
「
カ
ー
ス
ト
政
党
」
の
社
会
党
・
大

衆
社
会
党
連
合
が
大
曜
進
し
た
。
社
会
党
の
支
持
基
盤
は
後
進
農
民
カ
ー
ス
ト
、
大
衆
社
会
党
は
最
低
辺
の
被
差
別
カ
ー
ス
ト
が
票
田
。
両
党
と
も

宗
教
融
和
を
訴
え
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
支
持
を
得
て
州
政
権
を
握
っ
た
。
新
政
権
は
…
…
宗
教
政
党
の
息
の
か
か
っ
た
官
僚
を
閑
職
に
追
い
や
り
、
政

権
幹
部
の
属
す
る
カ
ー
ス
ト
出
身
者
を
昇
進
さ
せ
る
露
骨
な
人
事
を
始
め
た
。
そ
の
う
え
、
地
方
公
務
員
の
採
用
や
大
学
入
学
枠
の
五
○
％
を
後
進
。

被
差
別
カ
ー
ス
ト
出
身
者
に
割
り
当
て
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
上
・
中
位
カ
ー
ス
ト
は
猛
反
発
し
て
い
る
。
と
く
に
被
差
別
カ
ー
ス
ト
の
少
な
い

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
ウ
ッ
タ
ラ
ヵ
ン
ド
地
方
の
反
対
は
激
し
く
州
の
分
離
運
動
に
発
展
し
た
。
十
月
上
旬
に
は
州
の
分
離
を
要
求
す
る
デ
モ
隊
が
首
都
に

向
か
お
う
と
し
て
治
安
部
隊
と
衝
突
し
十
数
人
が
死
亡
し
た
。
州
政
権
は
「
わ
が
州
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
加
え
れ
ば
後
進
・
被
差
別
人
口
比
は
七
○

考
と
し
た
い
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

(”）



古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

％
を
超
え
る
。
ま
だ
控
え
め
な
く
ら
い
だ
」
と
い
う
。
南
部
諸
州
で
も
カ
ー
ス
ト
が
政
治
の
前
面
に
出
つ
つ
あ
る
。
宗
教
暴
動
・
地
震
・
ペ
ス
ト
。

そ
し
て
カ
ー
ス
ト
抗
争
、
イ
ン
ド
の
苦
悩
は
深
い
。
（
平
成
六
年
十
月
二
十
一
日
・
朝
日
新
聞
・
ミ
ニ
時
評
欄
）

側
玄
美
撰
『
大
唐
西
域
記
』
大
正
蔵
五
一
巻
四
八
七
五
頁
。

⑤
旨
冒
、
菌
‐
鼻
胃
目
、
由
勝
言
画
・
田
辺
繁
子
訳
『
マ
ヌ
の
法
典
』
第
三
章
二
三
二
条
岩
波
文
庫
一
○
四
頁
。

⑥
嬰
回
目
他
の
い
、
弓
鴬
鈩
『
吾
恩
勝
胃
、
９
百
匡
己
］
ｐ
恥
中
野
義
照
訳
『
カ
ウ
テ
イ
ル
ャ
実
利
論
』
第
一
巻
第
三
章
九
頁
・
昭
和
二
○
年
・
生
活
社
。

、
注
⑥
同
書
・
第
一
巻
第
五
章
十
一
頁
。

⑧
坂
本
・
岩
本
共
訳
注
『
法
華
経
』
下
巻
十
二
頁
・
岩
波
文
庫
。

⑨
注
⑧
同
書
・
下
巻
二
八
頁
。

伽
辻
直
四
郎
訳
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
岩
波
文
庫
一
五
○
’
一
五
一
頁
・
昭
和
四
五
年
刊
。

伽
注
⑩
同
書
・
一
五
四
頁
。
毎
日
新
聞
社
編
『
東
洋
の
名
著
』
所
収
「
ヴ
ェ
ー
ダ
識
歌
」
一
七
○
頁
併
参
照
。

伽
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
第
三
巻
古
代
３
．
所
収
・
小
西
正
捷
「
イ
ン
ダ
ス
文
明
と
ア
ー
リ
世
界
の
背
景
」
。
世
界
美
術
全
集
（
全
二
九
巻
古
代
初
期
・

所
収
「
イ
ン
ダ
ス
文
明
の
美
術
」
平
凡
社
・
昭
和
二
六
年
刊
。

⑬
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
第
三
巻
所
収
・
岩
本
裕
「
ア
ー
リ
ァ
世
界
と
ガ
ン
ジ
ス
古
代
諸
国
」
参
・

側
後
期
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
に
ア
ー
リ
ア
民
族
が
ガ
ン
ジ
ス
流
域
へ
進
出
し
た
と
す
る
も
の
に
、
叙
事
詩
「
マ
ハ
ー
パ
ー
ラ
タ
」
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る

ク
ル
族
の
「
ク
ル
・
ク
シ
エ
ト
ラ
冒
昌
訂
の
言
、
（
現
デ
リ
ー
近
郊
）
」
に
お
け
る
大
斗
争
を
語
る
詩
偏
の
内
容
が
ガ
ン
ジ
ス
河
進
出
を
語
っ
て
い

る
と
す
る
。
そ
の
事
は
「
カ
タ
ー
・
サ
リ
ッ
ト
・
サ
ー
ガ
ラ
冨
吾
口
’
３
鼻
‐
ｍ
凋
口
目
」
（
岩
波
文
庫
（
全
四
巻
）
四
巻
一
五
三
’
一
五
四
頁
）
中

で
も
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
マ
ハ
ー
パ
ラ
タ
の
英
雄
「
パ
リ
ク
シ
ッ
ト
王
勺
胃
弄
ｍ
Ｅ
と
そ
の
子
孫
ジ
ャ
ナ
メ
ー
ジ
ャ
王
の
名
が
「
ブ
ラ
フ

マ
ナ
文
献
」
に
見
え
る
事
が
、
ア
ー
リ
ア
民
族
進
出
の
事
実
を
語
っ
て
い
る
と
す
る
。
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
第
三
巻
古
代
３
所
収
・
岩
本
裕
「
ア
ー

リ
ア
世
界
と
ガ
ン
ジ
ス
古
代
諸
国
」
参
照
。

㈱
ｚ
・
ロ
匡
蔦
９
行
諄
冨
、
ロ
匡
ｍ
ｏ
凰
亘
、
ご
巳
・
Ｐ
。
、
凰
日
・
口
お
つ
ｌ
お
』
．

月
灯
三
昧
経
の
説
く
末
法
観
の
詳
し
い
研
究
は
、
密
波
羅
鳳
洲
「
三
昧
経
に
お
け
る
時
機
観
」
（
日
本
仏
教
学
界
年
報
四
九
号
）
を
参
照
さ
れ
た

、
。

↓

側
詞
ぽ
・
ぐ
口
匙
買
興
の
且
号
日
日
口
で
匡
且
胃
弄
ｐ
‐
呂
耳
ｐ
・
国
巨
＆
言
騨
の
画
口
の
胃
詳
弓
の
曽
・
ｚ
Ｏ
観
勺
・
〕
ｇ
・

ロ
・
言
○
ｍ
誉
画
Ｈ
ｐ
ｍ
。
・
○
弓
、
匡
呂
丘
輿
の
ｍ
Ｑ
ｑ
き
ゆ
同
旨
、
で
壱
○
口
『
弄
画
‐
の
三
門
閏
昌
．
”
ｏ
冒
画
口
旨
且
価
回
・
く
の
ａ
ｍ
ａ
弓
の
嵐
．
固
］
全

(IOO)



叩
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
』
中
巻
二
五
六
頁
・
岩
波
文
庫
。

側
注
⑰
同
書
・
中
巻
一
五
二
頁
。
大
正
蔵
九
巻
㈹
三
六
頁
。

側
坂
本
・
岩
本
訳
注
『
法
華
経
」
下
巻
二
○
六
頁
。
大
正
蔵
九
巻
Ｈ
五
四
頁
。

剛
中
村
元
『
比
較
思
想
史
』
岩
波
全
書
二
○
一
’
二
○
二
頁
。

倒
乏
・
乏
旨
号
仔
、
。
ｇ
ｏ
の
、
。
言
。
宮
口
且
ｚ
ｇ
胃
昌
ゆ
め
の
ｐ
ｍ
ｏ
冨
震
屋
震
。
篠
田
英
雄
訳
「
歴
史
と
自
然
科
学
」
岩
波
文
庫
八
・
二
二
・
三
○
頁

昭
和
四
年
十
二
月
刊
。

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
（
町
田
）

（
平
成
六
年
十
一
月
二
十
八
日
）

(I")



目
次解

題（
１
）
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
農
阿
部
清
太

郎
発
意
ニ
テ
同
村
農
近
藤
嘉
十
郎
外
六
名
明
治
四
年
水

災
ニ
テ
年
貢
上
納
シ
難
キ
歎
願
及
フ
可
ク
ト
他
村
ヲ
誘

引
シ
為
メ
ニ
各
郡
村
々
動
揺
為
シ
タ
ル
ニ
付
処
刑
方
ノ

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る

農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
五
．
完
）

件

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令
（
Ⅲ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
農
清
野
弥

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
…
…
代
次
外
九
名
田
畑
改
正
ニ
テ
難
渋
二
付
歎
願
ス
可
ク
多

…
…
…
以
上
第
一
回
第
六
十
二
号
人
数
寄
合
遂
二
大
里
正
山
口
村
小
坂
石
平
外
二
名
宅
へ

（
三
）
阿
部
清
太
郎
外
七
名
口
供
書
押
懸
家
財
打
砕
又
ハ
焼
捨
乱
暴
及
ヒ
シ
ニ
付
処
刑
方
ノ

件

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
五
。
完
）
（
中
山
）

（
Ⅱ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
農
黒
田
小
太
郎

外
七
名
前
件
（
Ｉ
の
事
件
ｌ
中
山
註
）
｜
一
関
シ
願
書

ヲ
執
筆
シ
或
ハ
暴
動
二
附
従
為
シ
タ
ル
’
一
付
処
分
方
ノ

件

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

（
三
）
黒
田
小
太
郎
外
七
名
口
供
書
…
…
…
…
・
・
・
以

上
第
二
回
第
六
十
三
号

中
山
光
勝

(I")



（
Ｖ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
農
塩
見
虎
三

郎
外
四
名
近
郷
村
々
動
揺
ヲ
聞
同
断
出
願
ス
可
ク
寄
合

出
張
役
人
へ
歎
願
書
差
出
シ
他
村
ノ
暴
動
二
関
セ
サ
ル

｜
一
依
り
無
罪
ダ
ル
可
キ
ャ
ノ
件

（
Ⅳ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
農
吉

村
新
三
外
七
名
貢
米
十
分
一
納
願
出
可
ク
多
人
数
寄
合

遂
二
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
外
二
名
宅
へ
押
懸

ヶ
家
財
打
砕
又
ハ
放
火
及
ヒ
シ
ニ
付
処
刑
方
且
新
三
ハ

同
囚
破
牢
ノ
企
ア
ル
ヲ
密
告
セ
シ
｜
一
依
り
死
一
等
ヲ
減

ス
可
キ
ャ
ノ
件

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
オ
ョ
ビ
同
年
九
月
二
十

四
日
・
岡
山
県
処
刑
伺

（
三
）
吉
村
新
三
外
七
名
口
供
書
…
…
…
…
…
以
上

第
四
回
第
六
十
五
号

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
五
。
完
）
（
中
山
）

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令
（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
（
二
）
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

（
三
）
清
野
弥
代
次
外
九
名
口
供
書
…
…
…
…
…
以
（
三
）
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
口
供
書
…
…
…
…
以
上

上
第
三
回
第
六
十
四
号
第
五
回
本
号
掲
載

隣
国
動
揺
ノ
際
一
村
二
十
余
人
同
行
歎
願
ス
ト
難
モ
虎
三
郎

外
二
人
ハ
其
願
ノ
発
意
迄
ニ
シ
テ
多
衆
ヲ
糾
合
ス
ル
ノ
情
無

ク
官
吏
ノ
説
諭
ヲ
遵
奉
シ
衆
人
ヲ
帰
村
セ
シ
メ
挙
村
暴
動
二

響
応
ス
ル
者
無
シ
唯
魁
首
ト
ナ
リ
里
正
ヲ
経
ス
シ
テ
出
願
ス

ル
ヲ
以
テ

雑
犯
律
不
応
為
重
二
擬
シ
杖
七
十
情
偶
諒
ス
ヘ
キ
ヲ
以
テ

賦
罪
金
五
両
一
分
塩
見
虎
三
郎

同
上
ノ
従
一
等
ヲ
減
シ
杖
六
十

（
Ｖ
）
岡
山
県
伺
備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
農
塩
見
虎
三

郎
外
四
名
近
郷
村
々
動
揺
ヲ
聞
同
断
出
願
ス
可
ク
寄
合

出
張
役
人
へ
歎
願
書
差
出
シ
他
村
ノ
暴
動
二
関
セ
サ
ル

ニ
依
り
無
罪
ダ
ル
可
キ
ャ
ノ
件

（
一
）
（
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指

〈
わ
）

(I")



左
之
通

備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
百
姓
塩
見
虎
三
郎
外
四
人
吟
味
仕
候
処

三
宅
喜
佐
治

鬮
罪
金
四
両
二
分
宛

塩
見
美
喜
三

新
条
例
兇
徒
聚
衆
ノ
従
ニ
シ
テ
塙
屋
ヲ
段
シ
者
不
応
為
重
杖
七
十

懲
役
七
十
日
久
保
石
松

小
隊
長
馬
ヲ
馳
セ
鎮
撫
号
令
ス
ル
ヲ
見
テ
酔
狂
二
乗
シ
戯
慢

無
状
之
ヲ
妨
ク
ル
者

雑
犯
律
不
応
為
重
二
擬
シ
杖
七
十

懲
役
七
十
日
三
木
桂
次
郎

團
團
團
圖
團
圖

扣
備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
百
姓
塩
見
虎
三
郎
外
四
人
御
仕
置

伺
書

岡
山
県

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
五
．
完
）
（
中
山
）

（
二
）
（
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
）

備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
百
姓
塩
見
虎
三
郎

申
三
十
六
歳

右
塩
見
虎
三
郎
義
去
辛
未
年
五
月
洪
水
二
而
村
方
之
内
岡
分
ハ
格

別
難
渋
二
付
村
内
百
姓
三
宅
喜
佐
治
塩
見
美
喜
三
其
外
へ
も
申
談

上
道
郡
沖
新
田
三
番
住
居
郷
佐
役
藤
原
敏
造
へ
出
願
致
し
度
尤
惣

代
与
し
て
右
三
人
可
参
考
候
処
右
岡
分
之
者
二
十
七
八
人
参
度
申

出
一
同
南
之
方
下
筋
江
向
ヶ
沖
新
田
へ
参
候
処
其
節
近
郷
村
々
人

気
不
穏
処
よ
里
岡
分
之
者
出
訴
致
し
候
由
申
一
時
二
騒
立
多
人
数

北
之
方
上
郷
へ
運
転
村
吏
之
宅
乱
暴
致
し
候
二
立
当
り
候
全
虎
三

郎
発
意
二
而
出
願
致
し
候
処
よ
里
村
々
動
揺
乱
暴
二
及
候
段
不
届

二
候
得
共
虎
三
郎
お
ゐ
て
ハ
沖
新
田
九
番
二
而
同
人
井
喜
佐
治
美

喜
三
惣
代
与
し
て
居
残
り
其
外
之
者
共
為
引
取
置
同
所
出
張
之
役

人
へ
歎
願
書
差
出
し
直
二
引
取
帰
村
致
し
候
岡
分
お
ゐ
て
ハ
ロ
ロ

ロ
村
々
動
揺
二
関
リ
不
居
申
且
歎
願
之
趣
も
筋
立
候
義
二
付
其
情

諒
察
し
無
罪
二
可
有
御
座
哉

但
動
揺
之
村
々
重
立
候
者
共
未
夕
相
分
不
申
候

（
以
上
十
八
字
朱
書
ｌ
中
山
註
）

備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
百
姓三
宅
喜
佐
治

(IO5)



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
五
．
完
）
（
中
山
）

申
四
十
四
歳
し
及
乱
暴
夫
ヨ
リ
一
同
二
随
ひ
同
郡
竹
原
村
楢
原
村
江
押
行
同
日

塩
見
美
喜
三
昼
九
ッ
時
頃
帰
宅
以
堂
し
候
右
様
乱
暴
お
よ
ひ
候
始
末
不
埒
二
付

申
二
十
七
歳
如
何
処
置
可
仕
哉

（
マ
マ
）

右
三
宅
喜
佐
治
塩
見
美
喜
三
義
村
内
百
姓
塩
見
虎
三
郎
ヨ
リ
村
方
但
右
畠
中
太
郎
宅
乱
暴
重
立
候
者
未
タ
相
分
し
不
申
候
（
以

難
渋
二
付
出
願
之
示
談
二
同
意
致
し
村
方
之
内
岡
分
之
者
二
十
七
上
二
十
一
字
朱
書
ｌ
ｌ
中
山
註
）

八
人
同
道
二
而
去
辛
未
年
十
二
月
三
日
暁
上
道
郡
沖
新
田
三
番
住

居
郷
佐
役
藤
原
敏
造
江
罷
越
候
節
近
郷
村
々
一
時
ニ
動
揺
致
し
上
備
前
国
上
道
郡
西
祖
村
百
姓

郷
へ
押
行
村
吏
之
居
宅
乱
暴
致
し
候
二
立
至
リ
候
全
虎
三
郎
談
示
三
木
桂
次
郎

二
同
意
致
し
岡
分
之
者
出
願
致
候
処
よ
里
村
々
動
揺
乱
暴
二
及
候
申
五
十
六
歳

段
不
埒
二
候
得
共
沖
新
田
九
番
江
罷
越
虎
三
郎
始
両
人
共
惣
代
与
右
三
木
桂
次
郎
義
去
辛
未
年
十
二
月
三
日
朝
近
郷
村
々
動
揺
之
節

し
て
居
残
其
外
之
者
共
為
引
取
置
同
所
出
張
之
役
人
江
歎
願
書
差
立
出
上
道
郡
内
ヶ
原
村
辺
よ
里
多
人
数
二
相
加
リ
同
郡
竹
原
村
へ

出
直
二
引
取
帰
村
致
し
候
岡
分
お
ゐ
て
ハ
村
々
動
揺
二
関
リ
不
居
押
行
同
所
二
而
飲
食
致
し
夫
ヨ
リ
同
郡
楢
原
村
之
内
土
橋
之
上
二

申
且
歎
願
之
趣
も
筋
立
候
義
二
付
虎
三
郎
同
様
無
罪
二
可
有
御
座
而
為
鎮
撫
出
張
致
し
居
候
小
隊
長
桜
井
鑑
吉
乗
馬
江
登
付
候
二
付

哉
馬
上
よ
里
突
倒
し
候
処
又
候
起
上
り
同
様
登
付
同
人
着
服
ヲ
損
し

候
右
粗
暴
之
始
末
不
埒
二
付
如
何
処
置
可
仕
哉

備
前
国
上
道
郡
西
祖
村
百
姓
右
之
通
二
御
座
候
御
仕
置
之
義
別
帳
口
書
四
冊
井
手
続
書
一
冊
共

久
保
石
松
相
添
此
段
相
伺
申
候
已
上

申
四
十
七
歳

國

右
久
保
石
松
義
去
辛
未
年
十
二
月
三
日
朝
近
郷
村
々
動
揺
致
し
候
明
治
五
年
壬
申
六
月
岡
山
県

人
数
ニ
加
リ
上
道
郡
内
ヶ
原
村
江
罷
越
同
村
里
正
畠
中
太
郎
方
へ

押
懸
多
人
数
乱
暴
致
し
候
節
倶
々
罷
越
塀
之
瓦
井
干
大
根
等
切
落
（
三
）
（
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
口
供
害
）

(〃6）



備
前
国
上
道
郡
百
枝
村
百
姓
塩
見
虎
三
郎
申
口

申
三
十
六
歳

先
般
村
方
之
者
共
出
願
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座

候
私
儀
農
業
専
ら
二
而
高
八
石
所
持
罷
在
候
然
ル
処
百
枝
月
村
ハ

字
上
分
中
分
岡
分
与
三
組
二
相
成
居
申
私
義
ハ
岡
分
示
て
候
昨

辛
未
年
五
月
洪
水
二
而
大
川
堤
破
壊
田
畑
場
所
二
寄
七
尺
余
も

砂
石
流
込
又
ハ
家
財
諸
道
具
共
流
失
仕
甚
難
渋
仕
候
者
も
不
少

御
座
候
処
同
七
月
下
旬
ヨ
リ
堤
田
畑
共
御
譜
請
御
取
懸
リ
男
女

老
幼
共
日
々
右
夫
役
相
勤
候
付
右
失
米
前
借
致
し
扶
持
米
二
仕

度
段
其
節
村
役
人
江
速
二
願
出
置
候
得
共
御
渡
し
無
之
其
後
九

月
十
二
日
限
御
普
請
相
済
候
付
午
後
度
々
御
催
促
申
上
候
処
右

申
奉
置
候
得
共
兎
角
御
渡
無
之
旨
村
役
人
ヨ
リ
被
申
聞
相
運
ひ

不
申
且
荒
所
御
取
調
之
上
田
方
ハ
皆
荒
二
被
仰
付
候
得
と
母
畑

方
ハ
半
免
上
納
二
被
仰
付
加
之
年
中
諸
入
用
米
□
□
口
持
主
へ

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料

備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
百
姓
塩
見
虎
三
郎
口
書

●

岡
山
県

扣

割
懸
仕
余
之
分
一
同
之
通
無
毛
地
も
高
掛
リ
ニ
相
成
甚
難
渋
差

迫
り
村
役
人
江
度
々
歎
願
い
堂
し
候
得
共
不
相
叶
処
よ
里
私
義

兼
而
御
熟
二
も
有
之
候
郷
佐
役
藤
原
敏
造
殿
上
道
郡
沖
新
田
三

番
江
御
住
居
候
付
右
難
渋
之
義
歎
願
仕
度
旨
心
付
村
内
百
姓
三

宅
喜
佐
治
塩
見
美
喜
三
江
申
談
候
処
同
意
致
候
ニ
付
同
年
十
二

月
三
日
夕
村
内
岡
分
之
者
而
已
二
十
七
八
人
右
喜
佐
治
宅
江
寄

合
候
処
ヨ
リ
右
藤
原
敏
造
殿
江
出
願
之
義
一
同
江
申
談
候
処
何

れ
も
同
意
二
付
倶
々
歎
願
之
趣
相
認
メ
尤
一
同
之
者
参
候
而
ハ

不
宜
二
付
右
美
喜
三
喜
佐
治
私
共
三
人
惣
代
午
し
て
参
候
旨
申

聞
候
処
右
三
人
之
難
渋
二
も
無
之
一
同
之
義
ニ
付
是
非
共
同
道

参
候
様
一
同
ヨ
リ
申
出
候
付
翌
四
日
暁
右
二
十
七
八
人
之
者
共

立
出
途
中
二
而
右
藤
原
敏
造
殿
ハ
沖
新
田
九
番
へ
御
出
張
之
由

承
り
同
所
へ
向
参
候
処
御
同
人
御
出
張
無
之
同
郡
大
里
正
沖
新

田
外
七
番
角
南
作
五
口
殿
御
出
張
有
之
二
付
右
歎
願
之
趣
申
上

候
処
無
程
御
官
員
様
御
出
張
候
付
喜
佐
治
美
喜
三
私
共
三
人
居

残
り
其
外
之
者
共
ハ
引
取
候
様
被
申
聞
候
付
一
同
引
取
ら
せ
置

私
始
三
人
罷
在
候
処
監
寮
掛
権
大
属
大
嶋
守
人
様
租
税
掛
窪
田

升
三
様
御
廻
村
二
而
御
出
二
付
右
歎
願
之
趣
申
上
候
処
一
応
御

聞
届
追
而
御
処
置
も
可
有
之
旨
被
仰
聞
候
付
直
二
同
日
七
時
頃

帰
村
仕
候
処
同
晩
ヨ
リ
近
郷
同
郡
寺
山
村
内
ケ
原
村
外
村
々
之

者
共
動
揺
仕
内
ヶ
原
村
里
正
畠
中
太
郎
宅
乱
暴
仕
夫
ヨ
リ
同
郡

（
五
。
完
）
（
中
山
）

(〃7）



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料

楢
原
村
へ
押
懸
ヶ
居
申
旨
承
り
実
二
相
驚
申
候
私
方
村
方
岡
分

之
者
共
ハ
其
侭
帰
村
仕
右
動
揺
二
者
不
加
義
二
御
座
候
前
条
九

番
二
而
一
同
空
腹
相
成
村
役
人
へ
願
上
一
飯
ヲ
請
ひ
其
後
飯
料

払
入
申
候
御
普
請
夫
米
も
一
同
之
通
去
暮
御
渡
し
相
成
頂
戴
仕

候
義
二
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
ハ
実
以
難
渋
情
願
之
筋
有
之
候
得
ハ

壱
人
立
穏
二
其
筋
々
江
可
申
出
一
同
之
者
押
而
参
候
旨
申
立
候
得

ハ
其
節
処
置
振
も
可
有
之
処
無
其
義
村
内
一
同
之
者
共
出
願
致
候

処
ヨ
リ
其
風
波
及
他
村
之
者
共
同
意
与
ハ
不
相
聞
候
得
共
村
々
動

揺
村
吏
之
居
宅
及
乱
暴
候
二
立
至
り
其
節
他
村
江
も
談
示
候
義
可

有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ
被
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
候
義
更
二
無
御

座
頑
愚
之
処
よ
里
前
後
不
弁
不
図
御
見
分
奉
備
候
段
申
上
候
処
右

様
村
内
之
者
同
道
出
願
致
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
キ

無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
五
月
十
四
日

塩
見
虎
三
郎

断
獄
御
役
所

備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
百
姓
笙
瀧
燕
奉
口
書

扣

岡
山
県

（
五
．
完
）
（
中
山
）備

前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
百
姓三
宅
喜
佐
治

申
四
十
四
歳

塩
見
美
喜
三

申
二
十
七
歳

右
申
口

先
般
村
方
之
者
共
出
願
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座

候
私
共
義
農
業
専
ら
二
而
喜
佐
治
義
高
拾
石
三
斗
美
喜
三
義
高
拾

四
石
所
持
罷
在
候
然
ル
処
私
共
義
村
方
字
岡
分
与
申
所
二
而
昨

辛
未
年
五
月
洪
水
二
而
大
川
堤
破
壊
田
畑
場
所
二
寄
七
尺
余
も

砂
石
流
込
又
ハ
家
財
諸
道
具
流
失
仕
甚
難
渋
仕
候
者
も
不
少
御

座
候
処
同
七
月
下
旬
ヨ
リ
堤
田
畑
井
御
普
請
御
取
懸
リ
ニ
付
男

女
老
若
共
日
々
右
夫
役
相
勤
候
付
右
夫
米
前
借
致
し
扶
食
二
仕

度
段
村
役
人
江
速
二
願
出
置
候
得
共
御
渡
無
之
且
荒
所
御
見
分

之
上
田
方
ハ
皆
荒
二
被
仰
付
侯
得
共
畑
方
ハ
半
免
上
納
二
被
仰

付
加
之
年
中
諸
入
用
米
□
□
口
持
高
江
割
掛
仕
候
分
無
毛
地
も

一
同
之
通
高
掛
二
相
成
甚
難
渋
差
迫
村
役
人
江
度
々
歎
願
致
候

得
共
不
相
叶
処
ヨ
リ
村
内
御
百
姓
塩
見
虎
三
郎
義
兼
而
御
懇
意

一
一
も
有
之
候
郷
佐
役
藤
原
敏
造
殿
上
道
郡
沖
新
田
三
番
江
御
住

居
二
付
右
難
渋
之
義
歎
願
仕
度
旨
私
共
江
申
談
候
付
同
意
仕
同

(I")



年
十
二
月
三
日
夕
村
内
岡
分
之
者
而
已
二
十
七
八
人
喜
佐
治
宅

江
寄
合
虎
三
郎
ヨ
リ
右
藤
原
敏
造
殿
江
出
願
之
義
一
同
江
申
談

候
処
何
連
も
同
意
仕
候
二
付
倶
々
難
渋
之
趣
相
認
虎
三
郎
私
共

三
人
惣
代
与
し
て
参
り
候
様
申
聞
候
処
右
三
人
者
難
渋
二
も
無

之
一
同
之
義
ニ
付
是
非
共
同
道
参
候
様
一
同
ヨ
リ
申
出
候
付
翌

四
日
暁
右
二
十
七
八
人
之
者
共
立
出
途
中
二
而
右
藤
原
敏
造
殿

ハ
沖
新
田
九
番
江
御
出
張
之
由
承
り
同
所
江
向
ヶ
参
り
候
処
御

同
人
御
出
張
無
之
同
郡
大
里
正
沖
新
田
外
七
番
角
南
作
五
口
殿

御
出
張
有
之
二
付
右
歎
願
之
趣
申
上
候
処
無
程
御
官
員
様
御
出

張
二
付
虎
三
郎
私
共
居
残
り
其
外
之
者
共
ハ
引
取
候
様
被
申
聞

候
付
一
同
引
取
ら
セ
置
右
三
人
罷
在
候
処
監
察
掛
権
大
属
大
島

守
人
様
租
税
掛
窪
田
升
三
様
御
廻
村
二
而
御
出
候
付
右
歎
願
之

趣
申
上
候
処
一
応
御
聞
届
追
而
御
処
置
も
可
有
之
旨
被
仰
聞
候

付
直
二
同
日
セ
ツ
時
頃
帰
村
仕
候
処
同
暁
よ
里
近
郷
同
郡
寺
山

村
内
ヶ
原
村
分
村
々
之
者
共
動
揺
仕
内
ヶ
原
村
里
正
畠
中
太
郎

宅
乱
暴
仕
夫
よ
里
同
郡
楢
原
村
江
押
懸
ヶ
居
申
旨
承
り
実
二
相

驚
申
候
私
村
方
岡
分
之
者
共
ハ
其
侭
帰
村
仕
右
動
揺
ニ
ハ
不
相

加
義
二
御
座
候
前
件
九
番
二
而
一
同
空
腹
相
成
村
役
人
江
願
上

一
飯
ヲ
請
ひ
其
後
飯
料
払
入
申
候
御
普
請
夫
米
者
去
暮
御
渡
し

相
成
頂
戴
仕
候
義
二
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
ハ
実
以
難
渋
情
願
之
筋
有
之
候
得
者

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料

備
前
国
上
道
郡
西
祖
村
百
姓久
保
石
松
申
口

申
四
十
七
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

（
五
。
完
）
（
中
山
）

壱
人
立
穏
二
其
筋
々
江
可
申
出
一
同
之
者
押
而
参
候
旨
申
立
候
得

ハ
其
節
処
置
振
も
可
有
之
処
無
其
義
村
内
一
同
之
者
と
も
出
願
致

し
候
処
ヨ
リ
其
風
波
及
い
堂
し
他
村
之
者
共
同
意
与
ハ
不
相
聞
候

得
共
村
々
動
揺
村
吏
之
居
宅
及
乱
暴
候
二
立
至
り
其
外
見
聞
以
堂

し
居
申
義
有
之
候
ハ
與
可
申
出
旨
再
応
御
吟
味
ヲ
被
候
得
共
前
条

之
外
差
蔵
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
処
右
様
村
内
之
者
同
道
出

願
致
し
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
五
月
十
四
日
三
宅
喜
佐
治

塩
見
美
喜
三

断
獄
御
役
所

備
前
国
上
道
郡
西
祖
村
百
姓
久
保
石
松
口
書

扣

岡
山
県

(I")



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料

私
義
農
業
専
ら
二
而
高
四
石
三
斗
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
去
辛

未
年
十
二
月
四
日
暁
近
郷
村
々
動
揺
仕
村
方
之
者
共
一
同
立
出

候
付
私
義
も
無
拠
罷
出
候
処
上
道
郡
内
ヶ
原
村
郷
中
法
性
寺
屹

と
申
処
江
多
人
数
寄
集
罷
在
夫
ヨ
リ
山
之
南
内
ヶ
原
村
江
一
同

下
り
候
付
倶
々
罷
越
涯
航
周
満
迺
造
家
ヨ
リ
酒
持
出
し
私
義
少
々

酌
飲
仕
候
処
大
酔
仕
候
夫
ヨ
リ
多
人
数
之
者
同
村
里
正
畠
中
太

郎
方
江
押
懸
ヶ
候
付
私
義
も
附
随
ひ
跡
よ
里
罷
越
候
処
最
早
門

内
ハ
多
人
数
二
而
這
入
候
事
不
相
成
乱
暴
相
働
居
候
付
私
義
酔

中
二
乗
し
裏
手
へ
廻
り
塀
之
瓦
二
十
四
五
枚
取
投
捨
又
者
長
屋

之
軒
二
釣
有
之
干
大
根
五
懸
ヶ
程
鎌
二
而
切
落
し
申
候
多
人
数

之
者
共
家
財
諸
道
具
共
持
出
し
門
前
二
而
焼
捨
罷
在
候
得
共
私

義
ハ
携
リ
不
申
候
夫
よ
里
一
同
二
随
ひ
同
郡
竹
原
村
通
り
よ
里

楢
原
村
江
出
同
村
二
而
踏
留
居
申
処
同
五
日
朝
租
税
懸
リ
児
嶋

復
三
郎
様
角
藤
新
八
郎
様
窪
田
升
三
様
御
出
張
二
而
早
々
引
取

願
筋
有
之
候
ハ
掻
惣
代
ヲ
以
穏
二
申
出
候
様
御
申
聞
被
成
一
同

引
取
候
付
私
義
も
同
日
九
シ
時
頃
引
取
帰
宅
仕
候
義
二
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
ハ
実
以
難
渋
歎
願
之
筋
有
之
候
得
ハ
穏

二
其
筋
々
江
可
申
出
之
処
無
其
義
多
人
数
二
与
し
村
吏
之
宅
江
押

懸
倶
々
手
ヲ
着
暴
動
致
し
候
上
ハ
其
節
先
立
候
者
見
覚
へ
或
ハ
姓

名
等
伝
聞
候
義
可
有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ
被
り
候
得
共
前
条
之
外

差
蔵
候
義
更
二
無
御
座
段
申
上
候
処
右
様
多
人
数
二
与
し
村
吏
之

（
五
．
完
）
（
中
山
）

居
宅
へ
押
懸
倶
々
手
ヲ
着
暴
動
致
し
候
始
末
不
埒
至
極
之
旨
御
吟

味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
五
月
十
四
日
久
保
石
松

備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
百
姓

三
木
桂
次
郎
申
口

申
五
十
六
歳

先
般
村
々
一
同
動
揺
仕
候
始
末
有
体
申
上
候
様
御
吟
味
二
御
座
候

私
義
農
業
専
ら
二
而
高
拾
七
石
所
持
仕
居
申
候
然
ル
処
去
辛
未

年
十
二
月
四
日
暁
村
方
之
内
岡
分
之
者
共
出
訴
仕
候
趣
承
り
村

方
之
者
共
立
出
候
付
私
義
も
同
朝
五
半
時
頃
上
道
郡
西
大
寺
村

迄
参
候
処
右
岡
分
之
者
共
罷
帰
居
申
ニ
付
私
義
も
同
道
帰
村
仕

居
候
処
尚
又
同
郡
内
ヶ
原
掴
饗
騨
膝
呈
雁
写
申
山
江
近
郷
村
々

備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
百
姓
三
木
桂
次
郎
口
書岡

山
県

断
獄
御
役
所

扣

("0)



右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
六
月
四
日

之
者
寄
集
罷
在
候
旨
承
り
罷
越
候
処
一
同
之
者
共
同
郡
内
ケ
原

村
与
里
同
郡
竹
原
村
江
向
押
行
候
付
跡
よ
里
附
随
罷
越
同
村
之

内
酒
造
家
よ
里
酒
持
出
し
候
付
多
人
数
倶
々
酒
飲
候
処
私
義
大

酔
仕
前
後
忘
却
一
同
之
者
二
随
ひ
同
郡
楢
原
村
へ
出
候
処
同
村

土
口
之
上
二
而
小
隊
長
桜
井
鑑
吉
様
一
同
之
者
江
早
々
引
取
候

様
御
制
取
被
為
成
候
節
私
義
酔
中
二
而
御
同
人
様
御
馬
江
登
付

候
処
突
倒
さ
れ
又
起
上
リ
同
様
登
付
候
処
御
着
服
少
々
損
し
候

由
夫
ヨ
リ
同
村
酒
造
家
二
而
又
候
酒
飲
候
処
益
熟
酔
仕
帰
路
難

覚
翌
暁
帰
宅
仕
其
後
前
条
之
趣
承
知
仕
奉
恐
入
候
義
二
御
座
候

右
之
通
申
上
候
付
被
仰
聞
候
ハ
村
々
ヨ
リ
多
人
数
押
行
候
付
相
加

リ
候
義
二
候
ハ
Ｌ
心
得
方
も
可
有
之
筈
無
其
義
衆
人
二
先
立
御
出

張
役
人
江
対
し
粗
暴
之
挙
動
有
之
上
ハ
尚
暴
動
致
し
候
義
可
有
之

好
再
応
御
吟
味
ヲ
受
候
得
共
前
条
之
外
差
蔵
候
義
更
二
無
御
座
段

申
上
候
処
右
様
役
人
江
対
し
粗
暴
之
挙
動
致
し
候
始
末
不
埒
至
極

之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
披
無
御
座
奉
恐
入
候

断
獄
御
役
所

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
（
五
。
完
）
（
中
山
）

三
木
桂
次
郎

(III)



高
座
石
妙
石
庵
の
開
基
は
学
禅
院
日
逢
上
人
で
あ
る
。
上
人
は
七
○
四
（
宝
永
元
）
年
九
月
十
五
日
に
遷
化
さ
れ
て
い
る
が
、
存
生
発

起
人
と
し
て
高
座
石
の
祖
師
堂
を
新
建
立
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。
宝
永
三
年
十
月
十
三
日
の
日
付
が
あ
る
棟
札
が
妙
石
坊
に
現
存
す
る

が
、
身
延
山
三
十
三
世
遠
沽
院
日
亨
法
主
が
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
為
書
き
に
は
江
戸
一
結
講
中
が
祖
師
堂
新
建
立
の
施
主
で
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
棟
札
に
は
、
「
宮
殿
者
往
古
大
堂
有
之
改
造
之
時
移
此
堂
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
宮
殿
は
元
祖
師
堂
（
久

遠
寺
）
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
時
代
を
湖
る
こ
と
四
百
五
十
年
前
、
天
文
十
四
乙
巳
（
一
五
四
五
）
年
、
山
内
西
之
坊
日
祐
、
大
蓮
坊

日
守
が
施
主
と
な
り
大
工
池
上
縫
殿
允
正
重
ら
の
外
謹
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
遠
沽
院
日
亨
上
人
の
時
、
新
宮
殿
が
造
立
さ

れ
た
た
め
に
古
宮
殿
が
高
座
石
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
宮
殿
は
、
宝
永
五
戊
子
年
九
月
京
都
に
於
て
大
仏
師
山
田
式
部
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
諸
堂
建
立
記
の
久
遠
寺
本
に
は
金
子
五
百
両
余
成
．
就
之
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
し
く
出
来
上
っ
た
宮
殿

は
当
時
の
金
で
五
百
両
と
い
う
大
金
を
か
け
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
古
宮
殿
は
高
座
石
へ
と
金
十
両
也
で
下
げ
ら
れ
て

い
る
。
宝
永
五
年
（
一
七
○
八
）
か
ら
二
八
六
年
経
っ
た
本
年
（
一
九
九
四
）
、
そ
の
古
宮
殿
の
修
復
を
発
願
し
、
本
山
棲
神
閣
祖
師
堂

の
修
復
を
手
が
け
た
小
西
美
術
工
芸
に
依
頼
。
九
月
彼
岸
会
に
完
成
。
そ
の
折
、
祖
師
堂
内
を
整
頓
中
一
枚
の
板
札
を
発
見
、
横
四
十

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中

は
じ
め
に

奥
野
本
洋

(皿3）



高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

九
セ
ン
チ
、
縦
九
十
六
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
、
五
セ
ン
チ
の
そ
の
板
に
は
、
首
題
が
金
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
祖
師
講
中
、
現

当
二
世
と
あ
り
、
大
願
成
就
所
、
宝
永
五
戊
子
天
五
月
吉
祥
日
、
江
戸
浅
草
東
中
町
、
願
主
若
松
屋
茂
兵
衛
、
萬
屋
徳
兵
衛
の
名
が
あ
っ

芯
示
宝
永
五
年
五
月
と
い
え
ば
祖
師
堂
の
宮
殿
が
造
営
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
そ
の
古
宮
殿
の
修
復
を
発
願
し
た
時
に
、
祖
師
講
中
の
寄
進

者
名
が
数
多
く
書
か
れ
た
板
札
が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
の
も
何
か
深
い
因
縁
が
感
じ
ら
れ
た
。

妙
石
坊
は
妙
石
庵
と
し
て
学
禅
院
日
逢
に
よ
り
開
基
さ
れ
て
い
る
。
学
禅
院
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
七
面
山
参
道
に
影
向
坊
を

開
基
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
日
通
上
人
が
三
十
世
の
法
主
で
あ
り
、
そ
の
下
で
執
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
。
又
、
同
年
七
面
山
に

お
い
て
は
、
七
面
大
明
神
の
本
宮
を
は
じ
め
、
幣
殿
、
拝
殿
、
廊
下
、
御
供
屋
、
庫
裏
、
池
大
神
宮
、
随
身
門
、
鐘
堂
、
客
寮
、
龍
屋
の

一
式
が
通
師
の
名
の
も
と
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
に
関
し
て
も
執
事
で
あ
っ
た
学
禅
院
日
逢
の
力
が
強
く
働
い
て
い
た
と
み
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
七
面
山
の
登
り
口
に
あ
る
神
力
房
の
三
間
四
間
の
堂
を
建
立
す
る
時
に
も
学
禅
院
が
七
面
山
の
古
材
を
用
立
て

（
２
）

て
い
る
こ
と
が
身
延
山
諸
堂
建
立
記
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。

延
宝
七
年
に
日
脱
が
身
延
山
に
晋
山
す
る
が
、
日
脱
の
晋
山
に
つ
い
て
賛
成
派
の
最
右
翼
と
し
て
働
い
た
学
禅
院
の
力
は
、
さ
ら
に
強

力
に
な
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
く
ら
法
主
や
執
事
の
力
が
強
く
と
も
、
そ
れ
に
答
え
て
諸
堂
建
立
等
に
丹
精
す
る
信
徒
が

な
く
て
は
諸
堂
の
整
備
は
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
。
学
禅
院
は
七
面
山
の
諸
堂
を
建
立
す
る
時
に
、
甲
駿
両
国
を
巡
っ
て
道
俗
を
勧
化
し

浄
財
を
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
代
の
身
延
山
へ
参
拝
す
る
信
徒
は
い
か
様
な
人
が
あ
っ
た
の
か
、
今
回
祖
師
講
中
の
板
札
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
を
機
会
と
し
て
、
少
し
く
考
察
を
試
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

日
身
延
山
の
信
徒

(nJ）



三
十
三
世
遠
沽
院
日
亨
上
人
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
宿
房
の
定
二
十
ヶ
房
他
四
ヶ
房
計
二
十
四
ケ
房
を
各
門
流
の
登
山
参
詣
の

際
の
宿
院
と
し
て
制
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国
各
地
か
ら
の
登
山
参
詣
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
身
延
山
々

内
支
院
各
坊
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
花
立
て
、
香
燈
、
あ
る
い
は
仏
具
等
に
書
き
残
さ
れ
た
施
主
、
奉
納
主
、
願
キ
尋
を
調
査
し
、

ど
の
地
域
か
ら
ど
の
よ
う
な
信
徒
の
参
詣
が
あ
っ
た
か
の
裏
付
け
を
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
宿
房
の
定
に
よ
れ
ば
江
戸
感
応
寺
門
中

が
樋
沢
坊
、
江
戸
当
門
徒
古
末
寺
が
大
林
房
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
の
信
徒
に
つ
い
て
は
、
両
房
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
ら
か
の

手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

又
身
延
山
久
遠
寺
、
七
面
山
敬
慎
院
、
奥
之
院
思
親
閣
等
の
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
徒
の
形
体
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
を
実
施
す
る
に
は
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
、
身
の
回
り
で
あ
る
高
座
石
妙
石
坊
の
調
査
の
み
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
中
期

の
江
戸
の
信
徒
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
境
内
妙
法
堂
の
鰐
口
に
は
、
施
主
江
戸
伊
勢
屋
廣
田
八
郎
右
衛
門
の
名
が
み
ら
れ
た
。
元
禄

六
（
一
六
九
三
）
年
五
月
十
五
日
と
日
付
け
が
あ
り
、
宗
恵
日
明
代
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
又
、
身
延
山
高
座
石
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
高
座
石
の
為
に
つ
く
ら
れ
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
恵
日
明
た
る
歴
代
住
職
は
い
な
い
た
め
、
妙
石
庵
が
開
基
さ
れ

る
前
、
庵
主
で
は
な
く
、
高
座
石
の
別
当
と
し
て
本
山
か
ら
直
接
任
命
さ
れ
て
い
た
人
で
あ
ろ
う
か
？
そ
の
頃
、
七
面
山
へ
の
参
道
と
し

て
参
拝
者
が
立
ち
寄
り
通
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
と
し
て
題
目
塔
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
題
目
塔
は
京
都
の
有
名
な
信
者
、
谷

口
一
族
の
妙
信
院
法
悦
が
施
主
で
あ
り
、
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
正
月
丁
丑
十
九
日
と
の
日
付
け
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
題
目
の
左
側
に

は
左
山
道
右
七
面
の
道
し
る
べ
と
し
て
の
案
内
が
刻
ま
れ
て
い
苧
妙
信
院
法
悦
に
つ
い
て
は
、
そ
の
親
と
思
わ
れ
る
法
春
日
陽
に
対
し
、

二
十
八
世
日
莫
法
主
が
本
尊
を
授
与
し
て
い
る
が
、
そ
の
本
尊
は
現
在
北
之
坊
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
年
代
を
み
る
に
寛
文
三
（
一
六
六

三
）
年
七
月
一
百
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
熱
心
に
身
延
山
へ
参
詣
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
又
、
貞
享
元
（
一

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

(亙5）



今
回
の
調
査
で
一
つ
わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
妙
石
坊
の
唐
銅
の
祖
師
の
台
座
に
は
、
元
禄
十
丁
丑
歳
（
一
六
九
七
）
年
七
月
廿
八
日

マ
マ

と
そ
の
鋳
造
さ
れ
た
日
付
け
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
参
詣
之
衆
中
硯
当
二
世
大
願
成
就
祈
者
也
、
法
界
万
霊
と
あ
り
、
そ
の
正
面
中
心
に
は

天
下
泰
平
国
土
安
全
、
そ
の
脇
に
江
戸
浅
草
東
中
町
講
中
五
拾
人
と
あ
り
、
右
端
に
は
神
田
鍋
町
御
鋳
物
師
太
田
駿
河
守
藤
原
正
儀
作
と

作
者
の
名
が
み
ら
れ
る
。
唐
銅
祖
師
の
信
者
は
江
戸
中
の
多
く
の
信
者
方
、
講
中
の
方
が
協
力
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
正
面
に
書
か
れ
て

（
５
）

い
る
五
十
名
は
江
戸
浅
草
東
中
町
の
講
中
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
お
く
れ
る
こ
と
九
年
目
の
宝
永
三
（
一
七
○
六
）
年
に
は
妙
石
坊
の
祖
師

堂
が
建
立
さ
れ
た
（
遠
沽
院
日
亨
の
棟
札
）
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
翌
々
年
の
宝
永
五
（
一
七
○
八
）
年
に
は
祖
師
講
中
に
よ
る
御
堂

造
成
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
宝
永
三
年
に
祖
師
堂
が
建
立
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
五
年
に
完
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
又
唐
銅
の
祖

師
も
鋳
造
さ
れ
た
の
は
元
禄
十
年
七
月
廿
八
日
で
あ
る
が
、
宝
永
五
年
の
板
札
の
裏
に
は
、
元
禄
十
一
年
八
月
上
洗
御
当
山
江
安
置
さ
れ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
奥
之
院
に
安
置
さ
れ
た
も
の
を
高
座
石
に
下
げ
て
き
て
祀
り
な
お
し
た
云
々
と
い
う
説
が
あ
る
が
、

板
札
の
裏
書
き
に
よ
れ
ば
高
座
石
の
唐
銅
の
祖
師
は
元
禄
十
一
年
に
高
座
石
妙
石
庵
に
安
置
さ
れ
日
脱
上
人
に
よ
っ
て
開
眼
さ
れ
た
が
、

御
堂
が
仮
家
で
あ
っ
た
た
め
遠
沽
院
日
亨
上
人
の
時
に
御
堂
を
造
営
し
た
と
あ
る
。
そ
れ
か
ら
推
す
と
、
約
十
年
間
仮
家
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
い
づ
れ
に
し
る
元
禄
十
年
に
記
録
さ
れ
て
い
る
鋳
造
に
対
す
る
施
主
名
と
そ
れ
か
ら
約
十
年
後
の
宝
永
五
年
に
祖
師
講
中
の

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

六
八
四
）
年
に
発
行
さ
れ
た
、
身
延
山
々
内
絵
図
に
は
「
貞
享
元
甲
子
歳
九
月
板
行
之
田
舎
遠
国
参
詣
発
心
勧
者
也
」
と
あ
り
、
そ
の
左

（
４
）

最
下
部
に
「
洛
陽
妙
信
院
法
悦
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
絵
図
の
発
行
施
主
は
妙
信
院
法
悦
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
関
西
・
京
を

代
表
す
る
信
徒
の
一
人
が
谷
口
一
族
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ロ
浅
草
東
仲
町
祖
師
講
中

(血6）



中
に
出
て
く
る
施
主
名
に
共
通
の
人
の
名
を
拾
う
こ
と
が
出
来
た
。
当
然
十
年
の
間
に
は
時
代
の
変
化
も
あ
り
、
隆
盛
を
極
め
て
い
た
人

が
衰
退
し
た
り
、
逆
に
さ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
商
人
が
大
き
く
成
功
を
納
め
た
り
、
当
代
が
亡
く
な
り
次
の
代
の
人
に
変
わ
っ
て
い
た
り
、

あ
る
い
は
信
仰
を
変
え
て
し
ま
う
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

脱
省
亨
三
師
は
、
高
座
石
に
力
を
い
れ
発
顕
し
て
い
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
一
六
九
九
年
（
元
禄
十
二
）
五
月
十
三
日
に

は
、
六
老
僧
の
塔
が
高
座
石
に
建
て
ら
れ
て
い
る
し
、
元
禄
十
三
（
一
七
○
○
）
年
正
月
十
三
日
に
は
学
禅
院
日
逢
が
経
石
墳
を
高
座
石

に
建
立
、
元
禄
十
四
（
一
七
○
一
）
年
九
月
十
二
日
に
は
高
座
石
の
前
に
唐
銅
の
灯
寵
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
灯
龍
は
江
戸
神
田
鍜

治
町
鋳
物
師
奥
田
出
羽
大
極
長
廣
が
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
願
主
は
武
江
浅
草
玉
泉
寺
下
勤
修
院
自
覚
日
了
と
あ
る
。
又
、
灯
龍
の
笠

の
部
分
並
び
に
胴
の
部
分
に
は
数
多
く
の
施
主
・
題
目
功
徳
主
ら
の
名
前
や
法
号
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
細
か
く
拾
い
出
し
て

い
く
と
、
共
通
の
名
前
が
何
組
も
み
つ
か
る
と
思
え
る
の
だ
が
、
そ
の
作
業
を
せ
ず
不
完
全
な
ま
ま
こ
の
よ
う
な
報
告
を
す
る
の
は
本
意

で
は
な
い
が
、
わ
か
っ
た
範
囲
内
で
問
題
を
提
示
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
今
回
の
報
告
と
な
っ
た
。

祖
師
講
中
板
札
に
は
、
首
題
を
は
さ
ん
で
右
側
に
十
段
、
一
段
に
は
十
名
分
の
枠
が
あ
り
、
計
百
名
。
左
側
に
も
十
段
、
一
段
に
十
名

分
の
枠
が
あ
り
計
百
・
又
、
真
ん
中
首
題
の
下
に
八
人
ず
つ
書
か
れ
て
い
る
段
が
二
段
、
三
段
目
に
は
七
人
の
枠
、
そ
し
て
四
段
目
に
十

八
人
枠
、
五
段
目
も
十
八
人
の
枠
が
出
来
て
い
る
。
総
計
二
五
九
の
枠
に
そ
れ
ぞ
れ
屋
号
、
名
前
、
講
の
名
等
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。

一
つ
の
枠
に
一
人
の
名
で
あ
る
な
ら
ば
二
五
九
人
の
信
者
と
な
る
わ
け
だ
が
、
一
つ
の
枠
に
何
人
か
が
は
い
っ
て
い
る
。
性
輪
、
躰
玄
と

二
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
考
慮
に
い
れ
な
が
ら
総
人
員
を
拾
っ
て
み
る
と
為
祈
祷
と
あ
る
も
の
の
人
数
合
計

が
二
百
四
十
名
、
為
菩
提
と
あ
る
も
の
の
合
計
人
数
が
二
○
五
名
、
祈
祷
と
も
菩
提
と
も
な
く
、
た
だ
為
と
あ
る
人
数
合
計
が
四
一
六
名

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
数
の
総
計
八
六
一
名
、
尚
個
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
数
二
三
九
を
足
す
と
千
二
百
名
に
も
の
ぼ
る
。
祖
師
講

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
識
中
（
奥
野
）

(血7）



高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

中
が
高
座
石
の
祖
師
堂
を
建
立
す
る
の
に
浄
財
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は
講
中
の
人
々
の
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
実
現
出
来
た

の
で
あ
る
。
金
額
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
人
が
い
く
ら
ず
つ
の
奉
納
を
し
た
の
か
、
い
く
ら
以
上
の
奉
納
の
人
の
名
が

彫
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

祖
師
講
中
の
中
に
彫
ら
れ
て
い
る
人
の
中
に
は
、
す
で
に
唐
銅
の
祖
師
鋳
造
の
折
、
寄
進
者
の
中
に
名
を
連
ね
て
い
る
人
々
が
数
多
く

残
っ
て
い
る
。
田
中
忠
兵
衛
、
大
黒
屋
加
兵
衛
、
豊
屋
六
右
衛
門
、
萬
屋
源
兵
衛
、
三
口
屋
半
兵
衛
、
中
塚
与
左
衛
門
、
告
茂
右
衛
門
、

た
ば
こ
や
甚
兵
衛
、
村
田
屋
重
兵
衛
、
餅
屋
太
郎
兵
衛
、
坂
本
屋
五
郎
兵
衛
、
又
、
屋
号
と
名
前
か
ら
推
し
て
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
も

の
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
甲
州
屋
与
兵
衛
と
粉
屋
与
兵
衛
。
同
じ
く
越
後
屋
金
兵
衛
が
後
に
若
木
屋
金
兵
衛
に
、
権
兵
衛
は
薪
屋
権
兵
衛

か
？
、
粥
子
伝
兵
衛
と
は
和
泉
屋
傳
兵
衛
か
伊
勢
屋
傳
兵
衛
、
傳
兵
衛
と
い
う
名
に
つ
い
て
は
近
江
屋
伝
兵
衛
と
い
う
人
物
も
い
る
の
で

粥
子
の
伝
兵
衛
を
決
定
す
る
こ
と
は
少
々
む
ず
か
し
い
。
高
橋
八
左
衛
門
は
、
家
根
屋
八
左
衛
門
の
こ
と
か
？
、
吉
佐
衛
門
と
い
う
名
に

あ
て
は
ま
る
人
物
は
鈴
之
木
屋
吉
佐
衛
門
、
湊
屋
吉
左
衛
門
の
二
人
が
い
る
。
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
こ
こ
で
ど
ち
ら
と
判
断
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
権
右
衛
門
と
は
桔
梗
屋
権
右
衛
門
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
、
講
元
柳
屋
六
兵
衛
に
つ
い
て
は
祖
師
講
中
の
板
札
の
中
に
名

前
を
捜
す
と
、
中
村
六
兵
衛
と
い
う
人
物
が
六
兵
衛
と
い
う
の
で
柳
屋
は
中
村
な
の
か
と
想
像
で
き
る
。
又
、
唐
銅
祖
師
台
座
の
正
面
真

ん
中
に
書
か
れ
て
い
る
「
ほ
っ
と
う
人
（
発
頭
人
）
若
松
屋
茂
兵
衛
」
の
名
に
つ
い
て
は
祖
師
講
中
の
代
表
の
一
人
と
し
て
願
主
若
松
屋

茂
兵
衛
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
浅
草
東
中
町
講
中
五
拾
人
と
あ
る
が
、
そ
の
元
禄
十
年
の
五
十
人
が
宝
永
五
年
に
ど
れ
だ
け
残
っ
て

い
た
の
か
表
に
し
て
対
照
さ
せ
て
み
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

(血8）



講
双
万
屋
源
兵
衛

（
寿
仙
院
宗
久
日
恵
）

講
双
柳
屋
六
兵
衛

（
随
信
院
順
喜
日
行
）

講
双
山
田
屋
源
兵
衛

栄
吉
左
衛
門

（
蓮
乗
院
栄
知
日
浄
）

久
保
田
庄
兵
衛

（
回
妙
院
宗
近
日
禅
）

川
口
屋
吉
兵
衛

藤
本
玄
泰

田
中
忠
兵
衛

（
法
妙
院
道
詠
日
讃
）

高
橋
八
左
衛
門

大
黒
屋
嘉
兵
衛

宗
仙
越
後
屋
金
兵
衛

山
城
屋
角
左
衛
門

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

（
溌
謹
繩
衛
』

家
根
屋
八
左
衛
門

大
黒
屋
加
兵
衛

若
木
屋
金
兵
衛
？

藤
本
玄
泰

田
中
忠
兵
衛

中
村
六
兵
衛
か
？

萬
屋
源
兵
衛

八
左
衛
門

（
万
樹
院
寛
恵
日
鏡
）

村
田
屋
重
兵
衛

次
兵
衛

お
か
ち

（
道
順
日
随
）

参
河
屋
作
左
衛
門

豊
屋
六
右
衛
門

中
塚
与
左
衛
門
光
重

糸
屋
忠
兵
衛

告
茂
右
衛
門

大
和
屋
権
兵
衛

甚
左
衛
門

（
岸
心
日
通
）

た
ば
こ
や
甚
兵
衛

粥
子
伝
兵
衛

た
ば
こ
や
甚
兵
衛

（
鯛
睾
鰹
諦

家
根
屋
八
左
衛
門
？

村
田
屋
重
兵
衛

和
泉
屋
治
兵
衛
？

三
河
屋
治
左
衛
門
？

豊
屋
六
右
衛
門

中
塚
与
左
衛
門

福
嶋
屋
忠
兵
衛
か
？

告
茂
右
衛
門

薪
屋
権
兵
衛
？

(血9）



ほ
っ
と
う
人
若
松
屋
茂
兵
衛

伊
勢
屋
澆
左
衛
門

相
模
屋
清
次
郎

柳
屋
作
兵
衛

（
信
解
院
資
圓
日
相
）

相
模
屋
甚
五
兵
衛

と
き
屋
太
郎
兵
衛

甲
州
屋
与
兵
衛

道
具
屋
兵
八
郎

三
口
屋
半
兵
衛

権
右
衛
門

こ
ん
ぶ
や
藤
兵
衛

左
次
兵
衛

（
善
行
院
祐
心
日
通
）

お
さ
ん

泊
中
花
長
兵
衛

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

菓
子
屋
長
兵
衛
？

三
口
屋
半
兵
衛

桔
梗
屋
権
右
衛
門
？

笹
屋
藤
兵
衛
？

餅
屋
太
郎
兵
衛

粉
屋
与
兵
衛
？

願
主
若
松
屋
茂
兵
衛

伊
勢
屋
荏
左
衛
門

山
田
嘉
兵
衛

坂
本
屋
五
郎
兵
衛

仁
兵
衛

権
兵
衛

茂
兵
衛

（
了
受
院
澄
心
日
浄
）

市
右
衛
門

大
黒
屋
嘉
兵
衛

（
為
父
母
）

紀
伊
国
屋
忠
右
衛
門

（
小
長
院
長
圓
日
井
為
母
）

了
回
坊

念
里
心
院
日
理
）

近
江
屋
傳
兵
衛

吉
左
衛
門

（
雛
蕊
鱸
衛
門

（
”
鼈
餓
諦

和
泉
屋
加
兵
衛
？

坂
本
屋
五
郎
兵
衛

豊
屋
忠
右
衛
門
７

大
黒
屋
加
兵
衛

薪
屋
権
兵
衛
？

(I")



今
回
の
調
査
研
究
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
名
前
を
解
読
す
る
苦
労
が
あ
っ
た
が
、
木
に
彫
っ
て
い
る
為
読
み
に
く
い
分
は
唐
銅
の
祖
師

台
座
に
彫
ら
れ
て
い
る
方
を
読
み
、
唐
銅
台
座
の
読
み
に
く
い
文
字
に
関
し
て
は
木
の
方
に
彫
っ
て
あ
る
文
字
か
ら
想
像
す
る
な
ど
の
努

力
を
し
た
結
果
ほ
と
ん
ど
の
文
字
を
解
読
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

現
在
で
も
三
河
屋
、
美
濃
屋
と
い
う
地
方
名
の
屋
号
は
酒
屋
等
に
残
っ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
も
そ
の
人
の
出
身
地
が
屋
号
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
祖
師
講
中
の
中
に
も
美
濃
屋
、
常
陸
屋
、
難
波
屋
、
伊
勢
屋
、
濱
松
屋
、
和
泉
屋
、
三
河
屋
、
上
総
屋
、
丹
後
屋

等
の
名
が
み
ら
れ
る
。
又
、
そ
の
仕
事
や
扱
っ
て
い
る
品
物
の
上
か
ら
屋
号
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
胡
松
屋
、
薪
屋
、

（
７
）

餅
屋
、
粉
屋
、
塗
師
屋
、
指
物
屋
、
花
師
、
家
根
屋
、
布
袋
屋
、
萬
屋
、
茗
荷
屋
、
扇
屋
、
菓
子
屋
、
た
ば
こ
や
、
八
百
屋
、
楊
枝
屋
、

人
形
屋
、
石
屋
、
湯
屋
、
粉
那
屋
、
表
具
屋
、
綿
帽
子
屋
、
阿
め
や
、
桐
屋
、
砂
利
屋
等
が
見
ら
れ
る
。
胡
粉
屋
、
粉
屋
、
粉
那
屋
と
粉
鋤

屋
に
つ
い
て
三
通
り
の
呼
び
方
が
あ
る
の
は
扱
っ
て
い
る
粉
に
つ
い
て
の
違
い
が
あ
っ
た
の
で
は
と
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
蓑
荷
蕃
扱
っ
α

て
た
の
で
茗
荷
屋
な
の
だ
ろ
う
。
指
物
師
と
い
う
言
葉
は
最
近
で
は
使
わ
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
は
現
在
で
も
存
在
し
て
い

る
。
薪
屋
は
現
在
の
燃
料
屋
に
あ
た
ろ
う
か
。
餅
屋
も
最
近
で
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
昭
和
に
は
い
っ
て
も
あ
っ
た
職
業
で
あ
る
。
湯
屋

に
つ
い
て
は
銭
湯
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
近
年
少
な
く
な
っ
て
い
る
職
業
で
あ
る
。
桐
屋
と
い
う
屋
号
は
、
桐
材
を
用
い
て
仕
事

を
し
た
職
人
で
あ
ろ
う
。
萬
屋
に
つ
い
て
は
雑
貨
を
取
り
扱
っ
た
商
人
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
石
屋
は
石
材
店
で
現
在
も
存
在
す
る
も
の

で
あ
る
。
塗
師
屋
に
つ
い
て
は
輪
島
な
ど
に
行
け
ば
現
在
も
多
く
存
在
す
る
仕
事
で
あ
る
。
家
根
屋
も
現
在
存
在
す
る
職
業
で
あ
る
。
布

袋
屋
、
扇
屋
に
つ
い
て
は
屋
号
と
し
て
一
部
残
っ
て
は
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
職
業
名
と
し
て
は
存
在
し
な
い
と
思
え
る
。
楊
枝
屋
、
綿

帽
子
屋
、
人
形
屋
、
銭
屋
、
葛
舗
屋
、
逢
薄
屋
等
は
そ
の
時
代
の
独
特
の
職
業
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
菓
子
屋
、
た
ば
こ
屋
、
八
百
屋

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）



高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

は
今
で
も
使
わ
れ
て
い
る
屋
号
で
あ
る
。
小
普
請
方
は
江
戸
幕
府
の
職
名
で
あ
る
。
金
之
亟
な
ど
と
い
う
名
は
役
者
で
あ
ろ
う
か
。
湊
氏
、

山
本
氏
、
今
野
氏
と
は
武
士
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
告
茂
右
衛
門
と
あ
る
が
、
告
と
は
神
仏
の
託
宣
、
お
つ
げ
で
あ
る
の
で
そ
れ
を
仕
事

と
し
て
い
た
人
で
あ
ろ
う
。
又
、
講
中
の
名
前
に
は
、
僧
侶
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
人
の
名
前
も
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
妙
院
日

信
、
勧
喜
院
日
圓
、
修
心
院
日
成
、
成
修
院
日
躰
、
法
増
院
日
順
、
讃
寿
院
博
良
、
是
躰
院
日
信
、
知
眼
院
日
達
等
で
あ
る
。
元
禄
十
四

年
鋳
造
の
唐
銅
灯
範
に
彫
ら
れ
て
い
る
江
戸
の
僧
侶
の
名
と
し
て
は
最
教
寺
日
示
、
四
谷
戒
行
寺
日
乗
、
牛
込
清
隆
寺
日
遵
、
駒
込
法
輪

寺
秀
学
等
の
名
が
み
ら
れ
る
。
祖
師
講
中
の
板
札
中
に
書
か
れ
て
い
る
僧
侶
の
名
は
浅
草
寺
院
の
僧
侶
に
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、

当
然
そ
の
時
代
の
僧
侶
で
あ
る
た
め
何
ら
か
の
面
識
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
に
院
日
号
が
つ
い
て
い
て
も
随
信
妙
喜
日
理
、
一

如
院
妙
香
日
中
、
暁
調
院
覚
山
日
悟
、
信
教
院
妙
詠
日
照
、
信
文
院
妙
持
日
行
、
延
智
院
元
陰
日
重
、
修
得
院
妙
性
日
全
、
正
要
院
妙
行

日
達
、
信
受
院
妙
圓
日
教
等
に
つ
い
て
は
法
号
と
判
断
し
た
。
又
、
正
信
院
、
正
覚
院
の
よ
う
に
逆
修
で
載
っ
て
い
る
場
合
も
み
ら
れ
る

し
、
妙
秋
、
永
林
、
妙
閑
、
妙
高
と
い
う
よ
う
に
法
号
の
一
部
の
み
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
貞
咳
、
童
子
と
い
う
よ
う
な
子
供
の

戒
名
も
み
ら
れ
る
。
又
、
講
中
の
一
番
下
の
欄
の
中
心
に
正
傳
日
久
と
あ
る
が
、
時
代
か
ら
推
察
す
る
に
遠
寿
院
日
久
（
享
保
十
二
年
五

月
十
六
日
遷
化
）
な
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
総
じ
て
祖
師
講
中
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
八
日
講
中
、
九
日
講
中
、
十
一
日
女
講
中
、

（
８
）

十
三
日
講
中
、
十
九
日
講
中
が
中
心
で
あ
り
、
南
馬
道
町
講
中
の
名
も
見
ら
れ
る
。
唐
銅
台
座
に
は
富
沢
町
七
日
講
中
、
富
沢
町
十
三
日

講
中
、
油
町
十
日
講
中
、
富
沢
町
十
二
日
講
中
、
富
沢
町
十
七
日
講
中
、
富
沢
町
十
四
日
講
中
、
神
田
明
神
前
茂
兵
衛
講
中
、
新
屋
八
郎

兵
衛
講
中
等
の
名
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
江
戸
の
講
中
ば
か
り
で
な
く
上
総
国
の
人
の
名
も
一
部
彫
ら
れ
て
い
る
。

(I22)



甚
だ
雑
駁
な
報
告
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
資
料
と
し
て
は
唐
銅
の
台
座
の
左
右
に
数
多
く
の
未
解
読
の
も
の
を
残
し
て
い
る
為
、
今

後
時
間
を
か
け
、
当
時
の
江
戸
町
民
の
信
仰
に
関
す
る
取
り
組
み
や
動
向
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

油
町
十
日
講
中

富
沢
町
七
日
講

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

お
わ
り
に

十
一
日
女
講
中

九八
日日

雷壼

富
沢
町
十
二
日
講
中

富
沢
町
十
三
日
講
中

神
田
明
神
前
茂
兵
衛
講
中

新
屋
八
郎
兵
衛
講
中

馬
道
町
講
中

南
馬
道
町
講
中

十
三
日
講
中

(I")



戸

註
一

へ

1
…

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

C、

(124)

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
現
当

南
無
妙
法
蓮
華
経
祖
師
講
中
二
世

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑱ ⑳ ⑧

⑲ ⑳ ⑨

⑳ ⑳ ⑩

⑳ ⑳

⑳

⑳

⑳



③
下
山
田
新
五
郎

②
祈
祷
同湯
屋
難
波
屋

石
屋
玉
信
河
内
屋

伊
勢
屋

柏
屋
為
母

①
為
祈
祷

和
泉
屋

祈
祷
同同同同性

輪
了
也
妙
普

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

六
兵
衛

松
屋
次
郎
兵
衛

弥
右
衛
門

加
兵
衛

法
清
吉
兵
衛

久
兵
衛

利
兵
衛

伊
兵
衛

成妙躰逢いま千又次岩
閑輪玄薄いち代次兵女

． 屋女女女郎衛

⑤
湊
氏
成
福

信
文
院
妙
持
日
行

④

同鱸鱸騒瘡蕊
院院院院院院
殿妙 妙
日圓 行
良日 日

とか善小 教逆逆日修
よく太栗 修修善
夫氏

新法知為小同同同同
城性眼 普
院院 請

方

金五日十長豊久梅妻

畠骨連携久冒談

⑦
恵
命
院

圓
珠
岩
井
町

⑥
延
智
院
元
陰
日
重

修
得
院
妙
性
日
全

暁
月
雅
山
逆
修

妙
長
日
冨

消
要
院
浄
依

夜
月
宗
閑

法
理
院
妙
境
日
用

信
境
院
寿
貝

圓
宗
院
殿

一
妙
院
日
信

為光
月
祈
祷
為小
倉
為
二
親

宗
智
妙
光

妙
立
元
教

元
右
衛
門

六
十
六
人

山
本
氏

今
野
氏

四
十
二
人

平
左
衛
門

大
阪
屋

妙
空
玄
族

⑨
妙
順
砂
利
屋

⑧
廉
嶋
徳
兵
衛

正
要
院
妙
行
日
達

桐
屋
重
兵
衛
内

同
梅
同
い
ぬ

依
兵
衛
伊
兵
衛

七
兵
衛
伊
佐
衛
門

阿
め
や
伝
兵
衛

為
六
拾
四
人

行
圓
日
縁

占
月
妙
信

覚
翁

玄
定
湯
屋
神
田
川
口
屋

得
受
院

堀
江
御
薫

是
教
市
左
衛
門

又
玄

妙
心
利
兵
衛

妙
順
清
左
衛
門

日
相
拾
三
郎

又
右
衛
門

(I")



⑪
南
馬
道
町
講
中

上
総
屋
久
右
衛
門

三
河
屋
四
郎
兵
衛

藤
代
屋
角
左
衛
門

若
松
屋
勘
右
衛
門

⑩
明
照
院

為柏
屋
小
塚
原

正
養
院

柏
屋
受
玄
宗
有
妙
是
為 松

誉
美
濃
屋

美
濃
屋

祈
祷
為
同
常
照
院

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

善
照
院

百
廿
壱
人

佐
兵
衛

玄
忠
日
達
重
兵
衛

日
覚
妙
有
法
信
七
拾
九
人

妙拾い徳太栄
順四と兵兵守
人女衛衛

⑬
た
ば
こ
や

伊
勢
屋

田
原
屋

大
塚
屋

八
百
屋

性
輪

⑫
海
老
屋

麓
屋
薄
屋
き
つ
ふ
や

弥
右
衛
門

柏
屋
高
橋
和
泉
屋

人
形
屋

菊
屋

柏
屋
演
松
屋

小
多
満
屋

楊
枝
屋

長
井
屋

権
右
衛
門

七
兵
衛

権
兵
衛

八
左
衛
門

七
郎
兵
衛

躰
玄

四
郎
兵
衛

六
兵
衛

権
右
衛
門

弥
兵
衛

善
右
衛
門

長
右
衛
門

八
右
衛
門

吉
兵
衛

五
郎
兵
衛

市
左
衛
門

五
郎
兵
衛

長
右
衛
門

滴
次
郎

平
右
衛
門

滴
右
衛
門

⑮
常
陸
屋

滴
光
春
野
童
子

消
光
院

庄
右
衛
門

六
兵
衛

中
村

⑭
妙
養
妙
心

妙
玄
拾
三
人

小
川
重
右
衛
門

若
利
童
子

随
信
院
妙
喜
日
理

祈
祷
市
右
衛
門

三
河
屋
豊
右
衛
門

伊
勢
屋
喜
兵
衛

為
祈
祷
九
十
九
人

為
菩
提
九
十
五
人

驚懲‘

五
右
衛
門

妙
智
与
左
衛
門

道
伯
辰
之
助

伊
兵
衛

玄
朝 鴬忍瞥驚

⑰
祈
祷
菩
提
妙
秋
妙
閑
妙
回
妙
桂
葛
寵
屋

冨
田
屋

⑯
表
具
屋
次
郎
兵
衛

清
左
衛
門
伊
兵
衛

妙
善
道
秋
妙
想

浄
性
院
法
通

妙
光
妙
善
恵
閑

本
性
院
妙
善

是
教
法
山
日
長

光
性
院
宗
蔵

清
涼
院
妙
源

祈
祷
牛
之
助

一
如
院
妙
香
日
中

大
嶋
屋
権
兵
衛

七
左
衛
門
伝
右
衛
門

百
舟
人

百
十
人

永
林
妙
高
妙
信
宗
閑
弥
左
衛
門

市
良
兵
衛

(I26)



⑲
信
教
院
妙
詠
日
照

仙
室
玄
銅

池
田
屋
善
兵
衛

萬
屋
留
兵
衛

綿
帽
子
屋
五
郎
兵
衛

浄
雲
性
月

貞
咳
松
女

蕊
右
衛
門
妙
円

宗
寿
妙
善

⑱
銭
屋
源
兵
衛

妙
修
妙
喜

為
拾
四
人

泰
玄
志
万
女

是
躰
院
日
信

穴
栖
院
自
閑

暁
調
院
覚
山
日
悟

宗
蓮
妙
春

妙
久
妙
円

妙
善
善
趨

春粉
岸那
院屋

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

仁
右
衛
門

法
入

⑳
豊
屋
六
右
衛
門

⑳
藤大大大村田三福
屋若黒黒田中河鳩
屋屋屋 屋屋

⑳
早
川
妙
寿
親
了
祈
祷
覚
院
観
喜
院

修
心
院

成
修
院

法
増
院

讃
寿
院

為
二
親
法
界

忠
兵
衛

治
左
衛
門

忠
兵
衛

重
兵
衛

加
兵
衛

八
兵
衛

弥
右
衛
門

平
四
郎

玄
意
清
休
清
閑
六
兵
衛

道
悟
日
園
日
成
日
躰
日
順
博
良

⑳
佐湊槽三鈴上布

野屋屋昌菜豊富屋
屋

⑳
茗
荷
屋

伊
勢
屋

笹
屋
和
泉
屋

桔
梗
屋

萬
屋
和
泉
屋

豊
屋
石
井
た
ば
こ
や

菓
子
屋

丹
後
屋

扇
屋
中
村

半
兵
衛

伊
兵
衛

吉
左
衛
門

半
兵
衛

又
兵
衛

吉
左
衛
門

半
兵
衛

九
兵
衛

傳
兵
衛

藤
兵
衛

加
兵
衛

権
右
衛
門

源
兵
衛

治
兵
衛

忠
右
衛
門

長
左
衛
門

甚
兵
衛

長
兵
衛

安
左
衛
門

げ
ん
女

六
兵
衛

⑳
谷
中
阿
部
川
町

山
崎
屋

粉
屋
塗
師
屋

東
金
屋

坂
本
屋

和
泉
屋

指
物
屋

⑳
中
塚
中
塚

生
宮藤
本
勝
田
胡
粉
屋

薪
屋
餅
屋
伊
勢
屋

家
根
屋

若
木
屋

妙
了
弥
右
衛
門

利
右
衛
門

与
兵
衛

市
右
衛
門

七
兵
衛

五
郎
兵
衛

傅
兵
衛

七
兵
衛

五
郎
大
夫

与
左
衛
門

茂
右
衛
門

玄
泰
友
清
彦
兵
衛

権
兵
衛

大
郎
兵
衛

蕊
左
衛
門

八
左
衛
門

金
兵
衛
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⑳
花
師
半
左
衛
門

正
傅
日
久
宗
女

妙
相
妙
性
常
久

為
一
門
法
界

八
日
識
中

九
日
講
中

十
一
日
女
講
中

十
三
日
講
中

十
九
日
講
中

要
書
き
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

ワ

抑
高
座
石
祖
師
御
尊
躰
ハ
金
銅
二
而
奉
レ
鋳
元
禄
十
一
寅
八
月
上
涜
御
当
山
江
奉
三
安
二
極
之
一
則
チ
三
十
一
世
日
脱
尊
師
被
レ
遊
二
御
開
眼
一
其
ノ
瑚
二
御
堂

ノ

テ

ル

仮
家
二
而
御
座
候
付
這
ノ
度
講
一
結
企
二
大
願
一
御
堂
造
営
仕
当
山
三
十
三
世
日
亨
尊
師
御
代
二
奉
二
開
眼
供
養
一
擬
二
報
恩
ノ
ー
分
一
者
也
仰
願
目
二
這
ノ
作

画
一

ヲ

善
一
煩
悩
ノ
浪
静
シ
テ
顕
二
菩
提
ノ
水
一
生
死
海
渇
テ
登
二
浬
桑
ノ
山
一
付
廷
至
自
他
倶
安
同
帰
常
寂
己
而

祖
師
講
中
庵
主
宗
善
坊
代

賓
永
五
戊
子
歳
五
月
吉
祥
日

さ
ら
に
裏
書
き
の
下
の
方
に

顕信心
理女浄
院 院
覚妙常
玄久久
日日日
性徳甚

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

岩
雪
乗
閑

本
源
院
円
心

林
月
院
妙
図
日
是

伏
見
屋
茂
兵
衛

河
内
屋
源
兵
衛

⑳
大
願
成
就
所
浄
志
了
圃

岩
松
屋
茂
兵
衛

賓
永
五
戊
子
天
願
主

萬
屋
徳
兵
衛

五
月
吉
祥
日

江
戸
浅
草
東
中
町

(I")



（
３
）

（
４
）

（
５
）

へ

2
ー

法
妙
院
道
詠
日
讃
田
中
忠
兵
衛

高
橋
八
左
衛
門

大
黒
屋
吉
兵
衛

宗
仙
越
後
屋
金
兵
衛

道
順
日
随
山
城
屋
角
右
衛
門

参
河
屋
作
左
衛
門

豊
屋
六
右
衛
門

中
塚
与
左
衛
門
光
重

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
識
中
（
奥
野
）

藤
本
玄
泰

同
柳
屋
六
兵
衛

同
山
田
屋
源
兵
衛

蓮
乗
院
栄
知
日
浄

圓
妙
院
宗
近
日
禅

川
口
屋
吉
兵
衛

紅
岑
葉
秋
田
中
忠
右
衛
門

テ

ワ
リ

ワ

ワ

学
禅
院
日
逢
以
二
七
面
社
ノ
古
材
木
一
造
二
三
間
二
四
間
ノ
堂
一
奉
レ
安
二
置
三
宝
明
神
｝

（
身
延
山
諸
堂
記
）

こ
の
題
目
塔
は
幅
三
十
九
噸
丈
八
十
八
画

御
本
尊
鑑
“
遠
沽
院
日
亨
上
人
八
三
頁

神
田
鍋
町
御
鋳
物
師
太
田
駿
河
守
藤
原
正
儀
作

講
双
万
屋
源
兵
衛
毒
仙
院
宗
久
日
恵

同
柳
屋
六
兵
衛
随
信
院
順
喜
日
行

紅 円
岑際
葉了
秋察

窓
前
院
松
樹
日
栄
常
休
妙
寿

栄
吉
右
門

久
保
田
庄
兵
衛
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浄
貞
院
宗
彦
日
春
伊
勢

相
模
屋
清
次
郎

信
解
院
實
圓
日
相
柳
屋

相
模
屋
甚
五
兵

と
き
屋
太
郎
兵

甲
州
屋
与
兵
衛

道
具
屋
善
八
郎

三
口
屋
半
兵
衛

善
八
郎

半
兵
衛

柳
屋

天
下
泰
平
国
家
安
全

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

糸
屋
忠
兵
衛

告
茂
右
衛
門

大
和
屋
権
兵
衛

岸
心
日
通
甚
左
衛
門

た
ば
こ
や
甚
兵
衛

粥
子
伝
兵
衛

万
樹
院
寛
恵
日
鏡
八
左
衛
門

村
田
屋
重
兵
衛

次
兵
衛

お
か
ち

江
戸
浅
草
東
中
町

ほ
っ
と
う
人
若
松
屋
茂
兵
衛

浄
貞
院
宗
彦
日
春
伊
勢
屋
光
左
衛
門

講
中
五
拾
人

権
右
衛
門 作

兵
衛

甚
五
兵
衛

太
郎
兵
衛

与
兵
衛

(I30)



（
８
）
南
馬
道
町
地
名
辞
典
に
よ
れ
ば
、
台
東
区
、
浅
草
を
冠
称
、
矢
大
臣
門
よ
り
花
川
戸
町
へ
出
る
筋
、
北
側
に
は
金
剛
院
、
覚
善
院
、
徳
善
院
、

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

へへ

7 6
ｰ…

花
の
名
が
見
ら
れ
る
。

参
詣
之
衆
中
硯
当
二
世
大
願
成
就
祈
者
也

元
禄
十
丁
丑
歳
七
月
廿
八
日
法
界
万
霊

拙
稿
棲
神
第
六
十
六
号
江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て
の
八
十
頁
参
照
。

国
語
大
辞
典
に
よ
る
と
①
楊
枝
を
作
っ
て
売
る
店
、
木
を
削
っ
て
楊
枝
を
作
る
人
、
②
江
戸
、
浅
草
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
床
店
で
、
美
人
の
看

板
娘
を
置
い
て
楊
枝
、
五
倍
子
（
ふ
し
）
酒
中
花
な
ど
を
売
っ
た
店
。
酒
中
花
と
は
、
酒
席
に
興
を
添
え
る
た
め
、
山
吹
の
茎
の
ず
い
な
ど
で

花
鳥
な
ど
を
作
り
、
お
し
ち
ぢ
め
て
お
き
、
酒
な
ど
の
中
に
浮
か
べ
る
と
ふ
く
れ
て
開
く
よ
う
に
し
た
も
の
。
唐
銅
祖
師
の
台
座
の
中
に
酒
中

小
長
院
長
圓
日
井
為

浄
志
院
日
理
了
圓
坊

近
江
屋
伝
兵
衛

山
田
嘉
兵
衛

坂
本
屋
五
郎
兵

仁
兵
衛

権
兵
衛

松
屋
作
兵
衛

道
瑞
妙
慶
江
戸
富
沢
町

為
父
母
大
黒
屋
荏
兵
衛

小
長
院
長
圓
日
井
為
母

嘉
兵
術

五
郎
兵

こ
ん
ふ
や
藤
兵
衛

善
行
院
祐
心
日
通
左
清
兵
衛

酒
中
花

衛

長
兵
衛

吉
左
衛
門

伝
兵
衛

お
さ
ん

茂
兵
衛
事
法
号

了
受
院
澄
心
日
浄

市
右
衛
門

同
町
紀
伊
国
屋

忠
右
衛
門

(I")



通
油
町
慶
長
年
間
は
じ
め
て
町
屋
が
置
か
れ
、
小
伝
馬
町
、
通
旅
寵
町
に
隣
接
し
、
灯
油
を
売
る
店
が
あ
っ
た
の
に
ち
な
ん
だ
町
名
（
府
志

料
）
町
の
北
側
の
襲
通
り
は
伝
馬
役
の
馬
屋
が
あ
っ
た
た
め
厩
新
道
と
呼
ば
れ
た
。
常
盤
橋
か
ら
浅
草
御
門
へ
向
か
う
本
町
通
り
両
側
に
位
腫

し
、
蝋
燭
、
木
綿
、
茶
問
屋
が
あ
り
、
ま
た
当
所
の
浄
瑠
璃
、
本
屋
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
、
山
形
屋
市
郎
右
衛
門
は
元
禄
期
の
流
行
物
に
あ
げ
ら

れ
（
武
江
年
表
）
特
に
観
屋
の
錦
絵
は
長
く
江
戸
の
名
物
と
な
っ
た
。

浅
草
東
仲
町
寛
文
五
年
浅
草
仲
町
（
万
治
二
年
町
奉
行
支
配
地
と
な
る
）
を
二
分
、
そ
の
東
北
地
域
を
浅
草
東
仲
町
と
改
称
。
嘉
永
の
切
絵

図
で
は
浅
草
広
小
路
に
面
し
て
雷
門
前
に
三
か
所
に
分
か
れ
て
い
る
。
名
主
喜
平
次
は
小
田
原
出
身
の
農
民
で
、
明
治
期
に
至
る
ま
で
代
々
名

主
を
勤
め
た
。
明
治
元
年
東
京
府
に
所
属
。
同
二
年
浅
草
寺
襲
門
番
屋
敷
を
合
併
。
同
五
年
、
現
在
の
浅
草
通
り
の
北
側
の
町
域
が
分
立
し
て

由
来
す
る
。
正
徳
三
年
町
奉

ら
で
あ
る
。
（
御
府
内
備
考
）

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

妙
音
院
、
顕
松
院
、
南
側
に
は
自
性
院
へ
寿
徳
院
あ
り
（
浅
草
寺
志
）
と
あ
る
か
ら
現
在
の
浅
草
寺
二
天
門
か
ら
馬
道
通
り
に
出
る
通
り
の
両

側
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
浅
草
寺
と
境
内
の
掃
除
や
雑
用
の
助
け
と
し
て
境
内
で
楊
枝
や
線
香
を
売
っ
て
い
た
家
持
ち
二
十
九
人
の
役

店
と
し
て
開
い
た
町
屋
で
、
の
ち
に
即
席
料
理
屋
、
菓
子
屋
、
そ
ば
屋
、
摺
物
屋
な
ど
が
住
む
よ
う
に
な
る
。
明
治
五
年
戸
数
一
二
三
、
人
口

五
三
一
人
。

富
沢
町
日
本
橋
富
沢
町
、
町
名
は
鳶
沢
某
が
開
い
た
地
な
の
で
鳶
沢
町
と
し
た
が
、
の
ち
に
富
沢
町
と
な
っ
た
と
伝
え
る
。
鳶
沢
某
は
江
戸

初
期
の
盗
賊
で
、
家
康
に
捕
え
ら
れ
た
が
助
命
さ
れ
盗
賊
詮
議
の
役
を
命
じ
ら
れ
た
。
鳶
沢
は
改
心
し
て
配
下
の
者
を
呼
び
寄
せ
、
古
着
屋
仲

間
を
つ
く
っ
て
鳶
沢
町
を
形
成
し
た
と
い
う
（
落
穂
集
）
。
の
ち
大
い
に
に
ぎ
わ
い
鳶
を
富
と
改
め
た
。
古
着
市
は
日
本
橋
の
魚
市
、
神
田
多

町
の
菜
市
と
並
ん
で
早
く
か
ら
知
ら
れ
、
夜
の
明
け
る
頃
か
ら
家
の
前
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
、
古
着
を
山
の
よ
う
に
繭
ん
だ
。

神
田
鍋
町
須
田
町
と
鍜
冶
町
の
間
に
あ
り
、
寛
永
年
中
に
は
す
で
に
成
立
。
鋳
物
師
の
椎
名
山
城
に
下
さ
れ
た
土
地
な
の
で
鍋
町
と
称
し
た
。

国
役
の
町
で
毎
年
椎
名
家
に
銀
十
五
枚
を
納
め
て
い
た
（
東
京
地
理
志
料
）
。
明
治
元
年
東
京
府
に
所
属
。
同
二
年
一
部
は
神
田
東
鍋
町
と
な

り
、
残
余
に
同
五
年
神
田
鍋
町
西
横
町
、
北
横
町
、
神
田
東
鍋
町
を
合
併
。
同
年
の
戸
数
四
○
九
、
人
口
一
六
四
七
、
物
産
は
こ
う
も
り
傘
、

木
櫛
が
あ
っ
た
。
（
府
志
料
）
‐

阿
部
川
町
浅
草
阿
部
川
町
寛
永
十
三
年
御
小
人
衆
の
拝
領
大
縄
地
と
な
り
、
元
禄
九
年
代
官
支
配
地
と
な
り
、
浅
草
阿
部
川
町
ど
称
し
た
。

町
名
の
由
来
は
、
御
小
人
川
村
太
四
郎
の
先
祖
が
鎮
守
の
孫
三
稲
荷
と
と
も
に
駿
河
阿
部
川
（
静
岡
市
安
部
川
）
か
ら
移
住
し
て
き
た
こ
と
に

由
来
す
る
。
正
徳
三
年
町
奉
行
支
配
と
な
っ
た
。
新
堀
川
に
架
か
る
橋
を
こ
し
尾
橋
と
い
っ
た
。
橋
畔
に
こ
し
屋
五
郎
兵
衛
が
住
ん
で
い
た
か
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浅
草
北
東
仲
町
と
な
る
。
当
時
の
戸
数
二
一
二
、
人
口
八
八
六
（
府
志
料
）
同
十
一
年
浅
草
区
に
所
属
。
昭
和
九
年
雷
門
二
丁
目
の
一
部
と
な

る
。
現
行
の
雷
門
一
丁
目
十
三
～
十
四
番
、
雷
門
二
丁
目
十
三
～
十
六
、
十
七
番
。

高
座
石
祖
師
堂
と
祖
師
講
中
（
奥
野
）

(I")



本
学
園
図
書
館
で
は
、
今
年
も
一
人
一
冊
献
本
連
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
お
蔭
様
に
て
同
窓
の
各
聖
・
各
位
・
有
縁
の
皆
様
方
の
献
本
運
動

の
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
成
果
も
上
っ
て
お
り
ま
す
。
平
素
よ
り
仁
心
の
ご

高
配
。
ご
厚
志
に
対
し
ま
し
て
、
館
員
一
同
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
六
年
度
図
書
寄
贈
者
ご
芳
名

１
大
阪
日
蓮
宗
青
年
会
殿
大
阪
の
日
蓮
宗
①
寺
院
め
ぐ
り
②
寺
宝

資
料
集

２
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
大
使
館
殿
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和

国

３
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
殿
旧
制
高
等
学
校
文
庫
目
録
（
山
岡
望
関

係
資
料
目
録
）

４
大
森
孝
殿
高
祖
累
歳
録
（
全
）
そ
の
他
型
冊

５
天
津
小
湊
町
殿
天
津
小
湊
の
海
浜
生
物

６
大
阪
日
蓮
宗
青
年
会
殿
大
阪
日
青
第
三
百
号
特
別
号

７
尾
崎
文
英
殿
噴
泉
ｌ
尾
崎
文
英
詩
歌
集
Ｉ

８
忍
野
村
役
場
殿
写
真
集
「
忍
野
」

９
－
宮
嘉
孝
殿
数
珠
考

◇
学
園
彙
報
（
平
成
六
年
度
）

◇
図
書
館
だ
よ
り

26252423 22 21 20 191817161514コ13 1211 10

庵
谷
行
亨
殿
日
蓮
聖
人
教
学
基
礎
研
究

池
上
本
門
寺
殿
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑

池
原
錬
昌
殿
『
春
雷
』
第
哩
巻
３
．
４
．
５
．
６
号

第
妬
巻
１
号

国
際
佛
教
学
研
究
所
殿
道
旨
閑
匡
日
日
畠
ぐ
段
切
目
３
．
里
ｇ
旨

９
号
の
Ｆ
ｇ
扁
切
９
国
他
２
冊

甲
府
市
教
育
委
員
会
殿
文
芸
こ
う
ふ
第
３
号

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
殿
日
本
再
生
の
処
方
菱

国
際
学
園
（
学
校
法
人
）
殿
国
際
学
園
六
十
年
史

ク
オ
ン
薬
局
殿
漢
方
実
用
大
事
典

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
殿
日
本
再
生
の
処
方
菱
１
．
２

国
際
佛
教
学
研
究
所
殿
望
且
旨
勺
言
旨
さ
巴
８
画
且
島
８

富
。
。
。
”
日
で
彦
際
風
＄
涙

佼
成
図
書
館
殿
佼
成
図
書
館
増
加
図
書
目
録
（
平
成
二
年
～
平
成

五
年
版
）

聖
徳
大
学
川
並
記
念
図
書
館
殿
図
督
資
料
目
録
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ

ス
ク
私
立
短
期
大
学
図
香
館
協
議
会
殿
所
蔵
雑
誌
目
録
一
九
九
四
年

版新
曜
社
殿
心
理
学
と
は
何
だ
ろ
う
か

聖
徳
大
学
図
書
館
殿
川
並
弘
昭
先
生
還
暦
記
念
論
集

須
藤
顔
本
殿
泣
か
さ
れ
る
聖
者

鈴
木
暇
寛
殿
（
ビ
デ
オ
）
日
持
上
人
第
七
百
遠
忌
報
恩
大
会
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454443424140393837 3635 3433 32 31 30292827

浅
草
寺
殿
浅
草
寺
仏
教
文
化
講
座
第
記
集

順
天
学
園
殿
順
天
百
六
十
年
史

新
潮
社
殿
新
幹
線
の
ぞ
み
号

高
田
恵
尚
殿
日
蓮
宗
の
安
心

中
央
学
術
研
究
所
殿
ロ
シ
の
注
ぐ
固
く
諺
Ｆ
局
委
（
富
Ｏ
ｇ
ｍ
３
ｇ

の
の
司
一
の
、
］
）

電
気
事
業
連
合
会
殿
さ
ん
す
い
地
球
規
模
で
考
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
Ｔ
Ｒ
Ｃ
殿
愛
に
つ
い
て
（
上
）
ド
ニ
・
ド
・
ル
ー
ジ
ュ
モ
ン

中
央
学
術
研
究
所
殿
扇
田
国
諺
四
段
酋
冨
（
言
０
．
品
３
９

ｍ
の
吋
一
の
、
画
）

東
京
教
学
社
殿
新
編
生
活
科
学

中
央
学
術
研
究
所
殿
シ
電
餌
罰
諺
ｚ
○
少
（
富
。
ご
Ｏ
四
四
９

ｍ
の
司
酔
の
⑯
“
）

手
川
誠
士
郎
殿
根
拠
へ
の
思
索

日
蓮
宗
新
聞
社
殿
日
蓮
宗
新
聞
縮
刷
版
血
３
．
４

南
部
町
教
育
委
員
会
殿
私
た
ち
の
ま
ち
と
南
部
氏

日
蓮
宗
新
聞
社
殿
ご
真
蹟
に
ふ
れ
る

日
蓮
本
宗
本
山
要
法
寺
殿
本
宗
史
綱
（
旧
本
門
宗
）
上
・
下

成
田
山
新
勝
寺
殿
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ
３
１
２

中
山
光
勝
殿
基
礎
政
治
学
他
計
加
冊

日
蓮
宗
布
教
院
殿
日
蓮
宗
布
教
院
院
報
平
成
五
年
度
号

内
閣
総
理
大
臣
官
房
広
報
室
殿
平
成
六
年
日
本
の
白
書

66656463 626160595857 5655545352515049484746

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
殿
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
蔵
書
目
録

乃
木
神
社
殿
乃
木
希
典
全
集
（
上
・
中
・
下
）

中
山
光
勝
殿
ポ
ケ
ッ
ト
六
法
平
成
七
年
版
９
刑
事
政
策

日
蓮
壱
否
不
務
院
殿
日
蓮
舎
否
不
報

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
殿
環
境
問
題
憤
報
事
典

藤
井
教
雄
殿
人
生
録
他
２
冊

法
華
会
殿
法
華
（
八
二
四
、
八
二
五
、
八
二
六
、
八
二
八
）

長
谷
川
五
郎
殿
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
打
ち
方

放
送
大
学
学
園
殿
放
送
大
学
十
年
史

日
蓮
本
宗
本
山
要
法
寺
殿
本
宗
史
綱
ゞ
（
旧
本
門
寺
）
上
・
下
巻

仏
教
・
哲
学
系
大
学
会
議
殿
仏
教
・
哲
学
系
大
学
・
短
期
大
学
一

覧原
田
憲
雄
殿
広
布
山
妙
徳
寺
年
表

本
田
隅
子
殿
ひ
と
つ
の
命
の
誕
生

堀
智
仙
殿
信
人
、
日
蓮
主
義
他
計
凱
冊

藤
井
教
雄
殿
富
士
を
拓
く

富
士
急
行
株
式
会
社
殿
・
富
士
を
拓
く

法
華
会
殿
法
華
（
八
二
九
、
八
三
○
、
八
三
一
、
八
三
二
、
八
三

一
一
一
）
堀
智
仙
殿
日
蓮
主
義
新
講
座
他
計
銘
冊

平
凡
社
殿
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
は
語
る

望
月
海
淑
殿
八
法
華
４
．
５
．
６
．
７
．
８
月
号

松
本
光
華
殿
民
話
風
法
華
経
童
話
（
そ
の
釦
）

(I36)



87868584 838281807978777675 7473727170696867

望
月
正
登
殿
井
上
秋
潟
遺
墨
集
（
１
）

身
延
山
久
遠
寺
殿
観
心
本
尊
抄
講
話

持
田
實
宣
殿
失
わ
れ
し
も
の
他
計
鋤
冊

町
田
是
正
殿
日
蓮
聖
人
に
み
る
宗
教
思
想

松
本
修
明
殿
本
化
興
風
略
要
品
・
本
化
興
風
法
式
壷

宮
崎
英
修
殿
〈
カ
セ
ッ
ト
〉
久
保
田
正
文
上
人
法
話
選
集

山
梨
英
和
短
期
大
学
殿
蔵
書
目
録
（
和
書
・
洋
書
・
雑
誌
）

山
梨
・
群
馬
・
埼
玉
・
東
京
・
長
野
教
育
委
員
会
殿
関
東
山
地
カ

モ
シ
カ
保
護
地
域
特
別
調
査
報
告
書
平
成
四
、
五
年
度

山
梨
県
殿
や
ま
な
し
の
森
林
一
○
○
選

大
平
智
恩
殿
日
本
高
僧
遺
墨
他
全
狸
冊

山
梨
県
殿
や
ま
な
し
の
環
境
ｌ
環
境
首
都
・
山
梨
を
め
ざ
し
て
Ｉ

山
梨
ふ
る
さ
と
文
庫
殿
（
代
表
岩
崎
正
吾
）
終
焉
の
記
他
４
冊

米
田
淳
雄
殿
平
成
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
集

山
梨
県
立
文
学
館
殿
中
村
星
湖
展
・
少
年
行

山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
図
書
館
殿
収
書
目
録

山
梨
県
芸
術
祭
実
行
委
員
会
殿
県
民
文
芸

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
殿
目
『
の
ｏ
８
ｑ
ｇ

ｍ
匡
且
邑
云
』
里
ｍ
ｐ
Ｑ
目
冒
ｑ
旨
の
守
口
巨
尉
の
肖
口
』
回
ロ
口
。
』
わ
⑲
↑

山
梨
県
殿
写
真
集
や
ま
な
し

山
梨
県
殿
幸
住
県
や
ま
な
し
紹
介
ビ
デ
オ

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
殿
日
蓮
教
学
と
そ
の
周
辺

霊
友
会
殿
老
い
を
は
ら
う
心
の
支
度

平
成
六
年
度
、
同
窓
会
役
員
会
が
平
成
六
年
十
月
二
十
八
日
（
金
）
、

身
延
山
短
期
大
学
学
園
を
会
場
と
し
て
左
記
の
式
次
第
に
て
盛
会
裡
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

※
役
員
会
次
第
（
司
会
・
桑
名
貫
正
庶
務
幹
事
）

側
開
会
の
辞
（
永
田
寿
昶
副
会
長
）

②
玄
題
三
唱
・
会
長
挨
拶
（
小
崎
龍
雄
会
長
）

③
理
事
長
挨
拶
（
藤
井
教
雄
理
事
長
）

側
学
長
挨
拶
（
宮
崎
英
修
学
長
）

⑤
校
長
挨
拶
（
秋
山
智
孝
校
長
）

⑥
学
園
担
当
理
事
挨
拶
（
功
刀
貞
如
布
教
部
長
）

、
議
事

イ
、
議
長
選
出

鯛
立
正
短
期
大
学
部
殿
仏
教
社
会
福
祉
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書

（
掲
戦
順
不
同
）
以
上

◇
同
窓
会
本
部
だ
よ
り

身
延
山
短
期
大
学
は
、
学
園
同
窓
生
各
聖
・
卒
業
生
の
長
年
の
念
願
で

あ
り
ま
す
四
年
制
大
学
に
移
行
し
、
平
成
七
年
四
月
一
日
よ
り
身
延
山
大

学
と
な
り
ま
す
。
誠
に
慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。
何
卒
、
同
窓
生
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
学
園
に
対
し
今
後
共
、
更
な
る
物
心
両
面
の
応
援
を
下
さ

り
ま
す
よ
う
切
に
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

身
延
山
短
期
大
学
学
園
同
窓
会
役
員
会
の
開
催

(137)



ロ
、
役
員
推
挙

ハ
、
身
延
山
大
学
設
置
経
過
報
告

二
、
同
窓
会
勧
募
現
況
報
告

ホ
、
会
計
報
告

へ
、
本
部
庶
務
報
告

卜
、
各
支
部
の
現
況
報
告

チ
、
入
試
広
報
に
つ
い
て
の
報
告

リ
、
そ
の
他

⑧
玄
題
三
唱
（
牛
居
一
教
副
会
長
）

⑨
閉
会
の
辞
（
谷
川
寛
徳
副
会
長
）

※
議
事
録

イ
、
議
長
選
出
佐
藤
秀
旭
青
森
県
支
部
長
が
選
出
さ
れ
る
。

ロ
、
役
員
推
挙
欠
員
に
な
っ
て
い
た
副
会
長
に
牛
居
一
教
、
望
月
顛

悦
両
師
が
推
挙
さ
れ
た
。

ハ
、
身
延
山
大
学
設
置
経
過
報
告
中
條
暁
秀
設
湿
準
備
事
務
局
次
長

よ
り
左
記
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

身
延
山
大
学
設
置
申
請
経
過
報
告

①
平
成
五
年
四
月
三
十
日
第
一
次
申
請
書
類
提
出

大
学
設
置
分
科
会
関
係
「
身
延
山
大
学
認
可
申
請
書
」
（
設

置
の
趣
旨
等
）

学
校
法
人
分
科
会
関
係
「
学
校
法
人
寄
附
行
為
変
塁
黒
堕
竺

②
平
成
五
年
七
月
三
十
日
第
一
次
申
請
一
部
追
加
書
類
提
出

大
学
設
置
分
科
会
関
係
「
身
延
山
大
学
認
可
申
請
書
」
（
大
学

の
概
要
、
学
長
・
学
部
長
の
個
人
調
書
、
経
費
及
び
維
持
方
法

等
）
学
校
法
人
分
科
会
関
係
「
学
校
法
人
寄
附
行
塁
鑿
黒
黒
蝋
菖

③
平
成
五
年
十
月
七
日

学
校
法
人
分
科
会
面
接
審
査
（
於
文
部
省
）

④
平
成
五
年
十
月
二
十
五
日

大
学
設
澄
分
科
会
面
接
審
査
（
於
国
立
教
育
会
館
）

⑤
平
成
六
年
一
月
七
日
文
部
省
高
等
教
育
局
長
よ
り
五
穫
誕
童
巨

の
通
達

⑥
平
成
六
年
六
月
三
十
日
第
二
次
申
請
書
類
提
出

大
学
設
置
分
科
会
関
係
「
身
延
山
大
学
認
可
申
請
書
」
（
大

学
の
概
要
、
教
員
個
人
調
書
等
）

学
校
法
人
分
科
会
関
係
「
学
校
法
人
寄
附
行
為
蛮
塁
里
盟
菖

⑦
平
成
六
年
九
月
二
十
日

学
校
法
人
分
科
会
実
地
調
査

⑧
平
成
六
年
十
月
二
十
日

大
学
設
置
分
科
会
実
地
審
査

⑨
平
成
六
年
十
二
月
中
旬
設
邇
審
議
委
員
会
（
結
果
待
ち
）

二
、
同
窓
会
勧
募
現
況
報
告
奥
野
本
洋
会
計
幹
事
よ
り
別
紙
の
如
く

明
細
に
報
告
が
な
さ
れ
た
。

ホ
、
会
計
報
告
奥
野
本
洋
会
計
幹
事
よ
り
別
紙
の
通
り
平
成
五
年
度

の
会
計
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

へ
、
本
部
庶
務
報
告
桑
名
貫
正
庶
務
幹
事
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１
各
支
部
の
総
会
へ
の
学
園
関
係
者
出
張
（
四
大
改
組
転
換
の
経

過
報
告
・
勧
募
の
要
請
）

平
成
五
年
六
月
山
梨
支
部
総
会
へ
桑
名
貫
正
庶
務
幹
事
出
張

平
成
五
年
十
二
月
九
州
地
区
総
会
へ
宮
崎
学
長
、
中
條
準
備
室

事
務
次
長
出
張

平
成
六
年
二
月
大
阪
支
部
総
会
へ
小
崎
会
長
・
奥
野
本
洋
会
計

幹
事
出
張

な
お
、
平
成
六
年
度
は
十
月
中
旬
ま
で
に
十
二
支
部
の
総
会
に
出

席
し
た
経
過
報
告
・
並
び
に
勧
募
の
お
願
い
学
園
広
報
現
況
報
告

が
な
さ
れ
た
。

２
慶
弔
規
定
に
基
づ
き
弔
電
八
本
の
報
告
（
本
部
へ
連
絡
の
あ
っ

た
分
）
が
な
さ
れ
た
。

３
同
窓
会
会
員
名
簿
作
成
の
提
案
（
会
員
名
簿
は
有
料
化
の
方
向

で
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
、
但
し
住
所
等
の
確
認
を
し
、
時
間

を
か
け
て
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
作
る
こ
と
が
討
議
さ
れ
た
）

卜
、
各
支
部
の
現
況
報
告

兵
庫
支
部
谷
口
宗
敏
支
部
長
本
日
の
役
員
会
の
内
容
を
持

ち
帰
り
、
近
日
中
に
支
部
総
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

京
都
一
部
支
部
奥
田
恵
遠
支
部
長
勧
募
目
標
を
達
成
す
る
た
め

卒
業
生
以
外
の
ひ
と
に
も
積
極
的
に
呼
び
掛
け
て
い
く
。

香
川
県
岡
観
隆
理
事
会
費
に
つ
い
て
は
支
部
長
か
ら

一
言
も
無
い
の
で
、
も
う
少
し
徹
底
し
て
も
ら
い
た
い
。

新
潟
支
部
円
山
博
良
支
部
長
支
部
総
会
に
は
秋
山
校
長
。

桑
名
幹
事
が
出
席
し
て
く
れ
た
。
目
標
額
を
達
成
す
る
予
定
。

神
奈
川
支
部
小
林
海
優
支
部
長
春
に
総
会
・
秋
に
懇
親
会
を

開
い
て
い
る
。
十
一
月
に
は
本
部
よ
り
幹
事
が
来
県
の
予
定
。

岐
阜
支
部
堀
智
仙
師
（
代
理
）
釈
潮
興
支
部
長
伝
師

部
成
満
後
、
総
会
を
開
き
御
希
望
に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

山
梨
支
部
平
原
要
俊
副
支
部
長
毎
年
総
会
と
研
修
旅
行
を

実
施
。
今
年
の
総
会
に
は
桑
名
・
奥
野
幹
事
出
席
し
協
力
要
請
。

石
川
支
部
出
島
元
学
支
部
長
北
陸
四
県
で
会
合
を
も
ち
、

足
並
み
を
揃
え
学
園
基
金
の
勧
募
目
標
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

大
分
支
部
首
藤
昭
幸
支
部
長
今
年
は
別
府
で
延
山
会
を
開

催
。
こ
の
度
の
基
金
勧
募
で
大
分
の
同
窓
会
が
結
束
出
来
た
。

静
岡
支
部
平
岡
日
静
・
永
田
寿
昶
両
支
部
長
総
会
を
開
き

相
談
し
、
未
納
の
本
部
会
費
を
納
め
、
全
面
的
に
協
力
し
た
い
。

大
阪
支
部
牛
居
一
教
支
部
長
学
校
は
お
祖
師
様
の
お
弟
子

を
つ
く
る
所
、
本
化
の
地
涌
の
菩
薩
の
出
現
す
る
場
所
で
あ
る
。

富
山
支
部
谷
川
寛
徳
支
部
長
本
学
は
日
本
一
の
僧
風
教
育

の
学
校
で
あ
る
。
親
子
三
代
に
亘
る
大
恩
は
絶
対
に
忘
れ
な
い
。

青
森
支
部
佐
藤
秀
旭
支
部
長
毎
年
一
回
総
会
を
開
催
。
今

年
は
学
園
関
係
者
三
名
が
来
県
、
基
金
勧
募
の
協
力
を
約
束
。

チ
、
入
試
広
報
に
つ
い
て
の
報
告
短
大
に
つ
い
て
は
奥
野
本
洋
入
試

広
報
担
当
よ
り
、
高
校
に
つ
い
て
は
進
藤
義
遠
庶
務
主
任
よ
り
報

告
が
な
さ
れ
た
。

・
身
延
山
短
期
大
学
は
、
平
成
六
年
十
二
月
十
四
日
、
文
部
省
の
大
学
設

(139)



置
・
学
校
法
人
審
議
会
の
決
定
に
よ
り
、
十
二
月
二
十
一
日
、
平
成
七
年

度
よ
り
四
年
制
に
移
行
す
る
こ
と
が
正
式
に
認
可
さ
れ
、
認
可
状
の
交
付

を
受
け
た
。
学
園
は
平
成
七
年
一
月
十
三
日
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
設

置
認
可
報
告
式
・
祝
賀
会
を
（
於
下
部
ホ
テ
ル
）
開
催
し
た
。
小
崎
龍
雄

同
窓
会
会
長
は
祝
辞
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
学
園
に
対
し
て
同
窓
会
は
全
面

的
に
な
お
一
層
の
協
力
と
資
金
等
の
応
援
を
す
る
こ
と
を
誓
わ
れ
た
。
当

日
の
報
告
式
・
祝
賀
会
に
は
同
窓
会
関
係
者
と
し
て
谷
川
寛
徳
・
永
田
寿

昶
・
牛
居
一
教
同
窓
会
副
会
長
・
各
理
事
・
各
支
部
長
・
各
方
面
か
ら
多

数
の
同
窓
生
が
出
席
さ
れ
祝
意
を
表
わ
さ
れ
た
。

同
窓
会
本
部
か
ら
の
お
願
い

身
延
山
学
園
は
只
今
、
「
教
育
振
興
の
た
め
の
基
金
（
最
低
十
億
円
）

の
創
設
」
を
し
、
法
器
の
養
成
、
教
育
機
関
の
充
実
に
つ
と
め
て
お
り
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
々
様
、
何
卒
一
人
で
も
多
く
有
縁
の
方
々
に
呼
び
か
け

て
基
金
造
成
目
標
達
成
の
為
に
、
身
延
山
久
遠
寺
『
百
万
人
講
』
を
通
じ

て
御
協
力
下
さ
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
文
貴
桑
名
貫
正
）

研
究
活
動
報
告

⑩
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
四
十
五
回
学
術
大
会
は
、
平
成
六
年
五
月
二
十
一
日
（
土
）
・
二
十

二
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
当
番
校
武
蔵
野
大
学
（
東
京
）
の
主
催

で
、
同
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
竜
神
信
仰
と
仏
教
の
包
容
性
高
橋
尭
昭

②
日
本
宗
教
筆
ム
云

第
五
十
三
回
学
術
大
会
は
、
平
成
六
年
九
月
九
日
（
金
）
・
十
日
（
土
）

・
十
一
日
（
日
）
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
当
番
校
立
正
大
学
（
東
京
）
の

主
催
で
、
同
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー

マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
金
綱
集
の
研
究
中
條
暁
秀

◆
「
明
闇
」
考
渡
辺
寛
勝

側
日
本
仏
教
学
会

平
成
六
年
度
学
術
大
会
は
、
「
仏
教
に
お
け
る
誓
願
」
を
研
究
課
題
と

し
て
、
十
月
八
日
（
土
）
・
九
日
（
日
）
の
両
日
、
当
番
校
仏
教
大
学

（
京
都
）
の
主
催
で
、
同
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発

表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
日
蓮
に
お
け
る
「
三
大
誓
願
」
の
成
立
と
意
義
間
宮
啓
壬

側
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
四
十
七
回
研
究
発
表
大
会
は
、
平
成
六
年
十
月
二
十
七
日
（
木
）
・

二
十
八
日
（
金
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
日
蓮
宗
宗
務
院
（
東
京
）
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
火
の
仏
ｌ
法
華
経
の
包
容
性
Ｉ
高
橋
尭
昭
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優
陀
那
日
輝
和
上
の
教
学
の
一
考
察

日
蓮
聖
人
の
報
恩
観

日
蓮
聖
人
の
救
済
に
つ
い
て

法
華
神
道
の
一
考
察

立
正
安
国
論
の
一
考
察

常
楽
院
日
経
上
人
の
研
究

日
蓮
聖
人
の
守
護
神
観

北
海
道
開
拓
史
の
一
考
察
ｌ
法
華
村
に
つ
い
て
’

七
面
山
信
仰
の
一
考
察

四
条
門
流
の
成
立
と
展
開

日
蓮
聖
人
の
摂
折
論
の
一
考
察

日
像
上
人
の
研
究

宮
沢
賢
治
の
法
華
経
観

日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観

遠
沽
院
日
亨
上
人
の
研
究

身
延
山
に
お
け
る
墓
碑
・
板
碑
考

久
遠
成
院
日
親
上
人
の
研
究

清
正
公
信
仰
の
一
考
察

日
蓮
聖
人
の
「
信
」
の
研
究

◆
日
蓮
聖
人
の
思
想
に
お
け
る
「
三
大
誓
願
」
の
位
置間
宮
啓
壬

平
成
六
年
度
卒
業
論
文
一
覧

石
井

佐
々
木

鈴
木
高
山
内
田
内
山
太
田
大
野
上
撫
木
内
北
里
滴
瀬
佐
藤
鹿
谷
嶋
原
清
水
杉
町
杉
本
多
田

博一元正光修大一康隆育圭英恵慈明正英慎

典光茂人慈也五仁記敬子一義里恵徳康寿重

常
不
軽
院
日
真
上
人
の
一
考
察
田

池
上
日
樹
の
研
究
ｌ
配
流
地
飯
田
で
の
生
活
Ｉ
谷

立
正
安
国
論
の
一
考
察
中

日
蓮
聖
人
の
大
曼
茶
羅
考
野

日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
「
安
心
」
に
つ
い
て
の
一
考
察花

中
村
檀
林
の
成
立
と
展
開
林

久
遠
成
院
日
親
上
人
の
研
究
ｌ
折
伏
正
義
抄
に
つ
い
て
ｌ平

身
延
山
と
武
田
氏
の
関
係
深

身
延
山
と
河
内
領
主
穴
山
氏
の
関
係
福

日
蓮
聖
人
の
比
叡
山
遊
学
藤

大
黒
天
信
仰
の
一
考
察
松

身
延
山
で
の
日
蓮
聖
人
の
御
生
活
松

日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
山

宗
祖
直
檀
池
上
開
基
大
植
越
池
上
宗
仲
公
山

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
御
生
活
吉

日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
の
一
考
察
神

村
武
健
太
郎

中尾川仲部田本口本岡岡森沢岡

貴光伸龍義克智 和成完良恵肇

久弘也泰正典健要修徳 幸幸樹向
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RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabagyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

RatnakaraSanti's

SntrasamuccayabhaSyam
Ratnalokalamkara (Ⅲ）

KaieMochizuki

（1）

4Chapter4: TheRarenessofHavingTrust

4.O Introduction

danibyangchubkyisemsbstanpabshadparbya':)//de lare

zhigmtshams' sbyorbanidebzhi"gsbegspq'ibsta凡pa ja血dpq

myedpqrd"'stezhesbya'o//ci'iphyirzhena/

sangsrgyasbyebakhragkhrigbrgyastonglabsnyenbkurbyas
（3）

nagzod2dadpathobptj

zhesgsungspa'iphyirro3//(P､267b)de labstα〃panidampa'i

chos lungdangrtogspa'i bdagnyid labya'o//dudpanimi

phyedpa'imtshannyiddangldanpa'8ﾝ/denirnampagsumste/

dangba'i! dadpadang/yidchespadang/'dodpa'idadpa':ﾝ／

dedagkyangyulnidkonmchoglasogsparnampagsumlaci rigs

parskyeba'o5// 'onlunglaskyang

dadpagangzhe na/ (C.230b) las dang 'bras bubden pa

1)Pmchams. 2)Pbzod. 3)Pre、 4)Dpa'i. 5)C,Pskye'o.

（1）
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dang/dkonmchog1 gsumlamngonparyidchespadang/
（6）

'dodpadangsemsdangba'o2

zhespadang 'gal lozhesrgol ba'indpajj〃α加zんe〃αzhesbya

ba'o//

4.1TathagataguhyasUtr;)(D.151a2,P.175b3,T.50c20,BP.9.15)

lannidedgongspa'idonte/byebraggamsgonasspyimtshon

pas 'gal bamedpabstanpadenidebzMzgsh昭spa'igsα昭ba'j

mdolaszhesbyabalasogspa'o// 'dj jqzhes3byabanidadpa

bstanparbyaba'i skabs 'di la'o//rigshyibu'@mF･Es剛加mo
（8）

zhesbyabasni1dal 'byorthobpa'igangzag'bstanto//stongpa

nyiddangsnyingrjemi phyedpasdang ldanpani肋αgGpd'i bs@m

p(z'o//sems bshyedde' zhes byabani smonpa'i bdagnyid

do//spyi'idonlagnasskabskyiastobskyisdgospabyebragtu

bstanpasnamdpayj"zhesbya'o//de'i phyirdadpabstanpar

byabani"ng6@mdngzhi"gzhesbyabalasogspaste/byedpa

dang/yuldang/ngobonyiddang/phanyonyangrigpar

bya':)//

delabyedpani rnampagsumste/dangba'i byedpadang/

'dodpa'ibyedpadang/yidchespa'ibyedpa'o//

de ladangba'i byedpani norbuchudangbyed ltar rgyudgyi

rnyogpamedpast8')/phyirzhing lphqgsp(Mr"cmsjα〃α 'dodpq

1)Pmcheg. 2)Ppa'o. 3)Pomitszhes. 4)Pomitsni.

5)Pomitspa. 6)Pomitspani lhag. 7)Cdo. 8)Pomitskyi.

（2）
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血昭/"mpq'i chosmyα兄pm･ 'dodpq'o//de ladangba

(D.228a)mayinpani rtagtubsgompa'iphyirro//Phqgspqni

lasdangnyonmongspalasringdusongbaste/yangdagpar

rdzogspa'isangspa'isangsrgyasdang/de'idge 'dundaggo//

"mpqnigangzagdedagste/! dedaggisspyadpa'iphyir fmm

pa'jchosso//

'dodpa'ibyedpani sersFzqmedpq la(P､268a) sogspaste/

thobpadangspangspa ladmigspa'i phyirmyangan las 'daspa

thobpa'i rgyulamgyi bdenpadang/sdugbsngal gyi rgyukun

'byun"admigspa'o//sdugbsngalgyi #gyu'kun 'byungspangs'
pa'iphyirseF･s"αmedcesbyabaste/sersnadang'chalpa'i tshul

khrimslasogspada:'lni sdugbsngalgyi rgyuyinpa'iphyirro//

myanganlas 'daspa'irgyulamgyibdenpathobparbyaba'i phyir

Zhugpargto"gba血"gzhesbyabalasogspast:3)/machagspa,i
（唾）

ngobonyidlasogspapharoltuphyinpadrurhi lamdu 'dodpa'i

phyirro//delaJhUg"F･gto"gbuni sbyinpadang 'brasbuma

(C.231a) 'brel bast;4)myangan las 'daspabsngoba'i phyirro//
（15）

mgpa6J･幼aJzgba ni gus pa dang rgya cher rab tusbyin par
（16）

bya'o//gtoFzgbaja噂z'6anisngarol dangde'i4 tshedangbyin

zinnasyirangbadang/dangbadang/'gyodpamedpa'87)//

sbyinpami 'chadparbyedp")nigcigtuchosdangbabcolmayin

pas longsspyodsgrubstedusdussuyangdangyangdusbyinpar

byaba'i dngospoyongs sugtongba'o//gto"gbuP加凡sum

tsbogspqni sbyingnasdagla'bulba'o//s妙凡pα鞠edpar(噌α，

1)Pomits/. 2)Pomitsrgyu、 3)Pspang. 4)Ppo'i.

（3）
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（19）

banidusdussuphadangmadangbudangbranphodangbranmo

lasogspr'lakun 'gyedpa'o//

yangnasbyinparnampadrugste/mirtenpadang/dga' ba

dang/yangdangyangdusbyinpadang/snoddugyurpa la

sbyinpadang/yongssugzungbasbyinpadang/ 'khor lasbyin

paste'/de ltarsbyinpadang/gang lasbyinpa'i dbangdu

byasnas脆昭pqr･gto"g6qlasogsparnamssurigparbya'o//

rnamgrangsgzhanyangmi sridpas肋昭pm･gto"gbq'o//mi
（2】）

gyodbasna鞄α'6q'o//guspadangldanpasmchodsby如兄O//
P

lusdang longs spyoddangdgebagtongbas2g*oFIgbap加凡sum

tshogspa，o／／rjessudga， （D､228b）bas ？gyedpajα唯α' (P.268b)

bq'o//gtongba'itshenahho"gルルrobamedpq'o// 'brasbu
（漣）

'dodpa'irebamedpasrmyogpamedpc'o//

yangnapharoltuphyinpadruggiszinpaste/delasbyinpa'i

sbyinpani肋昭pqr･gtongbq'o//tshul khrimsni鞄α' 6Qdang

guspa'imC加dssbyj刀陀o//brtson 'grusnigtoJzgbq"I"z sImz

tshOgspa'o//bzodpanita'6adangMo昭ルhy･obqmedpq'o//

bsamgtandangshesrabkyiszinpasnarmyogpqmedpqste/de

ltarnasbyinpaji ltababzhindutshulkhrmskyi sbyinpalasogs

parigparbyaste/ 'dirnimtshonparrigparbya'o//

yid chespa'ibyedpabstanpanims血"gmshyirnamparsmiJz

pajay"chespa血昭zhesbyaba4 lasogspa'o//de layidsches
“） （24） （雪）

pulasogspagsumni som"yimedpalasogspagsumdangsbyar

barbya'o//

1)Pdang. 2)Pomitsgtongbas. 3)Dmchog

4)Pomitsdangzhesbyaba. 5)Dyis.

（4）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaWamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

yangnamiphyedpasyidchespqrbya'o//ngespar 'dzinpas

mospq'o//byebragphyedpasrtWspa'o//thospa'i tshe

(C.231b)sommyimedpq'o//bsampa'itshet"etshommedpa'o//

bsgompa'i tsheyjdgnyismedpq'o'zheskhacig'doddo//

laladagnisbyorba lasogspagsumdusomnyimedpalasogs

payinnozhesso//

luscanrnamskyis2 1asdagni//

bskalpabrgyaryangchudmi za//

tshogsshingduslababpana//

'brasbunyiddu 'gyurbayin/")
zhesgnyenposmabcosparzadparmi 'gyurbaschudmizq'o//

chudmi zaci zhiggnod//nyonmongspaspongnasosorma

brtags'pa'i{ 'gogpar 'gyurrly'//mayintechudmizq6@zhesbya
banignyenposmabcosna 'brasbubskyedpalabyaste/nyon

mongspazadnadeni'dodpakhonaste/thogmamedpa'i las

dagji ltarzadpar 'gyurzhena/gnyenposbsgomzhingrgyu 'gog

pasnamiby@6@mibyedpq'o//

（麹）

4.2Tathagataguhyasptra2(D.151a5,P､175b8,T､50c27,BP.10.7)

desdonbstanpa'isgonasbsdubani/ya"gde"y趣此zs 'hy'"@g

bazhesbyabayinno//

(P.269a) 'dundangzhesdang 'jigspadang//

『mongspasgangzhigchosmi 'da'/"'

1)Ppa'o//2)Pkyi. 3)Pbrtag. 4)AKBh, pas.

（5）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaWamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

zhasbyaba'i tshulgyisni bya! bakhanamathobami byedpa

ste/gzhanduna/

ngayibstanlamagusgang//
（動

deyisngamthongci zhigbya//

zhe'o//

4.3"VimatisamudghatasUtr:')(D.151a5,P.176al,T.50c29,BP.10.10)

dadpa'iyul2bstanpa'iphyirmdpα犯j (D.229a) zhes byaba la

sogspasmtshamssbyorte/te6q'ichosnidkarpo'ichosmtha'

dagbskyedpa'irgyubyangchubkyi semsso//sFIgo"d"rr･obq

ni/

rgyaldangrgyalba'ichosladadgyurcing//

byangchubblanamedladadgyurpa//

sangsrgyassraskyispyodladadbyedna//

skyesbudamparnamskyisemsskye'o/,

zhes 'byungbaltabu'o//de ladadparnampagsumgyisyul

gangladadpargyurzhena/ 'di""debzhingshegSpazhesbya

ba3 1asogspagsungste/dadpa'i yul ni rnampagsumste/

sangsrgyasdangchosdangdge 'dundang/sdugbsngaldangkun

'byungba$dang'gogpadang/lamdang/lasdang/ 'brasbu

rnamssIW)//yuldegsummtshonpa'i dondudebzhingshegspa

smoste/gtsoboyinpa'iphyirro//debzhinghsegspade'i

1)Pomitsba'i tshulgyisnibya. 2)Ptshulyu1.

3)Comitszhesbyaba,D,Plasogszhesbyaba. 4)Pomitsba

（6）



RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayabaSyamRatnalokalamk且ram(Mochizuki)

yontangangrnamsshe1na/ 'di ltaste/phungpoyongssudag

pa'iyontandang/2 brjodpayongssudagpadang/mdzadpa

yongssudagpadang/mkhyenpayongssudagpadang/gzigs

pa(C､232a)yongssudagpadang/mngonpar 'phagspa'iyontan

rnamsso//

delaphungpoyongssudagpani/tshulkhrimskyiphungpo

dang/tingnge 'dzingyiphungpodang/shesrabkyiphungpo

dang/rnampargrolpa'iphungpodang/rnampargrolba'iye

shesgzigspa'iphungpo'IW)//

brjodpayongssudagpani ji ltabalasbrtsamsnaschosrnams

kyirangbzhinbrjodpadang/jisnyedyodpalasbrtsamsnaschos

kyirnamgrangs(P.269b)brj･dpa'IW)//

mdzadpanirnampagnyiste/mi rtagpadang/dus thams

cadpa'iphrinlasso//

mkhyenpani rnampadrugste/rdzu 'phrulgyi yul shespa

dang/lha'i rnaba'imngonparshespadang/gzhangyi sems

shespadang/ 'chi 'pho3dang/skyebashespa4dang/sngon

gyignasrjessudranpadang/zagpazadpamngonparmkhyen

pa'｡／夕）

gzigspani rnampalngaste/sha'i spyandang/lha'i spyan

dang/shesrabkyi spyandang/choskyi spyandang/sangs

rgyaskyispyann｡/"

mngonpar 'phagspani rnampagsumste/skudang5 (D､229b)

1)Pzhe. 2)Pomits/. 3)P'bo. 4)Pomitspa.

5)C,Ddang/.

（7）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayaba5yaIIuRatnalokalamkaram(Mochizuki)

gsungdangthugskyismngonpar 'phagspaste/debzhingshegs

pa'iyontannimdorbsdu!na 'didagtuzadde/de2ci'iphyirzhe

na/rangdanggzhangyidonmtha' dagbsduspa'i phyirs teJ/

lunglasyontanjisnyedbrjodpathamscadkyang 'dignyiskhonar

zaddo//

delazagpamedpa'iphungpolngalasgtsoboyinpa'iphyir/s

rnampargrolba'iyeshesmthongba'iphungponiSgy･ibp@medpq'j

yeshesmt加"gbqzhessmospayinno//

ji ltabalasbrtsamsnaschoskyi rangbzhinbrjodpanidesbstan

panimt加噌pql･dhq'6(zzhesbyabalasogspagsungste/tshu

rolmthongba'iyulmayinpasshespardﾙα' ba'o//tshadma'i

yulmayinpar)shespardka' ba'o//'phagspa'ispyodyuldugyur

paszQbpq'o//sprospadangbral bag~'Jgyubqchadpa'IP//
（動

gzhimagrubpa:''mig紗angmedcesbyabalasogspa'o//chos

canmedpalachosmi6 'thadpasmi苫agｱpayα"gmedcesbyabala

sogspagsungspa'o//de ltamodkyi 'onkyangkunrdzobtuji

snyedyodpalasbrtsams(C､232b)te/chosrnamskyi rnamgrangs
〈の

brjodpaniya凡〃gdi･ug"血昭〃α凡pd.zhesbyabalasogspa

gsungste/gsungyanlagdrugcuni/gsangbabsamgyismi

khyabpa'imd:3)lasshesparbya'o//(P.270a)delascibyedceo

na/'khrulpamtha' daggignyenpoyinpa'iphyirro//ngaggi

lasyoJIgSs""gpa血"gzhesbyaba la sogsPagsungs payin

no//deltarrgyasparbshadpabsduba'i phyirmimMyenpq'm

1)Psdu. 2)C,Domitde、 3)Pomitsphyir. 4)Cto,Pste.

5)Pro//. 6)Pomitsmi. 7)P'gal. 8)Pzhe.

（8）



RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayab"yamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

zhesbyabalasogspa'gsungste/ji ltaba'i donmkhyenpasmi

mkhyenpamedpa'o//ji snyedyodpamkhyenpasmagzigspq

medpa'o//degnyiska'ingobosmngonsumdumamdzadpa

medpadang/mngonparsangsrgyaspamedpa'o//

mdzadpayongssudagpani/Spyα〃yongssu"gpa血昭睡兄
（鋤

pq'zhesgsungste/nyinmtshan landrugtugzigspasnahI"z rlas

鞭yα"da"gldtmpq':'//yangnagdul byadusgsumparnamsyal

barmi 'dorbardusthamscadpa'iphrinlasdangmi rtogpa'i phrin

laskyisgzigspasnakunnasspyandangldanpa'W)//

(D.230a)drugmngonparmkhyenpa'igtsoboyinpa'iphyirzagpa
（m

zadpa'imngonparshespa~bstanpani/ 'dOdchagsdtmg6qZ6q

zhesbyabalasogspa'o//

gzigspayongssudagpaspyanlngalasdangpoyinpa'i phyir/

shq'i Spy@"smos tW)/mthar thug pamed pas中αg"med
pq'o//

mngonpar 'phagspa'iyontan lasskumngo"pm･ lphqgspani/

SpyigtsUg6"α〆"'is""gbc'S"//kunrdzobkyi bdenpastonpas

zqbpq'o//dondampa'ibdenpastonpasdo凡血mp@sto"pq

ste/ 'di gnyisni gsungmngonpar 'phagspa'i yon tanno//

thugsmngonpar 'phagspani/saFzgs r窓yashyi chos thamscnd

伽6〃〃αmedpqrgyw･Puste/de lamtshanbzangposumcu

rtsagnyi:0)dang/dpebyadbzangpobrgyadcumtShonpa'f')phyir，卿）

skumngonpar 'phagspa'o//gsungyan lag lngr)dangldanpa

bstanpa'iphyirgsung'phagspabstante/gsungyanlaglngagang

1)C,Domitslasogspa. 2)SSomitsdangldanpa. 3)Pltar

（9）



RatnakaraSanti'sSUtrasamuccayab"yamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

zhena/yongs(P.270b) sushesshingrnamparshespar 'gyurba

dang/mnyannabdezhingmimthunpamedpadang/zabcing

dbyangsrjessu 'byungbadang/gtangmibrazhingrnarsnyanpa

dang/ma 'khrugs (C.233a)shinggsal ba'o//byangchubkyi

gskyichossumcurtsabduffa)dang/tshadmedpabzhf>dangphy･gskyi chossumcurtsabdundang／tshadmedpabzhf》dang

/rnampartharpabrgya『》dang/mthargyisgnaspa'i sny･ms

par 'jugpadgr)dang/zadpargyi skyemchedbcW)dang/Zilpar ，jugpadgudang／zadpargyi skyemchedbc『)dang／zil

gyisgnonpa'i skyemchedbrgyar)dang/nyonmongspamedp:
（閏）

dang/smonnasmkhyenpa.'dang/sosoyangdagparrigpabzIW
（田）

dang/rnampathamscadduyongssudagpabzhf'dang/dbang

bc{F)dang/stobsbcr)dang/mi 'jigspabzhf)damg/srungba（” ． ，．、

medpagsuIW)dang/｣ dgongs'panyebargzhag'pagsuIW)dang/
《釘）

bsnyelbamimnga' ba'i chosnyir)dang/bagchagsyangdagpar
（③ （和）

bcompa~~dang/thugsrjechenp6~'dang/ma 'drespa'ichosbco

brgya3)dagz'ni sangsrgyaskyi choo thams cadde thugsmngonpar

'phagspa'o//yontanrnampagsumpo 'di dagni shesrabkyi

pharoltuphyinpalasrig4parbya'o//

4.4SraddhabaladhanasptrH''(D.151b4,P.176a8,T.51all,BP.11.12)

dedaggi ngobo (D.230b)nyidgangzhena/dekzmdpq'j

stobsgmzgz舵犯azhesbyabalasogspagsungs te/dadpani

rnampagsumste5/yidchespadang/dangbadang/ 'dod

pa'idadpa'i ngobonyiddo//de lamibrdzibasni stobszhes

1)Pomits/、 2)AAKdran. 3)Pbzhag. 4)Prigs. 5)Pomits

(10)



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabagyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

byast:@)/' chenpozhesbyaba'idonto//

delayidchespa'ingobonyidni"mgonpur(MzdpadQFzg2 zhesbya

balasogspaste/sangsrgyaskyichosnidesgsungspa'i lasdang

'brasbuphyincimalogpa'imtshannyidde/kzskmgltzshyj

r7zcmparsminpazhesbya'o//3 delalus lasogspa'imngonpar

'dubyedpani"szhesbyaste/dgebalasogsparnampagsum

m『》//myOgpqnibdagtultaba.'yinla/mosparspyodpa'isa
〔だ）

lachosthamscadbdag(P､271a)medparyidchespani rtogpamed

pa'i semsso//chosthamscadcesbyabaniphyidangnanggi

dngospothamscaddg)/gcigdangdumadangbralba'iphyil"/

ngobonyidmedpasstongPa"y湿血昭/rangdanggzhangnyiga

dangrgyumedpalasmiskyebag')rgyu'imtsho""'cmedpodα"g/

yodpadangmedpadanggnyigalasmi skyebaS~''brasbusmo"pq

medpa血噌/de'i phyir 'dubyedthamscaddangbral (C.233b)

nasm"go"paJ･ '血mibyedpuni rnamparrtogpathamscadkyis

dbenpastemthong4ba'i lamgyimnyampargzhags pa'ignasskabs

su6dadpa'o//de'i rjes lathobpanassalngapa'Y''barduthabs）su6dadpa，o／／de，i rjes lathobpanassalngapalbarduthabs

shesrabzungdu 'brelpa'ingobonyiddudadpanisbyinpalasogs
（睡）

pa'o//sadrugpanasbcupa'i bardir'shesrabrnampabzhi ni

rtencing 'brelpar 'byungbashespalasogspaste/de ltarna
（田）

pharol tuphyinpabctrnimthongbadangbsgompa'i lamlayid

chespa'ingobonyiddo//

laladagnimthoriskyi rgyunims血"gmshyi7rnampm･s"""

1)C,Domit/. 2)Pdang/. 3)Pomits//、 4)Dmamthong

5)Pbzhag. 6)Pomitssu. 7)Pomitskyi.

（11）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

po'o//nyonmongs pa'i sgrib pa spongbani rmyogpamed

pq'o// shesbya'i sgrib paspongbasnastongpamy"lasogs

pa'IW)//thegpamchog'dodpasnapharoltuphyinpadrugste/

mdornamthorisdangbyanggrolgyi salayidchespasyinnozer

ro//

laladagnidngossubyungbadangzhar labyungba'i donte!/

msdtmgjqshyir"αmparsmi"pqladad(D.231a)panidngossuyid

chespa'idadpani yinla/myOgpamedpq'isemslasogspani

zharlasbyungbaste/ de la rnyogpani gzungbadang 'dzin

pa'r)//dedangbralba'i' rangrigpa'F)sems 'odgsalba'ingobopa'『)/／dedangbralba'i' rangrigpa, sems 'odgsalba'ingobo

nyiinni rnyogpamedpa'i semsso//kuntubrtagspadang/

gzhangyi dbangadang/4 yongssugrubpa'i rangbzhindagni

mtshannyiddang/skyebadang/dondampa'i ngobonyid

medpas stongpanyid lasogspanyidyin lr)/ 'odgsal ba'i

(P､271b)semslasmagtogspa'isemsgzhangyingobonyidtshol bar

mi byedpadang/ chos nyid sems lasgzhanpa'i sems gzhan

no//yodpamayinrangbzhinbrjoddo5 zhes 'byungbasmJzgo"

par '血mi妙忽pq'o//deltarlta6barnampardagpasspyodpa
（釣）

phunsumtshogspanipharol tuphyinparnampa7drug~dangbsdu

ba'idngospobzh乳stantozhes 'doddo//

“）

4.5SradhabaladhanasUtra2(D､151b6,P､176b4,T.51al7,BP.12.1)

1)Pste. 2)Pba'isems. 3)Pdbangba、 4)C,Domit/.

5)Pdo//. 6)Pblta、 7)Pomitspa.

（12）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

dangba'i!ngobonyidni血兇gbq'imfs加刀myjd"imdpq2stezhes

byabaste/ 'dodchagslasogspa'i rtogpadangbarbyedpasna

norbu3chudangltardangbarbyedpa'o//rtogpamedpanyid

gangzhena/grmgcbagspcmedp@zhesbya'o//yulgangzhe

na/thegpqcんe"Po4 zhesbya(C､234a)ste/rnampabzhi ni

thegpachenporgyuddangbarbyedpa'igtsoboyinpas thegpa

chenposmosso//

gzhandagnidangba'idadpanimospagtsoboyinpasmospar

spyodpa'i sala 'dodde/rezhigtshogskyi sa lasgra'i rjes su

grobasbyangchubsemsdpa' rtagtungf!.hgeba'ibshesgnyendang
p

shesrabkyipharoltuphyinpasshinduskomnasduzhingchonges

'debste/nyinmtshanbdun 'daspaltabudang/rgyal po la

gdamspa las/yangdagpar rdzogspa'i sangs rgyaskyi gzugs

brnyanmthongbaszhagbdundumigmi 'dzums5par ltazhingmchi

ma'irgyunmi 'chadparbyungzhingzhesbyabadang/ 'phagspa

norbzangskyisdgeba'ibshesgnyenmthongmathagtumigmchi

masgangbardustezhesbyabaltabu'o//de'i phyirtshogskyi

salanithegpalamospamibzlogs6pasna(D.231b)fzdpa'istobs

zhesbya'o//droddangrtsemo'ignasskabsnadbangbyedpa'i

phyirdbangpo'o//bzodpadangchoskyimchogtumibrdziba'i

phyirstobszhesbya'IW)//

'dirgtsoboyinpasdadpa 'ba' zhigsmostebrtson 'grus lasogs

payangrigparbya'o//delalus lasogspalamazhenpascmgs

pumedpq(P.272a)ん加昭血chudP@ste/dpernabyangchub

1)RApo'i. 2)Pdang、 3)Pbus. 4)Ppo'i. 5)P'dzum. 6)Pbzlog.

（13）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

semsdpa' rtagtungubrla'ishabtogs' shingruspagcogpadang/

lagpaphugstekhraggzaggozhespaltabu'o//mazhenpani

rangbzhinmedparkhongduchudpasdngosporltabasmibrdziba'i

phyirstobszhesby@'ozhes 'chaddo//

deltardangba'ingobonyidbshadnas 'dodpa'idadpa'ingobo

nyidbstan2 panigZ加陀y@Fzgzhesgsungspa'o//bdenpabzhi

rtogspar 'dodpasdgeba'ibshesgnyenlabrtenpanigz勉励gyiSg"

ja"dp@'o//deladadpani 'dodpa'idadpa'o//ji ltarzhe

na 'ognasgzhangyisgrathosnasmngonpardadpazhes 'byungba'i

phyirro// 'dodpani 'dunpaste/gzhangyi sgradangtshul

bzhinyidlabyedpa lasdon rnyedpa'i phyir ro//de lasdug

bsngaldang/kun 'byung' (C.234b)dang/ 'gogpadang/lam

dagni shesparbyabadang/spong4barbyabadang/mngon
《弱）

dubyabadang/rgyud labskyedpar 'dodpa'i phyir'dangpo

gzha"gyiSgm血血dpaste/chosthospar 'dodpa'o//chos

gangzhena/sbyorbarimcandubslabparbyabasbdenpabzhi5

rtogsparbyaba'i phyirro//sbyorbarimcanzhesbyabani

tshulkhrimsdang/thospadong/bsampadang/bsgompa

labyaste/

'dinadangporthosla

brtennasyidlabyedpa'byung//

tshulbzhinyidlabyedlas6

yangdagdonyulyeshes 'byung//

1)Pbrtogs. 2)Pbrtan. 3)Cspung. 4)Pspang. 5)Dbzhin.

6)Ppas.

（14）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

delaschosthobdeyod

delasblogrosrabtuskye//

gangtshedeni soso
（例）

yangrigmednaji ltarnges//!

zhesbyabaltabu'o//deltabasnadangposmonpadangldan

pa'isemsrgyudlabskyedpasnabyα昭chubsemsyα"g血gpar 'dzi"

pq'o//'jugpa'isdompalenpasnaSpyodpq'o//mthongba'i

lamgyisbsduspa'isemsrnampabcrtD.232a)niby@ngch"Myisems

so//lamdela 'jugpa'i rgyudpa'i 'byorpa2 ni rnampagsum

ste/degsummtshonpa'iphyir 'gyurbamedpani (P.272b)bsam

pq'o//dngoskyi sbyorba 'brasbugsumdangldanpani shyoF･

6q'o//ranggidonbsgrubpa'ithabsnipbcrol"phyjjzpa'o//

gzhangyidonbsgrubpa'i thabsni bsdubq'idngospo'o//gnyi

ga'ibsgrubpa'irgyuni tha6smm"h(zspdste/dgeba'ibshesgnyen

no//'brasbu'ingobonyidni sngarbshadpa'i chosrnamste/

sangsrgyaskyi chosso// lamrnampabzhr)ni byangchubsems

dpa'ichosdedagnisbyorbarim3bzhindubslabparnamsso//

lalanaremospagtsoborgyurpa'idangpo'ingobonyidkyi

bzodpadangchoskyimchogtudadpa'i stobs0gtsoborbshadpade

laci'iphyirstobszhesbya/ganggisbrdzibarmi nusshe5na/

byangchubkyisemslasogsPa'ognas 'chad6parnamsdangldanpas

stobszhesbyala/dedaggismimthunpazilgyisnonpasnami

brdziba'o//hyα昭chubhyisemslasogsparnamsdangldanpa

1)Pomits//. 2)Psbyorba、 3)Primpa. 4)Pomitsstobs.

5)Pzhe. 6)P'chang.

（15）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

niyongssu'dzinpalaragluspasna! (C.235a)gZhα〃gyiSgm'o//

gz"〃ぬszhesbyabaniyangdagparrdzogspa'isangsrgyas lasogs

paste/

detshechoskyirgyun2 1ani//

sangsrgyasrnamslazhignasdang//

yeshesyangspathobbya'iphyir//

gdamsngagrgyachenrnyedpar 'gyur/"p

zhesbyabaltabu'ozhes 'doddo//4

4.6BodhisattvapitakS)(D.152a2,P.176b8,T.51a24,BP.12.16)

daniphanyon5bshadparbyaste/shari'ibuzhesbyaba la

sogspaskabs 'byedpayinno//de lamdogciggisbshadpani

byα昭chubsems中α'isdes"odmshy(zIIgzhesbya'o//mdodu

ma'isgonasbshadpani/zlabasnyingpodang/klu'irgyal po

rgyamtshoszhuspalasbstanpa'o//

deladangba'iphanyonni/血昭bamqng6a血昭／やhags

paryaamsZα〃α'dodpa政mg"mpq'ichosmyα〃pqr 'dodpq'o//

yidchespa'iphanyonni/jqs血昭〃shyj F･nampar･ smmpα地

yidchespq'o//'dodpa'iphanyonnimictebUbcu'imshyj"m

Spongzhingzhesbyabalasogs(D､232b)paste/sdugbsngalgyi

rgyuyinpa'iphyirro//(P.273a)midgebabcu'f"mtshannyidni

ognasstonto//byabadangbyabamayinpa'ingobonyid
p

yinpalaskyangyinla/bde 'grodangngan 'gro'i lamyangyin

paslaskyi lammo／餌

1)Domitsna. 2)Prgyu. 3)Pomits//. 4)Pde/、 5)Dyan

（16）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalaIPkaram(Mochizuki)

phanyondangldanpa'i dadpaskyeba'i rimpagangzhena/

dangba'idadpadangldanpadagniyidchespar 'gyurro//yid

chesna'dodpa'i 'dunpaskyebar 'gyurte/ 'dinigorimsso!//

de'iphyirdadpabrtanparbyaba'ithabsbshadparbyaste/dang

pomtshannyiddangldanpa'i dgeba'i bshesgnyenlagsolbagdab

parbyaste/slobdponkhyadlasbdagbyangchubkyi semsbskyed

parbyaba'iphyirdadpa'i rtsababrtan2pa'i thabsnodpar 'tshal

gyis3thugsbrtseba'isladdubstandugsol/deskyangrigskyibu

dkarpo'ichosmtha' daggirtsabadadpabrtanpar 'dodpa4ni legs

so//de'iphyirkhyodkyisyangdagparrdzogspa'i sangsrgyas

mtshansumcurtsagnyisdangdpebyadbzangpobrgyadcudang

ldanpayidlagyisshigdang/deskhyod luskyibaspuldangpa

dang/(C､235b)mchima 'khrugpa'i dangbanyonmongspamed

paskyebar 'gyurro//yangnaji ltarthospa'i rnamparyid la

gyisshigdang/yangna 'phagspa'igangzaggi tshogskyi rnam

padeltaryidlagyisshigdangdekhonobzhindu 'gyurro//de
D

angrtagtubsgomzhingbrtanporbya'ozhes byaba bstanpar

bya'o//yangrigskyibukhyodkyis5 'di ltabu'irgyuyidchespar

byaste/dkarpo'ichosmtha' daglasskyesparigskyibudebzhin

gshegspa｡iskuni choskyi skustebsodnamsbrgyalasskyespa'jF)

zhesbyabalasogspa 'ognas 'byungbaltar7yidchespa'idadpa

bskyedparbya'o//de'iphyirkhyodkyissku 'di ltabula 'dodpa

bskyeddethoppadondugnyerbarbya'o//midgebamtha' dag

1)Primmo、 2)C,Dbrten. 3)C,Dgyi. 4)P'dodpagsum.

5)Pkyi. 6)Ppa'o//7)Dlhar.

（17）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayaba5yamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

spangparbya'o// 'khorba'iphungpolnga'i sdugbsngal shespar

bya'o// 'phagspa'i lamyan lagbrgyad (P.273b) pabsgompar

bya'o//myanganlas 'daspathobparbya'ozhesbstannas/de

dagkyangdekhonabzhindubsgomspas(D､233a)mi phyedpadang
（1田）

ldanpanidadpa'irtsababrtanpazhesbya'o//de'i phyirdang

pordgeba'ibshesgnyensten｣parbyedpani"dpqcq"deteSpyod

dtmgbrqmzezhesbyabalasogspa'o//delayangdngPm･so"g

bani 'brasbuthobpade'irgyunima昭血thospa血昭/thospa

jqbrtsonpqni lunglenpa'idgeba'ibshesgnyenno//fs"Z6zh伽

yjdjChyedpqni/bsgrubpa'i dgeba'i bshesgnyenno// 'di

daggisnisoso'iskyebo'idgeba'ibshesgnyenbstanto// 'phags

pa'igangzagni the tshomlasb昭αI 6α血昭/yα昭s｢"2@J

pq'o//blanamedpa'i dgeba'ibshesgnyenni ノて"ogspa'isumgs

ﾉ窓yasso//gangzagdedaggangzhena/byaIIgchubsems中α，

血"gsα"gsI召yashyMyα凡娩oszhessmos so//yidchespa la

sogspagsumnidangpodangbardangthamarbstanto// 'di

daggisnidangpo'idadpabsgompa'i thabsbstanto//hs血昭

rJzampm･ sminpasto"to2 zhesbyabani yidchespabsgompa'i

thabsbstanto//s"oddurig〃αszhesbyabalasogspasni 'dod

pa'idadpabsgompa'i thabs(C.236a)temyanganlas 'daspathob

par 'dodpasbdenpagnyis ldandubsgomparbyabW)ni stongpq

JZyid血昭zhesbyabalasogspa4e/de ladondampa'ibdenpa

bstanpanistongpanyidlasogspa'o// 'onkyangrkyennyid 'di
（1鱒）

pa3 tsam4duyodpaS~'rtencing 'brel par 'byungba'i gtammo//

1)Pbstan. 2)Pomitsto. 3)Pla、 4)Prtsam.

（18）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

stongpanyidlasogspanibshadzinto//chosnyidlargyu 'bras

mi 'thadpasnama吻esshingmqhyl"1g6"'W"//kundubrtags'
pasmedpasnabdaglasogspamedpaste/ngargyal ba'i phyir

（1師〉

b血ggo//zhumpa'iphyirsemsCα凡凡o// 'tshoba'iphyirsF･og

go/"' 'byung"hing 'jigspasgCngzCggo//rgyurkyentshogo
pa las 'bras (P.274a) bu 'byungbas r･te" ciJIg '6J･ejpqF･ 'byl"zg

bq'o/'ji ltarthospabzhinbsgrubpascﾉiagspO"'edpqr･ 7ugces
byabalasogspagsungste/chagspanidngosporzhenpa'o//

lhagpar zhenpa'i gnasyinpasphungpo lasogspa smos te/

spungspa'i phyirphI"lgpo'o//rigs (D.233b) kyi don yinpas

ゐ""!sso//skyeba'i $goyinpasshyemcheddo/"'' dedag
kyangchadpa'ignasspangsparang6zん伽gyiszhesbyaste/ngo

bonyidkyisstongpa'iphyirro// 'onathobpar2byabameddo

zhena/sα"gsrgycmshyiyeshestsholzhesbyabaste/stongpa

nyidbsgompani sgompa3 rnamskyi dampayinpas/desmya

nganlas 'daspa 'gogpathobpar 'gyurte/

sgomparnamparmisgompa'i//

sgompadampa 'dodpaste//

thobparltabamedrnamskyi//
〈111）

thobparyangnidampar 'dod//4

ces 'chadpaltabu'o//stongpanyiddeyangthabskyisyongssu

zinpasbstanpanibagyodPQZqgz加lbuym〃ozhesbya'o//de

nyidbshadpani/dbaFzgposdompqzhesbyabalasogspa'o//

de'iphyir 'ognaskyang/thabsdangbral ba'i shesrabni 'ching

barbshaddo//

1)Pbrtag. 2)Pomitspar. 3)Pomitsnisgompa. 4)Pomits//

（19）



RatnakaraS且nti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

4.7Candragarbhaparivart:"

(D.152bl,P.177a8,T.51b8,BP.13.25)

danimdoduma'i sgonasdadpa'i phanyonbstanpa'i phyir/

zjabq'jsnyingpo'i le'ums紗α"gzhesbyabalasogspagsungste/

dangba'iphanyon(C.236b)ni/*er〃αy"6zh加gyi"o『“『加

poche"eF･6Fyodpqbzh伽〃ozhesgsungste/sngarbshadpa'iyon

tanrnamsthobparbyedpa'iphyirro//

（113）

4.8Sagaranagarajapariprcch3(D.152b2,P.177bl,T.-,BP.14.3)

yidchespadang'dodpa'iphanyonspyirbstanpani/mospd'j

stobszhesbyaste/mospani ngespar 'dzinpa'jmﾂ//gang la

mospazhena/yidchespasnimshyimamparsmiFzpα〃ソig

pcz'o//'dodpasni byα昭cbubhyisemsmj 'dor '6qlasogspa

ste/byangchubkyisemsnismonpadangldanpa'o//yj"m'

jCbr･ttm'pqni 'jugpa'isdompa'os//ji ltaryi dam4 labrtans zhe

na/sdompa'i tshul khrimskyisnimi"e bq'j (P､274b) c加s

thamscadSpoJIgba'o//semscangyidonbyedpasni"yespar･

hyaspathamscadbzodpa'o//kkmpqzhesbyabani thamscad

lasbyarbarbyaste/thobpar 'gyur zhesbyabatshiggi lhag

pa'o//

khacigsngarbshadpa'idadpadangldanpani dkonte/dkon

1)Pyiddam、 2)C,Dbrten. 3)Ppo'o. 4)Pyiddam.

5)C,Dbrten.

（20）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

pa'idperinpochebzhinno//dadpa'imtshannyidtshulgzhan

gyisbshadpanimospd'istobslasogspa'o//mospani thegpa

chenpo'o//(D.234a)yUgpqniyidchespabsgompa'o//mi

2dOrbanimigtongba'o//'brte"spanimig-yoba'o//Spfmgs

pqni'dorba'o//bzodpani lenpa'ozheskyang'chaddo//

（114）

4.9TathagatagunajnanacintyaviSayavataranirdeSasUtra

(D､152b3,P､177b3,T.51blO,BP.14.11)

dani sngarbshadpa'i dadpa'i yul gzhanbstans pa'i phyirc加s

thamscudcesbyabalasogspagsungste 'brasbuthobpar 'dodpas

nasemsdpa'o//nyanthosdangrangsangsrgyaskyithegpalas/

khyadzhugspasnasems叩α'CheFEPo'o//yontangyi4byebrag

nignasskabskyistobskyisdrangsnabyangchubkyi semsbrtanpar

gyurbalabya'o//dela 'dodpa'i dadpa'i yulbstanpani/
P

chosfhamsc@dcesbyabalasogspaste/chosthamscadnibden

pabzhi'o//dela 'gogpani/gnyenpomedpaste/gdulbar

minuspa'iphyirro//lamgyi bdenpadagni/s mqWgUgspq

stegongnasgongduyeshesskyeba'iphyirro//dedagkyang

spangbyayinpa'iphyir 'gogpakhona'o//mayinteskyespa'i

lamgtsorbyedpa'i phyirro//sdugbsngal (C.237a) dangkun

'byungdagni logpa'i shespalasbyungbas 'khrulpayinpasbden

pab"oddumedpq'o//

1)Pomits//、 2)Dbrten、 3)Dbrtan. 4)Pomitsgyi.

5)Pomits/~

（21）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

lalanareyo"ta"gyjbye6JUgnimdonyidgtsorbyaspala'o//

chosniphyinanggidngospothamscaddo//choskyi rangbzhin

stongpanyidni dngospossgyur｣ barmi nus pasgJaye"pomed

pq'o//gcigdangduma dangbral ba lasogspam(z skyes
《】15》

pa'o//choscanmedpalachoskyimtshannyidmi 'thadpasmq

gagspq'o//kunrdzobdangdondampanigcigdangthadadpa

mi (P､275a) 'thadpas6Fyod“加忽p｡'｡/"'desna 'g｡gpa'i ng｡
bonyidgtsorbstantozhes 'grelpagzhan 'doddo//2

danisngarbshadpa'idangba'idadpa'iyuldenyidphrinlaskyi

yontanbrtsamspani/jhI"zgyisgrubcingzhesbyaba lasogs

pa'o//delami rtog3pa'iphrinlasni lhungyisgrubcingrnam

parmirtogpazhesgsungspaste/Spyodpqni thugsdanggsung

giphrinlasrnamsso//Spyod"mnirnampabzhiste/0 bzhugs

padang/bzhengspadang/gzimspadang/ 'chagpastegnas

skabs(D.234b)bzhirdonmdzadpasnaphrin lasso//hyd6czni

gzhandon 'ba' zhigpa labyaste/ranggi donmdzadzinpa'i

phyirro//ranggidonji ltarmdzadcena/bdenmodkyi 'on

kyangrgyal po ltabusemsbskyedpa'iphyirro//phrins lasde

dagkyanggdulbyamaluspa'ibyabayinpasnakhyabpaste/

sangsrgyasmdzadpargyache'iphyir//

khyabpazhesnirabtubrjod/jy"

ce'o//phrin6 lasdagkyanggangdumdzadcena/g7zqszhes

smoste/sprulpabzhugspa'i rtenyinpa'i phyirro//phrin7

1)Pbsgyur. 2)Pde/.

5)P'phrin. 6)P'phrin.

3)Prnyeg、 4)C,Domits/.

7)Pspin.

（22）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayab"yamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

kyanggcigtuzaddamzhenamayin te/gdul bya'i bsampa'i

dbanggis' snathshogsbadang/mizadpaste

phrin2 1aszadpamedpasna/
《】旧）

rtagpanyiddumngonparbrjod//

cesbyaba'i tshulgyisna/ 'dzqmsbu'iglinggirdujzhesbyabala

sogspagsungsso//dusthamscadpa'i phrinlasni/sengge

'bangsbzα"gWheSbya(C､237b)balasogspagsungstWgzhangyi
bsampa'idbanggisgzhandusprulpadang/deyang'daspa'i dus

dpagtumedpa'i sngarol nass極勿a thubpα〃mgo"parsqFIgs

ﾉ窓yas兇asbstα〃padang/de'i4duslasbzhengspasnadaltarbstan

padangrnampagsumdumos〃α5zhesbyabani/6 mdornampa

gsumyinno//de laserzgge '6tmgsbz(mgszhesbyabani rgyal

posengge'ibu'imingngo//rtOgspabryodpqni sdongyi tshul

lo//semscrmyongssusmmp"･ by@6qni/sha'i phyir 'khor
（】21）

lasogspala(P.275b)btags7palabstan8passo//mql･memdz(ia

nibskalpagrangsmedpagsumgyigrangsmedpagnyispa'itha

marbsnyenbkurba'i yangdagparrdzogspa'i sangsrgyaskyiming

ngo//6zI"lg'stezhesbyabani de las lungbstanpathobnas

so//sangsrgyasgciggismkhyenpasnasα"gs rgyqshyiy'JI

Jo//s"勿azhesbyabanimasdbengyichungmablangspalas

btagspa'imingngo//bsqdpqzhesbyabani shi ba'iminggi

rnamgrangste 'tshobadangbralzhesbyaba'idonte/bstα兄pa

zhesbyabani bdenpamthongpa'igangzagrnamsrgyal po 'bags

1)Pgi. 2)Pomitsphrin. 3)Pdzam、 4)C,Dde'an9. 5)Pna/.

6)Pomits/、 7)Pbrtags. 8)Dbrtan. 9)C.Dbzang

（23）



Ratnakarasanti'sSntrasamuccayabagyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

skyesposbsadparbstanpa'o//(D.235a) sminpaJ･ hyaspuni

skyobabskyedpa'iphyirro//

4.11Colophon

mdokunlasbtus!pa'ibshadpalunggi tshadmassbyarbalas/

dadparnyedpardka' ba'igtambrjodpaste2bzhipa'o//

dadparnyedpardka' babstanzinto//

Notes

(1)Skt.:Sraddha・ SeeMizuno(1978), pp.593-601,Fujita(1976),pp.586-

618,Mochizuki (1980) , pp､10-16.

(2)TheThemaon "cittotpada" istreatedinthenextchapterofSS.

Dr.BhikkhuPasadikareferstoLindtner(1982) , p.228, n.5andRA

1.5(Hahn(1982),pp.2-3,Tib.:Samten(1990),p.13,Eng.:Tucci (1934),

p.309.9-12, Ger.:Frauwallner (1994), p､209.10-13, Dan.:Lindtner

(1991),p.19.16-19,Jap.:Uryuzu (1974) ,pp.233.11-234.1,Kitabatake

(1988),p.3.3-4) inhisrevised translation.SeealsoSik.,Bendall

(1977) ,p.2.13-14(Vaidya(1961) ,p.1.7-8,Eng.:Joshi(1965) , pp.10.5-

11.3, cf・Asano(1991) ,pp.27.17-28.25) .

(3)Cf. Sraddhabaladhanasntra, Tib.(P), no.867, Tsu40b8-41al (Tib.

(D) ,no.201,Tsha38b5-6,Chin. (T) ,no.305,p.946b6-7) :

sangsrgyasbyebakhragkhrigbrgyastongmangpolabsnyen

bkurbyaspa'isemscandedagchoskyi rnamgrangs 'di thos

par 'gyurzhingthosnaskyangmospar 'gyurro//

(4)Cf.SN, vol.2, p､69.21-22:

idha gahapati ariya-savako Buddhe aveccappasadena

samannagatohoti//

1)Pbtud. 2)Pste/.
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RatnakaraSanti'sSntrasamuccayab"yamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

SeeFujita(1952) , pp.85-88,Fujita(1970) , pp.592.17, 608.6-13,Fujita

(1992) ,pp.111.14-114.9,Mochizuki (1980) ,pp､58-60.

(5)SU,Jaini(1979),p.38.19(Tib.(P),Tha77b2-3,SM,Tib.(P) ,

Tal53b4Jap.:Isoda(1922) ,p.28.5-6) :

adhimuktihSraddha-chandausampratyayabhilaSa-lak5apau.

(6)TSBh,L6vi(1925),p.26.24-25(Mimaki(1989) ,D11a6andl20.2-3

Tripaihl (1984) , pp.77.14-78.2,Tib. :Teramoto (1977) ,pp､33.18-34.3,

Fr､ :L6vi(1932),p.86.23-25,Eng.:Chatterjee(1980),p､66.20-23,Ger.:

Jacobi(1932) ,pp.27.30-28.2,Jap.:Ui(1952),p.63al4-15,Yamaguchi

(1953) ,p.264.12-13,Teramoto (1977) ,p.65.6-7,Aramaki (1976) ,

pp.94.15-95.3) :

tatra Sraddha karma-phala-satya-ratne5v abhisampratyayah

prasadhaScetaso 'bhilagah/

AKBh,Pradhan(1967),p､55.6-7(Tib.:Stcherbatsky(1970),p.138.15-

17, Chi. (T) , no.158, p.19b2-4, no.1559, p､178.23-24, Fr.:laVallee

Poussin (1971) , t.1, pp､156.21-157.2, Eng. :Pruden (1988) , vol.1,

p.191.5-7,Jap.:Sakurabe(1969),p.283.8-9) :

tatraSraddhacetaahprasadhah/satya-ratna-karma-phalabhisam-

pratyayaityapare/

Cf.AAP,Tib. (D) ,Taipeied., 611.5(Chin． (T) ,p.982a28-bl,Jap.:

Sakurabe(1975),p.139.20-22),PSP,Tib.Dantinne(1980), p.135.23-25

(Eng.:Anacker (1986) , p.67.16-18, Fr.:Dantinne (1980) , p.11.1-5,

Jap.:Shimokawabe(1976),p.9.4-5).SeealsoTakasaki(1988),pp､266-

271．

(7)Tib. (P) , no､760（3） ，chin． （T） ， no,310（3） ， 312？But lhave

notyetbeenabletoidentifythispassagethere.

(8)Seechapter3ofSSandRA(Mochizuki(1994),pp､9-20) .

(9)InthischapterRatnakaraSanticlassifiesthesmtras,whicharecited

byNagarjuna,underfourtopicsofTrust:

[1]action(byedpa): Tathagataguhyasmtra, [2]object (yul) :

VimatisamudghatasntraandTathagatagupajmnacintyaviSayavatara-

nirdeSa, (3)nature(ngobonyid) : SraddhabaladhanasUtra, [4]

benefit (phanyon) : Bodhisattvapitaka,Candragarbhaparivarta

andSagaranagarajapariprccha.

(10)Cf.AAP,Tib. (D) ,Taipeied.,611.5-7(Chin. (T) ,p.982bl-2,Jap. ：

（25）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

Sakurabe(1975),p.139.23-25):

dpernachudangbarbyedpa'inorbumtsho'inangdubcug

na/rdzabkyirnyogpathamscadbstal naschugsal bar

byedpadebzhindu.

(10b)AVS-nibandhana,Samtani (1971) ,p.162.5-6(Jap.:Honjo(1989) ,

p.91.4-6):

samantadutpadyate 'smadityarthah/duhkhasyasamudayo

duhkha-samudayah,duhkhasyaheturityarthah/

(11)Skt. :matsarya-dauhSIlyadi.SeeAAV,Amano(1986),p､79.22(Jap. ：

Amano(1972) ,p.187.8) .

(12)Mvy,Sakaki (1981),no.2844(Fukuda(1989),no.2848):muktatyagah.

(13)AKVy,Wogihara(1971b) ,p.435.6(Law(1957) , p.113.2-3, Sastri

(1987) ,p.745.23-24) :

uttamarthasyapraptirarhattvamnirvaPasyavapraptih. tasmai

pr且ptayedanam.

SeeMatsunami(1990) , p.44.

(13b)Skt. :5ai-paramitah.

[1]dana-paramita, [2] Sila-paramita, (3]k5anti-paramit且, [4]

vIrya-paramita, [5]dhyana-paramita, [6)prajWa-paramita.

(14)Cf・MSALevi (1904) , p.129.9 (Bagchi (1970) , p.125.7, Sastri

(1985) , p.125.8, Eng.:Thurman (1979) , p.258.1-2, Limaye (1992) ,

p.370.9-10,Fr､ :Levi (1911) ,p.224.7-8,Jap. :Ui (1961) ,p.408.2-3) :

danamdadatadanamcadana-phalmcatanmayasatve5udattam/

(15)Mvy,Sakaki (1981) , no.2845(Fukuda(1989) ,no.2849) :

pratatapapih.

(16)Mvy,Sakaki (1981) ,no､2846(Fukuda(1989),no.2850) :

vyavasargaratah.

(17)SBh,Shukla(1973),p.154.9-10(Shomonjikenkyukai(1990),p.36.8-9,

Tib.(P),Wi74a2-3,Chin.(T),p.421.15-16,Jap. :Shomonjikenkyukai

(1990),p.37.9-10:

pUrvamevadanat sumanadadamScittamprasadayati dattva

vavipratisaribhavati/

(18)Mvy,Sakaki (1981),no.2847(Fukuda(1989) , no､2851 : yayajnkah.

InSSherecomesmc/todsbymbyedpq'j昭α昭tshulcα凡．

(19)Mvy,Sakaki(1981) , no､2848(Fukuda(1989),no.2852) :

(26）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

dana-samvibhaga-ratah.

(20)Cf.BSBh,Wogihara(1971) , p.132.14-16(Dutt (1978) , p.92.3-5,

Tib.(P),Shi82bl-2,Chi.(T),p.509c6-9,Jap.:Ui (1961b , p.150.3-
4） ：

yadbodhisattvaisvakamvaparamvasamadapyadeya-vastusva-

bhrtyeSu mata-pitr-putra-dara-dasl-dasa-karma-kara-pauruSeya-

mitramatya-jnati-salohitegvanuprayacchati.

(20b)Cf.BBh,Wogihara(1971),pp.132.24-133.2(Dutt (1978), p.92.11-15,

Tib. (P) ,Shi82b5-7,Chi. (T) ,p.509cl6-20) :

aniSrita-danata viSada-danatamudita-danata svabhIkSPa-danata

patra-danataapatra-danatasarva-danatasarvatra-danatasarva-

kala-danata anavadya-danata sattva-vastu-danata deSa-vastu-

danatadhana-dhanya-Vastu-danata. itidamtrayo-daSakaramdanam

bodhisattvasyasarvak且ramityucyate.

(21)Seenote (16)．Cf.Mvy,Sakaki (1981),no.2866(Fukuda(1989),no.

2870):kratuh.

(22)MSA17.59,Levi(1904) ,p.130.10-11 (Bagchi(1970) , p､126.8, Sastri

K1985),p､126.15,Eng.:Thurman(1979),p.259.21-22,Limaye(1992),

p.373.7-9,Fr. :Levi (1911) ,p.222.22-23,Jap. :Ui (1961) ,p.411.1-2):

nirlepampratikara-vipaka-nihsprhatvat/

(23)SS, [1)yidchespa, [2]mospa, [3]rtogspa.

(24)Skt. :akaik5aPam.SeeAAK4.41,Stcherbatsky(1929) ,p.23.9.

(25)SS, [1)somnyimedpa, [2]thetshommiza, [3]yidgnyismi
za．

(26)Ihavenotbeenabletoidentifythisverse.

(27)Cf.AKKl.6cdandAKBh,Pradhan(1967),p､4.10-11(Ejima(1989),

p.5.4-6,Tib. :Stcherbatsky(1970) , p.10.11-15, Chi． (T) ,no､1558,

p.1c25-27, no.1559, p､162b23-25,Fr.:laVallgePoussin(1971) , t.1,

p.10.1-7Eng. :Pruden (19") , vol.1, p､60.18-24, Jap. :Sakurabe

(1969) ,p.144.1-2):

utpadatyanta-vighno'nyonirodho 'pratisamkhyaya//6//

anagatanamdharmaPamutpadasyatyantavighnabhnto visamyogad

yo 'nyonirodhahso'pratisamkhya-nirodhah/

(28)Seenote(7) .

(29)RA1.6ab,Hahn(1982) , p.4.1-2(Tib. :Samten (1990) , p.16.1-2,

（27）
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Eng.:Tucci(1934),p.309.17-19,Dan.:Lindtner(1991) ,p.19.24-25,

Jap.:Uryuzu(1974),p.234.4-5,Kitabatake(1988),p.4.1-3):

chandaddvegadbhayanmohadyodharmamnativartate/

(30)Ihavenotbeenabletoidentifythisverse.

(31)SS,Tib:Yidgnyisyangdagpar 'jomspa'imdo,Chin. :破染慧経．

SeeLindtner(1982),p.178.28-29.Thoughthissntraiscitedalsoin

MahasntrasamuccayabyAtISafour times (Tib. (D) ,no.3961,Gi

18al, 123a7, 127a6, 144a4), Ihavenotbeenabletoidentifythissntra.

(32)RatnolkhadharaPI(Tib． (P),no.472,Chi.(T),no.299).SeeSik.,

Bendall (1977) , p.2.16-17(Vaidya(1961) , p.4.22-23, Eng. :Bendall

(1971),p.3.11-13,Ger. :Winternitz(1930), p.48.23-24, Jap. :Yamazaki

(1976),p.61.14-15,cf・Asano(1991) ,p.28.5-6):

Sraddhayamanujinanjina-dharmmanSraddhyatecaribuddha-suta

nam/

bodhianuttaraSraddhayamanojayaticittamaha-purugaPam//

(33)Seenote(6) .

(34)Skt. :anasrava-skandhah.

[1)SIla-skandhah, [2)samadhi-skandhah, [3)prajWa-skandhah,

[4]vimukti-skandhah, [5]vimukti-j前ana-darSana-skandhah.
少

Cf.MPPS,Chin. (T) , p.220a8-221b8, Lamotte (1970) , p.1233, n.3

andpp､1349.6-1362.1． InASai(Chin. (T), p.394bl6, cf. Stache-Rosen

(1968), p.102.1-5) fourkind of 'skandha'without 'vimuktijWana-

darSanaskandha' isexplainedas 'dharmaskandha'.

(35)Cf.BBh,Wogihara(1971),p.258.11-13(Dutt (1978), p.176.12-14,Tib.

(P) ,Shi l55a8-156al,Chi. (T) ,p.539b9-11):

yat punah sarva-dharmaPam eva sarva-nirvacane5u yavad-

bhavikataya yathavad-bhavikatayacabhavabamayamasaktam

avivartyamjnanam・ iyame5amnirukti-pratisamvit.

RGV,Johnston(1950),p.14.8-10(Eng.:Obermiller (1931),p.138.13-

16,Takasaki (1966) ,p.173.7-11,Jap. :Takasaki(1989),p､25.9-11, cf.

ibid., 233.6-234.11):

anena sanlasato 'vaivartika-bodhisattva-gana-ratnasya

dvabhyamakarabhyamyathavad-bhavikatayayavad-bhavikataya

ca lokottara-jnana-darSana-viSuddhito 'nuttara-guPanvitatvam

udbhavitam/

(28）
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AS,Tib. (D),RilO2b2-4 (re-Skt.,Pradhan(1950),p､17-20, Chin.

(T), p.686c27-29, Fr.,Rahula (1971), pp.134.41-135.5, ASBh, Tatia

(1976),p.98.11-17,Tib. (D),Li70b4-7and 235b3-7. seealsoYeh

(1984),pp.186-194.) :

jisnyedyodpani/phungpodang/khamsdang/skye

mchedrnamsso//ji ltababzhinduyodpani/ 'phags

pa'ibdenpabzhidang/rnampabcudrugdang/debzhin

nyiddang/ 'dubyedthamscadmirtagpadang/ 'dubyed

thamscadsdugbsngalbadang/chosthamscadbdagmed

padang/myanganlas 'daspazhibadang/stongpanyid

dang/smonpamedpadang/mtshanmamedpa'o//

(36)Skt. :5ad-abhijnah.AKK7.42ab,AKBh,Pradhan(1967) , p.421.6-9

(Tib. (P) , nGu69b8-70al,Chin． (T) , no.1558, p.142c23-26, no､1559,

293c23-26,Fr. : laValleePoussin(1971) , t.5. pp.97.14-100.3,Eng. ：

Pruden(1990) , vol.4, p､1157.15-30,cf・ Chaudhury(1983) , pp.199.20-

200.3) :

[1]rddhi-vigaya,[2)divya-Srotram,(3] cetah-paryayah,[4]

pmrva-nivasanumrtih, [5]cyuty-upap且dah, [6) asravakSaya-

jmnah.

Cf.ASah,Chin. (T) , p.432bl7-19(Cf. Stache-Rosen(1968) , p､170.4-

11),ASPradhan(1950) ,p.97.5-14, (Tib. :Griffiths(1989) , p.315.23,

Eng. : ibid., pp.144.31-145.4, Fr. :Rahula (1971) , pp､166.33-167.23,

ASBh,Tatia(1976),p､128.16-25,Griffiths(1989),p.316.1-11,Eng.:

ibid.,p.145.5-21) ,MSAT,Griffiths(1989) ,p.315.20-22(Eng. : ibid,

p.144.27-30,Jap. :Hakamaya(1983) ,p.18.15-19) ,AAm,Chin. (T) ,

p.975c22-23(Skt. :Sastri (1953) ,p.1".10-11) ,

(37)MSA,Levi (1907),p.143.8-9 (Bagchi (1970),p.137.20-21,Sastri

(1985),p.137.26-27,Eng. :Thurman(1979),p.283.18-19,Limaye(1992),

p.408.15-17,Fr. :L6vi (1911), p.240.19-20, Jap. :Ui (1961) , p.445.4-5,

Hakamaya(1993),p.321.15-16):

[1]mamsa-cakSus,[2)divya-cak5us,(3]aryamprajna-cakSus,

(4)dharma-cakSus, [5)buddha-cakfus.

Cf.DS66,Mnller,p.14.7(Namdol(1989),p.35.13-19,Jap. :Hakamaya

(1979) , p.22.1-4) ,MPPS,Chin. (T) , p.305.18-19,Lamotte(1980) ,
pp.2260.13-2263.16.

(29）



Ratnakarasanti'sSUtrasamuccayab"yamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

(38)SeealsoKitagawa(1985) ,p.25.18-19andn.34.

(39)MSA,Li6vi (1904) , p.188.15(Bagchi (1970), p.180.4, Sastri (185),
p､183.2,Eng. :Thurman(1979) ,p.368.11-12,Limaye(1992) ,p.533.17-

18,Fr. :L6vi (1911) ,p､306.7-8,Jap. :Ui (1961) ,p.580.10-11) :

niSprapancatvamsarva-vikalpa-prapancasamudac且rat/

(40)AccordingtoTib. (D)ofSS,BP(Pasadika(1989) , p.10.15)read
“

rgyacheba'' for"rgyubachadpa"

(41)Skt． :aSrayasiddhah.NP,Dhruva(1968) , p.3.14-15 (Tachikawa

(1971) , p.142.1-2, Eng. : ibid., pp.123.35-124.2, Jap. :Ui (1966) ,

p.327.7-8,Yasumoto(1987) ,p.119.14.15):

dravyamakaSamgupaSrayatvad ity akaS且sattva-vadinampraty

aSrayasiddhah

SeealsoChi(184) ,p､109.12-17,Pandey(184) ,p.129.

(42)Skt.: 5aSW-ahgi.MSA,L6vi(1907),pp.79.17-81.2(Bagchi(1970) ,

pp､78.5-79.5, Sastri (1985) , pp.77.8-78.18, Eng． :Thurman (1979) ,

pp.161.13-164.6, Limaye (1992) , pp.232.7-234.3, Fr. :L6vi (1911) ,

pp.143.2-145.20,Jap.:Ui(1961),pp.259.13-262.6,Hakamaya(1993) ,

pp.207.10-209.2undHakamaya(1973) , pp.3-9) :

[1]snigdha, (2)mrduka, (3]manoj", [4)mano-rama, [5]

Suddha,(6]vimala, (7)prabhasvara, (8]valguh, (9)Sravaply且h,

(10)anela, (11)kala, [12]vinlta, (13)akarkasa, (14]aparuSa(15)

suvinIta, [16] karna-sukha, [17] kaya-prahladana-karI, [18)

cittodvilya-kari, (19] hrdaya-samtuSti-karl, [20] prIti-sukha-

janani, [21)ni5paridaha, [22]ajneya, (23]vijneya, (24] vispa5#a,

(25]premaPIya, [26)abhinandaniya, [27]ajnapanlya, [28)

vijnapanIya, (29]yukta, [30]sahita,(31)punar-ukta-do5a-jaha,

[32]simha-svara-vega, [33)naga-svara-Sabdha, (34]megha-svara-

ghoga,(35]nagendra-ruta, [36)kinnara-(Mvy:gandharva-)samgIti-

ghoSa, (37]kala-vinka-svara-ruta, [38)brahma-svara-ruta-ravita,

(39) jlvan-jivaka-svara-ruta-ravita, (40] devendra-madhura-

nirghoSa, (41)dundubhi-svara, (42)anunnata, (43)anavanata, [44]

sarva-Sabdh且nupraviSta, (45)apaSabdha-vigata, [46]avikala, (47]

alina, [48)adIna, [49)pramudita, (50)prasrta, (51)sakhila, [52)

sarita, [53) lalita, [54)sarva-svara-pUranl, (55)sarvendriya-sam

to5apI, (56)anindita, (57) acancala, (58] acapala, [59) sarva-

(30)
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pariSad-anuravita, (60]sarvakara-varopeta．

Cf.Mvy,Sakaki (1981) ,no.444-504(Fukuda(1989) ,no."2-503) .

(43) Init iscalledGuhyakadhipatinirdeSainMSA. SeeLevi (1904) ,

p.79.15andn.6andHakamaya(1993) ,pp.426b20-427a5

(44)Mvy, Sakaki (1981) , no.328(Fukuda(1989) , no.326) :viSuddha-

netra(Tib. :spyanrnampardagpa) .

(45)Mvy,Sakaki(1981),･no.329(Fukuda(1989),no.327) :viSalanetra

(Tib. :spyanyangspa) .

(46)Cf. BBh,Wogihara(1971) , p.90.18-19 (Dutt (1978) , p.63.25-26,

Tib. (P) ,58al-2,Chin. (T) ,p.499b9-11,Jap. :Ui(1961) ,p.89.6-7):

tathagatas triS-krtvo ratrau trifkrtvodivase Sat-krtvoratrim-

divenabuddha-cak5ugalokamvyavalokayati.

SeealsoMSA,L6vi(1907),p.187.13(Bagchi(1970),p､179.4, Sastri

(185) ,p.182.2,Eng. :Limaye(1992) ,p.530.25-26,Fr. :L6vi (1911) ,

p､304.24-26,Jap. :Ui (1961) ,p.578.3-5,Hakamaya(1983) ,p.31.1-2).
(47)Seenote(36)[6] .

(48)Seenote(37)(1) .

(49)Skt. :anavalokitamUdhta.SeeMPPS,Chin.(T),p.219c21,Lamotte
(1979) ,p､1346.1-3andn.1.

(50)Skt． : dvatrimSan-mahapuruSa-lakSapani. See AAK 8.13-17,
Stcherbatsky(1929),pp.35.9-36.12(Amano(1983),pp､7.14-8.30,Eng. ：

Conze(1954),pp､98.20-99.32,Jap. :Mano(1972), pp.252.14-254.14,SM,

Tib. (P) ,Ta230a3-231bl,AAA,Wogihara(1973) , pp.918.25-919.20,
Vaidya(1960b) , pp.537.18-538.7):

[1]cakrahka-hasta-padata, [2)supratiSthi-padata, [3) jala-

vanaddhahguli-paPi-padata, (4]mrdu-taruPa-hasta-padata, [5]

saptocchrayata, [6]dirghahgulita, [7]ayata-par"ita, (8)

brhad-rju-gatrata,[9)ucchankha-padata,[10)0rdhvamga-romata,

(11]ePeya-jahghata, [12)paimru-b且hutata, [13]koSa-gata-vasti-
guhyata, [14)suvarPa-varPatata, [15) Slak5りa-cchavita, [16)

(17)nrpahkita-mukhata,pradakSiPavartaika-romata, (17)nrpahkita-mukhata, [18)

simha-pUrvardha-kayata, [19)susamvrtta-skandhata, [20]

(21] rasa-rasagrata,citantaramsata, (21] rasa-rasagrata, [22] nyagrodha-

parimaPdalata,(23)u"ISa-SiraSkata,[24)prabhnta-jihvata, [25)

brahma-svarat且, [26] simha-hanuta, [27] Sukla-dantata, (28]
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sama-dantata,(29)avirala-danta,[30)sama-catvarimSad-dantata,

(31]abhinna-netrata,[32)go-pak5ma-netrata.

Cf.LVW,Hokazono(1994),pp.484.14-486.5(Lefman(1902) ,p.105.8-

106.4,Mitra(1980),p.120.10-121.7,Tib.:Foucaux(1847),pp.97.16-

98.17,Chi (T) , no,187, p.557al3-29,Fr.:Foucaux(1884) , pp.95.4-

96.11,Jap.:Hokazono(1994),pp.842.18-845.8),AVS,Samtani(1971),

pp.54.11-55.2(Jap.:Honjo(1989) , pp.33.20-34.11) , BBh,Wogihara

(1971),pp.375.9-376.10(Furusaka(1991),pp.433-458),RGV3.17-25,

Johnston(1950) ,pp.94.9-95.18(Eng. :Obermiller (1931) , p.263.8-

264.15, Takasaki (1966) , pp.344.1-347.2,Jap:Takasaki (1989) ,

pp.168.10-170.14) ,RA,2.76-96,Hahn(1982) , pp.66-71 (Tib． :Samten

(1970) , pp.147-156,Dan． :Lindtner(1991),pp､41-44, Jap. :Uryuzu

(1974) , pp.264-267,Kitabatake(1988) , pp.112-121) ,DS83,MUller

(1984), pp､18.6-19.4(Namdol (19W), pp､46.1349.8),MPPS,Chin.(T),

p.90b3-91al8(Fr. :Lamotte(1949), pp､272-279),Mvy,Sakaki(1981),

no､235-267(Fukuda(1989),no､232-265),etc.SeeOkada(1989,1991b

andl992)andHonjo(1990)onitstradition.

(51)Skt.aSIty-anuvyanjanani.SeeAAK8.21-32,Stcherbatsky(1929) ,

pp.37.3-38.10(Amano(1983),pp.9.12-12.5,Eng. :Conze(1954), pp.100.

16-102.14,Jap. :Mano(1972) , pp､255.7-258.13)andAAA,Wogihara

(1973) ,pp､920.21-922.21(Vaidya(1960b) , 539.3-540.18,Okada(1991),

pp.615-619):

(1]tamran-akhata, (2)snigdha-nakhata, (3)tuhga-nakhata,

[4)vrttahgulita, [5)citahgulita, (6]anupmrvahgulita, (7)gndha-

Sirata, [8)nigranthiSirata, (9)gndha-gulphata, [10]avigama-

padata,(11]simha-vikranta-gamita, (12)naga-vikranta-gamita,

[13)hamsa-vikranta-gamita, [14]vrSabha-vikranta-gamita, (15]

pradak5ina-gamita, [16)caru-gamita, (17]avakra-gamita, [18]

vrtta-gatrata, (19)mrSta-gatrata, [20]anupUrva-gatrata, (21]Suci-

gatrata, [22]mrdu-gatrata, [23]viSuddha-gatrata, (24)paripmrPa-

vyanjanata, (25)prthucaru-maPdala-gatrata, [26)sama-kramata,

(27)viSuddha-netrata, [28)sukumara-gatrata, (29]adIna-gatrata,

[30)utsada-gatrata, [31]susamhatana-g且trata, [32)suvibhaktanga-

pratyahgata, [33)vitimira-Suddhalokata, (34)vrtta-kukSita,

[35]mrSta-kukSit且, [36]abhugna-kuk5ita, (37)ak5ama-kukSita,
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[38)gambhIra-nabhita, [39) pradak5iPavarta-nabhita, 〔40〕

samanta-prasadikata, [41]Suci-samudacarata, [42)vyapagata-tila-

kala-gatrata, [43) tmla-sadrSa-sukumara-paPita, 〔44〕

snigha-paPi-lekhata,[45]gambhira-paPi-lekhata,(46]ayata-paqi-

lekhata, (47)natyayata-vacanata, [48]bimba-pratibimbopa-

mauWhata, [49]mrdu-jihvata, [50) tanu-jihvata, (51)rakta-

jihvata, [52]megha-garjita-ghoSata, [53]madhura-caru-

mafijusvarata, [54]vrtta-damSirata, [55) tikSPa-dam"rata, [56)

Sukla-damStrata, (57)sama-daIIISIrata, [58)anupUrva-damStrata,

[59]tupga-nasata, [60)Suci-nasata, [61)viSala-nayanata, [62)cita-

pakSmata, (63]sitasita-kamala-dala-nayanata, (64)ayata-

bhrnkata, (65)Slak"a-bhrnkata, (66)susnigdha-bhrnkata, (67)

sama-roma-bhrnkata, (68)pInayata-bhujata, (69)sama-karPata,

[70]anupahata-karPendriyata, [71)aparimlana-lalatata, 〔72〕

prthu-lalaiata, [73]suparipUrPottamahgata, [74)bhramara-sadrSa-

keSata, (75)cita-keSata, [76)Slak"a-keSata, [77)asamlujita-

keSata, [78]aparu5a-keSata, [79]surabhi-keSata, [80)Sri-vatsa-

svastika-nandyavarta-lalita-pani-padatalata．

Cf.LVW,Hokazono (1994) ,pp.486.12-488.18 (Lefman (1902) ,

pp.106.11--107.14,Mitra(1980) ,p､121.15-122.21,Tib. :Foucaux(1847),

pp､99.2-100.19,Chi.(T),no.187,p.557b5-clO,Fr.:Foucaux(1884) ,

pp.96-99,Jap.:Hokazono(1994),pp.843.15-844.19),AVS,Samtani

(1971),pp.63.1-66.4(Jap. :Honjo(1989), pp.36.1-37.8),DS84,MOller

(1984) , pp.19.4-20.13(Namdol (1988) , pp.49.8-55.3) ,Mvy,Sakaki

(1981),no.268-349(Fukuda(1989),no.266-347).SeeOkada(1991)

andHonjo(1990).

(52)Tib. :gsungdbyangsyanlaglnga(Rigzig(1986),p.453 ,『蔵漢大辞

典下』 ,p.3015) :

[1] 'brugltarzabpa,[2)snyanzhing 'jebslarnabarsnyan

pa, (3]yiddu 'ongzhingdga'barbyedpa, [4)rnampargsal

zhingrnamparrigparbyedpa, [5)mnyan 'osshingmi

mthunpamedpa.

(53)Skt. :saptatrimSadbodhipakSikadharmah・DS43-50,MUller(1984),

pp.9.8-11.4,44.3-46.11(Namdol(1988),pp.23.14-27.12,Jap. :Hakamaya

(1979) ,pp.16.12-18.5) :
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[1-4]catvarismrty-upasthanani,(i)kaya-smrty-upasthanam,(ii)

vedana-smrty-upasthanam, (iii) citta-smrty-upasthanam, (iv)

dharma-smrty-upasthanam, (5-8) catvari samyak-prahapani, (i)

utpannanamkuSala-mmlanamsamrakSaPam, (ii)anutpannanam

samutpadah,(iii)utpannanamakuSalanamdharmapamprahaPam,

(iv)anutpannanampunar-anutpadah,[9-12]catv且ri rddhi-pad",(i)

chanda-samadhi-prah且nayasamskara-samanvagata rddhi-padah,

(ii) citta[-samadhi-prahaPaya samskara-samanvagata) rddhi-

padah, (iii) vlrya(-samadhi-prahap且yasamskara-samanvagata]

rddhi-padah, (iv)mimamsa-samadhi-prahapayasa叩skara-sam-

anvagatarddhi-padah, (13-17)pa両cendriyani, (i)Sraddha, (ii)

samadhih, (iii)viryam, (iv)smrtih, (v)prajm,[18-22]parica-

balani, (i)Sraddha, (ii)viryam, (iii)smrtih, (iv)samadhih, (v)

prajria,[23-29]sapta-bodhy-ahgani,(i)smrti-sambodhyaigam,(ii)

dharma-pravicaya-sambodhyaigam, (iii)virya-sambodhyangam,

(iv)priti-sambodhyahgam,(v)prasrabdhi-sambodhyahgam,(vi)

samadhi-sambodhyahgam, (vii)upekSa-sambodhyahgam,(30-37)

aryaS#angika-margah, (i)samyak-drStih, (ii)samyak-samkalpah,

(iii)samyk-vak, (iv)samak-karmantah,(v)samyag-ajival,(vi)

samyag-vyayamah, (vii)samyak-smrtih, (viii)samyak-samadhih.

Cf.AVS,Samtani(1971),pp.28.8-42.13(Jap. :Honjo(1989) ,pp.23.16-

29.14),LVW,Hokazono(1994),pp.332.8-334.10(Lefman(1902) ,

p.33.11-34.17,Mitra (1980) , pp.36.17-38.6, Tib. :Foucaux (1847) ,

pp､35.15-37.7,Chin. (T) , no.187, p.544c5-25, Fr. :Foucaux(188) ,

pp.34.18-35.34,Jap.:ibid.,pp.752.3-753.10) ,VM,Waren (1989) ,

pp.582.30-583.30,AAm,Chin． (T) ,p.977a22-c26(Sastri(1953) ,pp.113-

117) . SeealsoMvy, Sakaki (1981) , no､952-1004 (Fukuda(1989) ,

no.954-1006),EncBuddh,vol.3,Fas.2,pp.209b-212a,Lamotte (1970) ,

pp.1119-1137,Dayal (1978) , pp.80.1-82.32, Shinoda(1988) , pp.2-14,

Tanaka(1993) ,pp.132-168.

(54)Skt.:catvaryapram且pani.MSA, Levi (1904) , p.121.13 (Bagchi

(1970) ,p.118.5,Sastri(1985), p.118.8,Eng. :Thurman(1979),p.242.6-

7,Limaye(1992) ,p.348.11-12,Fr､ :L6vi(1911) ,p､209.12-13, Jap. :U

i(1961) ,p.385.4) :

(1)maitrl, [2]karuﾘ且, (3]mudita, [4)upek5a.
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Cf.ASah,Chin.(T),p.392b7-8(cf.Stache-Rosen(1968),p.96.21-25),

AKBh,Pradhan(1967),p.452.5(Tib.(P),nGu89a2,Chin.(T),no.1558,

p.150bl9,no.1559,pp.301c29-302al,Fr.:laValleePoussin(1971) ,

t.5,p.196.2,Eng.:Pruden(1990) , p.12".1-3, Jap.:Sakurabe (1981),

p.343.8, cf・ Chaudhury(1983), pp.218-219) ,AS, Pradhan(1950) ,

pp.94.20-95.3 (Tib. :Griffiths (1989) , pp.303.27-304.6, Eng. : ibid.,

p.130.20-28,Fr. :Rahula(1971) ,pp.163.28-164.12,ASBh,Tatia(1976),

p.124.12-17,Griffiths(1989) , p.304.7-12, Eng． : ibid., pp.130.29-39) ,

MSAT,Griffiths(1989),p.303.18-26(Eng.:ibid,p.130.10-19,Jap. :

Hakamaya(1983),p.10.6-18),Sat,Chin． (T), p.336b7(re-Skt. :Sastri

(1975), p.389.20,Eng.:Sastri(1978),p.369.27-28,cf.Fukuhara(1969),

pp.314-316) .

(55)Skt.:aStauvimok5ah.SeeSU,Jaini(1979),pp.174.28-175.2(Tib.

(P),Tha228a6-8),AAV,Amano(1983), p.4.2-5(Jap． :Mano(1972), p.24
8.15-16）：

(1)rnpirmpanipaSyati, (2)adhyatmamarmpa-samjnibahirdha

rUpapipaSyati, [3]Subhamvimok5amkayenasak5atkrtvopa-

sampadyaviharati, (4]akaSanantyayatanam, [5)vij面ananantya-

yatanam, (6)akimcanyayatanam, (7)naivasamjiia-nasam-

jnayatanam, (8)samjna-vedita-nirodham.

Cf.ASai,Chin. (T) ,p.443a26-b6(cf.Stache-Rosen(1968) ,pp.193.36-

194.23),AKBh,Pradhan(1967),pp.454.22-455.3(Tib. (P),nGu90b6-8,

Chin. (T), no.1558, p.151bl-4, no.1559, p.302cl5-19, Fr.:laVall6e

Poussin(1971) , t.5, pp.203.15-205.6,Eng. :Pruden(1990) , p､1271.7-

13,Jap. : Sakurabe(1981) , pp.360.9-365.5, cf. Chaudhury(1983) ,

pp.219-220) ,AS,Pradhan(1950) , 95.4-19 (Tib. :Griffiths (1989) ,

pp.307.18-308.9,Eng.:ibid.,pp､133.41-134.38, Fr、 :Rahula (1971) ,

pp.164.12-165.15, ASBh, Tatia (1976) , pp.124.18-125.20, Griffiths

(1989),pp.308.16-309.1,Eng. : ibid., pp､134.39-136.1),MSAT,Griffiths

(1989), pp.305.10-28 (Eng. : ibid, pp.132.11-30, Jap. :Hakamaya

(183), pp.11.6-12.11),DS59,MDller (1984), pp.12.11-13.2 (Namdol

(1988), pp.31.11-32.12,Jap. :Hakamaya (1979),pp､19.25-20.9), Sat,

Chin.(T),p.339al7-340a29(re-Skt.:Sastri(1975),pp.400-404,Eng.:
Sasri(1978),pp.379-384,cf.Fukuhara(1969),pp､318-319).

(56)Skt. :navanupUrva-samapattih(Hirakawa(1978), p.105b)． SeeDN,
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vol､3, p､266.6-17:

[1]pathamajjhanamsamapannassakama-samaniruddhahoti,

[2)dutiyajjhanamsamapannassavitakka-vicaraniruddhahonti,

(3] tatiyajjhanamsam且pannassa pIti niruddhahoti, (4]

catutthaj-jhanamsamapannassaassasa-passasaniruddhahonti,

[5]akasanaficayatanamsamapannassarmpa-saimaniruddhahoti,

[6) vi前apcayatanamsamapannassa akasanancatayana-sa流a

niruddhahoti, (7)akinca市ayatanamsamapannassa

vimanancayatana-sa而且 niruddha hoti, (8) nevasanna-

nasamayatanam samapannassa aki前Cam且yatana-samaniruddha

hoti, [9]sama-vedayita-nirodhamsamapannassasamacavedan

acaniruddhahonti.

Cf.Sat,Chin. (T) , p.340bl8-346bl3(Skt. :Sastri (1975) , pp.405-428,

Eng. :Sastri(1978),pp.385-409, cf.Fukuhara(1969), pp.320-324). See

alsoPasadika(1989b),p､36.1-9, (Fujita(1984) , p.5,Honjo(184) ,

pp.18-19,Jap. :Honjo(1983) ,p.4.23-30) .

(57)Skt. :daSa-krtsnayatanani. SeeSU, Jaini (1079) , p.176.1-5 (Tib.

(P),Tha229a6-bl), AAV, Amano (1983) , p.4.6-7 (Jap. :Mano

(1972) ,p､248.17):

(1]prthivi, [2]apas, [3]tejas, (4)vayu, [5)nllam, [6]

pitam, (7) lohitam, [8)avadatam, (9)vijfianam, [10)akaSam.

Cf.ASah,Chin. (T) ,p.447a25-bll(cf.Stache-Rosen(1968) ,p.203) ,

AKBh, Pradhan (1967), p.457.13-15 (Tib． (P) , nGu92bl-2, Chin.

(T),no,1558,p.151c24-25,no.1559,p.303b13-14,Fr. :laValldePoussin

(1971) , t.5, p.214.3-5, Eng. :Pruden (1990) , p.1277.19-22, Jap. :

Sakurabe(1981),p.373.6-8,cf・Chaudhury(1983),p.221),AS,Pradhan

(1950) ,p､96.9-14(Fr. :Rahula(1971) , pp.165.16-166.4,ASBh,Tatia

(1976),p､127.16-23),MSAT, (Jap. :Hakamaya(1983), p､14.8-13), Sat,

Chin. (T),p.346bl5-c22(re-Skt. :Sastri(1975),pp.428-430,Eng. :Sastri

(1978), pp､409-450, cf.Fukuhara(1969), pp.324.16-325.8),VM,Waren

(1989),p.89.29-31

(58)Skt. ：a前abhibhvayatanani・SeeSU, Jaini (1979) , p.175.10-24(Tib.

(P) ,Tha228b4-229a2),AAV,Amano(183), p.4.7-11 (Jap. :Mano

(1972),pp.248.17-249.2):

[1) adhyatma-rnpa-samjimbahirdha rnpanipaSyati parlttani
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suvarPa-durvarPani tanikhalurnpaPyabhibhmyajanatyabhibhmya

paSyati evamsamjni cabhavati, [2) adhyatma-rnpa-samjni

bahirdharnpapipaSyatiadhim且trapi...,[3]adhyatmamarnpa-

samjill...parittani..., [4] adhyatmamarUpa-samjrii. . .

adhimapi. . ．, [5)adhyatmanarnpa-samjWibahirdhanlla...,

(6) . . . pita. . ., [7) . ． 、 lohita...,(8]...avadata.. .

Cf.ASah,Chin. (T) ,p.445b20-cl8(Cf・ Stache-Rosen(1968),pp､197-

198),AKBh, Pradhan(1967), p.457.1-5 (Tib.(P), nGu92a3-5,Chin.

(T), (1971) , t.5, pp.211-222,Eng. :Pruden(1990) ,p.1276.10-23,Jap. :

Sakurabe(1981),pp､370.14-371.4),AS,Pradhan(1950),p.97.1-8(Fr.:

Rahula(1971) , p､165.1-15,ASBh,Tatia (1976) , pp.125.21-126.27) ,

MSAT, Griffiths (1989) , pp.305.28-307.16 (Eng. : ibid., pp.132.31-

133.40, Jap. :Hakamaya (1983) , pp.12.12-14.7) , Sat, Chin． (T),

p.346b2-9(re-Skt.:Sastri(1975),p､405,Eng. :Sastri (1978) , p.385,

cf.Fukuhara(1969), pp.319.14-320.7).SeealsoBechert(1994),p.122b.

(59)Skt. :araPa. SeeAAK8.7Stcherbatsky(1929), p.34.11-12(Eng. :

Conze(1954) ,p.97.16-23,AAV,Amano(1983) , p.4.11-12andp､5.19-

25,Jap. :Mano(1972) ,p.249.2-3andp､250.10-14) :

SravakasyaraPa-dr51ernr-kleSa-pariharita/

takkleSa-srota-ucchittyaigramadiSujinaraPeti//

Cf.AKBh,Pradhan(1967) , p.417.2-7 (Griffiths (1989) , p.311.9-14,

Tib. (P) , nGu67b2-5,Chin. (T) , no.1558, pp.141c25-142a6,Fr. : la

ValleePoussin(1971),t.5,pp､86.7-87.5,Eng. :Pruden(1990) ,p.1149.5-

15,Griffiths(1989),pp.138.34-139.3) ,AS,Pradhan(1950) , p､96.15-16

(Tib. :Grifitths(1989),p.311.1-2,Eng. : ibid.,p.138.21-23,Fr. :Rahula

(1971) , p.166.4-7, ASBh, Tatia (1976) , pp､127.26-128.4, Griffiths

(1989) ,p､311.3-8,Eng. : ibid., p.138.24-33) ,MSAT,Griffiths (1989),

p.310.25-28,Eng.:ibid.,p.138.17-20,Jap.:Hakamaya(183),p.16.2-

5) ,MSU,Griffiths(1989) , p.310.2-19(Eng.:ibid.,pp､137.22-138.7) .

(60)Skt. :praPidhi-jnanah.SeeAAK8､8, Stcherbatsky(1929), p.34.13-14

(AAV,Amano(1983) , p.4.12-13andp.6.1-8, Jap. :Mano (1972) ,

p.249.3-4andpp.250.14-251.2) :

anabhogamanasangamavyaghatamsadasthitam/

sarva-praSnapanudbauddhampraPidhi-jifanami5yata//

Cf.AKBh, Pradhan(1967) , pp.417.18-418.1 (Tib. (P) jnGu68al-2,
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Chin. (T) , no､1558, p.142a7-9, no､1559, p.293al3-15, Fr、 : laVall6e

Poussin(1971) , p.88.2-7,Eng. :Pruden(1990),p.1150.21-27) ,AS,

Pradhan(1950),p.96.17-18(Tib.:Grifitths(1989),p､312.15-16,Eng. :

ibid.,p.140.15-17,Fr. :Rahula(1971),p.166.8-11,ASBh,Tatia(1976),

p.128.5-7, Griffiths (1989) , p.312.17-20, Eng. : ibid., p.140.18-23),

MSAT,Griffiths(1989) , p.312.11-14,Eng. : ibid., p.140.11-14,Jap. :

Hakamaya(1983),pp､16.21-17.2) ,MSU,Griffiths(1989), pp.311.23-

312.3(Eng. : ibid.,pp.139.24-37) .

(61)Skt. :catasrahpratisamvidah.SeeAKBh,Pradhan(1967),p.418.9

(Tib． (p), nGu68a7-8,Chin. (T),no.1558, p.142a22-23, no.1559, p.293
a23-24):

[1] dharma-pratisamvit, (2)artha-pratisamvit, [3] nirukti-

pratisamvit, [4]pratibhana-pratisamvit.

Cf.AS, Pradhan (1950) , pp.96.19-97.4 (Tib. :Grifitths (1989) ,

pp､313.26-314.1,Eng. : ibid.,p.142.1-10,Fr. :Rahula(1971) , p､166.12-

32,ASBh,Tatia(1976) ,p.128.8-15,Griffiths(1989) ,p.314.2-10,Eng. :

ibid. , p.142.11-26),MSAT,Tib.:Griffiths(1989),p.313.19-25,Eng. ：

ibid., p.141.31-38, Jap. :Hakamaya (1983) , p.17.15-23) ,AVS,

Samtani (1971),p､51.8-11(Jap. :Honjo(1989),pp.32.22-33.7) ,DS51,

MUller(1984),p.11.5-7(Namdol(1988),pp.27.13-28.2,Jap.:Hakamaya

p.18.6-9),MPPS,Chin． (T),p.240a22-23 (Lamotte (1970) ,pp.1614-
1615)．

(62)catasrahpariSuddhayah.SU,Jaini(1979),p.176.6-7 (Tib. (P) ,

Tha229bl),AAV,Amano(1983),p､4.14-15(Jap. :Mano(1972) ,p.
249.5） ：

(1]aSraya-pariSuddhayah, [2) alambana-pariSuddhayah, [3]

citta-pariSuddhayah, (4] jnana-pariSuddhayah.

Cf.BBh,Wogihara(1971) , p.384.1-17(Dutt (1978) , p.265.3-13,Tib.

(P) , Shi227b6-228a5,Chin． (T) , pp.568cl9-569a3)3, AS, Pradhan

(1950) , p.97.18-24(Tib． :Grifitths(1989) ,p.318.25-33,Eng.:ibid.,

p､148.24-31,Fr. :Rahula(1971), pp.167.30-168.13,ASBh,Tatia(1976),

p.129.5-14,Griffiths(1989), p､319.1-12,Eng. : ibid., pp.148.32-149.1) ,

MSA, Levi (1904) , p.186.1-3 (Griffiths (1989), p､318.18-21,Bagchi

(1970),p.177.20-22,Sastri(1985),p､180.18-20,Eng. :Griffiths(1989),
p.148.14-21,Thurman(1979),p.363.14-18,Limaye(1992) , p.526.16-22,
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Fr. :Levi (1911) , p.302.8-15, Jap. :Ui (1961) , pp､573.10-574.2,

Hakamaya(1983) ,p.20.7-13,MSAT,Tib. :Griffiths(1989), p.318.22-

24,Eng. : ibid.,p.148.23,Jap. :Hakamaya(1983) , p.20.14-16) ,AVS,

Samtani (1971) ,p､51.8-11 (Jap. :Honjo(1989) ,pp.32.22-33.7) .

(63)Skt. :daSa-vaSitah. SU, Jaini (1979) , p.176.14-20(Tib． (P) ,Tha

229b5-8),AAV,Amano(1983),p.4.15-16(Jap.:Mano(1972),p.249.
5-6） ：

[1] ayur-vaSita, (2) citta-vaSita, (3] pari5kara-vaSita, (4)

karma-vaSita, [5] upapatti-vaSita, (6) adhimukti-vaSita, (7]

praPidhana-vaSita, (8) rddhi-vaSita, (9) jnana-vaSita, [10]
dharma-vaSita.

Cf.Mvy,sakaki(1981),no.770-780(Fukuda(1989),no.772-782).

(64)Skt. :daSa-balani. BBh,Wogihara(1971), p､384.18-25(Dutt (1978),

p.265.14-18,Tib. (P) ,Shi228a5-8,Chin. (T) , p､569.4-9) :

[1]sthanasthana-jfiana-balam,(2]karmasvaka-jnana-balam,(3]
sarvatragamini-pratipaj-jnana-balam,[4]aneka-dhatunanadhatu-

jnana-balam, (5)nanadhimukti-jfiana-balam, [6] indriya-

paraparya-jifana-balam, (7]dhyana-vimokSa-samadhi-samapatti-

jfiana-balam, (8)pUrva-nivasa-jiiana-balam, [9)cyuty-upapatti-

jmna-balam,(10)asrava-kSaya-j"na-balam.

Cf.AKBh,Pradhan(1967),pp､411.13-412.9(Tib. (P) , nGu63b7-64a6,

Chin. (T) , no､1558, p.140b9-19, no.1559, 291a26-bl3, Fr. : laVallee

Poussin(1971), t､5,pp.69.1-71.12,Eng. :Pruden(1990),pp.1137-1138) ,

AS,Pradhan(1950),p.98.1-5, (Tib. :Grifitths(1989),p.322.13-18,Eng. :

ibid., p.152.37-42, Fr. :Rahula(1971) , p.168.14-26andn.1,ASBh,

Tatia(1976),p.129.15-21) ,MSAT,Tib. :Griffiths (1989),p.321.7-

322.12,Eng. : ibid.,pp.151.17-152.36,Jap. :Hakamaya(1983),pp.21.11-

23.9) ,RGV3.5-6,Johnston(1950) ,pp.91.20-92.2(Eng. : Obermiller

(1931),pp.259.18-260.14, Takasaki (1996), pp.338.15-339.6, Jap. :

Takasaki(1989),pl64.7-11),AVS,Samtani(1971),pp.48.1-49.8(Jap.:

Honjo(1989) , pp.31.10-32.1) ,MPPS,Chin. (T) , pp.236c8-18(Fr. :

Lamotte(1970) ,pp.1521.4-1522.3)． SeealsoDayal (1978) , p.20.1126.

(65)Skt. :catvari vaiSaradyani.BBh,Wogihara(1971) , pp.402.3-403.9

(Dutt (1978), pp.277.11-278.6, Tib． (P), Shi 239b5-240b3, Chi. (T),
p.573b20-cl8,Eng. :Griffiths(1989),p.155.8-42) :
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[1)abhisambodhi-vaiSaradyam,[2) asrava-kSaya-vaSaradyam,

[3)antarayika-dharma-vaiSaradyam, [4)nairyapika-pratipad-

vaiSaradyam.

Cf.AS,Pradhan(1950) , p.98.6-14(Tib. :Griffiths (1989), p.323.24-

324.6,Eng.:ibid.,p.154.19-31,Fr､ :Rahula(1971) , p.169.1-23,ASBh,

Tatia(1976) ,pp.129.22-130.12) ,MSAT,Tib. :Griffiths(1989),p.323.7-

23,Eng. :ibid. , p.154.4-18, Jap. :Hakamaya(1983) , pp.23.19-25.4) ,

RGV3.8, Johnston (1950) , p.92.9-10 (Eng. :Obermiller (1931) ,

p.260.18-21,Takasaki(1966),pp.339.21-340.2,Jap.:Takasaki(1989) ,

p.165.8-9),AKVy,Wogihara(1971b), pp.645.33-646.13(Sastri (1987) ,

p.1091.8-19) , AVS, Samtani (1971) , pp.49.9-51.7, (Jap. :Honjo

(1989) ,p.32.2-21) ,DS77,Mnller(1984),p.16.15-17(Namdol(1988) ,

pp.42.12-43.5) ,MPPS, Chin. (T) , p.242a22-24 (Lamotte (1970) ,

p.1573.12-19). SeealsoDayal (1978) ,pp､20.27-21.32.

(66)Skt.:triPyarakSyaPi.SU,Jaini(1979),p.176.21-24(Tib. (P),Tha

229b8-230al),AAV,Amano(1983),p､4.17-19(Jap. :Mano(1972) ,p.

249.6-8）：

[1]pariSuddha-kaya-samudacaras tathagatonasti tasyaapari-

Suddha-kaya-samudacarata.[2) pariSuddha-vak-samudacaras...,

[3]pariSuddha-manah-samudacaras． ． 、

Cf.ASah,Chin. (T) , p.381c20-25(cf. Stache-Rosen(1968) , pp.78-

79),BBh,Wogihara(1971),pp.403.23-404.8(Dutt(1978),p.278.17-25,

Tib. (P),Shi240b8-241a5,Chin. (T), pp.573c27-574a7,Eng. :Griffiths

(1989),p.158.30-41),AS,Pradhan(1950),p.98.17-18(Tib. :Griffiths

(1989), p.327.17-20, Eng. : ibid., p.158.16-18, Fr. :Rahula (1971),

p.170.1-5,ASBh, Tatia(1976) , p.131.3-7) ,MSAT, Tib. :Griffiths

(1989), p.325.31-326.12, Eng. : ibid., p.157.15-29, Jap. :Hakamaya

(1983) ,pp.26.4-27.5) ． SeeBechert(1994), p.141a.

(67)Skt.: trinismrtyupasthanani.SU,Jaini (1979),p.176.25-31 (Tib.

(P),Tha230al-4):

tathagatasyadharmamdeSayataekatyahSuSrO5ante/ Srotram

avadadhati/ ajm-cittam upasthapayanti pratipadyante

dharmasyanudharman/natenatathagatasyanandIbhavatina

saumanasyamnacetasautplavitatvam/aparenaSruSUSante/na

Srotramavadadhatityadi/natenatathagatasyaghatonak5antir
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ntirnapratyayahnacetaso'nabhiradbhih/ekatyaiSuSrm5ante/

ekatyanaSuSrngante/natenatathagatasyadvayambhavatinandi

aghataSca/sarvatropek5akoviharatismrtimanSamprajanan.

Cf.AAV,Amano(1983) , p.4.19-21 (Jap． :Mano(1972) , p.249.8-9),

BBh,Wogihara(1971),p.403.10-22(Dutt (1978) , p.278.7-16,Tib. (P),

Shi240b3-8,Chin． (T) , p.573cl8-26,Eng. :Griffiths(1989) , p.158.19-

29) ,AKBh, Pradhan(1967) , p.414.10-15 (Tib. (P) , nGu65bl-3,

Chin. (T) , no.1558, pp.140c25-141a5, no.1559, p.292a5-9) , AS,

Pradhan(1950) , p.98.15-16(Tib.Griffiths(1989) , p.327.15-17,Eng. :

ibid., p､158.13-16, Fr. :Rahula (1971) , p.169.24-29,ASBh,Tatia

(1976) , p.131.3-7),MSAT,Tib. :Griffiths (1989) ,pp.326.12-327.14

(Eng. : ibid.,pp.157.30-158.12,Jap. :Hakamaya(1983),pp.27.6-28.23).

(68)Skt.:asammo5a-dharmata・ SU, Jaini (1979), p.177.1-2 (Tib. (P),

Tha230a4-5, cf.AAV,Amano(183) ,p.4.21-22,Jap. :Mano(1972) ,

p.249.9-10) :

sattvartha-kriya-kalanatikramadbuddhanam/ataevaiSalakgaPa-

vidhanatopapannabhavati/

Cf.BBh,Wogihara(1971) , p､404.12-17(Dutt (1978) , p.279.3-7,Tib.

(P) , Shi 241a6-bl,Chin. (T) , 574all-17, Eng. :Griffiths (1989) ,

p.162.10-17) ,AS,Pradhan(1950) ,p.98.19-20(Tib. :Griffiths(1989) ,

p.330.14-16(Eng. : ibid., p.162.3-5, Fr. :Rahula (1971) , p.170.6-9,

ASBh,Tatia(1976),p.131.8-9),MSAT,Tib. :Griffiths(1989), p.330.6-

13(Eng. : ibid., pp.161.31-162.2,Jap. :Hakamaya(1983) ,p.30.7-17).

(69)Skt. :vasana-samudghatah. SU, Jaini (1979), p.177.3-4 (Tib. (P),

Tha230a5-6) :

prahina-kleSasyaapiyadaprahIPa-kleSasyevace5titamsa kleSa-

vasana/sapi tathagatasyastaPgatetisamudghata-kleSa-vasanah

sabhagavanucyate//

Haribhadra'sexplanation,AAV, Amano(1983) , p.4.22.23(Jap． ：

Mano(1972) ,p.249.10) :

kleSa-jneyavaraPanuSaya-rUpa-bija-prahaPad vasanayahsam-

udghatah.

Cf.BBh,Wogihara(1971) ,p.404.18-22(Dutt(1978) , p､279.8-11,Tib.

(P), Shi 241bl-3, Chin. (T), p､574al8-22, Eng. :Griffiths (1989),

p.160.27-34) ,AS,Pradhan(1950) , p.98.21-22(Tib. :Griffiths(1989) ,
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p.329.7-9,Eng. : ibid., p.160.17-20, Fr. :Rahula (1971) , p.170.10-14,

ASBh,Tatia(1976) , pp､131.10-11) ,MSAT,Tib. :Griffiths(1989) ,

p.329.1-6(Eng. : ibid.,p.160.11-16,Jap. :Hakamaya(1983) , pp.29.13-
20).

(70)Skt. :maha-karuna. SU, Jaini (1979) , p.177.5-6(Tib. (P), Tha

230a6-7) : yatha bhagavan sarva-kalam 5ad-krtvo lokam

vyavalokayati, kohiyatakovarddhataityadi//

Haribhadra'sexplanation,AAV, Amano(1983) , p.4.23-24(Jap. :

Mano(1972) , p.249.10.11) :

sakala-jana-hitaSayatamahatikarunajane/

Cf.BBh,Wogihara(1971), p.404.9-11 (Dutt(1978),p.179.1-2,Tib. (P),

Shi241a5-6,Chin. (T), p.574a8-10),AKBh,Pradhan(1967),pp､414.16-

415.4(Tib. (P), nGu65b4-8,Chin. (T),no.1558, p.141al3-21,no. 1559,

p.292al4-22,Fr. : laValleePoussin(1971), t.5, pp.77.14-78.14,Eng. :

Pruden(1990), vol.4,pp､1143.17-1144.15),AS,Pradhan(1950) ,p.98.23-

24(Tib. :Griffiths(1989) , p､331.20-22,Eng. : ibid., p.163.25-27,Fr. :

Rahula(1971), p.170.15-18, ASBh,Tatia(1976), p､131.12-13,Eng. :

Griffiths(1989), p.163.28-31),MSAT,Tib. :Griffiths(1989), p.331.16-

19(Eng. : ibid.,p.163.20-24,Jap. :Hakamaya(1983),p.31.5-9),MPPS,

Chin. (T) ,p.256bll-257cl8(Lamotte(1970) ,pp.1705-1717).

(71)Skt. :a5tadaSavePika-dharmah・ASBh,Tatia(1976) ,p.131.14-23:

[1]nasti tathagatasyaskhalitam, (2)nasti ravitam, [3]nasti

mu5itasmrtih, (4)nastyasamahitamcittam, [5]nasti nanatva-

samjm, (6) nastyapratisamkhyayopekSa, (7] nasti cchanda-

parihanih, (8]nasti vlrya-parihapih, (9)nasti smrti-parihaPih,

[10)nastisamadhi-parihaPih, [11)nastiprajna-parihaPih, [12)

nastivimukti-parihaPil, [13)sarvamtathagatasyakaya-karma

jmna-pmrvamgamamjiiananuparivarti, (14]sarvamvak-karma

jiiana-pmrvamgamamjnananuparivarti, [15]sarvammanas-karma

j"na-pUrvamgamamjiiananuparivarti, (16)atite'dhvanyasaPgam

apratihatamjrianam, (17)anagate 'dhvanyasaPgamapratihatam

jmnam, (18)pratyutpanne'dhvanyasapgamapratihatamjfianam.

Cf・MSA,Levi (1904) , pp.187.18-188.2(Griffiths(1989) , p.332.21-33,

Bagchi (1970) ,p.179.11-17,Sastri (1985) ,p.182.10-17,Eng. :Griffiths
(1989) ,pp､164.29-165.10,Thurman(1979) , p.367.3-13,Limaye(1992),
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pp.531.21-532.2,Fr.:Levi (1911),p.305.1-19,Jap.:Ui (1961),pp.578.10-

579.8, Hakamaya(1983) , p.31.5-9) , RGV3.11-13, p､93.4-9(Eng. :

Obermiller(1931) , pp.261.19-262.2, Takasaki (1966) ,pp.341.8-342.5,

Jap. :Takasaki (1989),pp.166.11-167.6) ,AVS,Samtani(1971),p.53.1-

9(Jap. :Honjo(1989) ,p.33.8-18) , DS79,MUller(1984) , p.17.4-13

(Namdol (1988) , pp.43.13-45.12) , MPPS, Chin. (T) , p､247b8-16

(Lamotte(1970) , pp.1625-1630). SeealsoAKK7､28abandAKBh,

Pradhan(1967), p.411.8-11(Tib. (P), nGu63b5-6,Chin. (T), no.1558,

p､140a26-bl,no.1559, p.291a22-24,Fr. : laValleePoussin(1971), t.5,

pp.66-67,En9. 3Pruden(1990),p.1136.21-27,Chaudhury(1983),pp.195-

198)．

(72)AAK8.2-6,Stcherbatsky(1929) , p.34.1-10(Amano(1983) , p.3.18-

27,Jap. :Mano(1972),p､248.4-13, cf.Conze(1954) ,p､96.9-97.14) :

bodhipakSaparamananivimokSaanupmrvaSah/

navatmikasamapattihkrtsnamdaSavidhatmakam//

abhibhv-ayatananya5$aprakaraPiprabhedatah/

araPapraPidhi-jmnamabhijifapratisamvidah//

sarvakaraScatasro 'thaSuddhayovaSitadaSa/

balanidaSacatvarivaiSaradyanyarak5aPam//

trividhamsmrty-upasthanamtridhasammoSa-dharmata/

vasanayahsamudghatomahatikaruPajane//

avenikamunerevadharmaye 'StadaSeritah/

sarvakara-jnatacetidharma-kayo 'bhidhIyate//

Cf.AS, Pradhan(1950), p､94.15-19(Fr. :Rahula(1971), p.163.14-17,

Okada(1994),pp.19-24),MS, 10.9,Lamotte (1973), tomel, pp.87.20-

88.5(Eng. :Griffiths(1989),pp.51.39-52.2,Fr. :Lamotte(1973), tome2,

pp､285.5-289.2,Eng. : Keenan(1992), p.109.21-32,Jap. :Nagao(1987),

p､354andp.356, n.1), MPPS, Chin. (T), 220c5-8 (Fr． :Lamotte

(1970),pp.1354.18-1355.5).

(73)Tib. (P), no.867,Chin. (T), no.305. But lhavenotbeenable to

identifythiscitation.

(74)Cf.AKBh,Pradhan(1967), p.384.17-18(Tib. (P), nGu45a4,Chin.

(T),no.1558,p.132c24-26,no､1559,p.284a22-23,Fr､ : laValleePoussin

(1971), t.4,p.288.3-6,Eng. :Pruden(1989),p.1027.8-11) :

kleSaanavamardaniyatvad agraha-dharme5u balani laukikanya-
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dharmanavamardaniyatvadva/

(75)AKK4.45abandAKBh,Pradhan(1967), p.227.4-6(Tib. (P), Gu

222a2-3,Chin. (T), no.1558, p.80c22-24, no.1559, p.237al2-14, Fr. : la

ValleePoussin (1971), t.3, pp.105.16-106.2, Eng. :Pruden (1989),

p.621.1-5,Jap.:Funahashi (1987), p.246.1-3):

triPikarmaPi/kuSalamkarmakuSalamavyakrtamkarmeti/

tatrakSemakfemetaratkarmakuSalakuSaletarat/

Cf.MV,Chin.(T), vol.27,p.263a6-12.

(76)Cf・TSBh, Levi (1925), p.23.12(Mimaki (1989), D8b5-6, 1 15.8,

Tripaihi (1984), p.59.3, Tib. :Teramoto (1977), p.25.1-3, Fr. :Levi

(1932), p.80.31-32, Eng. :Chatterjee (1980), p.54.16-18, Ger. :Jacobi

(1932), p.21.22-24, Jap. :Ui (1952), p.47.1-2, Yamaguchi (1953),

p.239.1,Teramoto(1977), p.50.14,Aramaki (1976), p.77.13-16) :

upadana-skandhe5v atmeti darSanamatma-dr51ihsatkaya-drStir

ityarthah/

(77)Skt. :adhyatmikabahyavastuorbahyadhyatmikambhava(-jatam)

(Pras,Yamaguchi (1974), Tib.-Skt., p.121, 140).Cf.Pras, laVallee

Poussin(1977),p.340.6, 354.3, 365.4, 475.6.

(78)Cf.MAK1, Ichigo(1985),p.22.3-6(Jap. : ibid.,p.120.1-3) :

bdagdanggzhansmra'idngos 'didag//

yangdagtunagcigpadang//

duma'irangbzhinbralba'iphyir//

rangbzhinmeddegzugsbrnyanbzhin//

SeealsoEjima(1980), pp.211-226.

(79)MMK, 1.1, deJong(1977),p.1.5-6(Saigusa(1985), pp.8-9, Eng. :

Inada(1970), p.39.14-16,Kalupahana(1986), p.105,Ger. :Frauwallner

(1994), p.178.28-30, Dan. :Lindtner (1982), p.67.13-16, It. :Gnoli

(1983),p307.8-9) :

nasvatonapiparatodvabhyamnapy-ahetutah/

utpannajatuvidyantebhavahkvacanakecana//

(80)MMK1.7,deJong(1977),p.1.17-18(Saigusa(1985),pp.20-21,Eng. :

Inada (1970), p,40.30-33, Kalupahana (1986), p.110.16-17, Ger. :

Frauwallner(1994), p.21-23,Dan. :Lindtner(1982), p.68.13-16, It. :

Gnoli (1983), p.308.11-14) :

nasannasannasadasandharmonirvartateyada/
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kathamnirvartakoheturevamsatihiyujyate//

(81)Thefifthstageissudurjaya(Tib.:shintusbyangsdka'ba).

(82)Five stages are: [6) abhimukhi(mngondugyurba), (7]

dUramgamah(ringdusongba), [8)acala(migyoba), [9]

sadhumatl (legspa'i blogros), (10] dharma-megha (chos kyi

sprin).SeeMvy,Sakaki(1981),no. 885-895(Fukuda(1986), no. 887-

897)．

(83)Skt. :daSa-paramitah.MAV,Nagao(1964),p.34.5-18(Tatia(1967),

pp.15.18-16.6,Tib.: Yamaguchi(1966), pp.36.10-12, Chin.:ibid.,

pp.36.11-13, Eng. : Anacker (1986), pp.228.30-229.21, Jap. :Nagao

(1976),pp.259.1-260.4) :

[1]dana-paramita, [2)6na-paramita, [3)kSanti-paramita, [4)

virya-paramita, (5)dhyana-paramita, [6]prajfia-paramita, [7]

upaya-paramita, (8)praPidhana-paramita, (9)bala-paramita,

[10] j制ana-paramita.

Cf.DS18,MUller(1984), p.4.9(Namdol (1988), p.10.1-8,Hakamaya

(1979), p.10.5-6),Mvy, Sakaki (1981), no.913-923 (Fukuda (1989),

no.915-925).

(84)RGV,Johnston(1950),p.39.1-2(Eng. :Obermiller(1931), p.181.3-5,

Takasaki (1966),p.2288-10,Jap. :Takasaki(1989),p.67.11-12):

tatravimalahkleSavarana-prahanat/ viSuddhojiYeyavaraり且一

prahapat/

Cf.TSBh,L6vi (1925), p.15.7-11 (Mimaki (1989),Clb3-5,Ep.2.6-10,

Fla5-7,Glb3-5,Hp.1.8-14,Tripaihl(184),p.12.6-9,Tib.:Teramoto

(1977),pp.1.14-2.7,Fr. :L6vi(1932),p.62.6-14,Eng. :Chatterjee(1980),

p.32,Ger.:Jacobi (1932), p.1.16-25,Jap． :Ui (1952), p.4.5-12,

Yamaguchi (1953), p.151.1-6,Teramoto (1977), p.2.1-5,Aramaki

(1976),p.34.4-8) :

kleSajney且varanaprahaPamapimok5=arvajnatvadhigamartham/

kleSahimokSa-prapteravaraPamitiataste5uprahine5umok5o

'dhigamyate/jmey且varaPamapisarvasminjneyejWana-pravrtti-

pratibandha-bhUtamakliSiamaj前anam/ tasmin prahIPe

sarv且kare jneye 'saktamapratihatamca jnanampravartataity

atahsarva-jnatvamadhigamyate/

(85)Cf.MAV,Nagao (1964), p.20.5 (Tatia (1967), p.3.14, Tib. :

（45）



RatnakaraSanti'sSntrasamuccayabaSyamRatnalokalamkaram(Mochizuki)

Yamaguchi (1966),p.7.12,Chin． : ibid.,p.7.13-14,Eng. :Anacker

(1986),p.214.12-14,Jap. :Nagao(1976),pp.225.8-9) :

evamasal-lakSaPamgrahya-grahakayohpraviSati/

(86)RA,Tib． (D), 246a5-6(Umino(1985),p.55b7-10):

gnyisdangbralba'irangrigpaningesparyodpalungdang

rigspalasmngonla/demedpar 'dzinpaniskurpa 'debs

pa'i legsparmazinpa'ozhes 'phagspathogsmedkyisgsal

bargsungsla.

SeealsoYamaguchi(1975),pp.273-362.

(87)Skt.:citta-prakrti-prabhasvara.Cf.RGV,Johnston(1950),p.71.7-8

(Schmithausen(1971),pp.156.21-157.4,Eng. :Obermiller(1950), p.228.

13-15,Takasaki(1966),p.287.6-9,Jap. :Takasaki(1989),p.125.2-3):

yac-cittamaparyanta-kleSa-duhkha-dharmanugatamapi prakrti-

prabhasvaratayavikaramna bhajate, atahkalyaPa-svarPavad

ananyathnbh且v且rthenatathatetyucyate.

SeeS.Katsumata(1961),pp､485-500.

(88)SeeUmino (1971), p.386b,Umino (1984), pp.4-7,Umino(1989),

pp.87-88.

(89)Seenote(13b).

(90)Skt. :catuvarisamgraha-vastnni.

[1]danam, [2]priyavacanam, [3]artha-carya, (4)
samgnarthata.

Cf. LV, Hokazono (1994), pp.346.6-8 (Lefman (1902), p.38.16-17,

Mitra(1980), pp､42.18-43.1, Tib. : Foucaux(1847), p.42.6-8, Fr. :

Foucaux(1988), p､40.6-8, Jap. : ibid., p.763.6-7),ASah, Chin. (T),

p.402c24-25 (cf. Stache-Rosen (1968), p.108.51-55), DS 19, MUller

(1984), p.4.11 (Namdol (1988), p.10.9-14,Hakamaya(1979), p.10.7-
10)．

(91)Tib． (P), no.867,Chin. (T), no.305.Butlhavenotbeenable to

identifythiscitation.

(91b)Skt.:sadaprarudita.Nobel(1950), p.81:NameeinesBodhisattva

（常悲，常啼)．

(92)AAK2.3-5,9-10,Stcherbatsky(1929),pp.11-12(Amano(1987),pp.41-

42,Tib. :Stcherbatsky(1929), pp.21-22,Eng. :Conze (1954),pp.32-34,

Jap. :Mano(1972),pp.138-140,SM,Tib. (P),Tal47a2-149b7, Jap. :
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Isoda(1991),pp.74-79):

rnpadi-skandha-SUnyatvacchnnyatanamabhedatah/

n5mapo 'nupalambhenateSammUrddhagatammatam//3

kSantayasteSunityadi-yoga-sthana-niSedhatah/

daSa-bhnmihsamarabhyavistarasth且na-deSanat//4

agradharmmagatamproktamarya-Sravaka-vartmani/

tatkasyahetorbuddhenabuddv且dharmmasamik5an且d//5

prajnapteravirodhenadharmmatasncanakrtih/

65amagammUrdhagamrmpady-ahanadi-prabhavitam//9

adhyatma-SUnyatady-abhIrnpaderaparigrahat/

k5antlrOpady-anutpadady-akarairagra-dharmmateti//10

Cf.AKK6.17-19andAKBh, Pradhan (1967), pp､343.9-345.7 (Tib.

(P),nGul5a4-16a5,Chin. (T),no.1558,p､119b3-cl7, no.1559,p.271bl9-

c26,Fr､ : laVall6ePoussin(1971), t､4, pp.163.1-167.10,Eng. :Pruden

(1989), pp､930.1-933.14),MSA14.23-27,LeVi (1904), p,93.6-26(Bagchi

(1970),pp.90.26-91.18, Sastri(1985), p.".7-28,Eng. :Thurman(1979),
pp.187.1-188.9, Limaye (1992), pp.267.19-269.23, Jap. :Ui (1961),

pp.301.1-303.1,Odani(1984),pp､163.16-164.22).

(94)Cf.MMK24.27, deJong(1977), p.36.14-15 (Saigusa(1985), pp.784-

785,Eng. : Inada(1970), p.150.4-7, Kalupahana(1986), p､346.13-16,

Ger. :Frauwallner(1994), p､192.6-8,Dan． :Lindtner(1982),p.124.17-

20, 1t. :Gnoli(1983),p.368.28-30) :

prahaPa-sak5atkaraDebhavanacaivamevate/

parijnavannayujyantecatvaryapiphalanica//

(95)MSA1.16,L6vi(1904),p.7.3-6(Funahashi(1985),p.11.16-19,Bagchi

(1970), p.6.16-19, Sastri (1985), p.6.7-10, Eng． :Thurman (1979),
p.12.16-21,Limaye(1992), p.15.26-33,Fr. :L6vi (1911), pp.14.32-15.4,

Jap. :Ui (1961),p､56.4.8),

SrutamniSrityadauprabhavatimanaskaraihayo

manaskaraj j"namprabhavaticatatvartha-viSayam/

tatodharma-praptihprabhavaticatasminmatirato

yadapratyatmamsakathamasatitasminvyavasitih//

(96)Cf・Nakamura(1975),p.594a:十信・

(97)AKBh,Pradhan (1967),p.320.13-15 (Tib. (P),Gu297b7-298al,

Chin. (T). no､1558, p.111bll-14, no.1559, p.264b22-25, Fr、 : laVallee
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Poussin(1971), t.4,p.104.12-16,Eng. :Pruden(1989),p.855.10-24):

[1]vidnSap母pratipakSo duhkha-samudayalambanah prayoga-

margah (2)prahaPa-pratipak5ahsarvaanantarya-margah[3)

adhara-pratipak5ovimukti-margah (4)dUribhava-pratipak5o

viSeSa-margah/

(98)MSA14.3,L6vi(1904), p.90.14-15(Bagchi(1970), p.68.10-11,Sastri

(1985),p.87.11-12,Eng. :Thurman(1979), p.181.17-19,Limaye(1992),

p､260.10-12,Fr. :L6vi (1911), p.161.17-19, Jap. :Ui (1961), p.291.6-7,

Odani (1984),p.145.25-26):

dharma-srotasibuddhebhyo'vavadamlabhatetada/

vipulamSamatha-jnana-vaipulya-gamanayahi//

(99)Tib. (D), no､56,Taipei ed. , 566.7-572.6(KhalO3b7-106b6),Chin.

(T),no.316,p､206c21-207c20.

(100) Skt. : daSakuSalakarmapathah. DS 56, MUller (1984), p.12.4-6

(Namdol(1988),p.30.4-15,Hakamaya(1979),p､19.11-17):

[1]pr”atipatah,[2)adattadanam,[3]kamamithyacarah,[4]

mrSavadah, [5]paiSunyam, (6]paruWam, (7]sambhinna-

pralapah, (8)abhidhya, [9]vyapadah, [10)mithya-drstih.

Cf.舎利弗阿毘曇論 ・SariputrabhidharmaSastra,Chin. (T),no.1548,

p.700al4-b4.

(101)AKBh,Pradhan(1967),p.248.11-12(Tib. (P),Gu241a6,Chin. (T),

no.1558, p.88cl4, no､1559, p.243c9-10, laValleePoussin(1971), t.3,

p.169.8-11,Eng. :Pruden(1989), p.658.11-13, Jap. :Funahashi (1987),

p.365.8-9) :

api tu Sakyam vaktumkarma ca te panthanaS casugati-

durgatmamitikarmapathah/

(102)Cf.MN, vol.1,p.320(Mochizuki(1980),pp.35.17-36.2) :

tathagate saddhani耐はhahotimmlajata patiWhita, ayamvuccati

bhikkhaneakaravati.

(103)Cf. Samadhirajasntra,Vaidya(1961), p.143.8-9,(R6gamey (1990),

p.51,Eng. : ibid.,p.86,Jap. :Tamura(1975), vol､2,p.19.1-2):

tatra kumara tathagatasya kayah Sata-puPya-nirjataya

buddhyanekartha-nirdeSo.

(104)Seenote(4).

(105)MAV, Nagao (1964), p.41.18-19 (Tatia (1967), p.22.4, Tib. :
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Yamaguchi (1966), p.53.4-5,Chin. : ibid., p.53.5,Eng.:Anacker

(1986),p.237.4-5,Jap.:Nagao(1976),p.277.2):

prapti-paramarthonirvanam.

SeeUmino(1984),p.2.8.

(106)PP,Tib． (D),Tsha46b4, (Walleser(1914),p.4.5-7,Ger. :Kajiyama

(1989),p.422.12-14,PPT,Tib. (D),Wa30a6-bl). SeePras, laVall6e

Poussin(1977),p.9.7-8(Tib. (D)Ha3b7-4al,Jap. :Tanji(1988),p.7.

4-6）：

kimtarhi,asminsatiidambhavati,asyotpadadidamutpadyata

itiidampratyayatartha.

Cf. SNXn 20, vol.n, pp､25-26 (Hirakawa (1988), p.493.2-3,

Nakamura(1994),p.557.1-2) :

ya tatra tathataavitathataanannathata idappaccayata, ayam

vuccatipaliccasamuppado.

(107)MMK18.7cd, deJong(1977), p.25.2(Saigusa(1985), pp.524-525,

Eng. :Inada(1970), p.115.12-13,Kalupahana(1986), p6268.14,Ger. :

Frauwallner(1994),p､186.12-14,Dan. :Lindtner(1982),p.106.7-8, 1t. :

Gnoli(1983),p.352.7-8) :

anutpannaniruddhahinirvaPamivadharmata//

(108)AKK2.45a, Pradhan(1967), p､73.14(Tib. :Stcherbatsky (1970),

p.184.4,Fr. : laValleePoussin (1971), t.1, p.214.29, Eng. :Pruden

(1989),p,233.4,Jap. :Sakurabe(1969),p.328.5:

ayur-jIvitam.

Cf. TSBh, L6vi (1925), p､15.22 (Mimaki (1989), C2a3, Ep,3.6-7,

F1b6, G1b9-2al, Hp.2.4-5, Tripathi (184), p.14.17-18,Tib. :

Teramoto(1977),p､3.6-8,Fr. :Levi(1932), p.63.8-10,Eng. :Chatterjee

(1980),p.33.25-28,Ger. :Jacobi(1932),p.3.7-8,Jap. :Ui(1952), p.6.4-

5,Yamaguchi (1953),p.158.14-15,Teramoto(1977), p.8.7-8,Aramaki

(1976),p､36.6-7) :

atmajivojanturmanujomaPavaityevamadikaatmopacarah,

(109)SeeIshikawa(1990),p､93.11.

(110)Cf.TSBh,L息vi (1925), p.25.22-24(Mimaki (1989),C2a3-4,F1b7,

G2al,Hp.2.6-7,Tripathl (1984), p.14.18-19,Tib. :Teramoto(1977),

p.3.8-11,Fr. :L6vi (1932),p.63.11-13,Eng.:Chatterjee(1980),p.33.28-

30,Ger. :Jacobi (1932),p.3.8-11,Jap. :Ui(1952),p.6.5-7,Yamaguchi
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(1953), pp､158.15-159.1, Teramoto(1977), p.8.8-9,Aramaki(1976),
p.36.7-9) :

skandha dhatava ayatanani rUpamvedana samjiMasamskara

vijmnamityevamadikodharmopacarah/

(111)Ihavenotbeenabletoidentifythisverse.

(112)CGP,Chin. (T), p､325bl : 於三宝所得浄信難如求如意味．

(113)Tib. (P),no.820,Pul29a3-5(Chin. (T), no.598,p.133a23-25) :

klu'ibdagpochoslngadangldannabyangchubsemsdpa' rnams

dadpadangldanpar 'gyurte/lngagangzhena/ 'di ltaste/

mospa'istobsdang/bsodnamskyitshogskyistibsdang/ las

kyirnamparsminpala 'jugpa'istobsdang/byangchubkyi

semsmi gtongba'istobsdang/ chosnyid lastonpa'istobs

te/

(113b)TSBh,Levi(1925), p.25.25-26:

adhimokSoniScitevastuni tathaivavadharaPam.

(114)Tib. (D),Taipei ed., 281.4-282.2 (Chin. (T), no.302, pp.916c25-

917a4,no.303, p.923cl-11) :

byangchubsemsdpa' sgribpathamscadrnamparsel bas

'jamdpalgzhonnurgyurpala 'diskadcessmosso// 'jam

dpalbyangchubsemsdpa'gangdaglamosna/yontangyi

khyadpar 'didagdanggzhandpagtumedpadagkyang 'thob

pa'ichoslngapo 'didagste/lngagangzhena/[1)chos

thamscadgnyenpomedpadang/maskyespadangma

'gagspadang/brjoddumedparmospadang/ (2] rtag

turgyunmi 'chadparskadcigskadcigladebzhingshegspa'i

spyodlamla'jugpa'ignas 'dzambu'iglinggi rdulphrarab

kyi rdul laskyanglhagpadaglalhungyisgrubcingrnam

parmirtogpar 'jugparmospadang/[3)senggebran

bzangskyibu'irtogspabrjodpassemscanyongssusminpar

byedpadebcomldan 'dasshakyathubpas/bskalpagang

ga'iklunggibyemasnyednasmngonparrdzogsparsangs

rgyaste/mdzadparmospadang/[4]marmemdzad

kyis lungbstanpanasbzungste/mngonpar rdzogspar

byangchubpa,i bar derbcomldan 'dasshakya thubpa'i

byangchubsemsdpa'i spyodpagangyinpade thamscad
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sangsrgyaskyiyulgyimthasklaspa'ibskal panasmngon

parrdzogsparsangsrgyasnasbstanpayinparmospadang/

[5)shakyathubpasbstanpassemscanyongssusminpar

byaspagangyinpade/sangsrgyaskyiyulgyimthasklas

pa'ibskalpanas/bcomldan'dasshakyathubpamngonpar

rdzogsparsangsrgyasnasmdzadpayinparmospaste/

(115)Madhyamakalamkaravrtti, Ichigo(1985), p.222.7-11 (Jap. : Ichigo

(1985),p､166.6-9) :

ji ltarbstanpa'i tshulgyisgcigdangduma'i rangbzhindang

bralba'iphyirro//de'i phyiryangdagparnaganggi

skyebadang/desngondu 'groba'ignaspadang/mi

rtagpadang/de labrtenpa'idngospo'ichosgzhanyang

yodpar 'gyurram/

(116)Thesamecontextisalsomentionedabove(RA,Tib.(D),Ki230b3-

4)．

(117)Ihavenotbeenabletoidentifythisverse.

(118)AAK8､11cd,Stcherbatsky(1929),p.35.6(Tib. :ibid.,p.64.3-4,Eng. :

Conze(1954), p.98.11-12,Jap. :Mano(1972),p､252.2) :

akSayatvaccatasyaivanityaityapikathyate//

(119)Skt. :simhasaudasa(LAS,Suzuki (1934),p.186L).

(120)TheChinesetranslationattributesthefollowingsentence to星賀騒

那窪縁誕経 ・Simhasutejo'vadana (Pasadika(1979) , p.27, n.14,

Ichishima(1986),p.4.22).Seenote(114).

(121)SeeTaga(1974),pp､129-169.

AbbreviationsandOriginalSources(3)

･AbhidharmamrtaSastra阿毘曇甘露味論．

re-Skt.: Sastri(1953).

Chin. : T､1553.

AbhidharmavataraprakaraPaSastra.

Tib. : D.4098,P.5599.

Chin. : T.1554.

Abhisamayalamkarakarik鵡且stravivrttibyHaribhadra.
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Skt.: Amano(1983),(1986), (1987), etc.

AbhidharamasamuccayabyAsaiga.

Skt.: Pradhan(1950).

Tib.: D.4049,P.5550.

･AbhidharmasangltiparyayapadaSastra阿毘達磨集異門足論

AS

ASah

Chin. : T.1536.

Abhidharmasamuccayabh"ya.

Skt. : Tatia(1976).

Tib. : D.4053, 4054,P.5554, 5555.

Chin. :T､1606.

ArthaviniScayasntra.

Skt. : Samtani(1971).

Tib. : D､317,p.983.

Chin. : T.762, 763.

Dharmasamgraha.

Skt. : Kasawara(1984),Namdol (1988).

Tib. :Namdol(188).

MadhyamakalamkarakarikabySantarakgita

Tib. : D.3884,P.5284, Ichigo(1985).

Madhyantavibhagabhagya.

Skt. :Nagao(1964),Tatia(1967).

Tib. :D.4027,P､5528,Yamaguchi (1966).

Chin. : T.1599, 1600,Yamaguchi(1966).

Mnlamadhyamakakarika.

Skt. : deJong(1977),Saigusa(1985).

Tib. :D､3824,P.5224,Saigusa(1985).

Chin. : T.1564,Saigusa(1985).

･MahaprajnaparamitaSastra大智度論

Chin． : T.1509.

Mahayanasamgraha.

Tib. : D.4048,P.5549,Lamotte(1973).

Chin． : T､1592, 1593, 1594.

MahayanasntralamkaratikabySthiramati.

Tib． : D.4034,P.5531.

NyayapraveSabySaikarasvamin.

ASBh

AVS

DS

MAK

MAV

MMK

MPPS

MS

MSAT

NP
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Skt.: Dhruva(1968),Tachikawa(1971).

Tib.: P.5706(D.4208,P.5707aretranslatedfromChin.)

Chin.: T.1630.

PrajmpradipabyBhaviveka.

Tib.:D.3853,P.5253,Walleser(1916).

Chin.: T.1566.

PrajnaparamitopadeSa.

Tib.: D､4079,P.5579.

Prasannapada.

Skt. : laValldePoussin(1977).

Tib. : D､3860,P.5260.

Pancaskandhaprakarana.

Tib. : D.4059,P､5560,Dantinne(1980).

Chin. : T､1612.

Ratnagotravibhaga.

Skt. : Johnston(1950).

Tib. : D.4024,P､5525.

Chin. : T.1611.

･SatyasiddhiSastra成実論．

re-Skt.: Sastri(1975).

Chin. : T.1646.

SikSaamuccaya.

Skt. : Bendall (1977),Vaidya(1961).

Tib. : D､3940,P.5336.

Chin. : T.1636.

AbhisamayalamkarakarikavrttiSuddhamatibyRatnakaraSanti
Tib. : D.3801,P.5199.

AryaSiasahasrika-prajnaparamitaPpanjika-sarottama.

Skt. : Jaini(1979).

Tib． :D.3803,P.5200.

TrimSikabh"ya.

Skt. : L6vi (1925),Mimaki(1989), etc.

Tib. :D.4064,P.5565.

Visuddhimagga.

Pali:Waren(1989).

PP

PPU

Pras

PSP

RGV

Sat

Sik.

SM

SU

TSBh

VM
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TranslationsandSecondarySourcee(3)
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1983 現観荘厳論釈の梵文写本(1) Genkanshogonron-shakunobonbun
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Anacker,S.
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身
延
山
学
園
・
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
」
（
定
員
四
月
二
○
日
の
、
二
度
に
及
ぶ
大
学
設
置
審
議
会
委
員
に
よ
る
実
地

○
名
）
と
し
て
、
無
事
、
改
組
転
換
を
成
し
得
、
こ
の
四
月
、
第
調
査
と
実
地
審
査
。
以
上
の
経
緯
を
経
て
の
「
設
置
認
可
」
で
あ

承
知
の
ご
と
く
、
「
開
宗
七
五
○
年
」
の
身
延
山
の
記
念
事
業
の
て
、
同
年
六
月
末
、
教
員
の
資
格
審
査
と
、
研
究
体
制
の
確
立
の

一
つ
と
し
て
、
本
学
は
、
平
成
六
年
一
二
月
一
二
日
、
学
校
法
人
有
無
と
を
中
心
と
す
る
第
二
次
申
請
。
同
九
月
二
○
日
及
び
一
○

労
に
対
し
、
会
員
諸
賢
と
共
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
し
た
と
こ
ろ
の
追
加
申
請
○
そ
し
て
、
同
一
○
月
に
は
、
二
度
に

り
ま
す
。

さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
為
法
為
山
、
ご
同
慶
の
至
り
で
、
そ
の
ご
苦
一
次
申
請
。
同
七
月
末
の
、
法
人
の
財
政
及
び
そ
の
運
営
を
主
と

一
期
の
単
生
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
と
相
成
り
ま
し
た
。
こ
れ
一
重
り
ま
し
た
。

さ
て
、
喜
び
の
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。
既
に
会
員
諸
賢
ご
成
六
年
一
月
七
日
に
は
、
「
継
続
審
査
」
の
通
知
。
こ
れ
を
承
け

各
分
野
に
お
け
る
新
鮮
な
研
究
成
果
が
こ
う
し
て
続
々
と
発
表
月
末
日
、
大
学
設
置
の
趣
旨
・
教
育
課
程
に
主
点
を
置
い
て
の
第

『
棲
神
』
六
七
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

◇
編
集
後
記
◇

亘
っ
て
の
大
学
設
置
審
議
会
に
よ
る
ヒ
ャ
リ
ン
グ
。
越
え
て
、
平

に
、
ご
本
山
当
局
・
同
窓
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
聖
・
各
位

の
ご
尽
力
の
賜
物
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

で
は
、
経
緯
の
大
略
を
申
し
述
べ
ま
す
。
ま
ず
、
平
成
五
年
四



築
こ
そ
が
、
本
学
の
念
願
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
最
後
に
、
今
壼
墓
本
納
の
方
へ
申
し
上
げ
ま
す
。
運
営
上
、
難
渋

山
大
学
」
は
、
伝
統
あ
る
僧
風
教
育
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
、
年
の
ご
法
労
に
対
し
ま
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
、
益
々
の
ご
多

宮
崎
英
修
学
長
・
仲
澤
浩
祐
学
部
長
を
陣
頭
に
、
全
学
を
挙
げ
て
致
し
ま
す
の
で
、
ご
送
金
方
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

従
っ
て
、
有
為
の
人
材
を
育
成
し
、
法
器
養
成
を
宰
王
と
し
つ
つ
、
宗
教
学
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
、
よ
ろ
し
く
ご
交
誼
の
程
、
お
願
い

〃
心
の
教
育
“
を
信
条
と
し
、
現
代
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
祥
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
翻
っ
て
、
平
成
六
年
四
月
一
日
付
を

◆

人
材
の
育
成
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
の
改
組
転
換
で
あ
り
ま
し
た
。
以
て
、
新
た
に
間
宮
啓
壬
先
生
が
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
ご
専
門
は

後
援
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。
長
い
間
、
短
大
・
高
校
の
教
壇
に
お
立
ち
い
た
だ
い
て
お

理
念
の
具
現
に
逼
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
ご
な
お
、
短
大
と
し
て
の
『
棲
神
』
は
本
号
を
以
て
終
ｈ
と
な
り
、

り
ま
し
た
一
宮
嘉
孝
・
山
田
是
明
の
両
先
生
に
は
、
一
身
上
の
ご

一
般
に
も
開
か
れ
た
国
際
的
な
教
育
を
旗
せ
る
よ
う
な
体
制
の
構
申
し
上
げ
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
こ
の
四
月
に
開
校
と
な
り
ま
す
「
身
延
都
合
で
、
平
成
七
年
三
月
を
以
て
ご
退
職
と
相
成
り
ま
し
た
。
永

次
い
で
、
本
年
度
の
教
員
の
動
き
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
乞
う
ご
期
待
。

次
号
は
名
実
共
に
一
新
さ
れ
た
も
の
に
な
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

（
中
條
記
）
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授
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桑
名
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正
（
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学
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授
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高
橋
堯
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（
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延
山
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期
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学
教
授
）

町
田
是
正
（
身
延
山
短
期
大
学
教
授
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中
山
光
勝
（
身
延
山
短
期
大
学
助
教
授
）

奥
野
本
洋
（
身
延
山
短
期
大
学
助
教
授
）

望
月
海
慧
（
法
華
経
文
化
研
究
所
研
究
員
）

執
筆
者
（
目
次
順
）

山
梨
県
身
延
山
東
谷

（
垂
四
○
九
’
二
五
）

発
行
所
身
延
山
短
期
大
学
学
会

振
替
（
甲
府
）
五
’
一
二
七
五
番

電
話
（
宝
美
さ
二
’
○
一
○
七

「
棲
神
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六
十
七
号

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
七
年
三
月
三
十
日
発
行
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癖
隷
宮
崎
英
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刷
者
宮
田
如
龍
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府
市
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央
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丁
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’
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